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平成１４年３月６日広陵町議会

第１回定例会会議録（１日目）

平成１４年３月６日広陵町議会第１回定例会（第１日目）は、広陵町議場に招集された。

１ 出席議員は、１６名で次のとおりである。

１番 山 田 光 春 ２番 小 原 昇

３番 片 岡 福 美 ４番 寺 前 憲 一

５番 松 野 悦 子 ６番 角 谷 静 作

７番 吉 田 信 弘 ８番 中 山 正

９番 山 本 登 １０番 青 木 義 勝

１１番 笹 井 正 隆 １２番 坂 口 友 良

１３番 山 本 悦 雄 １４番 松 本 政 治

１５番 吉 岡 章 男 １６番 出 張 光 男

２ 欠席議員は、なし。

３ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。

町 長 平 岡 仁 助 役 畠 山 惠 俊

収 入 役 和 田 建 三 教 育 長 吉 村 崇

総 務 部 長 土 佐 敏 行 健康福祉部長 大 西 利 実

住民生活部長 野 村 完 治 環 境 部 長 山 村 吉 由

環 境 部 参 与 中 尾 寛 都市整備部長 吉 村 正 勝

水 道 局 長 中 尾 勝 教育委員会事務局長 竹 田 健 次

施設管理サービス公社常務理事 竹 嶋 昇

土地開発公社事務局長 植 村 和 由

４ 本会議の書記は、次のとおりである。
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局 長 西 辻 眞 治

書 記 乾 善 雄 野 村 克 也

ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。議 長

これより平成１４年広陵町議会第１回定例会を開会いたします。

これより本日の会議を開きます。

（Ａ.Ｍ.１０：０７開会）

本日の議事日程はお手元に配付したとおりであります。

日程番号 付 議 事 件

１ 会期の決定について

２ 会議録署名議員の指名

３ 諸報告

４ 報告第 １号 平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の報告につ

いて

５ 報告第 ２号 広陵町土地開発公社予算について

６ 報告第 ３号 財団法人広陵町施設管理サービス公社事業計画及び収支予算について

７ 議案第 １号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

８ 議案第 ２号 町の区域の変更について

９ 議案第 ３号 広陵町新清掃施設建設基金条例の制定について

１０ 議案第 ４号 広陵町用地取得事業特別会計条例の制定について

１１ 議案第 ５号 町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する

条例の制定について

１２ 議案第 ６号 広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦

覧等の手続に関する条例の制定について

１３ 議案第 ７号 住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

て

１４ 議案第 ８号 政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関する条例の一部を

改正することについて

１５ 議案第 ９号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正することについて

１６ 議案第１０号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについて
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１７ 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正することについて

１８ 議案第１２号 広陵町奨学基金条例の一部を改正することについて

１９ 議案第１３号 広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについて

２０ 議案第１４号 広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正することについて

２１ 議案第１５号 広陵町立児童育成クラブ条例の一部を改正することについて

２２ 議案第１６号 広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正することにつ

いて

２３ 議案第１７号 広陵町下水道条例の一部を改正することについて

２４ 議案第１８号 広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部を改正することについて

２５ 議案第１９号 平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）

２６ 議案第２０号 平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

２７ 議案第２１号 平成１４年度広陵町一般会計予算

２８ 議案第２２号 平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算

２９ 議案第２３号 平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算

３０ 議案第２４号 平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算

３１ 議案第２５号 平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算

３２ 議案第２６号 平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算

３３ 議案第２７号 平成１４年度広陵町学校給食特別会計予算

３４ 議案第２８号 平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計予算

３５ 議案第２９号 平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算

３６ 議案第３０号 平成１４年度広陵町水道事業会計予算

まず日程１番、会期の決定についてを議題とします。議 長

本定例会の会期は過日の議会運営委員会で本日から２２日までの１７日間とすることにあ

らかじめ決定されております。会期をさよう決定することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって会期は本日から２２日までの１７日間と決定しまし議 長

た。
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なお、報告第１号、第２号、第３号及び議案第１号につきましては、委員会の審査を省略

して、本日議決願いたいと存じます。

次に日程２番、会議録署名議員の指名でございますが、会議規則第１１０条の規定議 長

により

７番 吉 田 君

８番 中 山 君

に指名いたします。

次に本日は第１回定例会でございますので、町長より平成１４年度の施政方針を賜議 長

りたいと存じますので、よろしくお願いいたします。 平岡町長！

平成１３年７月私が広陵町長に就任させていただき、はや８カ月になろうとしてお町 長

ります。私は就任以来、我が広陵町に力強い風を吹かせ、元気で優しいまちづくりを推進す

るため町政に邁進してまいりました。

本日ここに私自身にとっては最初の当初予算である平成１４年度予算案を提案させていた

だき、ご審議をお願いするに当たりまして、施政方針の一端を申し上げ、議員各位並びに町

民皆さん方のご理解とご協力を賜りたいと存じます。

まず、この予算案は全職員が現下の厳しい社会情勢を認識しつつ、住民の声を行政に反映

すべく予算編成に参画願っての集大成でありますことを申し添えたいと思います。

最初に、現在町の最重要課題となっております新しい清掃施設の建設問題について、一言

述べさしていただきます。

私は新清掃施設問題の解決を図ることを公約に掲げ、皆様の信任をいただきました。就任

早々から新施設候補地の検討を重ねて、古寺地内で決めさせていただき、その後議会へご説

明を申し上げ、古寺地区や周辺地区の皆さんのご理解を得るため、誠意と熱意を持って日夜

説明とお願いを続けているところであります。いましばらく時間をいただかなければならな

い状況でございます。現在の清掃センターの操業は地元との協定により、平成１７年６月末

までと定められており、残すところあと３年余りであります。日程的には非常に厳しい状況

でございますが、私のみならず関係者一丸となって取り組んでまいりますので、何とぞ温か

いご理解とご支援を賜りますようお願いを申し上げます。

なお、地元のご同意は得ておりませんが、同意いただければ速やかに事業を着手できるよ

うに、必要な予算を平成１４年度当初から計上をさせていただいております。新清掃施設建

設事業は多額の財源が必要となりますので、緊急やむを得ない事業は別といたしまして、申
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しわけございませんがそれ以外の事業についてはご辛抱いただくこともあるかと存じますの

で、どうかよろしくお願いを申し上げます。

なお、新清掃施設の建設費用につきましては、その資金を新清掃施設建設基金として基金

積み立てを行うこととさせていただくため、今議会におきまして基金条例の制定をお願いす

ることといたしました。

平成１３年、西暦２００１年は新しいミレニアムにとって最初の年でありました。振り返

りますと、出生率の低下と今や世界一と言われる我が国の平均寿命の伸びにより、少子・高

齢化社会などと呼ばれ出してから久しくなりますが、広陵町にとってのミレニアム初年は２

１世紀における保健・福祉の拠点となる総合保健福祉会館、さわやかホールの完成によって

スタートいたしました。ほぼ１年を経過し、おかげをもちまして町民の皆さんにさまざまな

保健・福祉施策を提供することができました。今後においてもさわやかホールを拠点に、子

供から高齢者まで世代を超えた人々が集い、介護保険制度への対応や生きがい、ふれあい支

援事業の展開を推し進めてまいります。そして、だれもが健康で暮らし、安心した老後を迎

えられるように、あらゆる層の皆さん方に喜んでいただき、有用なご利用をいただけるよう、

職員とともに知恵を出し、汗を流し合いながら尽力していきたいと存じております。

今日の日本において、まず触れなければならないのは我が国の経済状況でございます。日

本経済は平成初期のバブル景気のときは５％以上もありました経済成長率が、バブル崩壊後

は１％台の低成長時代が１０年も続き、最近はマイナス成長に落ち込んだとも報道されてお

ります。平成１３年は戦後第２位の企業倒産件数になるなど、さらなる景気悪化で物価下落

と生産活動の縮小とが相互作用して、景気が加速度的に悪化していく過程であるデフレスパ

イラルが懸念され、経済危機がささやかれている今日であります。

政府は改革なくして成長なしとの基本的考えのもと、平成１３年６月、いわゆる骨太の方

針である構造改革に関する基本方針を決定いたしました。その後はこの方針を受けた、これ

までにない積極的な施策により、各分野への必至の構造改革推進がなされているところであ

りますが、地方行財政に対しましては公共事業の見直しや地方自治体にとって大きな財源と

なっている地方交付税の削減が行われているところでございます。

広陵町の平成１４年度予算編成に当たりましては、このような厳しい経済現状を踏まえ、

財政の健全性の確保に留意し、徹底した経費の効率化を図りながら、平成１２年度の地方分

権一括法の施行により、１４年度で県から権限移譲をされる幾つかの事務事業を初め、数々

の行政課題に取り組み、住民福祉の向上に努める所存であります。
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例えば経常的経費につきましては、平成１３年度に比べ原則１０％カットを行い、公共事

業につきましては、何と申しましても新清掃施設建設問題がございますので、それをにらみ

ながらそのほかの事業は優先順位による必要最小限のものに厳選するとともに、起債充当率、

交付税算入率の有利なものを活用するなど、効率的、効果的な事務事業実施のため、予算編

成を行いました。

こうした状況の中で編成させていただきました平成１４年度一般会計予算案の規模は９８

億６，０００万円となり、平成１３年度と対比しまして１３億５，０００万円減のマイナス

１２％の超緊縮予算となっております。

私の町政ビジョンは「元気でやさしいまちづくり」であります。言いかえれば、人に優し

い、人が優しいまちづくりであります。２１世紀は心の時代とも言われておりますが、町民

の皆さんの一人一人まで行き届いたきめ細かい施策の展開を目指し、人のぬくもりが伝わる

行政を実施していきたいというのが私の生来の夢でございます。就任２年目となる平成１４

年度はその夢を一歩でも現実化させるための町政を担ってまいりたいと存じております。

まちづくりはまず何をもちましても人づくりでございます。そして人づくりの原点は町の

職員であります。私は就任早々から職員の意識改革を訴えてまいりました。町を愛する公務

員としての資質を高め、町内最大の住民サービス機関としての自覚認識を深め、各行政施設

での国旗、町旗、校旗を常時掲揚するとともに、職員の接客マナーの向上と知識技能の修得

に力を注ぎました。例えば誠実な受け答えをしなくてはという気持ちを持ってもらうため、

全職員に対する写真入り名札の義務づけや管理職の早朝勉強会、三役、部長職との庁議開催

の実施などがその一端でございます。

平成１４年度はそれをさらに充実させ、また町民の皆さん方へ発展させていくため、次の

ような施策を計画しております。

まずは役場庁舎における福祉設備のための改築工事でございます。役場へ来ていただいた

方々の利便性を考え、すべての方に不自由なく、気軽にご利用をいただくための庁舎ロビー

と玄関部分の整備を行います。その内容としてかねてからの懸案でありましたエレベーター

の設置と座って相談できるローカウンターへの改修、また体のご不自由な方、高齢者、乳幼

児との親子連れの方などが安心してご利用いただける多目的トイレの設置や、正面玄関のス

ロープ改修などを行います。工事は平成１４年度中に完成させる予定でございます。

次に、広陵町役場サービスカウンターの設置でございます。行政サービスの提供を行う役

場窓口があると申しましても、役場まで来ていただくのに不便であったり、交通手段のない
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方などがございます。そういう方のために、自宅近くの公共施設でも役場業務のことでお気

軽にご相談いただいたり、住民票などの交付を受けられるよう、さわやかホール、清掃セン

ター、中央公民館、図書館、サン・ワーク広陵の５カ所に広陵町役場サービスカウンターを

設置させていただき、皆さん方の長年の強いご要望に知恵を出し、最小の投資と経費でおこ

たえしてまいりたいと思っております。

なお、住民が最寄りの郵便局で住民票などが受け取れるようになる郵政官署事務取扱法が

平成１３年１２月から施行されたのに伴い、本町でも実施を計画しておりますが、実施に当

たっては郵政事業庁との協議や町議会の議決を得ることになっておりますので、それらの手

続が完了次第、実施する予定であります。特に真美ヶ丘地内の郵便局で今年中に実施を目指

しています。

また、ソフト事業として人にやさしいまちづくり推進事業の助成金制度を創設いたしまし

た。人間同士の交流が不足していると言われている今日でありますが、私は町内でお互いが

声をかけ合うことで地域の連帯感が強まり、町全体が活性化すると信じております。そこで、

平成１４年度予算では各大字、自治会の単位で人にやさしいまちづくり推進事業モデル地域

を幾つか指定させていただき、例えばあいさつ運動、環境美化活動、郷土愛事業、伝統行事

推進、交通安全、防災防犯活動、世代交流及び子供たちの健全育成などの地域に密着した人

に優しい、人が優しいまちづくりをしていただくための助成金を予算に計上をいたしました。

また、町民の皆さんの中にはスポーツ、文化、芸術部門などの全国規模の大会やコンクー

ルで好成績をおさめられる方が数多くおられることは喜ばしい限りであります。本町には従

来から広陵町表彰規程があり、地方自治の発展に当たり、町に貢献された功績が著しい方々

を表彰させていただいておりますが、当規程を運用してそのような方々にも元気な広陵の誉

れとして表彰することにいたしました。いずれにしても、そうした方々が互いに刺激し合い、

影響し合いながらご活躍いただくことが相乗効果となって、広陵町の元気で優しいまちづく

りに結びつくのではないかということでご期待申し上げている次第でございます。

少子・高齢化の急速な進行、ＩＴ革命に代表される高度情報化の進展、地球規模での環境

問題など、地域社会を取り巻く状況は大きく変わりつつあります。住民生活に最も身近な市

町村には、このような環境の変化や政策課題に的確に対応していくことが期待されており、

より一層の行財政基盤の充実が求められています。今話題になっております市町村合併は、

このような行政課題に対処するための有効な手段の一つではないかと思っております。しか

し同時に、地方自治の根幹にかかわる重要な問題であり、町民にも大きな影響をもたらすこ
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とから、町民の皆さん方のご意見をお聞きしながら、町と議会による十分な論議が必要であ

ると考えております。

国や県の示す定められた期限内に合併すれば、合併特例債の活用や交付税算入措置、それ

に合併に伴う議員定数の特例など、行財政面で大きな特典があり、非常に有利と言われてい

ます。その期限は平成１７年３月３１日でございますが、最低２年はかかると言われており

ます。準備期間を考えますと、平成１４年の年内のなるべく早い時期には結論を出す必要が

ございます。平成１４年度予算では合併問題に対しましてご意見をお聞きする懇話会の関係

予算を計上しておりますが、もし合併候補の相手自治体が決まり、本格的な準備段階に入ら

させていただく場合には、地方自治法で義務づけされております合併協議会の立ち上げの議

案や、それに関係する費用の補正予算案提出を行いたいと存じておりますので、その節はよ

ろしくお願い申し上げます。

それでは、平成１４年度の当初予算案の詳細につきまして、歳入から順を追って説明させ

ていただきます。

まず、町税におきましては昨今の景気動向を見ますと、依然として厳しい経済状況であり

ますが、地方分権の確立に向けて自主財源の確保を図りつつ、その見込み額を計上をいたし

ました。

町民税は恒久的減税が継続され、また中小企業においても景気好転が望めない状況下で減

収が予想されており、町民税の個人分と法人町民税を合わせて、約３，１００万円の減収を

見込んでおります。それに対しまして、固定資産税は新築家屋の増加などにより、約２，４

００万円の増収を見込みました。それで、そのほかの税と合わせますと、町税全体では平成

１３年度と比べ若干の減収になるということで予算化させていただきました。

なお、平成１４年度も恒久的減税による減収分は、地方特例交付金や減税補てん債の発行

などにより補われることになっております。

また、地方交付税につきましては、１３年度に比べ臨時財政対策債への移行も含めてでは

ございますが、４億４，０００万円の段階補正等による厳しい減額を予想しております。

一方、事業などの特定の目的の財源として国や県から交付される補助金等につきましては、

東小学校の改築が完了したことと、国による構造改革の実施により、総額で減額になってお

りますが、その他の歳入につきましては受益と負担の原則に基づき、現行基準により積算し

ております。

また、町債につきましては平成１３年度創設された臨時財政対策債に３億５，０００万円
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を計上したほか、後年度の財政負担を考慮しての予算編成といたしました。

なお、不足する財源につきましては、財政調整基金の留保資金を活用し、収支の均衡を図

ったところでございます。

納税推進につきましては、全職員が納税推進委員となり、滞納者に対して積極的に督励し、

町内に出かけます。特に物品納入者、役職者などの滞納者を一掃する努力を行います。

次に、これからは歳出についての内容をご説明いたしますが、まずは人件費、公債費、そ

の他経常経費全般について簡単に申し上げます。

人件費につきましては人員の抑制、業務の委託、公社職員の効率的人員配置などにより、

合理化を図ってきているところでございます。一方、ますます増大する行政需要に対しまし

ては、原則として限られた職員の効率的適正配置転換や、単純な職務については期限つき雇

用で対処します。言いかえれば、限られた財源の中で事業と人件費の適正なバランスを図っ

て、行政運営するものであります。冒頭で申しましたように、今後もなお一層の少数精鋭を

基本とし、まちづくりの核は職員であるという観点から、職員につきまして社会の変化を的

確に洞察し、政策形成能力や実践力を備え、町民の立場で事業を進めることのできる、人間

性がある人材を育成することが重要であります。そのことから、先月から三役と管理職、約

８０名が早朝勉強会を実施して、町民の皆さんの生の声を直接拝聴し、時には話し合い、そ

の知恵を反映すべく勉強を始めております。また、職員が広い視野を身につけるために、先

進地の視察や交流などを通して研さんし、みずからの知恵とアイデアで新しい施策を生み出

す能力、そして魅力あるまちづくりにすぐれた感覚を発揮できるために、研修旅費として２

５０万円を計上しました。井の中のカワズ、大海を知らずにならないように、以前にも増し

ての職員の意識改革や能力開発に、そして優しさのある人づくりを積極的に取り組んでまい

ります。

それでは、一般会計の各分野における重点施策と諸事業につきまして、その概要をご説明

申し上げたいと存じます。

まず、総務費関係でございます。

平成１３年度ＩＴ元年と位置づけされた１年でございました。本町におきましては町職員

へのパソコン１人１台環境の整備や、国の補助金を受けたパソコン初心者に対するＩＴ講習

の実施など、情報化のための基盤整備に努めてまいりました。平成１２年度からの継続事業

でございますが、全国の市町村からでも住民票の写しが請求できる住民基本台帳ネットワー

クシステムの構築計画につきまして、その準備作業が平成１５年８月の実施を目指して、全
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国一斉に進行中でございます。平成１４年度につきましてはいよいよ準備の最終段階として、

住民の皆様方全員にそれぞれの個人番号となる住民票コード番号を通知するための関係費用

を予算計上しております。また、平成１３年度に行いましたＩＴ講習につきましても、引き

続き継続するための予算を措置させていただきました。

昨今、いろいろとマスコミなどで報道されておりますように、来月１日からいよいよペイ

オフが解禁されます。町民の皆さんには今月の広報紙で周知しておりますが、町の公金管理

につきましても、これまでにないような質的な変革を求められますので、町職員だけでなく

民間の方々も加わっていただいて、（仮称）公金管理委員会などの設置も考えており、公金

の管理や内容をオープンにしてまいる所存でございます。

次に、民生費関係でございます。

まず、施政方針の最初で触れました総合保健福祉会館、さわやかホールでございます。広

陵町の福祉の拠点であり、保健サービスの拠点として昨年６月の会館から２年目を迎え、施

設利用の充実と、さらに利用しやすい、住民の利用ニーズに応じた運営を心がけてまいりた

いと思います。会館の管理運営につきましては、平成１４年度も社会福祉法人広陵町社会福

祉協議会が関連組織として施設利用を行っている観点から、老人福祉センターの業務運営と

ともに、社会福祉協議会に委託することとし、関連費用として６，９９２万７，０００円を

計上をいたしました。このさわやかホールを拠点として町民皆さんの健康指導管理や、系統

的な健康づくりの推進を図り、福祉保健分野のきめ細かなサービス提供を推進してまいりた

いと存じます。

次に、高齢者福祉でございます。支え合う地域社会を目指して、平成１２年４月施行の介

護保険制度は来月で３年目を迎えますが、在宅高齢者に対する福祉施策の大半が介護保険制

度に移行されたことにより、適切な介護保険サービスの提供がされるようになったと存じ上

げます。このことに伴い、老人福祉費の抑制につながっておりますが、元気で優しいまちづ

くりの一環として、高齢者の介護予防や自立した生活支援につきましても、今後引き続き地

域の実情に対応した事業を継続してまいりたいと考えております。

次に、保健・福祉面でございますが、平成１４年４月１日から地方分権の一環により、こ

れまで県の事務でありました精神保健福祉業務が市町村へ移管されるのに伴い、精神障害者

への各種支援費支給制度などが業務移管が予定されておりますので、諸準備を行い、万全の

体制で４月１日を迎えたいと存じます。

一方、介護保険費につきましては、介護保険制度のルールに基づき、拠出金と関係職員の
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給与費などの繰出金のほか、新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計への拠出金を

措置いたしております。

このほか、住民福祉の最前線でご活躍いただき、町の福祉施策推進に多大なご協力をいた

だいております民生・児童委員協議会につきまして、福祉事務の執行とその性格をも勘案し、

事務局を社会福祉協議会から町長部局の福祉課へ移したいと考えております。

また、平成１３年度実施を見合わせました馬見中地区保育園の建設関係事業につきまして

は、庁内関係部署によります委員会を組織し、改めまして設置及び運営に関する検討を重ね、

必要な時期にご提案申し上げたいと存じます。

次に、保健衛生関係でございます。生活習慣病の予防を初め、疾病の早期発見、早期治療

で健やかな毎日を過ごしていただくための各種検診事業を行います。また、平成１３年１１

月に国の指導で急遽実施することになりましたインフルエンザを初めとする予防接種事業、

１４年度からＣ型肝炎の検診が加わりました老人保健事業による基本健診などを実施するほ

か、町民の皆さんが主体的に取り組める健康づくり対策の充実を図ってまいります。既に町

内医師会とは平成１３年度の成果と反省を確認し、平成１４年度の取り組み方針を協議いた

したところであります。

それでは、次に衛生費関係について申し上げます。

まず、新清掃施設につきましてご説明いたします。

最初に申し上げましたように、新清掃施設のご同意をいただき、速やかに事業着手ができ

るよう、必要な予算を計上をさせていただいております。その主なものは環境アセスメント

に要する経費、発掘調査費等でございますが、新清掃施設建設費として１億２，４９６万円

を計上いたしました。

なお、用地費につきましては用地取得特別会計予算として１５億６９万１，０００円を計

上し、全額起債をもって先行取得できるよう措置しております。事業着手は地元同意が前提

でございますので、引き続きご理解を得られるよう、積極的に取り組んでまいる所存でござ

います。

なお、地元及び周辺地域に対する生活環境整備関連事業費につきましては、可能な限り優

先して予算執行を図ります。また、同意いただければ速やかに地元整備について事業計画の

協議をさせていただき、予算化いたしたい考えであります。

このほかの衛生費関係としましては、町内における産業廃棄物、屋外不法広告物や家電の

不法投棄が多発しておりますが、住民一人一人の協力のもと、広陵町の環境保全、環境美化
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に対しまして引き続き積極的に邁進してまいりたいと存じます。

なお、地方分権の一環により屋外広告物の事務につきましては、平成１４年４月１日にお

いて県から町へ移管されることになっており、責務の重大性を認識し、事務執行に当たりた

いと思います。

次に、農商工費関係でございます。

初めに、農地費関係でございますが、里道、水路などの国有財産、いわゆる法定外公共物

につきまして、これも地方分権に伴う権限移譲により平成１３年度に引き続き、１４年度も

譲与手続作業を進めてまいります。

このほか、農業基盤整備を図るため、寺戸地区圃場整備事業の工事継続や笠地区のため池

環境整備事業の工事に着手いたします。

次に、農業関係でございますが、米の生産調整における転作につきましては、本町の達成

率が奈良県下で非常に低い位置にあることから、農家の方々に転作に対する理解と協力を一

層促すとともに、国策でもあります小麦の栽培をより強固な支援と農家の皆さんの深いご理

解をいただいて推進してまいりたいと存じます。

それから、商工関係でございますが、地域産業の活性化、特に靴下産業の振興は平成１１

年度から実施してまいりました地域振興活性化事業の結果を受け、１５業者が提携する直販

店舗、ＳＯＣＫＳが昨年１１月にオープンし、企画、生産、販売を一体化した業態の取り組

みも始まりました。今後は商品企画力や販売ルート、それに市場競争力をつけるための研修

活動に対しまして新たな支援を行ってまいりたいと考えております。また、本来は産業廃棄

物となります靴下の生産途中に出るはぎれを再利用化し、手芸やパッチワークなどの方法で

リサイクルに活用する事業を充実させるための支援を行いたいと考えております。

次に、土木費関係でございます。

都市基盤整備として平成９年度から事業化を始めました都市計画道路の笠ハリサキ線はい

よいよ平成１４年度中に全線開通の運びとなりました。また、平成２年度から整備を進めて

おりました竹取公園は県立馬見丘陵公園との連絡歩道橋と休憩施設も完成し、平成１４年度

の最終整備をもって計画区域６．５ヘクタールの全面完成となっておりますが、休憩施設の

利用形態につきましても今後検討をしてまいりたいと思っております。

次に、都市計画でございますが、平成１２年度に町議会の議決を得て策定いたしました広

陵町第３次総合計画の下位計画として、町の目指す将来像を明確にし、各地区の主要課題の

抽出やその課題実現のための整備方針を定めるため、都市計画マスタープランの策定を進め
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てまいります。

なお、土木、建築、上下水道等の工事積算について種々の問題提起がありますが、実勢価

格のチェックを重ね、適正な工事価格の算出に努めたいと思います。

次に、消防費関係でございます。

消防施設整備は平成１４年度におきまして防火水槽２基の建設を進め、地域の安全確保に

努めてまいります。

防災関係では県の衛星系防災行政無線システムの設置に引き続き、地上系防災行政無線の

導入が予定されております。今後はさらにこれらの最新機器を活用しながら、住民生活の安

全確保の充実を図ってまいりたいと存じます。

次に、学校教育関係でございます。

平成１４年度は学校教育にとって大きな転換点になろうとしております。まず、教育改革

の重要ポイントとして心の教育の充実と確かな学力の向上につきまして、４月から新しい学

習指導要領での指導が全面的に実施されます。また同時に、日本の近代教育制度発足以来、

初めてのすべての土曜日を休みとする完全学校週５日制となります。こうしたことから、子

供たちの教育を学校のみで考えるのではなく、家庭、地域、社会が一体となってそれぞれの

役割を明確にしながら、いわゆる生きる力を育てるために各学校と教育委員会において精力

的にその準備を進めていただいているところであり、このような取り組みを支援してまいる

所存であります。

また、学校施設関係におきましては、児童数の増加により平成１３年度予算を繰り越して

おります真美ヶ丘第二小学校の増築工事につきまして、平成１４年１２月をめどに建設を進

めてまいりたいと考えております。

次に、社会教育関係でございます。

まず、貴重な文化遺産として広陵町のシンボルである特別史跡、巣山古墳の整備事業であ

ります。平成１２年度から１０カ年計画で保存修理のための整備事業を行っておりますが、

現在農業用水を確保するために築堤工事を行うと同時に、発掘調査を実施しているところで

ございます。これまでのように、整備方針につきましては国、県との協議を調え、さらに整

備事業を進めてまいりたいと考えております。

なお、巣山古墳の北東方面にある寺戸遺跡では、平成１３年度に引き続き発掘範囲を拡大

し、圃場整備のための事前発掘調査を実施してまいります。

次に、懸案となっております歴史資料館建設事業につきましては、平成１３年度で町民の
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声を反映させるため、文化財保存保護に関する３０人会議を設置し、建設の是非も含め将来

の計画についてご意見、ご提案をいただいているところでございます。平成１４年度はさら

に町民の皆さんの声を集約できるよう積極的に取り組んでまいる所存でございます。

それから、社会教育施設につきまして、生涯学習活動の場としまして地域における公民館

などの施設充実を図るため、新築に伴う補助金及び建設工事費の予算を計上いたしました。

また、４月１日から完全学校週５日制の実施に伴い、子供たちが豊富な体験によって豊か

な心がはぐくめるよう、社会教育施設での社会体験、文化、スポーツ活動ができる事業の充

実など、あわせて幅広い住民サービスの提供を行っていくために、中央公民館及び中央体育

館の休館日の見直しを図ってまいりたいと考えております。

なお、平成１４年７月で開館５周年目を迎えます図書館では、連日町内外からの大勢の利

用者でにぎわっておりますが、平成１２年度数字で人口３万人以上の町の図書館としては全

国一の貸出冊数を記録いたしました。平成１４年度予算では蔵書収容能力を高めるため、１

階の閉架書庫に電動式移動棚を設置することで事業費を計上いたしました。これにより、計

画蔵書冊数を２０万冊と設定し、今後も新鮮な図書資料を町民の皆さんに提供してまいりた

いと存じます。

以上が、平成１４年度分の一般会計予算に計上しております主な事業の概要でございます。

続きまして、特別会計予算につきましてご説明申し上げたいと存じます。

まず、国民健康保険特別会計についてでございます。

国民健康保険制度は創設以来、地域医療の確保と住民の健康保持増進に大きく貢献してき

たところでございます。しかしながら、急速な高齢化の進展に伴い、高齢者を構造的に多く

抱え、老人医療を中心とする医療費の増嵩が年々深刻化してまいっております。ご承知のよ

うに、少子化による若年被保険者の減少や低所得者の増加等に加え、長引く経済不況の影響

とが相まって、国保財政に圧迫し続けております。今後も本格的な少子・高齢化社会に向け

てすべての人が安心して良質な医療サービスを受けることができるよう、充実した医療保険

体制の実現が望まれるところであります。また、国民健康保険は地域保険としてその機能を

果たし、円滑な事業運営を図るために、より一層保健・医療・福祉、介護制度の各関係機関

との十分な連携が重要であると考えております。

このように、国民健康保険を取り巻く環境の中で、新年度の予算編成に当たりましては現

行制度での財源確保に努め、保険税の収納率の向上、医療費の適正化対策、総合保健指導事

業を中心とした保健事業の推進を事業運営の柱として取り組んでまいりたいと考えておりま
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す。

こうして編成いたしました平成１４年度の国民健康保険特別会計の予算総額は１９億３，

２７７万円でございますが、平成１３年度と対比しまして４，２３１万４，０００円の増額

でございます。

次に、老人保健特別会計について申し上げます。

高齢者の医療につきましては、平成１３年１月の法改正により患者の方に負担していただ

く外来、入院に係る一部負担金額が従来の定額負担から、原則１割の定率負担に改正された

ところであります。しかしながら、高齢化の進展とともに老人医療費は年々増加を示してお

ります。このことから、安心と安定した老人保健制度が求められ、現在老人保健制度の再構

築を含め、高齢者への医療のあり方が広く議論されている状況でございます。

本年度の老人保健特別会計の予算総額は２１億７，６０５万円でございますが、平成１３

年度と対比しまして１億９０１万８，０００円の増額でございます。

次に、介護保険特別会計であります。

急激に進む高齢化社会に伴い、寝たきりや介護を必要とする人が増加している現状で、家

族にかかる介護負担は精神面をも含めて非常に大きいものでございます。こういう状況を憂

い、社会全体で介護を必要とする人を支える新たな仕組みとして実施されたのが、介護保険

制度であります。実施に当たり、３年ごとに５年を１期として策定いたしました介護保険事

業計画につきまして、実質３年間隔の最終年となる平成１４年度に介護保険事業計画策定委

員会を組織し、いろいろ観点からサービス内容についての検討をいただき、平成１５年度か

ら平成１７年度の事業計画を策定するとともに、３年間の標準となる保険料の算定を行うこ

ととなっております。

平成１４年度の予算措置に当たりまして、介護保険実施当初から議論がありました保健福

祉事業につきましては、事業計画にある大部分の執行を見合わせ、給付残の必要額を次期保

険料算定時おける保険料抑制財源として充当する方針であります。

このほか、介護サービスの利用に対するサービス給付が大部分を占めておりますが、給付

総額８億７，２６７万２，０００円の予算規模となっており、介護保険特別会計の平成１４

年度予算総額は９億１，４３６万３，０００円を計上いたしましたが、平成１３年度と対比

しまして６，９４８万円の増額でございます。

次に、下水道事業特別会計でございます。

下水道は公共用水域の水質を保全し、公衆衛生の向上を図るとともに、町民の皆さんの健
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康で快適な生活環境を確保する上で必要不可欠な施設であります。本町におきましても、下

水道整備を重要施策の一つとして積極的に取り組んでいるところであります。おかげをもち

まして、下水道を使用できる家庭は平成１４年１月現在で広陵町全体の９０．１％に当たる

８，６１０世帯となりました。引き続き、平成１４年度におきましては整備がおくれており

ます市街化調整区域の整備を重点的に図ってまいりたいと考えております。また、供用開始

地区内の公共下水道への接続につきましては、ご協力をお願いし、早期実現を図る所存であ

ります。

また、ＩＴ化施策としてパソコンを利用したＧＩＳ、地理情報システムによる下水道施設

管理システム整備事業を実施し、情報のデジタル化を推進してまいりたいと考えております。

平成１４年度の予算総額は１５億７，５０２万２，０００円でございますが、平成１３年

度と対比しまして１億５，８６８万２，０００円の減額でございます。

次に、墓地事業特別会計でございます。

まず、墓地火葬場の許認可事務でございますが、地方分権の一環により平成１４年４月１

日付で県から各市町村へ権限移譲されることになっておりますので、それに向けて関係例規

の整備を進めております。

続いて、広陵町営石 霊園についてでございます。現在の整備完了区画数は１，００３区

画となっておりますが、既に完売の状況であり、平成１４年度では新たに６７区画の整地を

計画しております。

なお、広陵町の将来人口にも対応できるよう、墓地事業特別会計の健全な経営確保に努め

ながら、計画的な全体構想の見直しを図り、霊園に隣接して駐車場、トイレ、管理棟などを

設置し、霊園内施設の充実も計画してまいる所存でございます。

平成１４年度の予算総額は７，０１７万７，０００円でございますが、平成１３年度と対

比しまして４，６０７万４，０００円の増額でございます。

次に、学校給食特別会計でございます。

平成１４年度の予算総額は２億８２４万円でございますが、平成１３年度と対比しまして

９１２万４，０００円の減額でございます。

次に、新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計でございます。

これは地方自治法の規定に基づく３町による機関の共同設置として、要介護認定業務を行

っております関係経費でございます。３町の平成１４年度における審査判定の見込み件数を

１，１５５件と予測し、この経費を３町で案分負担するものでございます。
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平成１４年度の予算総額は１，５９３万１，０００円となっておりますが、平成１３年度

と対比しまして３０万２，０００円の増額でございます。

次に、用地取得特別会計予算でございます。

この特別会計予算は平成１２年度限りで一旦廃止いたしましたが、本議会の議案として上

程しておりますように、新清掃施設関連事業の用地取得のため、このたび復活させることに

なりました。

平成１４年度の予算総額は１５億６９万１，０００円でございます。

最後に、水道事業でございます。

本町の水道事業は昭和３２年４月の供用開始以来、建設普及に努めてまいりました。その

結果、町内隅々まで普及するまでに発展するに至ったのであります。今後は高い安全性と安

定給水に必要な高水準の施設の構築が課題でございます。

まず、予算の概要を申し上げます。

収益的収支についてでありますが、収入総額は８億６，８９２万４，０００円で、収益的

収入の対前年比０．５％増で４４６万８，０００円の増額であり、支出総額が９億６，２６

４万１，０００円でございますので、差し引き９，３７１万７，０００円の収入不足であり、

依然として赤字経営でございます。

収入におきましては企業会計の根幹であります料金収入が人口や給水戸数は増加している

ものの、節水等における使用水量の減少やそれに伴う収益率の低下により、ほとんど増加を

見込めない状況でございます。

一方、支出につきましては水道料金システム及び企業会計システムの更新のための費用、

有収率向上に向けた漏水調査費用、安定給水に必要な施設整備の維持修繕費及び県営水道受

水費用などを計上しております。

次に、資本的収支についてでございますが、収入総額は１億８，３９４万５，０００円、

支出総額が３億１，４１７万１，０００円で、資本的支出の対前年比１９％減で７，３６５

万６，０００円の減額であり、差し引きで１億３，０２２万６，０００円の不足となってお

り、この不足分につきましては過年度損益勘定留保資金で補てんいたします。

主な事業としましては、老朽管等の布設替え及び配水管の新設工事費１億１，６４０万円、

井戸の新設工事費３，６２６万円、都市基盤整備公団等からの受託工事費９，４３５万円な

どを計上しております。

なお、今後とも水道事業の経営に当たりましては、安全な水の安定給水に努めるとともに、
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コスト削減のためあらゆる経営努力を積み重ね、財政健全化に取り組んでまいる所存であり

ますが、平成１２年４月の料金改正におきまして諸般の事情により大幅な値上げを抑えたこ

とにより、依然として赤字経営であり、早急に料金の適正化を図っていかなければならない

と考えております。

以上が、平成１４年度各会計予算案における主要な事業と施策でございます。ご説明申し

上げました総合計規模で、１９５億３，００５万６，０００円の当初予算となり、対前年比

１．１％増であります。

冒頭で申し上げましたように、我が広陵町に力強い風を吹かせ、元気で人に優しい、人が

優しいまちづくりを進めてまいりたいと存じますので、議員各位におかれましては慎重ご審

議の上、ご承認賜りますようよろしくお願いを申し上げまして、私の平成１４年度の施政方

針といたします。ありがとうございました。

ありがとうございました。議 長

次に日程３番、諸報告に入ります。議 長

先般ごみ問題特別委員会が先進地の視察研修をされましたので、その報告及び委員会の経

過報告をお願いいたします。ごみ問題特別委員長、吉岡君、お願いいたします。

それではごみ問題特別委員会視察研修報告及び経過報告をさせていただごみ問題特別委員長

きます。

ごみ問題特別委員会の視察研修報告と本委員会の経過についてご報告をさせていただきま

す。

この１月２４日に視察研修いたしましたウイズアースは福岡県椎田町、築城町の２町で設

立された衛生施設組合の処理施設で、ごみ固形燃料化工場、管理事務所などの施設であり、

この処理計画人口は２万３，０００人、１日８時間操業で２５トンのごみを処理することが

できる施設であります。平成８年のダイオキシン調査では基準値をオーバーしており、改修

するにしても施設が老朽化していたことから、廃棄物循環型社会を目指してごみの適正処理

と資源化を図るために、公害のないごみ固形化燃料化システムを導入されたとのことであり

ます。周辺地域住民への説明会は５町内会で行われましたが、住民負担はなしですぐにでも

してほしいとの要望もあり、５町内会とも２カ月ほどで建設に同意されました。周辺地域と

は協定を結んでおられませんが、地元対策としては公民館の建設、地域の道路整備をされた

とのことであり、現在周辺地域からは何ら苦情等もなく、住民も公害をなくすなどの努力を

していただいていればいいと言っておられるとのことでありました。この施設でできた固形
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燃料はトン１００円で麻生セメントのセメントキルンの熱源及びセメントの原料として有効

利用されております。

研修の中でＲＤＦの利用先をまず考える必要があること、処理過程を１系列にすれば経費

が少なくて済むこと、金属類が入ると破砕機の刃を傷め経費がかさむので、住民には十分な

指導、ＰＲが必要であるとなどの説明を受けました。

続きまして、特別委員会の経過報告をさせていただきます。

第１回委員会は昨年９月１２日に開催し、新町長が就任されたことから、新清掃センター

の古寺集落及び周辺整備を考えたグリーンプラン計画、地区内施設整備のワンダーランド計

画について説明を受けました。

第２回委員会は同じく昨年１１月１９日に開催し、グリーンプランの考え方と必要な手続

等について研究の状況の説明を受けました。また、古寺地区との交渉経緯及び今後の方針及

びごみ減量等推進審議会答申について伺い、審議いたしました。

第３回委員会は平成１４年２月１８日開催し、１月に視察研究を行ったことを踏まえ、理

事者から考え方をお伺いいたしました。また、グリーンプランの進歩状況、現清掃センター

の操業協定について説明を受け、審議いたしました。

以上簡単ではございますが、ごみ特別委員会の研修報告及び経過報告とさせていただきま

す。どうもありがとうございました。

ありがとうございました。議 長

次に案件に入りますが、案件が非常に多数でありますので、議案の朗読につきましては省

略いたします。

次に日程４番、報告第１号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第７号）の専議 長

決処分の報告についてを議題とします。

本件について説明願います。 総務部長！

それではご報告申し上げます。総務部長

報告第１号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第７号）の専決処分の報告について

ご説明申し上げます。

議案書の３ページでございます。３ページをごらんいただきたいと思います。今回、平成

１４年２月１５日付で専決処分をいたしましたのは、真美ヶ丘第二小学校増築工事につきま

して、工事の施行期間が平成１４年１２月２５日までとなるために、入札時の予算を繰越明

許費で確保するという必要がございますので、専決処分をさせていただいたような内容でご



－20－

ざいます。よろしくお願い申し上げます。

なお、真美ヶ丘第二小学校の増築部分につきましては、鉄筋コンクリートづくり３階建て

で、１、２階で普通教室４室、３階部分で特別教室を配置したいと考えております。この案

件についての入札等につきましては、１１日の質問議会の前に提出をしたいと思いますので、

あわせてよろしくお願い申し上げます。入札につきましては２月２２日現場説明会を終了し

まして、明日３月７日に入札の予定でございます。以上簡単でございますが説明を終わりま

す。

これより本件について質疑に入ります。質疑ありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１号を承認することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって報告第１号は承認されました。議 長

次に日程５番、報告第２号、広陵町土地開発公社予算についてを議題とします。議 長

本件について報告願います。 植村局長！

それでは報告第２号、広陵町土地開発公社予算につきましてご報告を土地開発公社事務局長

申し上げます。

この予算につきましては過日の２月２７日に開催されました土地開発公社理事会におきま

して慎重審議され、ご承認いただいたものでございます。

それでは別冊になっております広陵町土地開発公社予算書の２２ページを、平成１４年度

広陵町土地開発公社事業計画書をお開き願いたいと存じます。

１、事業用資産取得事業でございますが、本年度空欄でございます。昨年度までは事業用

資産の取得事業といたしまして、都市計画課におきまして都市計画道路笠ハリサキ線の道路

用地が計上となっておりました。しかし、当課におきまして土地の取得が終息したためと、

それ以外に他の部、課から土地開発公社に先行取得の要望がないために、本年は空欄でござ

います。

次に、下段の２３ページの事業用資産売却事業についてでありますが、これについても過

年度分の笠ハリサキ線道路用地を既に売却しておりますので、本年度として事業用資産売却



－21－

事業につきましても空欄でございます。

それでは１ページに戻っていただきまして、平成１４年度の土地開発公社予算書をごらん

ください。

（総則）第１条、平成１４年度広陵町土地開発公社の予算は次に定めるところによる。

（収益的収入及び支出）第２条、収益的収入及び支出の予定額は次のとおり定める。

まず、収益的収入及び支出でございますが、収入といたしまして第１款事業収益８，００

０円、これは預金の受け取り利息のみでございます。内訳としまして、基本金利利息７，０

００円、流動の預金利息でございますが１，０００円でございます。

そして、第１項事業収益０円、第２項事業外収益８，０００円。先ほど説明いたしました

預金利息であります。

次に、２ページをお開きください。支出でございます。第１款事業費用１８万円、第１項

事業費費用１８万円につきましても、ページ１８をお開きください。これは一般管理費でご

ざいます。内訳としまして、報酬といたしまして８万円、そして普通旅費といたしまして３

万円、そして需用費が６万円ですが、その内訳としまして消耗品費１万円、印刷製本費２万

円、そして修繕料としまして３万円計上しております。役務費は一応郵便の郵送手当という

形で１万円でございます。

もう一度３ページに戻っていただきたいと存じます。資本的収入及び支出でございますが、

本年度の当初予算におきまして土地開発公社は本年土地の取得がないために、第１款資本的

収入、第１項借入金も０でございます。また、支出においても同様土地の売却がないため、

第１款資本的支出、第１項事業費、第２項借入金償還金、第３項事業外支出、第４項予備費

は０円でございます。

次に４ページでございますが、第４条の借入金の限度額については２０億円に定めるもの

となっております。その他、予算に関する説明書につきましては説明を割愛させていただき

ます。

以上が平成１４年度の土地開発公社の予算でございます。特に本年は土地開発公社として

先行取得する土地が一般会計からの申し出がないため、予算としてはスリムな内容となって

おります。しかし、本年度内に新しい事業の発生により土地の先行取得の必要性が生じた場

合は、理事会を招集していただき、補正予算として対応する場合もございますが、当初予算

としては新たな土地の購入も売却もさきに説明させていただいたとおり、全くございません。

今後の土地開発公社の事業運営につきましては諸般の事情、町としての必要性、地価の公示、
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経済情勢等を考慮し、計画的かつ適正な運営を図ってまいりたいと考えております。ご承認

いただけますようによろしくお願い申し上げ、簡単でございますが予算の概要の説明を終わ

らせていただきます。

これより本件について質疑に入ります。質疑ありませんか。 ５番議員！議 長

今回は０の予算ということなんですけれども、広陵町の中・長期の財政計画もある５番議員

と思うんですけれども、それらとすり合わせして今後どのような見通しを持っておられるの

か、あるいはまた方針について、こういう状況が数年続けばっていう場合もありますし、そ

の広陵町の計画とすり合わせてのお考えをお聞きしたいと思います。

それから、この公社につきまして広陵町の場合保有土地がないということで大変健全な状

態であるというふうに認識しているわけですが、今ちまたでは長期の土地保有について大変

問題になってる自治体が多々あるわけなんですけれども、そういう点も考えますと、この公

社のメリット、デメリット、どのようにご認識いただいているのかもあわせてお聞きしたい

と思います。

植村局長！議 長

今のご質問ですが、一応町の公社としては今説明したとおり全く保有土地開発公社事務局長

はしておりません。長期の財政計画というような方針ですが、今回も町長さんの方から上程

がありました大きな事業につきましては、用地特会というような形で対応される場合もある

し、また緊急な場合、公拡法もございます。それとまた公社なり、それの方の形で今後理事

会と相談はしなくてはならないと考えております。しかしながら、今この公社のメリット、

デメリットということなんですが、理事会でも一応出ております。私どもの公社、今のとこ

ろ０でございますので、やはり解散という話もあります。ただ、今の日本の全体の流れ、ま

た奈良県の流れとしましても、公社をなしというような形にまだ進んでおりません。ほんで、

また塩漬けした土地でかなり経営が苦しく、また一般会計を脅かしている市町村等もあると

思いますが、うちの場合はその形をまだ理事会で協議しまして解散なり、また今後やはり経

済情勢も上向いて土地の値上がりもある可能性も十分ございます。その形で推移を理事会と

ともに見守っていきたいと存じます。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑を打ち切ります。議 長

これで報告第２号の報告は終わりました。



－23－

次に日程６番、報告第３号、財団法人広陵町施設管理サービス公社事業計画及び収議 長

支予算についてを議題とします。

本件について報告願います。 施設管理サービス公社常務理事！

それでは失礼します。施設管理サービス公社常務理事

報告第３号、平成１４年度財団法人広陵町施設管理サービス公社事業計画及び収支予算に

ついてご報告申し上げます。

当サービス公社の事業計画及び収支予算につきましては、去る２月２１日公社理事会にお

きまして慎重審議していただきました結果、承認いただいたものでございます。

別冊になっております平成１４年度事業計画及び収支予算書をごらんいただきたいと思い

ます。

まず、１ページをお願いいたします。サービス公社の事業計画、１、事業方針でございま

すが、公社の寄附行為の目的でもあります。本年度におきましても、文化、体育等の事業を

行うとともに、町及び県といった施設などの管理運営を行ってまいりたいと思っております。

そして、住民の文化向上と体育等の普及振興を図り、住民福祉の増進に努めてまいりたいと

考えております。

２の事業計画の概要につきましては、公園施設等の管理運営事業を初め、各公共施設の維

持管理事業、竹取公園におけるちびっこゲレンデの指導管理事務、文化の向上及び体育等の

普及振興事業並びに環境美化活動事業でございます。

また、２ページでございますが、管理運営受託事業等を行ってまいりたいと考えておりま

す。

続きまして、収支予算書に移らせていただきます。６ページをお願いいたします。まず、

収入でございます。科目の大科目、中科目、そして本年度予算額をもってご報告を申し上げ

ます。

１の基本財産収入でございます。１万５，０００円でございます。そして、中科目の基本

財産運用収入におきましては、同じく１万５，０００円でございます。基本財産の利息でご

ざいます。

それから、２の事業収入では１億２，０００万２，０００円でございます。中科目の１受

託事業収入におきましては１億１，９４０万１，０００円となっております。また、２の自

主事業収入におきましては２６０万１，０００円でございます。次の３の補助金等収入でご

ざいますが、４，０８８万３，０００円でございます。同じく、１補助金等収入は町の方か
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らの補助金でございまして、同じく４，０８８万３，０００円でございます。次の４番の雑

収入でございますが、２７２万１，０００円となっております。１受取利息で１万１，００

０円。めくっていただきまして、７ページでございますが、２の雑収入が２７１万円となっ

ております。それで、当期収入合計が１億６，５６２万１，０００円となるわけでございま

す。前期繰越収支差額がございませんので、収入合計といたしまして同じく１億６，５６２

万１，０００円となります。

続きまして、８ページに移らせていただきます。支出でございます。まず、１の管理費で

３，２８３万５，０００円でございます。１の一般管理費が３，２８３万５，０００円でご

ざいます。

次に、９ページをお願いいたします。２の財産管理費でございますが、この科目につきま

しては０でございます。公社事務所建設基金に係る積立金の利子でございますが、ご承知の

ように、昨年７月に事務所をふるさと会館の方へ移転いたしまして、当初の事務所の建設の

目的を達成したことから、基金を廃止いたしまして、町の方へ清算いたしましたので、積立

金は発生しないこととなります。次に受託事業でございますが、２の受託事業で１億２，２

６５万１，０００円となっております。そのうち、１の町施設管理費で８，７４３万４，０

００円でございます。

１０ページでございます。２の県立公園管理費では３，５２１万７，０００円となってお

ります。３の自主事業費でございますが、７２０万４，０００円でございます。１文化体育

等普及振興事業で同じく７２０万４，０００円でございます。

めくっていただいて、１１ページでございます。２の竹工房事業でございますが、今年度

は製作後継者がなかなかいないということで休業状態になっておりますので、予算措置は見

合わせたことによりましての０でございます。それから、４の固定資産取得支出でございま

すが、９２万４，０００円でございます。１の固定資産購入支出で９２万４，０００円でご

ざいます。

続いて、１２ページでございますが、特定預金支出金として７，０００円、退職給与引当

預金支出金で７，０００円となっております。そして、最後の１０番予備費といたしまして

２００万円を計上したわけでございます。

当期支出合計といたしまして１億６，５６２万１，０００円となってございます。以上が

施設管理サービス公社一般会計の収支予算でございます。

続きまして、１３ページに移らせていただきます。広陵町勤労者総合福祉センター事業計
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画でございます。本年度も町から管理運営の委託を受けまして、利用者に喜んでいただける

施設運営に努めてまいりたいと考えております。

１の管理運営事業につきましては、各施設の利用人員をここに掲げております人員を見込

んでおります。

１４ページでございます。２の自主事業といたしましてパソコン教室を初め、１５余りの

教室を開催する予定でございます。

続きまして、収支予算をごらんいただきたいと思います。１９ページをお願いいたします。

特別会計サン・ワーク広陵の収支予算でございます。

まず、収入の方でございますが、事業収入で９，９９７万６，０００円となっております。

うち、１の受託事業収入で６，５８９万４，０００円でございます。サン・ワーク運営管理

委託料でございます。それから、２の自主事業収入では３，４０８万２，０００円となって

おります。４の雑収入でございますが、２１４万９，０００円でございます。うち、受取利

息といたしまして２万５，０００円。２の雑収入で２１２万４，０００円となっております。

６の特定預金取崩収入につきましては、今年度は取り崩ししないことから計上をしておりま

せん。０でございます。

めくっていただきまして、次の２０ページをお願いいたします。当期収入合計１億２１２

万５，０００円となります。前期繰越収支差額がございませんので、収入合計、同じく１億

２１２万５，０００円でございます。

次に、２１ページでございます。支出予算でございますが、２の受託事業費といたしまし

て９，６１４万円でございます。３のサン・ワーク管理費、同じく９，６１４万円となって

おります。

めくっていただいて、２２ページでございます。３の自主事業費ですが、５９８万５，０

００円となっております。文化・体育等普及振興事業といたしまして５９８万５，０００円

でございます。

当期支出合計といたしまして１億２１２万５，０００円となります。以上が、サン・ワー

ク広陵の特別会計収支予算でございます。

続きまして、２３ページをお願いいたします。ふるさと会館事業計画でございます。当会

館も前年度に引き続き、町から管理運営の委託を受けまして、真心こもった優しい施設とし

てサービスの提供に努め、利用者の拡大を図ってまいりたいと考えております。各施設の利

用見込み人数はここに掲げたとおり見込んでおります。
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２４ページでは、４階の宿泊利用予定数を掲げてございます。

続きまして、２８ページをお願いいたします。特別会計ふるさと会館収支予算でございま

す。

まず、収入でございますが、２の事業収入で６，９１３万３，０００円でございます。う

ち、１の受託事業収入では５，０７１万７，０００円となっております。２の自主事業収入

では１，８４１万６，０００円でございます。そして、雑収入といたしまして４１３万４，

０００円、うち受取利息が１万円、雑収入といたしまして４１２万４，０００円となってご

ざいます。

当期収入合計で７，３２６万７，０００円となります。前期繰越収支差額がございません

ので、収入合計、同じく７，３２６万７，０００円となります。

めくっていただいて、２９ページをごらんください。支出でございます。受託事業費でご

ざいますが、７，３２６万７，０００円でございます。ふるさと会館管理費でございまして、

７，３２６万７，０００円となっております。

下の３０ページでございます。自主事業収入は今年度は０でございます。

したがいまして、当期支出合計で７，３２６万７，０００円となります。以上がふるさと

会館特別会計収支予算でございます。

続きまして、３１ページに移らせていただきます。働く婦人の家事業計画でございます。

働く婦人の家におきましても、管理運営を町から受託いたしまして、町内の働く女性や勤労

家庭の主婦が健康で充実した生活が営めるよう事業運営を図るととともに、各種講座等々を

行ってまいりたいと思っております。また、３２ページに掲げました自主グループ育成事業

も行いたいと思っております。

続きまして、３７ページをお願いいたします。特別会計働く婦人の家収支予算でございま

す。

まず、収入でございます。２の事業収入といたしまして１，３７３万２，０００円でござ

います。うち、１の受託事業収入では１，０９９万円でございます。２の自主事業収入では

２７４万２，０００円となっております。４の雑収入におきましては８，０００円、うち受

取利息で５，０００円、２の雑収入で３，０００円でございます。

当期収入合計は１，３７４万円となります。前期繰越収支差額がございませんので、収入

合計で同じく１，３７４万円となります。

次に、続きまして３８ページをお願いいたします。支出でございます。受託事業といたし
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まして１，３７４万円、下の５の働く婦人の家管理費といたしまして１，３７４万円でござ

います。

めくっていただいて、３９ページでございます。当期支出合計は１，３７４万円となりま

す。以上が働く婦人の家特別会計収支予算でございます。

次の４０ページから、ただいまご報告いたしましたサービス公社一般会計からサン・ワー

ク特別会計、ふるさと会館特別会計並びに働く婦人の家特別会計、４会計の総括表とまとめ

てございます。また、末尾４３ページから４４ページでは給与明細を添付いたしております

ので、後ほど目を通していただければと思います。以上簡単ではございますが、報告第３号、

平成１４年度財団法人広陵町施設管理サービス公社事業計画及び収支予算についての報告と

させていただきます。ありがとうございました。

これより本件について質疑に入ります。 ４番議員！議 長

まず、説明資料の改善点が見られていることに対してお礼を言いたいと思います。４番議員

そういう点でわかりやすく、よりしていただくということを今後もお願いしたいと思います。

それと、管理サービス公社の活用の問題というのは、ほとんどがいわゆるシルバーとの関

係になってくると。で、もう一つはいわゆる施設、勤総とふるさと会館とこういう形になっ

てきているわけなんですけれども、その一つのシルバーとの関係で資料がまだいただいてい

ないということで、この関係についての質問詳しくできないわけなんですが、ここにも書い

ていますようにシルバー人材センターと連携し、業務委託方式により高齢者の方々の生きが

いを高め云々のところ、この部分というのは広陵町ではやはり非常に喜んでいただいている

部分の一つだというように思います。こういう中で、シルバーの運営についてはもちろん言

ってみれば社団法人として独立の団体だということを再三言われてきましたが、新しくこの

体制になって以来、シルバーとの連携を深めてやっていただいているということに対しても、

それは正しい方向に戻ってきたもんだというように思っています。

そういう点で、このシルバーの昨年の働く、いわゆる会員の方々の状況を見てみますと、

やはり会員の方々からシルバーの管理体制についての議論がありました。その一つはいわゆ

るシルバーと公社の職員に対する不満であります。こういう点については一定の努力をして

いただいたわけであります。

もう一つはこのシルバーの会員のいわゆる働く場所の異動、いわゆる人事異動と言っても

いいかもしれませんけれども、異動の問題であります。これについてもシルバーの中ではさ

まざまな意見があります。もちろんこれは多様な人たちがおられるわけですから、多様な意
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見があって当たり前だということだと思いますけれども、その中でも一定の不満の声が非常

に高い部分があったわけであります。それは局長もご存じのことだと思いますけれども、そ

ういう点についてお聞きしたいと思います。

１つはシルバーの管理運営の問題については、いわゆる理事会があり、そして班長会があ

り、そして会員相互の班があります。その他、班の構成も縦横あるわけですけれども、この

部分について絶えず不満が出てくるのは、いわゆるシルバーの会員自体が決めることなく、

職員が決めていく、このことに対する不満であります。私はシルバーの趣旨については自主

運営という形についてさまざまな疑問もあります。これは当然広陵町が主な財源を渡して運

営しているわけですから、当然広陵町の意見が反映するべきだという点で一定改善が行われ

ました。もう一つはシルバーの会員の方々が自主的に運営していくという点は大切に育てる

必要があると思うんです。そういう点で例えばいわゆる計画書の作成やいわゆる管理の基本

的な部分というのは職員の方々がせざるを得ない部分は当然あります、常勤ではないわけで

すから。そういう部分は計画立案をする、人事も含めてですよ、する中で理事会や班長会の

ところでの同意を求めていく、これは会員が自主的に運営するという根幹にかかわる部分で

すから、そのかわりに会員の方々の責任の度合いも深まります。こういうような、いわば当

たり前の運営を一層進めていくことが必要だと思うんですけれども、その点についてはやは

り今までについてはそういう配慮が非常に不足していました。そして、その点について今後

一層会員の運営に関しては自主的な部分を強めていく、だから計画立案やその他事務局がし

なけりゃならない部分も当然理事会で諮っておられるわけです。総会でも諮っておられるわ

けですけれども、日常的な業務運営については班長の方々もおられるわけですから、一層そ

このところに責任の度合いを強めていく、こういう運営は当然ことだと思うわけですが、今

後そのような形で一層強めていただくという指導をしていただく必要があると思いますけれ

ども、これについてのご意見をお伺いしたいと思います。

それからもう一つは、会員の方々は非常にこのシルバーの仕事については喜んでおられる

ということはもう声高々に言ってしかるべきだと思います。しかし、最近の傾向として、今

年度予算の中身の一例としても、いわゆる委託料が減っています。これはどういう形で委託

料が減っているのかということがまず第１点お伺いしたいと思います。

それから、会員の方々は週３回あるいは２回というように仕事量は、冬場は当然減るわけ

であって夏場はふえるわけですが、こういう状況の中でもう少し仕事をしたいという元気な

お年寄りもおられます。そういう方々はその合間にパートを確保する方もおられます。ある
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いは、その点で時間的拘束があるために、やむを得ず週５日なり仕事のできるところを探し

て行っておられる方があります。これはそれぞれの方々が自主的判断することですけれども、

仕事の確保という点に関して言えば、やはりシルバーの会員の方々の仕事量をふやしていく

という拡大の問題はあろうと思うんです。そういう点でどのような努力をされているのかお

伺いしたいと思います。

それと関連して、例えばここに簡単な話の中でその他のところに施設管理のところの委託

料があります。これは役場やその他専門家がしなければならない委託の問題もありますし、

あるいは単純労働としてシルバーの会員でもできる委託があります。こういうようなところ

の分類を検討をしていただいて、例えば本庁についてはいろいろな不都合の問題があるとす

れば、それは勤総やあるいはふるさと会館などについてはより一層そういうことでシルバー

の会員さんが出入りしても不都合でない部分があります。こういうようなところについての

仕事の確保というのは検討をしていただける余地があるんではないかというように思うわけ

ですけれども、その点についてお伺いをしておきたいと思います。議長、この点についてま

ず今やっているのはサービス公社全般のところの部分でやらしていただいてますので、よろ

しく従前の審議の方法を継続していただきたいというように思います。そういう点でまず質

問、お伺いしときたいと思います。

今の寺前議員の質疑に対して応答。 施設管理サービス公社常務理事！議 長

ただいまの質問に対しまして、シルバーに絡む問題で町がサ施設管理サービス公社常務理事

ービス公社、ほとんど出資していただいておりますので、町もシルバーとの絡みで大きな予

算を使ってしている委託料でございますので、関与する必要があるやないかというご意見の

もとで、一つの問題といたしまして今年１月に異動があったことにつきましてのことだと思

うんですが、会の中での不満とかという話で私もちょっと耳にはしましたが、この異動につ

きましても相当今回期間の長い異動がなかったということでお聞きしております。こうした

問題で局長とも話はしておりましたが、一応ある程度期間を区切ってというんですか、いろ

いろ短期間、半年、６カ月ぐらいでもある程度の異動をしていった方がいいんじゃないかと、

余り長らくすることによってこうした問題が生じるおそれもありますので、そうしたことで

話はしております。

また、班割りの問題にいたしましても、事務者レベルですべてやっているんじゃないかと

いうことなんですけども、これは班長会なり会議でいろいろと意見は求めているようでござ

いますので、また今後その改善にするようにひとつまたこちらの方からもしていきたいなあ
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と思います。

それから、今年度の委託料の減の方なんですけども、これは歳入歳出両方、歳入におきま

しては４．１％、歳出では３．１％ですか、５％ですか、減額になっておるんですけども、

ご承知のこうした情勢でございます。町におきましても、また県におきましてもそうしたマ

イナスシーリングという中におきましてやった中においての、積算の中での一部見直しもあ

りましたけども、そうした中の減額となるわけでございます。

それから、もっと業務の拡大を考えておらないかという内容だったかと思いますが、委託

料の中でもできる限りそうした業務が発生した場合、後でもまた話が出ようかと思いますけ

ども、社協なり、また清掃センターなり、そうしたところの業務を今年度はふえておるわけ

でございます。サン・ワークにおきましても委託料の２分の１以上はシルバーでの管理清掃

業務の委託料となっているはずでございます。今後におきましてもそうしたことも視野に入

れて考えてまいりたいと思っております。よろしくお願いします。

しばらく休憩します。議 長

（Ｐ.Ｍ.０：０２休憩）

（Ｐ.Ｍ.１：３０再開）

それでは休憩を解き再開します。議 長

午前中に引き続きサービス公社事業計画予算について質疑に入ります。質疑ありませんか。

４番議員！

途中で途絶えたんで、１点だけ確認の意味を含めて、２点だけお願いしたいと思う４番議員

んです。

１つはやはり先ほど委託料の中には仕事をふやす部分が入っているということをおっしゃ

っているわけですけれども、例えば清掃委託料というのもありますし、いわゆる庁舎管理委

託料ですね。庁舎管理委託料の中にもろもろあると思うんですが、そういうのが今度シルバ

ーに委託する部分が広がっているということの説明だったのか、ちょっと意味がわからなか

ったんで、そういう点もう一度確認をしておきたいと思うんです。

それはなぜかと言えば、先ほど本庁では町内の人らが会う機会が多いとかという云々で、

以前はそういう点は庁舎委託は業者の方にお願いしてたという経過もあったわけですから、

やはり今の状況から言うとシルバーに仕事を確保していくという点では町の委託の部分を、

より町民の方々に雇用機会をふやすという趣旨からいっても、町民の方に機会を拡大してい

くということは大事だというように思いますんで、そういう意味からふるさと会館や勤総の
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中での庁舎管理委託料の中身の具体的な部分は委託できる内容があるんではないかというこ

とで聞いていたんで、もしそれが新たにできているということであれば一回教えておいてい

ただきたいというように思います。

それから、これは意見として聞いていただいても結構ですけれども、先ほどのシルバーの

人事をめぐる問題ですが、やはり徹底的に会員の方々で運営をしていくと。そして、会員の

方々が意欲を持ってその責任を担っていくと、こういうルールをつくっていくというのはや

はり総会から総会までは班長やその理事会、具体的に多くの方々が参加してみずからの職場

の仕事については自ら決めていくと、こういう原則をつくっていただきたい。これはシルバ

ーの局長やその他の職員も含めて、役場の行政のあり方の基本的な問題だということから話

し合いを持っていただいて、徹底していただくというようにお願いをしたいというように思

います。組織が違うという点も重々わかっていますけれども、以前よりも比べて一体として

取り組んでいただくという当初の状況が生まれているわけですから、その点についてはぜひ

協力のお願いということになるかわかりませんけれども、努力していただくようにお願いし

たいというように思います。その２点だけ再度聞いておきたいと思います。

竹嶋常務理事！議 長

お答えいたします。施設管理サービス公社常務理事

ちょっと今のお話の前に午前中にこの委託料に絡んでのご質問がありまして、私減額の理

由を申し上げましたが、その中での仕事量はどうかということも含んでおったかと思います。

仕事量につきましては大きな減少にはならないとなっております。

そして、ただいまの委託料の庁舎関係での委託料でのお話でございますけども、本庁舎な

り、ほかの出先の庁舎もございますけども、本庁舎の方は朝から申し上げました中には含ま

れておりません。デイサービスセンターの送迎なり、また清掃センター内部の業務というも

のもふえておるというお話をさしていただいたわけでございます。

それから、シルバーの人事の問題でございますけども、議員さんなりのおっしゃるとおり、

私どももあくまでもシルバーは自主的活動としてやっていただきたいというのが本音でござ

います。しかし、私もサービス公社へ行きまして日はないわけなんですけども、聞いており

ますところには過去の生い立ちの中におきましても、やはり公社から始まりましての設立さ

れた流れもございます。どうしても事務局なり、またこちらの方にもおんぶにだっこといい

ますか、そういうような形になってくるんですが、ことしの人事の中におきましても職員人

事も一部ございました。ご承知のとおりと思いますが、いわゆる公園管理の方でございます
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けども。そうした面おきましても、やはりシルバーの方々の班長もたくさんおられます。そ

の班長さんに一応責任を持っていただくということも私の思いでは持っておりまして、そう

した中においてシルバー会員そのものが自主的に活動していただきたいということも含んで

の人事も意図としておるわけでございますので、おっしゃるとおりそうしたシルバーのひと

り歩きができるように、また今後いろいろと他町村との絡みもございますので、そうした形

でやっていただきたいなあという思いでございます。どうぞよろしくお願いします。

ほかにありませんか。 ５番議員！議 長

まず、１つはマイナスシーリングの中での減額予算が組まれているわけですけれど５番議員

も、かなり一律的な感じで収支とも減額されているように思うんですけれども、なかなか一

律というのは大変難しい問題があるだろうと思うんですが、どういう部分で努力、工夫され

て、このような減額予算にされたのかという部分ですね。基本的な考え方といいますか、姿

勢をお聞かせいただきたいと思います。

それから、事業の中でかなり自主事業の中でも減っているんですけど、チップの販売につ

いて、これは１３年度は枝の葉っぱとかの破砕機で破砕して販売しているということだった

んですが、これがどうして削られたのかですね。それから、竹工房とか商標権についての事

業については従来から私の方もいろいろ問題点を指摘してきました。そういう中で、余り収

支を考えれば逆にマイナスになるような状況があったので、大変ちょっと禍根を残すような

状況になっているなというふうに思っているわけですけれども、この２つの事業について基

本的な、先ほどの説明ではたまたま人がいなかったからということですけれども、率直な反

省を込めて今後の方向性をお聞かせいただきたいというふうに思います。

それから、シルバーの先ほどから出てるんですけども、シルバーさんの労働時間なんです

けれども、朝から丸１日５時までの労働のパターンしかないわけですが、体の状況だとか、

またいろいろな都合等の中で、この労働時間のパターンを柔軟にしていっていただきたいと

いうふうに思うんですけれども、それだったら行けるのにという声も前聞きましたので、そ

の点についてと、それとシルバーの方申し込みされるときに経済的な要求というか、目的で

シルバーの方で仕事をするということについては避けていただきたいというか、違う、喜び

だとか体力の増強だとかということを目的にして働くということにしていただきたいという

ようなことも言われるわけなんですけれども、経済的な面を前面に出すとトラブルが多くな

るというふうにも聞いているんですけれども、そのあたりはやはりいろんな率直な思いを正

確に分析するという意味からも、運営に生かすという意味からもそういう誘導的なことは避
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けていただきたいと思いますが、その点はどうでしょうか。

それと、あとシルバーさんの方も委託料、先ほどから出ているように、大幅に削られまし

て、その賃金に影響ないとは思うんですけれども、確認をしておきたいと思います。減額さ

れるようなことがあってはならないというふうに思っておりますので、お願いします。

あと、これは会計のやり方という分もあるのかもしれませんけれども、受託事業なんです

けれども、受託事業収入の方が少なくて支出の方がトータルとしては上乗せされているわけ

です。町施設管理費については収入の方が少なくて、ここの支出の方で上乗せをして町施設

管理費という形で収支されております。県の公園管理費の方では収入の方が多くて支出の方

が若干少ないという形で、大概こんな形での収支になっているんですけれども、これについ

てはどのように考えたらいいのか、委託の積算の根拠にも影響してくると思うので、ご説明

いただきたいと思います。以上お願いします。

竹嶋常務理事！議 長

お答えいたします。施設管理サービス公社常務理事

全般的な予算上の減額の基本的な考え方はということでございますけども、昨年度との比

較におきまして一番大きな点は、前年度、１３年度ではいわゆる事務所移転の費用的な分が

約４００万円ほどございます。そうした部分でいきますと、この現在あらわしております１

億６，５６２万１，０００円という数字は対前年度７．７％の減額でございますが、ただい

ま申し上げました事務所移転の諸費用を加味いたしますと５．５％という減額になるわけで

ございまして、それにつきましては各詳細の中での見直し等が主な要因になってございます。

それから、自主事業のチップと、また竹工房、商標権といったお話でございますが、チッ

プにつきましては平成７年から枝葉の破砕機を購入いたしまして、再資源化を図っていると

いうところで、一般の腐葉土として完成品には至っておらない状況でございます。公園とか

街路の植樹帯には使っておるわけなんですけども、これをもう少しよいものにということか

ら、それをするためには経費を使ってするならばある程度かなりのいいものができるわけな

んですけども、経費を使わずして腐葉土としての利用できる製品にするためには年月を必要

とするわけなんです。県の公園の方にも研究されている係の方もおられますし、いろいろと

聞いておるわけなんですけども、いずれにせよ複数年計画をもって行っていきたいという方

向で考えておるわけで、予算上におきましては若干の措置はさせていただいております。そ

ういうことで、なかなか製品として販売することが難しい状況におきましてのことでござい

ます。
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竹工房の方も先ほど申しましたように、機械等もございましてもったいないじゃないかと

いうお話もお聞きして、理事会においてもお話は出ておるわけなんですけども、何しろ後継

者ほとんどおられないという状況で、なかなか製品づくりに進んでいけないということで、

本年は見合わせていただいたということでございます。在庫の方はもう少しあるわけなんで

すけども、その販売の方は行っておりますが、なかなかそれも在庫整理もできないという状

態でございますので、ご理解いただきたいと思います。

それと、商標権のお話も出ておりますが、今申し上げました竹工房の休業状態もあり、ま

たかぐや姫のサミットも７町を１巡いたしまして、関係市町村も市町村合併問題等が浮上い

たしておりまして、その実施方法を見直すべき時期ではないかという意見もございます。今

後におきましても市町村間の自治体情報の交流とか、また職員間の研修、先進地視察等に転

換をしていくべき時期ではないかという市町村間での統一した考え方であるとお聞きしてお

ります。そうしたことから、商標権だけをひとり歩きでとても考えてはいけないということ

にひとつご理解いただきたいと思います。

それから、シルバー人材センターの労働時間のことなんですけども、私どもの方は直接そ

うした話は聞いてないんですけども、いろいろと今おっしゃっているのは夏場、冬場という

ことと思いますが、そうしたことも過去にもいろいろ会員さんの中でお話し合いなりされた

ようでございますが、なかなか統一した時間の設定ができないと。我々も夏の暑いときは朝

幾ら早く出ていただいて、また昼間ゆっくりと休んでいただくというような方法でもいいん

じゃないかというお話もしておったこともあるんですが、やはり個々の会員さん皆さんのこ

とでございますので、なかなか統一したことは至っていないという状況でございます。

それから、この申し込みの経済的云々というお話につきましては、私はちょっとまだそこ

まで聞いておりません。そらあ表面的には健康なり、生きがい対策の一環でございますので、

そうしたことは口には出せないと思いますけども、内容的にはそらあそういう人もあろうか

と思います。しかし、なかなかそこらの問題は難しい問題かと考えております。

県、町の受託事業とそれからシルバーへの委託金との差額の話なんですけども、町の方は

シルバー委託にしておる中において、すべてがシルバーに委託している額じゃあございませ

ん。自主事業と申しますか、公社が独自でやっておる事業もございます。そうしたことで、

いわゆる町から持ち出し、補助金としての部分でいただいている部分がございますので、そ

の差額が町の場合は不足としてあらわれてくるわけなんです。この町の受託事業の中におき

ましてはシルバーに委託する以外に一般町道の草刈りとか、団体にやっていただいている草
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刈りとか、堤防等の草刈りのことも入ってございます。それから、そうしたことが含んでお

りますので町の場合は不足と、県の場合は丸々県立公園での業務ばかりでございますので、

若干１２０万円程度残るという形になってございます。

予算減額で賃金に影響はなかったかということでございますが、賃金の方は影響ございま

せん。以上で終わります。

はい。（５番議員「もうあと少しだけ。」）答弁漏れ。議 長

あと少しだけお聞きしたいんですけれども、竹工房と商標権の事業につきましては、５番議員

在庫整理という意味も含めてということですが、本当にマイナスの部分が多いところについ

てはきっちりと見直していくという姿勢でしていただいたら結構ですし、今後このようなこ

とのないように、二の舞を踏まないような形で慎重にまたお願いしたいと思います。

それから、短期借入金の最高限度額が５００万円から２，０００万円に増額されているん

ですけれども、短期借り入れの状況、どういう状況なのか、この増額した要因とあわせて簡

単にで結構ですけれどもお聞かせいただきたいと思います。

あとはそれともう一つ、ここで８ページなんですけれども、報償費のところで税理士謝礼

金が出てるんですけれども、この税理士の謝礼金ってどういう場合に支払われたのですか、

日常実務の中でではないように思うんですけれども説明していただきたいと思います。以上

お願いします。

竹嶋常務理事！議 長

お答えさしていただきます。施設管理サービス公社常務理事

短期借り入れの限度額の変更をさしていただきましたが、当初５００万円を今回２，００

０万円ということでございます。実際借り入れはございません。ただ、町からの補助金とい

うことに昨年度から、１３年度からなってございますので、そうした補助金による不足が生

じた場合を考えられますので、そうした場合の措置として積立金の中での２，０００万円だ

けを限度額にさせていただいたということでございます。

それから、８ページの報償費の中で税理士謝礼金とほかとなってございます。要するに消

費税のこともございます。また、法人税関係の相談に必要のあった場合ということで、科目

どり程度とお考えいただきたいと思います。お願いいたします。

サービス公社の質疑は打ち切ります。議 長

続きまして、勤労者総合福祉センター事業計画予算について質疑に入ります。 １０番議

員！
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勤労者のサン・ワークのレストランの件でちょっとお伺いをしたいと思います。１０番議員

ただいまあこが閉店して閉まっているわけですねけど、その閉められた理由というのか、

なぜ撤退されたのかと。広陵町がやめてくれと言われたんか、向こうからがあったんか。そ

の理由をひとつお伺いしたいと思う。

それと今後どのような形で、事業計画案には５万人ぐらいがレストランのお客さん来るだ

ろうという見込みの計画案が出ておりますから、今後どのような形でどのような考え方で再

度募集をされていくのか、そのこともお聞きしたい。

それと、町長が議会運営委員会でちょっとおっしゃられたいわゆる雇用促進事業団から離

れると、返してくれという補助金のこともちょっとお聞きしましたから、それもちょっと詳

しく経緯なりを、将来のことになりますし、どのぐらいのいつごろそうしなくちゃならんか

と、これは計画案にも当然出てくるはずですから、その２点お願いします。

竹嶋常務理事！議 長

お答えいたします。施設管理サービス公社常務理事

サン・ワークのレストランの廃業、撤退の経緯とその後の状況でございますが、サン・ワ

ーク広陵のレストランかぐや姫はよしの寿司の営業で食事の提供をいただいていたわけでご

ざいますが、昨今の狂牛病問題や近くにバイキング等の料理店もできました。こうしたあお

りを受けまして、レストラン自身もあらゆる面から改善に努められてきたわけでございます

けども、ちょうど昨年の１０月末にひとつ１月末をもって閉店させていただきたいという申

し出がございまして、いろいろと上層部なり相談をさせていただきましたけども、やむを得

ない結論となりまして、引きとめることもなすすべもなく、１月末をもって終了されたわけ

でございます。それに並行いたしまして、町内外を問わずいろんなフード産業に声かけをさ

せていただいております。現在契約しております奈良奈交フーズ広陵レストランにもお声を

かけさせていただきまして、その後もチェーン店等にも数社交渉をしております。また、商

業施設を手がけておられる方に対しましても、現在まだ引き続き研究していただいていると

ころでございます。やはり昨今のバブルの全盛期と違いまして、フード産業におきましても

大変厳しい状況であるということをお聞きしております。よしの寿司さんの入っていただい

ていた家賃５８万円ということでございますが、これを現在では非常に厳しい条件であると

いうことが大変言われております。こちらの条件も現下の業界では大変だということでおっ

しゃっているわけでございます。このような経過で今をもって解決に至っておりませんが、

今後も引き続きましていろんな業界に声かけをさせていただきたいと思っております。また、
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理事会におきましても説明させていただきまして、今後の対応につきましてもご相談申し上

げたい旨をお願いしているところでございます。以上でございます。

それから、サン・ワークの譲渡の問題でございますが、雇用促進事業団が行政改革の推進

の一環といたしまして雇用能力開発機構というところに移行いたしました。こうした勤総の

形の施設は全国で２，０３３カ所がございます。この能力開発機構というところ、雇用促進

事業団が設置した宿舎及び福祉施設を譲渡処分を行う業務を一つの目的として設立されてい

る機構でございまして、全国の２，０３３カ所の施設の中で１６年を経過いたしました施設

につきましては１４年度中に鑑定実施されることになっております。今年度１４年度中に１

６年を経過した施設につきましては鑑定をされることになっております。これは大体１，０

５０カ所あるそうでございます。そして、１６年未満の施設につきましては１５年度中に鑑

定実施されるということになっております。鑑定結果によりまして、それを市町村の方で譲

渡の交渉があるわけでございます。当町サン・ワーク広陵は平成９年９月にオープンしてお

ります。５年を経過するわけでございますけども、ですから先ほど申しましたように、まだ

１６年未満の施設に該当いたしますので、１５年度中に鑑定実施されるというところでござ

います。もし、その鑑定によりまして協議の結果、譲渡、買い取るということになりました

ら、５年間は公的機関として使用しなければならないという条件がつくわけでございます。

ちなみに建築価格は約３億９，０００万円であったとお聞きしております。以上でございま

す。

１０番議員！議 長

レストランの件はこれ、向こうが経営が成り立たないということでお断り、いわ１０番議員

ゆる撤退されたということですね。そういうことで。ということは５８万円の家賃が高過ぎ

たんかなというような理解しているわけです。ただ、やはりああいう施設にはレストランな

り、そういう食事の施設は私は絶対不可欠だと思うし、でまたそのようなお話もまたお声も

かなり私の耳にも入って、えらい不便になったと。あるときは余り利用しなかっても、なく

なったら大変不便だという話はどんなときでも聞くわけですねけど、そのような流れの中で

その話は別としても私はやっぱり当然あるべきだと、利用者もおられることですし。そこで、

採算性の問題もいろいろ出てきておりましての撤退ということであれば、そのことも含めて

新しい業者の募集にもそのようなことも含めて同じ条件とか、同じ経済情勢が変わっておる、

撤退されたということもはっきりしてんねんから、そのことを入れて織り込み済みで当然い

ろいろ募集されているとこう思うわけです。そうですやろね。
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そこで、果たしてどれで、厨房のスペースからいろいろ考えてみたら、また座敷での料理

の提供ということもいろいろ考えてみたら、かなり厨房あれだけで、あの店舗だけでこなす

ということは大変難しいんじゃないかなと。当初からいろいろそんな話もあって、たまたま

よしの寿司さんは高田でしておられるということでの持ち運びと、運搬ということもこれは

物理的にもいけました。しかしその反面、冷めたとか冷たいとか、いろんな意味でまたマイ

ナスもあったとこう思うわけですので、あのようなスペースで現実に商売の成り立つ形で業

種なり、募集をしていくという考え方に立たなければ、同じような要領で募集をしてれば、

相手は商売でやる人ですからとても赤字ではだめですということになると思います。でもっ

て、私思いますねんけど、例えばすべてそれをフォローしていくという、今までと同じよう

なレストランじゃなしに、軽食喫茶という形をとって、座敷の方ではいわゆる仕出し屋さん

とかと契約したりして、個々のいろんな方法もいろいろ考えられて、当然営業もたえられる、

そして利用者にとっても利便性があるということで、そのような形でもう一回振り出しでい

ろいろ考えてしていただきたいなあとこう思うわけでございます。それを私もそのように思

いますので、どうかできるだけ早い機会に再開をしていただくと。いろんな方法を考えて、

合う話でやっていただきたい。商業ベースに乗る、相手もあることですのでそのような方法

でやっていただきたいとこう思うわけでございます。

そして、雇用促進事業団が解散をし、今言うてるようにいわゆる清算事業団みたいなもん

に処分を任されたというお話ですし、今言われるような当施設はこれまだ６年ほどたって１

６年未満ということですので、当然鑑定された上で価格が決まるということであると思いま

すねんけど、本当はただで当然もらうのは当たり前やと思うわけです、私らから見たら。そ

の意味では、ただ向こうも清算しゃんない話ですからそういうわけにもいきませんけど、で

きるだけ安く、そうしなくちゃならんのであれば当然安く、やっぱりこっちの横に広陵町の

施設もつけてるの相乗効果も出したということもありますので、そのことも個々個々いろん

な交渉になるのかならないのか知りませんが、できるだけ努力をして安い価格で引き取れる

ような大いに努力をしていかざるを得んじゃないかなとこう思うわけでございますので、ひ

とつご答弁の方をよろしくお願いします。

竹嶋常務理事！議 長

失礼します。施設管理サービス公社常務理事

まず、レストランの方でございますけども、いろいろ今まで話さしていただいた中におい

ても、議員さんがおっしゃるように、ひとつ業種を変えて考えなければ、今の当時の時代と
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は変わっておると、外食産業もいろいろと手法というんですか、対象年齢も変わってき、食

事の内容もいろいろと変わってくる中において、なかなか日本食としての調理員を確保する

のも一つの大きな費用もかかるんだということもいろいろ聞いております。そうした中で、

おっしゃるような方向づけも必要ではないかなあということも思っておるわけなんですけど

も、何し５８万円という家賃そのものがやはり公共の中においての収入源としてのことにな

ってございますので、どうしてもそれを固守していかざるを得ない、またあのサン・ワーク

のレストランにつきましては特に当時としては内装からほとんどの設備を町の方でやってい

るという関係もございます。いろいろなこともございますので、なかなかその今までの条件

というものをどこまで踏襲していくかということもございますので、いずれそうした話も今

後いろいろと理事の方々ともそこ相談さしていただくこともあろうかと思いますけども、そ

うした考えは話としてはいろいろ検討している中でお話を聞かしている業者さんの中からも、

そうした専門家の方からもお話を聞いて賜っているところでございます。

それから、サン・ワーク勤労者総合福祉センターＡ型の譲渡のことでございますが、鑑定

価格は新しいということである程度の価格は出てこようかと思いますけども、なかなか会議

に行ったときもほかの町村からも質問は出ていたそうでございますけども、なかなか具体的

な価格までは言わないということでございますので、１５年度に鑑定実施をした結果を待た

ざるを得ないかなあということで思っております。以上でございます。（１０番議員「まあ、

頑張って。」）

よろしいですか。 ４番議員！議 長

今初めてそういう話、私自身は聞くんですけれども、一つは問題点が非常に多くあ４番議員

ると思うんですね。１つは国の身勝手で市町村に売るということを前提に今話をされてます

けども、ここの問題点としてどういう形で整理されているのか、持っておられるのかという

のをきちんとして、やはりきちんと申し入れをする必要があろうというように思うんです。

例えば簡単に言えば、あれは４町が領域のもんだということになってくれば、４町が買い取

りするのかどうか。あの経過からいえば、それは当然管理広陵町というような当初の契約に

なっていたでしょうけれども、いわゆる雇用事業団との契約関係の洗い直しをして、基本的

なところに戻って問題点をはっきりさせるべきだと思うんです。

それと、もちろんあれをしたときには町立と併立したということになってたわけで、そう

いう点からいっても利用価値というのは一体となった部分になっているわけですから、その

鑑定というのは通常の鑑定では済まないというように思うんです。当然そういうこともあろ
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うわけですから、鑑定についてのやり方っちゅうのも事前に明確にさせるべきだというよう

に思うわけです。そういうような形でいわゆる補助金とは違う性質だったというように記憶

はしていますけれども、補助金的な色彩の非常に強い内容も含まれてはいたわけです。土地

あるいは建物等についてどういうことになるのか、今すぐには問題点として浮かび上がって

くるのはこの程度ですけども、明確にして相手のいわゆる処分の方針が出るまでに各全国的

な問題でしょうけれども、問題点を持って町が犠牲にならない、損をしないという方針を立

てるべきだと思いますけども、そういう点はどのように考え、またこの協議会の中でどのよ

うな方策が出ているのかお聞きしときたいと思うんです。

竹嶋常務理事！議 長

買い取りのお話なんですけども、４町という話はもともとは施設管理サービス公社常務理事

そうした雇用促進事業団としてのことだと思うんですが、そこで広陵町内にあり、また広陵

町の土地の上に建っており、また町が管理しておる中においては契約そのものは県を通じて

の広陵町となっております。

そして、もう一点は鑑定の際には町の施設併設ということもおっしゃっておりますけども、

当然これにつきましては別個ということで鑑定の条件として入れなければならないだろうと

思っております。以上です。

４番議員！議 長

思うのは私は何ぼでも思うところはあるんで、要はそのことをきちんと鑑定を出す４番議員

場合の条件の中に入るのかどうか。それと、いわゆる経営は広陵町ですけれども、４町が利

用をする範囲ということで押しつけられているわけですから、これは当然にその利益を受け

ているのも４町なわけです。そういうようなところからいって、その雇用促進事業団の方針

と矛盾するような形で広陵町だけに押しつけるのか。そういう点については配慮した鑑定価

格が出るのか、そういう点も詰めた形で方法を決めるということが先決だと思うんです。

また、これは全国協議会があって、そこで運営等の方法についてのやり方が行われてきた

わけですから、そこでの方針ちゅうのはどんなものなのかということは早急に明確にして、

このような管理の自治体に不利益になるというような明確な部分があるわけですから、そう

いう点についてはっきりとさせるべきだというように思います。

それと、個別の鑑定っちゅうのはあり得ないわけで、これは人行って、一つの鑑定の中の

価値がどれだけあるのかということになるわけですから、そういう鑑定の方法についても当

然念頭に入れるべきだというように思います。それは鑑定の専門家がやる話の部分もあろう
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かと思いますが、行政としてどういうような形で行うのが適当なのかっていう、もちろん有

利なのかという点を踏まえてきちんとしたやり方を確立しておくべきだと思いますんで、そ

ういう点もあわせて、多々もっと問題点があろうと思いますんで、詰めた話で町の方針をき

ちんとしてほしいというように思います。

町長！議 長

私からお答えを申し上げたいと思います。町 長

近隣町村と一生懸命協力をし合って建設をしたわけでございますが、国の雇用促進事業団

の考え方が随分揺らいだわけでございまして、この促進事業団の直接経営する組織体が能力

開発機構という団体に変わった。そして、きょうまでの二千数カ所の経営をすべて町村に移

譲するというのか、というようになったわけです。今年度から既に買い取り作業が進められ

ておるわけでございまして、私もこのことを聞かしていただいて、田原本にもあるわけです

が、三宅町が体育館を建てております。これは今年度買い取りの対象になっておるわけです

が、三宅の町長さんも随分このことについて心配をされておりました。買い取り価格は現実

的には５００万円ぐらいでなっておりましたんですが、その５００万円も大変だというよう

なことをおっしゃってました。私どもの試算では来年度鑑定をして、再来年度に買うという

ことでございますので、およそ３億９，０００万円を補助金をいただいたんですが、四、五

千万円ぐらいではなるのではないかというような数値を私ども持っております。それぐらい

の金額でございまして、この資産を買い取りさしていただく、そのかわりに町の方でこれら

の施設については運用をさしていただくということでございますので、どんな鑑定士で来ら

れるのか、また買い取り方法については単年度で払うことができなかったら５年、１０年の

年賦でもよろしいとか、何かそんなことを国の方言っているようでございますので、こんな

こともあわせながら後々の利用価値も考えて協議を続けていきたい。今年度の受ける市町村

をよく検討をしながら進めていきたいとそのように思っています。

５番議員！議 長

その問題につきましてはまた後日にまた議論になろうかと思いますが、経緯からい５番議員

いましたら名前を借りたと、近隣の町のね。ということでここに至っているわけですけれど

も、利用の実態はかなり広陵町以外の方の方が多い状態であるということもありますので、

今の見直しに当たりましてぜひそういう実態に即した協力を呼びかけていただきたいと。維

持管理費がかなり、持ち出しが多いわけですから、それも含めてお願いしておきたいと思い

ます。
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あと、ここの事業で自主事業の方なんですけれども、管理運営の方で年間利用見込み等を

書いてあるわけですけれども、かなりの利用で利用者もかなり増やしてあると思うんですけ

れども、浴室だったら７，０００人のプラスになっていて、それからほかの部屋の利用につ

いては減らしているところも多いんですが、トータルとしては同じになっているんですね。

そういう中でもトレーニングと浴室が非常に利用が高いわけですけれども、これが利用され

ている方に聞きますと、トレーニングルームだけ使いたい場合も以前にもちょっとこんな議

論があったかと思いますが、浴室の利用とセットの料金でしか受けつけてもらえないという

ことを聞いているわけですが、その点のどのように扱っておられるのかお聞きしておきたい

と思います。

それから、予算の方なんですけれども、ここの１９ページの方で見ましたら、施設利用料

金ということで２，７００万円の予算計上、講座受講料で５００万円の予算計上なんですけ

れども、この施設利用料で言いましたらトレーニングルームと浴室、トレーニングルームが

安い方の５００円を掛けてこの２万５，０００人の利用見込み、浴室の３００円安い方掛け

て５万人の利用見込みしましたら、これだけでこの２，７００万円になるわけなんですけれ

ども、この予算の立て方、その利用見込みあるいは講座の自主事業の開催状況見込みと合わ

せましてどのように見たらいいのかお聞きしておきたいと思います。

それと、ここのサン・ワーク広陵の方のおふろも大変人気があるんですが、住民の方から

の要望としてマッサージ機が置いてほしいとか、また休憩する場所がありませんので、上が

ってきてですね。そういうスペースの確保とか、いろいろ要望出ておりますので、またご検

討いただきたいと思うんですが。今のところどのような状況かお聞きしておきたいと思いま

す。

竹嶋常務理事！議 長

お答えいたします。施設管理サービス公社常務理事

トレーニングルームと浴室との金額なんですけども、浴室だけでしたら３００円、トレー

ニングルームは浴室をセットとした５００円ということで設定をさしていただいております

ので、大体トレーニングされる方は汗を流して帰られるということでそうした内容になって

ございます。

それから、歳入に見ております利用料と利用計画との相関関係なんですけども、ちょっと

おふろの方が今申し上げましたトレーニングルームを利用された方がおふろに入られる人が

計画書の中にはカウントしておるということでございますので、ちょっとそこらのことは数
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字は合わないと。実際浴室で利用される人は大体２万７，５００人ほどのことで、８２６万

円という予算を積算しております。トレーニングルームにつきましては２万４，５００人を

５００円で予算計上をいたしておる状況でございます。

それから、ふろを利用された方のマッサージなり、された方のスペースがどうかというお

話なんですけども、もう少しそらああればそれにこしたことはないんですが、ある程度限ら

れた施設の中でのことでございますので、現状また拡幅できるときがあればしていきたい部

分もございますけども、現状を維持せざるを得ないかなあというところでございます。よろ

しくお願いします。

ほかにありませんか。（５番議員「１つだけ。」）はい。細かいことにつきまして議 長

は個別でお願いします。

１つだけちょっと、先ほどのトレーニングルームのセットでっていう部分、もしお５番議員

ふろとセットで５００円であれば、やはりしょっちゅう使いたいという人にとっては負担だ

っていうことを聞いていますので、私ちょっともう一回確認しますけれども、もうちょっと

高いに聞いていたんで、とりあえず５００円として、別々でトレーニングルームだけもっと

安く使えるような形にまた今後検討していただきたいと思いますのでお願いしておきます。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

続きまして、ふるさと会館事業計画予算について質疑に入ります。ありませんか。議 長

５番議員、ふるさと会館。

ふるさと会館の方でも利用の方がかなり前年度に比べましたら上乗せになっている５番議員

わけなんですけれども、その上で予算で言えば収入の方が減額の予算になっているんですが、

この点についてご説明しておいていただきたいのと、それから施政方針の中でもありました

が。いいです。次の働く婦人の家で行きます。それだけお願いします。

それともう一つだけあった。まあいいわ。調べていただいている間にもう一つ言っとこう

かな。調べていただいているところですけれども、各種の催し物の部分で少なくなっている

んです。前のところもそうだったんですけど、サン・ワーク広陵も。学校の５日制になって、

本当に子供たちがいろんな機会をとらえていろんな場所で活動できることを積極的に考えて

いただくんだったらば、社会教育っていう分野に限らずこういう部分でも多いに子供も含め

た催し物あるいは行事を、教室等の開催を推進してほしいと思います。各種催し物で減って

いる分で映画会とかそういうのも子供対象に大いに喜んでいただけますし、親子で参加でき
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ますのでご検討をまたお願いします。わかんなかったら後でいいわ。後でいいです。

竹嶋常務理事！議 長

済いません。利用料の方はちょっとふえておるんですけども。施設管理サービス公社常務理事

申しわけございません。（５番議員「ふえてるかな。あれ。見間違いしたかな。」）２８

ページですね。（５番議員「収入が減ってるんでしょ、ちょっと待ってね、私が見てたの

は。」）今年度、１４年度は宿泊による使用がある程度大分に多くなってきておりますので、

そうした部分でふえております。（５番議員「全体で利用料、使用料での話やと思うけど、

収入。詳細聞くわ。ふるさと会館運営委託料の方は減っているけれども、施設利用料ふえて

いるか。わかった、わかった、ごめんごめん。」）教室講座のことなんですけども、サン・

ワークの方もちょっと減っておるのもあれなんですけども、ふるさと会館そのものはやっぱ

りこれは働く婦人の家の関係もございまして、貸し館そのものを中心とした運営事業という

ことでとらえていただきたいと思います。よろしくお願いします。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

続きまして、働く婦人の家事業計画予算について質疑に入ります。質疑ありません議 長

か。 ３番議員！

働く婦人の家のいろんな主催の講座がいろいろされておりまして、その主催の講座３番議員

が終わった後でそれを継続するために自主クラブという形でそれぞれ皆さんが自主的にサー

クル活動という形で利用されていたわけですね。それが今までは５年ごとの継続で１０年間

ということで利用がすることができていたと。それが前回のときにサービス公社の方に移管

したときに、３年契約で６年間しか利用ができなくなってきたということがあるわけですね。

そして、もう一つは利用料金の問題で今までは自主サークルについては料金的には非常に考

慮していただいてた分が通常の金額の半額を自主グループの方からも払っていただくだとい

うふうな形になってきて、非常に困っておられるということのお声をよく聞いているわけで

すけれども、これ今までの自主グループが今回もう使えなくなって使わなくなった、実際的

にお金を払わなければならなくなったことによって使わなくなったというグループはどれぐ

らいあるのか、それと今現在のこの働く婦人の家の利用されている稼働率がどれぐらいなの

かということをお聞きしたいと思います。

竹嶋常務理事！議 長

お答えします。施設管理サービス公社常務理事
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おっしゃっている自主グループ活動の利用料金の話と思いますが、これにつきましては昨

年度たしか改正をさしていただいたということと思っております。自主グループで今までそ

うした無料で、後期限をあるものの無料で貸し出しをしているというところに、いろいろと

他のところでの均衡もございます。いろいろとこちらのふるさと会館そのものの運営の形の

中にもやはり自己負担というものを問題の中から、昨年の自主グループ活動の皆さんにも相

談さしていただき、また運営委員会の中にでもそのお話をさしていただいて了解を得ている

とお聞きしております。問題は最近また私の方も聞いておるんですけども、一応小グループ

の方がどうしても負担が、大きなグループと違って小さいグループの方の問題だということ

でございます。そうした中で、当然そうした小グループになると１人当たりの負担が高くな

るということでそうおっしゃっているということでお聞きしております。現在自主グループ

として１４の自主グループが活動されております。以上でございます。

ほかにありませんか。（３番議員「稼働率、今聞いたんですけど。」）答弁漏れ。議 長

（３番議員「答弁漏れ。」）稼働率。

申しわけございません。ちょっと資料を持ち合わせておりま施設管理サービス公社常務理事

せんので、とにかく１４のグループ、大体１週間に１遍１回なり、月に２回というような形

でローテーションを組んでおられます。（３番議員「ちょっと資料を出していただけたらと

思いますのでお願いします。」）はい。

３番議員！議 長

今の自主グループの件でお聞きしているわけですけれども、この自主グループの中３番議員

には今まで町の方でこの先生に今までずっと続けていただいていた先生をそのまま呼んで、

やはりいろんな勉強をされている中では会館の方からこの先生に対してはこれだけの金額を

払ってくださいというふうなことで、会館の方から言われていると。先生との話し合いでは

安くでもいいですよということで言われているにもかかわらず、会館の方からはやはりこの

先生に対しては９，０００円とか１万円とかというふうな金額を１回につき払ってください

よというふうなことを言われて今やっておられるというふうなところもありますし、また７

０歳以上の方がいろんな体を動かすということでは非常にこれからのお年寄りが長いこと健

康で生活していくためにも非常に必要なことだというふうな、これから継続して本当にやっ

ていっていただきたい事業だというふうなことがたくさんあるわけですね。そこのとこに対

しましても６年で打ち切ってしまうのだというふうな、今の新しく変わってきた内容につき

ましてはもう一度検討をしていただきたいというふうに思いますので、よろしくお願いしま
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す。

竹嶋常務理事！議 長

自主グループとして継続した中での先生とのいわゆる講師料施設管理サービス公社常務理事

の問題でございますけども、私申しわけございませんがその話は全く聞いておりません。ど

ういう話の中で言われておるかということになろうかと思います。うちの方へ相談した上で

の話であるのか、また直接そうしたことでグループの中からの相談じゃなく先生の方へうち

から言って、直接そのグループの方へ言っているんだろうかということも聞いておりません

で、ちょっと申しわけございませんが。

今おっしゃっていただいた後の長い間の継続した無料の方に方向転換をということでござ

いますが、ご意見として承っておきます。

ほかに。 ５番議員！議 長

先ほどの部分でふるさと会館の方は貸し館業務っていうこと知っていますが、映画５番議員

会とかもなくなったということでお聞きしたんですが、主にはここの働く婦人の家でいろい

ろな行事が企画されていますので、先ほど言いましたような形で幅広く企画をしていってい

ただきたいことはお願いをしておきたいと思います。

それから１つ、この３８ページの講師謝礼金の部分なんですけれども、この講師の謝礼金

の部分が講座の業者委託料の方に半分ほどことし、１４年度は移行するというような形にな

っていると思うんですけれども、これはどのような状況でこのようになっているのかお聞き

しておきたいと思います。

講師で個々に知っている人を頼んだり、また町内の人の少しでも雇用促進という部分も考

えていけば、やはり会社に委託するよりもやはりそういう講師の方を身近なところで探す努

力をしていただくということも引き続き大事だと思いますので、お願いしたいと思います。

竹嶋常務理事！議 長

ただいまおっしゃっていただいたとおり、報償費の一部は委施設管理サービス公社常務理事

託料の方へ移行してございます。これにつきましてはいわゆる源泉徴収の関係もございます。

個人報償費でありましたら、いわゆる源泉徴収という形で徴収いたしますが、委託料、これ

は法人でございましていわゆる源泉徴収は徴収しない方になる関係もございますので、こう

いう移行でございます。近くの講師先生ということも考慮に入れまして十分検討してまいり

たいと思います。よろしくお願いします。

１３番議員！議 長
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この前施設管理サービス公社ということで当然これを議会へ出されるまでに当然１３番議員

理事会が開かれているんだろうと思うんです。理事会開いて、いつ理事会が開かれて、そし

て決定されたか、どういうメンバーが出席されているんか、そういうことはこういう報告で

ある、報告で済ますんであればそういうことが当然これ入っていなくては僕はならないと思

うんですよ。というのは、これ我々いろいろここで質疑しているけど、果たして理事会で決

定されたもんであるのかどうであるのかというようなことも、これ僕この中で今見てる限り

わからないし、そして報告の中でこういう中身の数字ですねんけど、例えば委託費と来てぼ

おんと上がったるわけですね。２，０００万円、３，０００万円なり。それが例えたら委託

っちゅうのは非常に広い範囲がありまして、例えばコンピューターの補修委託料も委託料だ

し、労務委託、労務にかかわる委託もあるだろうし、この管理費の中だけですよ。管理費の

中でもそういうものがあると。それを一括してこうぱんと載せて、これ我々報告を受けてい

るわけなんですけども。だから報告となれば、やはりその辺もう少しきちっと報告していた

だくのが、私本来じゃないかと思いますねんけどね。この辺についてちょっとご意見をお聞

きしておきたいと思います。

町長！議 長

今山本議員のおっしゃったように、各種会計についてはそれぞれ組織がございまし町 長

て理事会等で十分協議をしているところでございます。この報告案件はそうした予算、そし

て決算、そして途中での理事会等の議決があって事務事業が進行しているわけでございます。

こうした事項についてはこの報告書が十分でないのは確かでございます。今後こうしたこと

も踏まえて、きっちりと書類整備をして報告をさしていただきます。（５番議員「さっき聞

こうとしたが途中で聞かれたから。」）

５番議員！議 長

先ほどの続きなんですけれども、どれがそしたら業者委託の講座なのか、教えてお５番議員

いていただきたいと思います。うちは何でもかなと思うから、おかしいからさあ。

竹嶋常務理事。議 長

申しわけございません。講座の中で業者委託をするのは有酸施設管理サービス公社常務理事

素運動、それから医療事務、それからゴスペル、それぐらいですね。済いません。（５番議

員「それで百何万円。高いやん。これで百何万円。１２１万円。」）済いません。もう一点、

クリスマスコンサートも含んでおります。（５番議員「こんだけで委託、百二十何万円。業

者委託。」）
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ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

以上で質疑を打ち切ります。議 長

これで報告第３号の報告は終わりました。

次に日程７番、議案第１号教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて議 長

を議題とします。

本件について説明願います。 町長！

議案第１号の教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてご説明を申し町 長

上げます。

教育委員の任命につきましては巽基悦氏は昭和３８年３月大阪薬科大学を卒業されたので

ございまして、同年４月コーワ薬品に入社をなされた。その後昭和３９年９月に退社される

や、経験を生かして巽薬品として薬局を経営に従事されています。氏は特に教育信条が強く、

自営業の傍ら昭和４８年４月からは学校薬剤師として学校保健指導に当たっていただいてお

り、そのほか昭和５８年度には西第二幼稚園ＰＴＡ副会長、昭和５９年度からは６０年度ま

で西小学校ＰＴＡ会長を務められた。さらに６１年度には広陵中学校ＰＴＡ会長、連合会Ｐ

ＴＡ会長として情熱あふれる教育行政に尽力いただいたところであります。一方、昭和５７

年度から平成４年度まで長きにわたりまして社会教育委員としてご指導をいただき、地元広

陵町の教育の発展に貢献された功績はまことに大きいものがございます。こうした実績と平

成１０年４月よりお務めをいただいた教育委員として教育行政に対する信念、責任感はまこ

とに立派でございまして、教育委員として適任者であると考えております。このたび任期満

了後におきましても、巽基悦氏に引き続き任命させていただきたいと存じます。何とぞよろ

しくご承認、ご同意賜りますようお願いを申し上げまして、提案の説明といたします。

これより本件について質疑に入ります。質疑ありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１号を同意することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１号は同意されました。議 長
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しばらく休憩します。３時５分お願いします。

（Ｐ.Ｍ.２：５０休憩）

（Ｐ.Ｍ.３：０６再開）

再開します。議 長

次に日程８番、議案第２号、町の区域の変更についてを議題とします。議 長

本案について説明願います。 総務部長！

説明をさしていただきますが、簡単にせよということ休憩時間中から多々言われて総務部長

ますんで、できるだけ簡潔に説明をさせていただきますんでよろしくお願いを申し上げます。

それでは議案第２号、町の区域の変更についてご説明申し上げます。議案書の７ページで

ございます。今回町の区域の変更につきましては８ページの方の図面をごらんいただきます

とよくおわかりに願えると思いますが、当初計画の馬見中４丁目の区域を分割して中３丁目

に編入するものでございます。編入する部分については上の図面の馬見中４丁目２、大学予

定地の北側２万１，６２１平方メートル、建築予定戸数７８戸が３丁目に編入され、３丁目

全体といたしましては２６８戸が建築の予定となっております。現在公団において中４丁目

２番を分筆し、２番２大学予定地と２番３住宅用地となっております。地方自治法第２６０

条第１号、２号及び第３号の規定に基づき議会の議決をいただいた後、県の広報に掲載され

効力を発することとなります。よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして議案説明とさ

していただきます。

次に日程９番、議案第３号、広陵町新清掃施設建設基金条例の制定についてを議題議 長

とします。

本案について説明願います。 総務部長！

続いて議案第３号の方を説明さしていただきます。議案書の１０ページをごらんい総務部長

ただきたいと存じます。

新清掃施設の建設及び関連施設の建設に要します経費の財源に充当するため、新たに広陵

町新清掃施設建設基金を設置するものでございます。以上簡単ですが説明を終わります。

次に日程１０番、議案第４号、広陵町用地取得事業特別会計条例の制定についてを議 長

議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

議案第４号、広陵町用地取得事業特別会計条例の制定についてご説明申し上げます。総務部長

議案書の１２ページをごらんいただきたいと存じます。
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事業の円滑な推進を目的に用地確保を即座に推進でき得るよう、土地の先行取得に対応す

るため用地取得事業特別会計を設けるものでございます。用地取得の予定面積としましては

約３．７ヘクタールを計画しております。以上簡単ですが説明を終わります。

次に日程１１番、議案第５号、町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公議 長

務災害補償に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について説明願います。 教育委員会事務局長！

議案第５号、町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害教育委員会事務局長

補償に関する条例の制定についてご説明申し上げます。恐れ入りますが、１４ページお願い

いたします。

地方分権の一括法に伴いまして、公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災

害補償に関する法律の一部改正に伴いまして、町立学校の非常勤の学校医等の公務上の災害

に対する補償の範囲、金額及び支給方法等、補償に関し必要な事項について都道府県の条例

で定めていましたが、当該市町村の条例で定めるものとなったものでございます。したがい

まして、公務災害補償に係る経費は国及び県の負担から地方公共団体がこの法律の定めると

ころにより補償を行うものです。地方公共団体が新たに負担することとなる経費につきまし

ては、特別交付税により財源措置される予定でございます。この法律の一部改正によりまし

て、１４年４月１日から法律の一部改正が施行されますので、この条例は本町４月１日から

施行したいと思っております。以上でご説明を終わりますが、よろしくご審議のほどお願い

申し上げます。終わります。

次に日程１２番、議案第６号、広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環議 長

境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について説明願います。 環境部長！

議案第６号、広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の環境部長

縦覧等の手続に関する条例の制定についてご説明を申し上げます。議案書の１６ページでご

ざいます。

この条例は廃棄物の処理及び清掃に関する法律において町が一般廃棄物処理施設を設置す

る場合、周辺地域の生活環境に及ぼす影響についての調査の結果を記載した書類を縦覧をし

た上で、県知事に届けなければならないと定められておりますので、手続等について必要な

規定をするものでございます。

第１条はただいま申し上げました条例の目的を定めております。第２条はこの条例が適用
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される一般廃棄物処理施設は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第５条で定めてお

りますごみ処理施設及び最終処分場となっております。第３条は報告書等の縦覧の告示をす

る際の事項を規定し、第４条では縦覧の場所を役場環境部政策課と町長が指定する場所と定

め、縦覧期間を１カ月と規定しております。第５条では縦覧の告示をする際に利害関係人か

ら意見書の提出ができる旨を明らかにすべきことを規定し、第６条では意見書の提出先を定

めております。また、その提出期限を縦覧期間満了の日の翌日から２週間を経過する日まで

と規定をしております。第７条におきましては他の法令に基づく同様の手続が行われている

ものにつきましてはこの条例による手続を終えているものとみなすという規定でございます

が、現実は想定できるものではございません。第８条は設置する施設が及ぼす影響が他の市

町村にも及ぶということになりましたら、その市町村とも協議をするという規定でございま

す。第９条は町長が細かいことは規則に委任するということでございます。以上が広陵町が

設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査の結果の縦覧等の手続に関する条例の

内容でございますが、現在進めております新施設の設置に当たりましては、地元の同意をい

ただきましたならば生活環境影響調査を実施いたしまして、この条例による手続を行うもの

でございます。よろしくご審議をいたただきますようお願い申し上げ、説明とさせていただ

きます。

次に日程１３番、議案第７号、住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関す議 長

る条例の制定についてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

議案第７号、住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例についてご総務部長

説明申し上げます。議案書の１９ページをごらんいただきたいと存じます。

戸籍の本籍地、住民票の住所地については住居表示に関する法律第６条の２及び戸籍法第

６条、戸籍法施行規則第３条並びに住民基本台帳法第７条５と７から、住居表示が実施され

た区域においては街区符号及び住居番号、その他の区域においては地番により表示すること

とされております。しかし、戸籍住民票の支号のいわゆる「の」を省略する事務量が膨大で

処理量の経費などの関係から統一実施がされなかったという状況があります。平成１２年４

月１日奈良県戸籍住民事務協議会の呼びかけで統一して住所地、本籍地の支号「の」を省略

することとなりました。本町におきましては戸籍については平成１２年１０月２４日に戸籍

電算移行処理時に本籍地の支号「の」を、住民票につきましては平成１３年２月５日ニュー

ライフシステム導入時に支号の「の」を省略する処理をいたしております。今回提案さして
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いただきました条例については広陵町例規集におさめられている条例の支号の「の」を削除

するため一括で条例改正をさしていただくものでございます。条例につきましては１１の条

例が該当することとなりますので、あわせて規則についても改正いたしたいと考えておりま

す。以上簡単ですが説明を終わります。

次に日程１４番、議案第８号、政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に議 長

関する条例の一部を改正することについてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

議案第８号、政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関する条例の一部総務部長

を改正することについてご説明申し上げます。議案書２２ページでございます。

今回の条例改正につきましては、政治倫理の確立のための国会議員の資産等の公開等に関

する法律において株券について額面金額の総額を資産等報告書等に記載する事項から削除さ

れたということに伴いまして、条例第２条第１項第６号を「、株数及び額面金額の総額」を

「及び株数」に改正しております。

次に、町長の資産の公開について閲覧請求できるものについては広陵町情報公開条例との

整合性を図るため、「広陵町情報公開条例第５条各号に掲げる者」に改正しております。各

号と申しますのは請求権者等というところで本町の区域内に住所を有する個人あるいは本町

の区域内に事務所または事業所を有する個人及び法人、その他の団体、本町の区域内に存す

る事務所または事業所に勤務する個人、本町の区域内に存する学校に在学する個人、それと

全各号に掲げる者のほか、実施機関が行う事務事業に利害関係を有する個人及び法人、その

他の団体がこの情報公開を請求できる権者となっております。なお、お手元の方に新旧の改

正案と現行の資料をつけさしていただいておりますので、対照していただいてはなおよくわ

かるかと存じますので、よろしくお願い申し上げます。

次に日程１５番、議案第９号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正議 長

することについてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

議案第９号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正することについて総務部長

ご説明申し上げます。議案書の２４ページでございます。

今回の改正につきましては育児または介護を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限及

び介護休暇について規定したものでございます。主な改正の内容につきましては第８条の２

第１項において時間外勤務の上限を１カ月について２４時間、１年について１５０時間に、
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そして第１５条第２項において介護休暇の期間を３カ月から６カ月に改正しております。こ

の条例改正につきましても新旧の条例改正案の対照表をつけておりますので、後ほどごらん

いただきたいと存じます。よろしくお願い申し上げます。以上簡単ですが説明を終わります。

次に日程１６番、議案第１０号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する議 長

ことについてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

それでは議案第１０号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することにつ総務部長

いてご説明申し上げます。議案書の２７ページでございます。

今回の改正の主なものとしまして、職員の育児休業に関して改正後の地方公務員の育児休

業等に関する法律の中で条例に委任する明確な規定が明記されていないために、第１条に「、

並びに同法を実施するため」ということを条文としてつけ加えております。第２条第３号に

おいては改正前の規定では育児休業を承認する日から起算して１年以内に任期が満了する職

員及び定年に達したことにより退職することとなる職員については育児休業をすることがで

きないことと以前はなっておりましたが、改正により育児休業をすることができることとな

りました。新たに任期を定めて採用をされた職員については育児休業ができないこととなっ

ております。第３条の改正においては再度の育児休業をする場合の特別な事情を、第５条に

おいては育児休業の承認の取り消し事由について、第５条の２においては任期を定めて採用

された職員の任期の更新について、それぞれ規定しております。以上簡単ですが説明を終わ

ります。この条例改正につきましても新旧対照表をつけておりますので、後ほどごらんいた

だきたいと存じます。よろしくお願い申し上げます。

次に日程１７番、議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及議 長

び期末手当に関する条例の一部を改正することについてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

それでは議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手総務部長

当に関する条例の一部を改正することについてご説明申し上げます。議案書の３０ページを

ごらんいただきたいと存じます。

今回改正をお願いいたします固定資産評価員につきましては従来収入役が業務を担当して

おりましたが、昨年９月議会においてご同意いただきました吉村氏に対する報酬について別

表に新たに追加するものでございます。報酬の基準として業務内容等を勘案した上で、日額

として設定することが妥当と考えております。報酬金額につきましては固定資産評価審査会
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委員報酬と同額としております。以上簡単ですが説明を終わります。

次に日程１８番、議案第１２号、広陵町奨学基金条例の一部を改正することについ議 長

てを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

議案第１２号、広陵町奨学基金条例の一部を改正することについてご説明申し上げ総務部長

ます。議案書３２ページでございます。

平成１４年４月１日ペイオフの解禁に伴いまして、預金保護対策として相殺も視野に入れ

た中で、金融機関が破綻したときには基金保有の預金と起債残高との相殺とするため、歳計

現金の繰り替え運用で対応したいと考えております。今回条例改正いたしますこの基金条例

のみが繰り替え運用規定がございませんので、今回条例改正をお願いするものでございます。

以上簡単ですが説明を終わります。

次に日程１９番、議案第１３号、広陵町手数料徴収条例の一部を改正することにつ議 長

いてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

議案第１３号、広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについてご説明申し上総務部長

げます。議案書の３４ページでございます。

今回の改正につきましては、奈良県事務処理の特例に関する条例の一部改正によりまして

屋外広告物に関する事務処理が市町村に権限移譲になりました。そのことから手数料条例の

改正をするものでございます。よろしくお願い申し上げます。以上簡単ですが説明を終わり

ます。

次に日程２０番、議案第１４号、広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正する議 長

ことについてを議題とします。

本案について説明願います。 健康福祉部長！

議案第１４号、広陵町保育の実施に関する条例の一部改正についてご説明を申健康福祉部長

し上げます。

今回改正をお願いいたしますのは、既に実施いたしております午後６時３０分から午後７

時までの延長保育の保育料に関しまして根拠を条例化するものでございます。理由といたし

ましては通常の保育時間を超えて行っております保育の保育料につきまして、これまですべ

て長時間保育の保育料として規則に定め、運営いたしておりましたが、児童福祉法の改正時

の整理で延長保育に関しては市町村独自のことで保育所運営費の国庫負担及び県費負担、つ
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まり措置費には含まないとされた関係から、延長保育の保育料は通常保育及び長時間保育と

は別に条例に根拠を明記するようにという指導により、今回条例改正をお願いするものでご

ざいます。説明終わります。

次に日程２１番、議案第１５号、広陵町立児童育成クラブ条例の一部を改正するこ議 長

とについてを議題とします。

本案について説明願います。 健康福祉部長！

議案第１５号、広陵町立児童育成クラブ条例の一部改正についてご説明を申し健康福祉部長

上げます。

今回改正をお願いいたしますのは、広陵町立東幼稚園の施設を借用し運営いたしておりま

したかしのき児童育成クラブにつきまして、東幼稚園が平成１４年４月１日から広陵町立東

小学校附属幼稚園として改築移転されることに伴い、東体育館の和室に移転することとなり

ます関係で、条例第２条に定めております位置の変更を行うものでございます。説明終わり

ます。

次に日程２２番、議案第１６号、広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一議 長

部を改正することについてを議題とします。

本案について説明願います。 環境部長！

議案第１６号、広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する条例環境部長

についてご説明を申し上げます。議案書の４０ページでございます。

第８条から第１０条まで及び第１４条の改正は、字句の表現を正すとともに法律改正に伴

います法律名及び引用する条の移動に伴う改正でございまして、基本的な変更はございませ

ん。第１５条の改正は一般廃棄物を収集運搬する業者の許可をする場合の規定でございます。

「法第７条の２第１項の規定により町長の許可を受けようとするときも、又、同様とす

る。」をつけ加える改正は、許可事項の変更の場合も改めて許可を受けなければならないと

する規定がございませんでしたので、今回つけ加えるものでございます。同条第３項の改正

は第１号におきまして一般廃棄物の収集運搬の許可をするに当たっては、法に定める事項に

適合するかどうかの判断をすべきであることを明記し、第２号、第３号及び第４号の規定は

許可申請できる事業者の資格を規定いたしております。１５条４項、１７条及び１８条の改

正は字句の修正で、基本的な変更はございません。第２０条の次に１条を加える改正でござ

いますが、一般廃棄物処理業の許可の手数料を１件５，０００円、許可証再交付手数料を１

件３，０００円と規定しております。この規定を設けますのは事業系一般廃棄物、いわゆる
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町内の事業所から排出されます一般廃棄物につきましては、現在は事業者みずから持ち込む

場合のみ受け入れておりますが、町内の事業所が収集運搬業者に収集運搬を委託した場合も

受け入れる必要がございますので、その体制を整えるものでございます。

次に別表の改正でございますが、事業系一般廃棄物の受け入れの場合の料金を近隣市町の

状況を踏まえまして、現行５００キロまでは１０キログラムにつき６０円、５００キログラ

ムを超える場合は１０キログラムにつき１２０円とございますのを、３００キログラムまで

は１０キログラムにつき１００円に、３００キログラムを超える場合は超える部分１０キロ

グラムにつき１５０円に改めるものでございます。別表の改正は本年１０月１日から適用を

いたします。その他の改正は公布の日から施行させていただきたいと存じます。以上が改正

の内容でございますので、よろしくご審議のほどをお願いを申し上げます。

次に日程２３番、議案第１７号、広陵町下水道条例の一部を改正することについて議 長

を議題とします。

本案について説明願います。 都市整備部長！

議案第１７号、広陵町下水道条例の一部を改正することについてをご説明いた都市整備部長

します。４３ページをお願いいたします。

今回下水道法の施行令の一部改正によりまして、特定事業場から公共下水道または流域下

水道に排除される下水の水質を定める条例の基準及び除外施設の設置を義務づける条例の基

準が変更されたことに伴いまして、本町の条例の一部を改正するものでございます。４３ペ

ージをお願いいたします。

本町の条例の第１１条中、第６号を７号、１号ずつ繰り下げるということで、内容的に申

し上げますと、「アンモニア性の窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素含有量、１リットルに

つき３８０ミリグラム以下」、この条文を追加するものでございます。次に第１３条でござ

います。１３条にも同じ内容で１条を追加することで、「アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素

及び硝酸性窒素含有量、１リットルにつき３８０ミリグラム以下」とこういう条文の追加で

ございます。以上よろしくお願いいたします。

次に日程２４番、議案第１８号、広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類議 長

及び基準に関する条例の一部を改正することについてを議題とします。

本案について説明願います。 水道局長！

それでは議案第１８号、広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類及び基準水道局長

に関する条例の一部を改正する条例につきましては、今回の改正は第１５条第２項中の育児
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休業の対象となる子の年齢を「１歳」から「３歳」に引き上げるというものでございます。

なお、この改正は町職員に準ずる改正でございます。よろしくお願いをいたします。これで

終わります。

次に、日程２５番、議案第１９号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８議 長

号）

を議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

それでは議案第１９号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）について総務部長

ご説明申し上げます。

今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ４億１，５２８万３，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１０億４，５２５万５，０００円とするものでご

ざいます。

最初に、歳出の方からご説明申し上げますので、議案書の５６ページをごらんいただきた

いと存じます。

上段から、総務管理費の庁舎エレベーター等設置事業設計委託料２００万５，０００円の

減額につきましては、入札結果によります不用額を減額いたしております。

財産管理費の積立金については、それぞれの基金積立金額について最終精算をしておりま

す。

次に、自治振興費、コミュニティー助成事業補助金につきましては、北校区コミュニティ

ー会館オープン以来、健康増進と親睦を深める施設として日々利用者が増加しており、今回

宝くじ関係の補助金全額を利用して健康器具及び娯楽備品の購入について補助するものでご

ざいます。

次に、社会福祉総務費７０万円の減額につきましては、当初１５０人分の入院見舞金を計

上しておりましたが、本年度におきましては８０人の方が該当することのため残りの７０万

円を減額しております。

次に、委託料３９９万３，０００円の減額につきましては、老人ホームヘルプサービス事

業、ショートステイ事業及び寝たきり老人布団丸洗い事業における利用者の実数を勘案して

減額をいたしております。

備品購入費５８万８，０００円の減額、紙おむつ給付事業費２０４万５，０００円の減額

及び老人福祉施設措置費７８６万８，０００円の減額につきましては、利用者の実数等によ
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る減額でございます。

老人福祉措置費の減額につきましては、措置人数の減によるものでございます。なお、１

月現在におきます措置人数につきましては、三室園が５人、平沼寮１人及び慈母園１人とな

っております。

次に、心身障害者福祉費１，５３２万円の減額につきましては、措置人数の減による減額

をいたしております。

続いて、５７ページの総合福祉会館費２，３３５万円の減額につきましては、総合福祉会

館オープンに係ります諸費用の執行後の残額を減額しております。特に、初度備品の購入に

つきましては入札による競争の結果１，９００万円の減額となっております。

ゲートボール場建設費４００万円の減額につきましては、入札後の残額を減額いたしてお

ります。

次に、児童措置費の委託料及び負担金補助及び交付金の減額につきましては、児童数の減

少による減額をしております。

扶助費につきましては、該当児童数の減少及び所得制限額の法改正によります執行残額を

減額いたしております。

次に、保育所等委託料２，４７５万７，０００円の減額につきましては、園児数の減少に

よる執行残額を減額いたしております。

次に、５８ページ、塵芥処理費の報酬８０万円の減額につきましては、当初、会議回数の

１０回という予定をいたしておりましたが、４回で答申をいただきましたので終了いたしま

した。残りの残額を減額いたしております。

報償費の講師謝礼３０万円の減額につきましては、講師の手配等が都合がうまくつきませ

んでしたので、講演会の実施を見送ったため減額をいたしております。

ごみ減量推進委員記念品４０万円の減額につきましては、不用額として減額いたしており

ます。

印刷製本費の１４７万４，０００円の減額につきましては、白色トレーの分別に係るカレ

ンダーの作成及びごみ有料化に関する粗大ごみシール等について検討を重ねておったわけで

すが、確定に至りませんでしたので不用となる額を減額いたしております。

次に、し尿処理費の葛城清掃事務組合負担金３４４万７，０００円の減額につきましては、

確定による残りの減額でございます。

補償・補てん及び賠償金１，５８１万７，０００円の減額につきましては、おおやまと環
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境整備事業協同組合及び大和清掃企業組合との協議の結果確定いたしましたので、不用とな

る額について減額いたしております。

次に、資源化工場建設費６，２２８万９，０００円の減額につきましては、資源化工場建

設に関する予算の不執行によります減額をいたしております。

次に、５９ページの農業総務費の水田農業経営確立対策事業特別交付金１９４万８，００

０円の減額につきましては、本町の達成率が６４．１％ということで、奈良県においても４

３位という、下から２番目というような状況でございます。この６４．１％以下の支部に対

する助成金の打ち切りと交付基準の見直しを実施して、不用額を減額いたしております。

次に、農地費９０２万円の減額につきましては、斎音寺地区農道の舗道整備事業が県にお

いて不採択ということになりましたので事業実施ができないため、この事業に係ります全額

を減額いたしております。

委託料につきましては、業者委託の一部を職員により設計を実施していただいたため４０

０万円の減額となっております。

次に、観光費２，３００万円の減額については、本年度において土地購入費の執行にとど

め、今後活用方法等地元とも十分協議の上決定したいと考え、土地購入に係ります委託料及

び工事費を減額いたしております。

次に、６０ページ、道路橋梁新設改良費４，７９４万７，０００円の減額につきましては、

土地の鑑定料１５０万円の減額、委託料については資源化工場への新設道路工事に係ります

設計委託料２，５０６万４，０００円を減額いたしております。

工事請負費につきましては、町道古寺３４号線の大和平野送水管布設工事が不用となりま

したので８８４万５，０００円の減額をいたしております。

町道用地取得費１，０００万円及び水道管移設補償費２５３万８，０００円についても、

不用となったために減額をいたしております。

次に、下水路費の１００万円の減額につきましては、水道管移設補償が不用となったため

の減額でございます。

次に、６１ページ、公共下水道費６３１万円の減額につきましては、当初予測の該当件数

の減によります水洗便所改造助成金１３６万円、下水道接続促進事業特別補助金４５万２，

０００円を減額いたしております。

下水道事業特別会計繰出金につきましては、下水道特別会計補正予算に伴う減額をいたし

ております。
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次に、緑化推進事業費１６９万５，０００円の減額については、該当者数の減少に伴う減

額をいたしております。本年度の記念樹の交付をいたしましたのは、結婚で１１３組、新築

で２１５件、出産で２９０人となっております。生け垣、苗木の申請については２４件とい

う結果でございます。

次に、常備消防費７３万円の減額につきましては、香芝・広陵消防組合予算の減額により

ます負担金の減額をしております。

次に、消防施設費３，０４１万５，０００円の減額につきましては、当初予定の防火水槽

３基の用地が確定しないため減額をしております。

なお、本年度におきましては笠地区において既設水槽の改修工事を実施しております。

次に、６２ページ、学校建設費３，３８５万５，０００円の減額につきましては、真美ヶ

丘第２小学校増築工事に係ります設計管理委託料及び工事請負費の確定によります残額を減

額いたしております。

次に、公民館費については財源振り替えをしております。

その次に、公債費の利子５，６３３万９，０００円の減額については、利率の確定により

ます減額となっております。

以上、歳出総額４億１，５２８万３，０００円の減額となっております。

続いて、歳入予算についてご説明申し上げますので、議案書の５１ページの方へお戻りい

ただきたいと存じます。

利子割交付金８，０００万円の増額及び地方交付税２億１，１７８万１，０００円の減額

については、確定によります増減の措置をとっております。

民生費負担金の身体障害者施設措置負担金につきましては、対象人数の減による減額とな

っております。

保育園保育料及び長時間保育料につきましては、各保育園により多少状況は異なりますが、

全体において入園児の減少等による減額となっております。

次に、民生費国庫負担金の社会福祉負担金及び児童福祉費負担金については、該当者数の

減少による減額となっております。

次に、５２ページの教育費国庫負担金３，４４６万円及び教育費国庫補助金１，７０９万

５，０００円の増額につきましては、東小学校改築事業に対する補助金確定によります増額

でございます。

近畿圏かさ上げ補助金１５１万６，０００円もあわせて計上いたしております。
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社会参加促進費補助金についても確定による増額となっております。

次に、民生費県負担金についても該当者数の減少による減額となっております。

次に、５３ページ、民生費県補助金の寝たきり老人布団丸洗い事業については、補助基準

額の改定及び利用回数の減少による減額となっております。

次に、児童福祉費補助金につきましては、該当者数の減少による減額でございます。

次、農業費補助金の水田営農確立対策特別交付金の減額につきましては、休耕未達成によ

る減額でございます。休耕達成率７０％以下の市町村には交付されないこととなっておりま

す。本町の達成率につきましては、先ほど申し上げましたように、６４．１％という結果で

ございます。

県単の土地改良整備事業補助金の減額につきましては、斎音寺地区の農道整備事業の不採

択による減額でございます。

地域活性化総合補助金につきましては、南郷ハス池整備事業に係ります補助金の増額とな

っております。

次に、社会教育費補助金については、大字において建築されました安部及び百済公民館に

対します地域活性化補助金６００万円の増額となっております。

次に、５４ページ、利子及び配当金については利子確定によります増額でございます。

土木費寄附金については、開発指導要綱第５条により、真美ヶ丘地区内において住宅公団

が民間卸による開発をする場合の賛助金として、奈良交通からの１，０００万円とダイワハ

ウスからの７６０万円を増額しております。

次に、基金繰入金については確定に伴います減額をしております。

次に、５５ページ、雑入では、広陵町史の売り上げが当初見込みを大幅に下回る結果とな

り４００万円の減額となっております。

自治総合センターコミュニティー助成金につきましては、北校区コミュニティー会館に対

する健康器具等の購入に対します助成金を計上いたしております。

施設管理サービス公社委託料精算金につきましては、各年度において委託料の精算をせず、

将来におけますサービス公社庁舎建設のための資金として積み立ててきました建設基金につ

いて、平成１３年７月から事務所をグリーンパレスの中に移転をしております。新庁舎の建

設については現在不要であるとの結論から今回全額を精算することとなったため、一般会計

に受け入れております。

次に、町債のゲートボール場整備事業債１，４８０万円の減額につきましては、事業費の
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確定によります減額となっております。

町道整備事業債２，７４０万円の増額につきましては、一般分臨時整備事業債の確定によ

る増額となっております。

消防施設債につきましては、当初予定の防火水槽３基の新設について、用地確保が困難な

状況にあり本年度実施が難しく、２，９１０万円を減額をしております。

庁舎エレベーター等設置事業債３５０万円の減額につきましては、起債採択基準の１件２

００万円に満たないということから全額町負担となり、減額となっております。

繰越金につきましては歳出減額予算となるため、歳計剰余金の増額となっております。

最後に、４８ページの第２表、繰越明許費の道路橋梁費につきましては、県施工の事業が

年度内に終了しないための繰り越しでございます。

以上で平成１３年度一般会計補正予算（第８号）の説明を終わらせていただきます。よろ

しくお願い申し上げます。

次に、日程２６番、議案第２０号、平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予議 長

算（第２号）を議題とします。

本案について説明願います。 都市整備部長！

それでは議案第２０号、平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算につ都市整備部長

いてご説明いたします。

６９ページをお願いいたします。歳出からご説明申し上げます。

２款の公共下水道事業費でございます。公共下水道の建設費で、工事請負費７，９６２万

９，０００円の減額をお願いするものでございます。理由といたしまして、当初計画してお

りました安部から大 間の県道部分の布設を予定しておりましたが、現在県で施工されてお

ります高田川の改修工事の進捗を踏まえまして工事を実施すべくという考えになりまして、

何分にも高田川の改修が真っただ中でございます。非常に、この県道も交通量の多いとこで

ございます。そういう面からも考慮いたしまして、今回この県道の建設を一応見送るという

内容で減額をお願いするものでございます。

もう一つの要素といたしまして、現在事業の進捗状況が、公共下水道の進捗状況は９０％

を超えております。そういう意味におきましても、小さな、予定しております部分の測試等

に重点を置いていきたいと、このような考えにおきまして減額をお願いするものでございま

す。内容的では、事業費の減額に伴います事務費等の減額もございますので、よろしくお願

いしたいと思います。
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恐れ入ります、ページの６７ページをお願いします。歳入でございます。

まず、下水道の使用料でございますが、要因といたしましては当初予定をしておりました

接続件数の伸びがなかったということと、１月までの調定実績及び２月から３月の使用水料

の見込みをとらえて、最終的に１，２８０万円の減額をお願いするものでございます。

次に、２款の国庫支出金でございますが、公共下水道の建設費の補助金で４，４００万円

の、先ほどの歳出で申し上げました内容で減額をするものでございます。以上、よろしくお

願いいたします。

次に、日程２７番、議案第２１号、平成１４年度広陵町一般会計予算を議題としま議 長

す。

本案について説明願います。 総務部長！

少し時間が長くなると思うんですが、よろしくお願い申し上げます。総務部長

議案第２１号平成１４年度広陵町一般会計予算について、ご説明申し上げます。

平成１４年度予算編成方針につきましては、先ほど町長が施政方針の中で申し上げており

ましたように「元気でやさしいまちづくり」の実現のため、役場、庁舎、福祉設備のための

改築工事、役場サービスカウンターの設置、人にやさしいまちづくり推進事業の助成金制度

の創設等に代表されますように、厳しい財政状況の中で収支の均衡を図って予算を成立させ

たいという考えのところでございます。

平成１４年度一般会計予算の総額は９８億６，０００万円で、前年度対比マイナス１２％、

金額にして１３億５，０００万円の減額予算となっております。初めに、お手元に配付させ

てもらっております平成１４年度の主要事業について、新規事業と主なものをご説明させて

いただきたいと存じますので、主要事業の方をごらんいただきたいと思います。

最初に、人にやさしいまちづくり推進事業モデル地域助成事業につきましては、大字ある

いは自治会単位において、人に優しいまちづくりを目指して各種事業を推進するためのモデ

ル地域を指定して助成を行うものであります。

次に、新清掃施設建設基金造成事業につきましては、新清掃施設建設の財源に充当するた

め新たに基金を設置するもので、本年度におきましては３億５，０００万円の積み立てを予

定しております。

次に、町勢要覧の作成につきましては平成６年に作成し古くなっているため、本年度新し

く作成しようと考えております。

次に、庁舎エレベーター等設置事業につきましては、すべての人に優しい庁舎の実現のた
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め、エレベーターの設置、便所の改修、窓口カウンターの改善等の工事を計画しております。

次に、広陵町役場サービスカウンターの設置につきましては、近くの公共施設において役

場業務についての相談や住民票などの交付が受けられるよう、５カ所で実施するよう計画い

たしております。

次に、ワンダーランド施設整備につきましては和解期限までに施設整備を行うため、本年

度においては環境アセスメント及び発掘調査等、所要の経費を計上いたしております。

次に、町道笠ハリサキ線整備事業につきましては、本年度秋ごろの完成を目指して最終の

事業を計画いたしております。

次に、都市計画マスタープラン策定事業につきましては、都市計画法に基づいて都市計画

の基本的方針として位置づけられております。平成１２年度において将来人口の下方修正が

なされており、再度マスタープランの見直しが必要であり、本年度予算に計上いたしており

ます。

次に、竹取公園整備事業につきましては本年度が最終年度となり、駐車場の整備、歩道橋

の整備、階段の設置、植栽等を計画いたしております。

次に、県単農道整備事業につきましては耕作環境の整備を図り、農耕車両の通行及び安全

確保につなげるため、南郷地区と広瀬地区において舗装整備等計画をいたしております。

次に、北７丁目集会所建設事業につきましては、平成１４年３月には自治会発足のための

準備が進められておりまして、自治会活動の拠点整備のため集会所の建設を予定いたしてお

ります。

次に、閉架図書整備事業につきましては、当初の蔵書計画の２０万冊の収納を目指して整

備を計画いたしております。

以上、一般会計予算で計上しております主な主要事業でございますが、その他特別会計に

おきましては、墓地特別事業で新たに６７区画の整備を、用地取得事業特別会計におきまし

てはワンダーランド施設整備のための用地取得費を計上しております。

以上で主要事業の説明を終わらせていただきますが、割愛いたしました事業につきまして

は後日ごらんいただきますようお願い申し上げます。

それでは、別冊の平成１４年度一般会計予算についてご説明申し上げます。

別冊の説明書の方をごらんいただきたいと存じます。

初めに、１４ページの歳入からご説明申し上げたいと存じます。

町民税につきましては、恒久的減税の継続と景気好転が望めない状況の中で、個人分では
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２６１万１，０００円、法人分では２，８５４万２，０００円の減収と見込んでおります。

固定資産税におきましては、新築家屋の増加等によります２，４１２万８，０００円の増収

を見込んでおります。その他の税を合わせまして、町税全体では１３年度と比べて９５０万

円の減収と見込んでおります。

なお、恒久減税によります減収分につきましては、地方特別交付金や減税補てん債の発行

により補われることとなっております。

次に、１６ページの利子割交付金につきましては３，０００万円の減収と見込んでおりま

す。

次に、１８ページの地方交付税につきましては、補正係数の見直し等によりまして４億４，

０００万円の減額と見込んでおります。

次に、２３ページの道路占用料及び幼稚園使用料等につきましては、現行の徴収金につい

て改定も含めて見直すべく近隣市町の状況を調査いたしましたが、本年度は据え置くことと

いたしました。

次に、２５ページのごみ処理手数料につきましては、町が許可を与えた業者等の持ち込み

による事業系ごみの増加に係ります手数料の増収を見込んでおります。

次に、２４ページから３４ページまでの国庫支出金及び県支出金につきましては、現行の

補助基準に基づきそれぞれ積算いたしております。

３５ページの寄附金につきましては、笠ハリサキ線整備事業に係ります公団からの寄附金

５００万円、計画整備協力金につきましては真美ヶ丘地区内において、公団からの民間宅建

業者卸によります住宅開発についての協力金を計上いたしております。

次に、３６ページの基金繰入金につきましては、目的別にそれぞれの事業を実施するため

に不足する財源の確保のために繰り入れするものでございます。

次に、４０ページの町債につきましては、臨時財政対策債に３億５，０００万円を、総務

債の庁舎エレベーター等設置事業債１億２，２００万円、４３ページの社会教育債の集会所

整備事業債に２，２８０万円と後年度の財政負担を考慮した中で予算計上いたしております。

剰余金につきましては、平成１３年度歳計剰余金２億円を見込んでおります。

以上、歳入総額９８億６，０００万円となっております。

続きまして、歳出予算について主なものを説明させていただきます。

初めに、性質別予算の内訳については資料の方にもございますが、主なものをご報告申し

上げます。
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人件費につきましては２０億８，２３０万３，０００円で、全体予算の２１．１％になり

ます。

物件費につきましては１６億１７３万９，０００円で、全体予算の１６．２％に当たりま

す。

扶助費につきましては７億１，１１１万円で、全体予算の７．２％になります。

補助費等につきましては１２億５，１３４万６，０００円で、全体予算の１２．７％にな

ります。

公債費につきましては１７億１，１０９万円で、全体予算の１７．４％となっております。

普通建設事業費につきましては７億４，１９２万７，０００円で、全体予算の７．５％と

なっております。

なお、予算科目の各項の給料の欄には、積算の根拠となります職員数を本年度から記載さ

せていただいております。

それでは、４９ページの委託料の例規集、データベース化業務委託料につきまして、現在

の例規集を廃止しデジタル化した例規集をオンラインで結んで、どの部署からでも検索、閲

覧、印刷が即座に対応できるシステムに必要とする経費を計上しております。

次に、５１ページの高架水槽及び補給水槽改修工事については、庁舎屋上に設置しており

ます高架水槽等、長年経過の経緯があります。損傷がひどくなっておりますので、今回補修

のための費用を計上いたしております。

次に、５３ページの新清掃施設建設基金積立金につきましては、建設のための財源に充当

するため３億５，０００万円を計上いたしております。

次に、５５ページの５０人会議委員の謝礼につきましては、市町村合併についてのご意見

等を広く町民の方々から聴取するために必要な経費を計上いたしております。

町勢要覧作成委託料につきましては、平成６年町勢要覧作成後今日に至っており、新しく

作成するための経費を計上いたしております。

次に、５９ページのチャイルドシート購入補助金につきましては本年度１００万円を計上

いたしておりますが、平成１２年度においては７００件、平成１３年度においては９９件の

実績となっております。

次に、工事請負費の庁舎福祉設備改築工事につきましては別紙お手元に配付しております

図面がございますので、図面に基づいてご説明をさせていただきたいと思います。

１ページ目には、１階の平面図でこざいます。今回、増築いたします部分をカキ色の部分
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で明示しております。それから、グリーンで明示しておりますのは改修をするという、その

部分でございます。この図面をごらんいただきますと、今回増築いたします玄関ホール、そ

れから１１人乗りのエレベーター室、そして新庁舎及び子供連れの来庁者等に対応できます

多目的室を備えた便所の改修並びに事務室の拡張等を予定しております。あわせて、窓口の

１階のカウンターをローカウンターの設置に変えたいというふうに考えております。

その次のページは２階でございますが、教育長室、あるいは現在の選挙管理委員会室の改

修を行って、この南北に教育長室、その隣に応接室、それから選挙管理室というふうに改修

をしたいと考えております。なお、あわせて西の端に職員の喫煙コーナーを設けたいと考え

ております。

その次のページで、３階部分についてでございますが、大会議室等の改修を考え、効率よ

い会議室の配置を考えていきたいというふうに思っております。

その次のページ以降は立面図をつけておりますので、また後日ごらんいただきたいと思い

ます。よろしくお願い申し上げます。

なお、玄関スロープにつきましても改善を加えて、人に優しい庁舎づくりを目指しており

ます。

工事期間につきましては、平常業務及び来庁者に支障を来すことのないよう施工に十分配

慮する所存でございます。

広陵町役場サービスカウンターの備品につきましては、身近な公共施設において住民票等

の請求に対応するためのファクス及び事務備品購入経費を計上しております。

次に、６７ページの備品購入費におきましても、郵便局及び役場に係りますファクス及び

６カ所の認証機等の購入の経費を計上いたしております。

次に、６１ページのＩＴ講習会でございますが、平成１３年度において抽選漏れの方々や、

特にパソコンに興味のある方に対して５講座、１０５人の講習を予定しております。本町が

実施いたしました平成１３年度実績については、当初予定では講座数６１講座、１，１８０

人でございましたが、３月実施の講習会を含めて最終的には７３講座、１，４３２人の計画

でございました。実績といたしましては７２講座、受講者数１，０６６人が結果でございま

す。

次に、固定資産評価員報酬につきましては、議案第１１号でご説明申し上げました報酬に

ついて計上いたしております。

次に、６８ページの選挙費につきましては、平成１５年４月執行予定の奈良県議会議員選
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挙のため準備に係ります経費と、平成１４年７月ごろに予定されております農業委員会委員

選挙の経費を計上いたしております。

次に、７７ページの広陵町シルバー人材センター補助金につきましては、社団法人奈良県

シルバー人材センター協議会補助金と同額を計上いたしております。

次に、老人福祉費の敬老金につきましては、１００歳到達者１名及び８５歳以上６０５人

に対する祝い金を予定いたしております。祝い品につきましては、７０歳到達者２８３人、

８０歳到達者１５２人、９０歳到達者５０人と７０歳以上３，３８０人の経費を計上いたし

ております。

次に、７９ページ扶助費の老人福祉施設措置費につきましては、三室園に既に入居者の５

人と新規入居者１人、それから平沼寮では既に入居されております２人と新規入居者１人、

慈母園では既に入居されております２人と新規入居者１人に係ります経費を計上いたしてお

ります。

次に、８１ページ、心身障害者福祉費につきましては、福祉作業所の運営費及び電気代並

びに修繕料等の経費を計上いたしております。

身体障害者更生援護施設費につきましては、療後施設では３人、通所、授産施設では３人、

重度身体障害者更生援護施設は３人の、合計９人分の措置費合計額を計上いたしております。

進行性筋萎縮症措置費につきましては、１人の措置費を計上いたしております。

次に、８５ページ、総合福祉会館管理運営委託料につきましては、平成１３年度の利用状

況等を踏まえ運営実績を考慮して予算計上をいたしました。

次に、８７ページの日々雇用職員賃金につきましては、児童育成クラブ指導員に係ります

経費を計上いたしております。

工事請負費につきましては、あすなろ児童育成クラブ及びもくせい児童育成クラブに設置

いたします洗面所設置工事費ともくせい児童育成クラブの非常階段設置工事費を計上いたし

ております。

次に、９３ページの園庭遊具改修工事費でございますが、腐食等により危険な状態が見受

けられますので、園児の遊びにおける安全性を確保するため取りかえ工事等必要な修繕費を

実施する予定でございます。

次に、９７ページ、保健衛生費につきましては、平成１４年４月から精神障害者にかかわ

ります業務が市町村に移管されることによります必要な経費を新たに計上いたしております。

次に、９９ページ、予防接種委託料につきましては、インフルエンザに係る委託料として、



－69－

町外を含め対象人員１，５００人、予算額６１５万円を計上しております。

脳ドック助成金につきましては７０人分、１７５万円を計上いたしております。平成１３

年度におきましては、現在までで４２人の方々に助成いたしております。

次に、１０３ページの屋外広告物撤去委託料につきましては、平成１４年度から市町村に

移管になります屋外広告物に関する業務に必要となる経費を計上いたしております。

次に、１０７ページ、塵芥処理費の修繕料につきましては、現有施設の維持管理のための

修繕料を計上いたしております。

次に、１０９ページ、新清掃施設建設費につきましては、建設予定地の発掘調査費、生活

環境影響調査費及び農地購入に係ります大和平野土地改良区賦課金決済金等を計上いたして

おります。

次に、１１５ページの農業総務費の広瀬農業研修センター改修工事につきましては、長年

の経過で壁、廊下、畳等、建物内部に損傷が見受けられるため、改修の費用を計上いたして

おります。

次に、１１７ページの工事費につきましては、県採択工事及び町単独工事を含め７，６６

０万６，０００円を計上いたしております。

次に、１２１ページ、靴下産業振興事業補助金５００万円につきましては、平成１３年度

において国庫補助金交付の最終年度となりますが、低迷する地場産業の振興に寄与するため

引き続き商工会事業に対して町単独の補助を継続するための予算計上をしております。

次に、１２３ページ、工事請負費の遊歩道整備工事につきましては、山王神社から竹取公

園までの道路を、自然を生かした整備を考え、竹垣等を設置する予定の予算計上でございま

す。

勤労者総合福祉センター改修工事につきましては、トレーニングルームのエアコン及び換

気扇の設置工事を計画いたしております。

次に、１２６ページ、道路橋梁維持費及び１２８ページ、道路橋梁新設改良費の工事請負

費につきましては、地元要望等を十分考慮し予算の範囲内において優先順位に基づいて執行

することを前提に再考し、予算計上いたしております。

なお、本年秋に開通予定の笠ハリサキ線整備事業費として３，４２０万円を計上しており

ます。

次に、１３１ページのカーブミラーの新設工事については、大字自治会等の要望及び安全

確保のための必要箇所として３０本の設置工事費を計上しております。平成１３年度におい
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ては２３カ所の実績でございます。

次に、１３３ページ、都市計画総務費の都市計画マスタープラン作成委託料については、

マスタープランの見直しに要する経費として６１５万円を、それから地図作成委託料につい

ては２５００分の１の地図の作成費用を計上いたしております。

次に、１３５ページの竹取公園整備工事については、駐車場及び植栽等の整備を予定して

おり、本年度は最終年度となります。

次に、１４１ページ、消防施設費の防火水槽設置工事費につきましては、大字、中及び百

済地区において４０トン１基と６０トン１基の予定がございますので、予算計上しておりま

す。

なお、現在広陵町内において設置しております消防施設としては、口径６５ミリ以上の消

火栓５９０基、防火水槽１５７基となっております。

次に、１４３ページ、防災マニュアル作成委託料につきましては、役場組織条例の改正に

伴いまして課の名称等変更があったため、現在防災計画の修正を加えております。今後、職

員については初動マニュアルに基づきます研修会の開催をし、災害時に対処できるよう対応

していきたいと考えております。本年度予算につきましては、住民の方々に、災害時におけ

る対処方法等のマニュアルを作成し、各戸に配付する予定であります。

次に、１４７ページの奨学給付金につきましては、高校１年生１０人、２年生１０人、３

年生１０人と、途中認定の４人ということの予定で、月額５，０００円の１２カ月分を予算

計上しております。

次に、１５１ページの小学校費の西小学校スロープ改修工事につきましては、自動昇降口

にスロープの設置及び北門東側スロープにひび割れがありますので、改修を予定しておりま

す。

真美ヶ丘第二小学校につきまして、門扉の改修工事を予定しております。

教育振興費につきましては、学校教育におけます教材及び教材備品と各学校における基準

額を積算し、予算計上をしております。

次に、１５３ページの中学校費の学校いきいきプラン講師賃金及び１５９ページの保育支

援事業講師賃金につきましては、国の緊急雇用対策の一環として現在失業中の方を対象に、

学校、幼稚園において１日６時間、週５日の勤務を条件に、障害のある児童の日常生活の介

助と補助的業務をお願いするもので、経費については全額補助となります。これにつきまし

ては、現在３月の広報で募集をしております。
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次に、１６１ページの北幼稚園リズム室改修工事につきましては、リズム室の床の張りか

え及び出入り口の建具修繕と、あわせて園児トイレの排水、間仕切り等について改修工事を

予定いたしております。

次に、１６３ページのバス借り上げ料につきましては、自然体験交流事業として実施いた

しております鳥取県日野町でのカヌー体験をメーンに、本年度も実施する計画をしておりま

す。

次に、１６７ページ、閉架書庫整備工事につきましては、建設当初計画の蔵書２０万冊の

スペースを確保するため現在の固定書庫を２階に移設し、移動書庫を配置するための予算を

計上いたしております。なお、図書購入につきましては１万４，０００冊を予定しており、

１４年度末では１６万１，０００冊の蔵書数となる予定でございます。

次に、１７１ページの公民館集会所整備補助金につきましては、大字南公民館新築に対し

ます補助金と、修繕と要望のあります大字及び自治会に対します補助を見込んでおります。

次に、１７３ページの３０人会議謝礼につきましては、文化・歴史資料館建設に係ります

ご意見等を広く住民の方々から聴取するため平成１３年の末に発足したもので、本年度も引

き続きご検討いただくための予算計上をいたしております。

工事請負費の巣山古墳史跡整備工事につきましては平成２１年完成を目標に、本年度にお

いては発掘調査８００平方メートル、護岸工事１，６７０平方メートル、新設工事９８０平

方メートルの工事を予定いたしております。

次に、１７５ページの馬見北７丁目集会所建設工事につきましては、平成１４年３月末、

自治会発足に向けての準備を進められており、自治会活動の拠点となる集会所建設の予算を

計上しております。

最後に、１８１ページの公債費につきましては、起債償還元金及び利子を計上しておりま

す。

特別会計繰出金につきましては、防火水槽、消火栓等の消防施設維持費の負担金として水

道会計に繰り出す６３５万５，０００円を計上しております。

諸支出金につきましては、公共施設整備に係ります公団立替金の償還金２億３，５３４万

７，０００円を計上しております。

以上、歳出総額９８億６，０００万円の予算内容についてご説明させていただきましたが、

ご審議のほど、またよろしくお願い申し上げます。

なお、１８４ページから１８７ページにおきましては、給与費の明細として特別職及び一
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般職に区分し、平均給与額と記載しております。

１８８ページには地方債に関する調書を、１８９ページからは債務負担行為に関します調

書を詳細に記載しておりますので、後ほどごらんいただきますようお願い申し上げまして、

平成１４年度の一般会計予算の概要の説明を終わらせていただきたいと思います。よろしく

お願い申し上げます。

次に、日程２８番、議案第２２号、平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算議 長

を議題とします。

本案について説明願います。 住民生活部長！

それでは、２０２ページをお願いいたします。２０２ページでございます。本住民生活部長

会計予算につきましては去る２月２６日、国民健康保険運営協議会でご承認をいただいてお

りますことを申し添えます。

それでは、予算の主な内容につきましてご説明を申し上げたいと思います。

初めに、歳入の方ですが、保険税の基礎的数値で、医療給付費分の一般被保険者で８，６

０５人、３，７１４世帯、それから退職被保険者で１，０６０人、４７５世帯。

次に、介護納付金でございますが、一般被保険者で２，８１３人、１，８８９世帯でござ

います。また、退職被保険者で６１２人、３９３世帯で、それぞれ現行の制度をもっての簿

価額として積算計上いたしておりますのでご了解をお願い申し上げたい、かように思います。

それでは次に、国庫負担金の事務費負担金でございます。介護保険の、ご承知の第２号被

保険者に係る事務経費負担額を次の療養給付費等負担金で医療費及び老人保健医療費拠出金

並びに介護納付金の国の負担分ということでございます。その内訳ですが、一般保険給付費

で３億４０６万６，０００円、老人保健医療費拠出金で２億４，４１３万３，０００円、介

護納付金で４，２０４万９，０００円ということでございます。

次のページをお願い申し上げたいと思います。国庫補助金でございますが、普通特別財政

調整交付金とも所要額を計上させていただいております。

続きまして、療養給付費の交付金でございます。社会保険の診療報酬支払基金から退職者

に係る保険給付費の交付額を計上いたしております。

次の県補助金でございますが、福祉医療の助成事業を実施することによりまして国庫負担

金が減額されます。その額の２分の１を県が負担するという額でございます。

次に、共同事業交付金では８０万円以上の高額医療費につきまして、各保険者間で再保険

事業として国保連合会から交付を受ける額でございます。
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次のページでございます。一般会計繰入金でございますが、一定のルールに基づきまして

額を見込んでおります。次ページの諸収入でございますが、それぞれの収入見込み額を計上

させていただいております。

それでは、恐れ入ります、飛びまして２１０ページをお願いいたしたいと思います。歳出

の方でございます。

初めに、総務管理費でございますが、事務処理に伴います電算処理の委託料、医療費適正

化対策としてのレセプト点検に要します費用等を見ております。

それから、次ページの療養給付費ということでございます。これにつきましては会計年度

の所属区分につきまして、地方自治法施行例の改正によりまして、介護保険、老人保健特別

会計との整合性の確保や事務の効率化等の観点から、今までの「４月診療分から３月診療

分」までを「３月診療分から２月診療分」に変えるということになってございます。そのた

め、平成１４年３月診療分につきましては１３年度の予算で処理することになりますので、

したがいまして１４年度の予算につきましては１１カ月予算ということになりますのでよろ

しくお願いを申し上げたいと、かように思います。

それでは、その中の療養諸費の療養給付費でございます。一般被保険者で、１人当たり平

均医療費と被保険者数をもとに過去４年間の平均医療費の３％、それから退職被保険者等で

は１２％の増を、また療養費におきましても、療養給付費と同様の積算のもとに一般退職被

保険者とも８％増を見込んで医療費を計上させていただいております。

次の高額療養費におきましても、８％増ということで計上いたしております。

次に、２１６ページをお願いいたします。老人保健拠出金でございます。老人の加入率が

２１．８％で、拠出金も税収の５６．９０％を占める状況となってまいっております。本年

度予算では、平成１２年度精算額で１億２，０４４万１，０００円、それから１４年度概算

額で５億２，３３７万円と合わせまして６億４，３８１万１，０００円と、前年度に比べま

して大幅な増となってございます。

次に、介護納付金でございます。国保加入者の中で第２号被保険者数を３，２７０人と見

込みました。また、平成１２年度精算額の戻しで９９６万７，０００円を差し引いた額を計

上させていただいております。なお、本年度の概算納付金、精算につきましては、これはル

ールによりまして翌々年度で精算するということになってございます。

それでは、次ページ、最後でございます。保健施設費でございますが、総合健康指導事業、

人間ドック助成を始めまして健康づくりの啓発事業の費用を計上させていただいております。
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どうぞよろしくお願いを申し上げます。

終わります。

次に、日程２９番、議案第２３号、平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について説明願います。 住民生活部長！

それでは、恐れ入ります、２３０ページをお願い申し上げます。２３０ページ住民生活部長

でございます。老人保健特別会計予算につきまして、ご説明を申し上げます。

初めに、歳入でございます。ご承知いただいておりますように、財源につきましては支払

基金交付金から７０％、国庫支出金から２０％、それから、残り県と町それぞれ５％を持ち

まして財源とするものでございます。

飛びまして、２３４ページをお願い申し上げます。２３４ページでございます。歳出でご

ざいます。

まず、総務管理費では事務経費、それから共同電算、レセプト点検の費用を計上いたして

おります。

次に、本会計の大部分を占めます医療諸費のうち医療給付費で過去２年の医療費の５％増

を見込みまして、１人当たり医療費は国保加入者で６７万６，０００円の２，１３０人、そ

れから社保加入者で６８万７，０００円の９９０人を見て計上いたしております。

続きまして、医療費支給費では、針、きゅう、コルセットなどの費用でございます。医療

給付費と同様の増を見込みまして、１人当たり国保加入者で１万１，９００円、社保加入者

で１万１，７００円を見込んでおります。

また、老人の高額医療費でございますが、年間６０件ということの見込みを立てておりま

す。なお、医療給付費及び医療費の支給費、費用額につきましては現行での制度での予算計

上をいたしておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

最後に、診療審査支払手数料でございます。対象者数の増に伴います検診受診件数の増で、

国保対象者では月３，８００件、１件当たり１１５円６０銭、また社保の対象者で月１，８

００件、１件当たり１１５円同じく６０銭ということで見させていただいております。

以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

次に、日程３０番、議案第２４号、平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について説明願います。 健康福祉部長！



－75－

それでは、議案第２４号平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算についてご健康福祉部長

説明を申し上げます。

平成１４年度の介護保険特別会計歳入歳出予算の総額は９億１，４１０万３，０００円と

なっております。介護保険特別会計予算に関する説明書の２４８ページをごらんいただきた

いと存じます。

まず、歳入の第１款１号被保険者保険料でございますが、現年度課税分につきましては保

険料の軽減特別措置が昨年９月になくなり１０月から全額徴収になりましたので、前年度比

で４，０２０万２，０００円が増加するようになっております。しかし、１４年度の保険料

が通常の保険料総額で、このうち特別徴収分といたしまして１億２，３５８万円、普通徴収

分として３，０８９万５，０００円、滞納繰越普通徴収保険料で５２万５，０００円を見込

み、全体保険料といたしまして１億５，５００万円を計上させていただきました。

次の第２款使用料及び手数料の督促手数料でございますが、普通徴収対象者に対する督促

手数料として、昨年度と同様４万円を計上いたしております。

次の第３款国庫支出金の介護給付費負担金でございますが、介護保険制度のルールどおり

１億７，４５３万４，０００円を国費負担として計上いたしております。

次のページの国庫負担金の調整交付金につきましても、ルールどおり３，９３５万７，０

００円を計上いたしました。

事務費交付金におきましてもルールどおりで算出し、５８３万５，０００円を計上してお

ります。

続きまして、第４款支払基金の現年度分介護給付費交付金につきましては、２号被保険者

の介護保険料として介護保険制度のルールどおり介護に係る費用額の３３％相当額、２億８，

７９８万１，０００円を計上いたしております。

第５款県支出金の介護保険給付費負担金につきましては、介護保険制度のルールどおりに

県の負担分として介護保険に係る費用額の１２．５％を受け入れるもので、１億９０８万３，

０００円を計上いたしました。

次のページの第６款一般給付金につきましては、予算科目どおりでございます。

第７款繰入金の現年度分介護給付費繰入金につきましては、町としての負担分で介護給付

に係る費用額の１２．５％、１億９０８万３，０００円を計上したものでございます。

次の職員給与費等繰入金につきましては、１，５７９万２，０００円と事務費繰入金５８

３万５，０００円を計上いたしております。
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介護保険円滑導入基金繰入金につきましては、保険料の軽減特別措置がなくなりました関

係で廃目となっております。

介護給付費準備基金繰入金につきましては、平成１２年度から１４年度までの３年間の中

期財政計画や給付の延びからも基金からの繰り入れを必要とすることになりますので、１，

１５１万３，０００円を計上させていただいたものでございます。

次のページの第８款諸収入の預金利子以降の第三者納付金、返納金、雑入につきましては、

科目どおりでございます。

本町が指定居宅介護支援事業所として指定を受けました介護サービス事業勘定につきまし

ては、恐れ入りますが歳出の後でその概要を説明させていただきたいと存じます。

続きまして、歳出に移らせていただきます。恐れ入りますが、２５６ページをごらんいた

だきたいと存じます。

総務費の一般管理費につきましては、介護保険事業の実施に伴う関係経費で総額６０８万

４，０００円を計上いたしております。

次の連合会負担金は、国保連合会に介護保険事業のサービス内容チェックを依頼する費用

の負担金１０３万円で、国保連合会に支出するものでございます。

介護認定審査会費の認定調査費におきましては、介護認定の認定審査事務に要する費用で、

昨年度と比べ処理件数が増加しておりますことから必然的に費用が増加いたしまして、８３

５万６，０００円を計上したわけでございます。

次のページの普及費につきましては、介護保険制度の推進を図るため各種のリーフレット

や制度周知用のパンフレットなど、周知推進費用４９万４，０００円を計上させていただい

ております。

次の介護保険事業計画等策定委員会費につきましては、平成１５年度から１７年度を１ス

パンとして策定いたします第２期の介護保険事業計画の策定委員会に要する費用で、３７６

万６，０００円を計上したものでございます。

第２款保険給付費の介護サービスにおきましては、１目の居宅介護サービス給付から、め

くっていただきまして８目の特例居宅介護サービス計画給付費まで、要介護認定を受けられ

た方々が介護サービスを受けられた場合の給付費総額で、それぞれ予算計上したものでござ

います。

次のページの支援サービス等諸費におきましては、１目の居宅支援サービス給付費から６

目の特例居宅支援サービス計画給付費までは要支援認定を受けられた方々が要介護状態にな
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らないための支援予防に要する給付費の予算計上でございます。これらの積算に当たりまし

ては、介護保険制度を立ち上げるときに平成１２年度から平成１４年度のまでの３年間を１

スパンとした事業計画で被保険者及び給付見込み額を試算し、これに基づき保険料も決定さ

れておりますことから、この時点の数字を用いております。

次の２６４ページ、その他諸費の審査支払手数料につきましては、国保連合会に委託いた

しております介護サービス及び支援サービスの給付明細審査に要する費用で１件当たり１１

７円２０銭とされており、総額として１６７万８，０００円を計上いたしております。

次の高額介護サービス費等につきましては、要介護認定を受けられた方の自己負担合計が

一定の基準と額を超えた場合の給付に対するもので、５２７万円を計上いたしております。

次の高額居宅支援サービス費につきましては、要支援認定を受けられた方々が高額負担に

対する給付で、これを見込み４万５，０００円を計上したものでございます。

次のページの第３款財政安定化基金拠出金につきましては、県が実施主体となって基金を

設置し、国、県、市町村が３分の１ずつ負担する財政安定化のための基金で、３８７万９，

０００円を計上いたしております。

第４款保健福祉事業費にありましては、３年間の事業計画に基づくものであることから予

算的には事業費として１，０００万円の予算を計上いたしましたものの、職員給料は一般会

計からの支給とするなどできる限りの事業執行を停止し、次のページの第５款介護給付費準

備基金積立金として９００万円を積み立てし、平成１４年度に行います平成１５年度からの

３年間をスパンとする事業計画の策定を踏まえまして、これら支出を抑えた結果を保険料抑

制の財源に充てた保険料算定を考えております。

第６款の公債費の利子では、借入金に対する利子の予算取りでございます。

次の第７款諸支出金の繰出金、他会計繰出金につきましては、３町介護認定審査会特別会

計への繰出金５７７万２，０００円、続く第８款予備費は２００万円を計上いたしました。

続きまして、本町が指定居宅介護支援事業所として指定を受けております介護サービス事

業勘定の概要を説明させていただきます。

この予算は、指定居宅介護支援事業所として指定を受けているため介護保険特別会計の中

において介護サービス事業勘定を設けることになっておりますので、居宅介護支援事業所に

関する費用として歳入歳出２６万円を予算化したものでございます。

予算に関する説明書の２７６ページをごらんいただきたいと存じます。

まず、歳入の居宅介護サービス事業費収入といたしましては、居宅介護支援事業所ひまわ
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りが介護認定を受けられた方々に平準化した給付サービスを受けていただくため、主な目的

として実施いたします介護サービス水準の底上げ、民間事業所に対する指導、介護支援専門

員の指導、民間の介護支援専門員では手に負えないようなケースの肩がわりなどに対する介

護保険に定められた収入を計上したものでございます。

次の居宅支援サービス計画費につきましても、同じく要支援認定を受けられた方々に対す

る支援サービス計画に対しての介護保険に定められた収入を計上したものでございます。

第２款繰越金につきましては、予算どおりの計上でございます。

歳出といたしましてはすべて需用費関係で、消耗品及び印刷関係費でございます。

以上で平成１４年度介護保険特別会計歳入歳出予算の概要の説明を終わらせていただきま

す。よろしくお願いを申し上げます。

お諮りします。議 長

本日の会議時間は議事の都合により午後６時まで延長いたします。ご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本日の会議時間は午後６時まで延長することに決議 長

定いたしました。

次に、日程３１番、議案第２５号、平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算を議 長

議題とします。

本案について説明願います。 都市整備部長！

議案第２５号平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算についてご説明いた都市整備部長

します。

まず、下水道事業特別会計の概要についてご説明申し上げます。

平成１４年度の下水道の整備につきましては公共及び特環で、約２，４８５ｍ余りの管渠

の延長を予定いたしております。平成１４年２月２０日現在におきましては、町全体の使用

開始世帯が７，１９１世帯、水洗化率が８３．３％となっております。ちなみに、在来地区

の水洗化率でございますが６７．４％、１３年度では６４．４％で、３％の延びでございま

す。なお、平成１４年度におきましては接続率を７０％台に持っていきたいと、このように

考えております。

それでは、平成１４年度予算の主なものについてご説明申し上げます。

まず、２９４ページの歳出からご説明いたします。

それでは、一般管理費の主な委託料についてご説明申し上げますと、下水道の使用料の業
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務委託といたしまして１，２７０万７，０００円、水道課に業務委託するわけでございます。

続きまして、新しく下水道施設の管理システム設計委託料で２，１００万円、これにつき

ましては管路図、接続状況、未接続状況等をコンピューターに入力のための業務委託でござ

います。

負担金、補助金では、流域の下水道の維持管理市町村負担金として１億６，４０７万６，

０００円を計上いたしております。一般排水について１億５，５２３万２，０００円、中間

排水について１９７万３，０００円、特定排水について６８６万９，０００円を計上いたし

ております。

次に、２９６ページ、９７ページをお願いいたします。公共下水道の建設費につきまして

は、管渠の布設に伴います測量設計委託で１，０００万円を予定いたしております。工事請

負費につきましては８，９５０万円、内訳といたしまして、補助分で９５ｍ、町単独分で７

２０ｍを予定いたしております。

次に、工事に伴います区域の水道管の移設補償費として３，９８５万円を予定いたしてお

ります。

続きまして、２９８、２９９ページをお願いいたします。特定環境保全公共下水道の建設

費でございます。管渠の布設に伴います測量設計委託料といたしまして６，６００万円を計

上いたしております。内訳といたしまして、補助分で５，０００万円、単独で１，６００万

円を予定いたしております。工事請負費でございますが２億９，３００万円、内訳で、補助

分で１，０６０ｍ、単独で６１０ｍを予定いたしております。

次に、工事に伴います区域の水道管の移設補償といたしまして４，８００万円を計上いた

しております。

次に、下段にございます流域下水道負担金として２，３８２万４，０００円を計上いたし

ております。

続きまして、３００ページ、３０１ページをお願いいたします。公債費の元金及び利子に

ついては、償還元金３億４，９７９万３，０００円と利子３億８，２１０万５，０００円を

予定いたしております。

以上が歳出の主な内容でございます。

恐れ入りますが、２９０ページへお戻りしていただきたいと思います。歳入について、主

なものをご説明申し上げます。

まず、下水道の使用料でございます。１４年度につきましては２億３，４４７万１，００
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０円を予定いたしております。

国庫支出金でございますが１億５，５００万円、公共下水道の補助といたしまして５００

万円、特定環境保全下水道建設として１億５，０００万円を予定いたしております。

次に、下段にございます県支出金でございます。緊急地域雇用創出特別交付金事業補助金

でございますが、１，８９０万円を見込んでおります。

次に、２９２ページ、９３ページをお願いいたします。一般会計からの繰入金といたしま

して７億５，１８２万９，０００円を見込んでおります。

次に、町債につきましては、公共下水道債で３億７，６９０万円、流域下水道事業債で２，

３７０万円を予定いたしております。

雑入につきましては、平成１３年度決算額に対する消費税の還付金１，３０４万７，００

０円を見込んでおります。

以上で、平成１４年度の下水道事業特別会計につきましては歳入歳出それぞれ１５億７，

５０２万２，０００円を予定いたしております。

以上、まことに簡単でございますが説明を終わらせていただきます。

次に、日程３２番、議案第２６号、平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について説明願います。 住民生活部長！

それでは、３１２ページをお願いいたします。３１２ページでございます。墓住民生活部長

地事業特別会計予算につきまして、ご説明を申し上げたいと思います。

最初に、歳入でございます。墓地使用料では、今まで整備をいたしました町の１，００３

区画が完売になりましたので、今年度新たに６７区画を整備いたします。その中で、半年分

の２，５００円と、それから１，００３区画の５，０００円の合わせた管理料を見ておりま

す。

それから、永代使用料でございますが、６７区画を整備いたします、その１区画分につき

まして９７万円の価格ということで、今想定をいたして計上させていただいたものでござい

ます。

続きまして、手数料でございますが、使用許可証の再交付５００円の２件、それから継承

使用許可証の交付１，０００円の４件、合わせまして手数料として見込んでおります。

次に、次のページをお願い申し上げたいと思います。墓地管理費の委託料といたしまして

２１５万８，０００円。償還金利子及び割引料で、６区画程度の返還に対します額を見込ん
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でございます。

次ページでございます。墓地の事業費でございますが、今年度６７区画整備いたします主

に設計業務委託料と工事請負費でございます。

最後に、今まで墓地整備に係りました起債につきましては、１２月議会でもお話を申し上

げましたように、１３年度ですべて返済が終わりました。後は一般会計からの借入金が残っ

てございます。その額が４億５，０９４万９，０００円でございます。これから整地販売し

ていく中で、この分につきまして返していかなければならないということをご承知おきお願

い申し上げたいと、かように思います。終わります。

次に、日程３３番、議案第２７号、平成１４年度広陵町学校給食特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について説明願います。 教育委員会事務局長！

議案第２７号平成１４年度の広陵町学校給食特別会計予算につきまして、教育委員会事務局長

ご説明申し上げます。

予算に関する説明書の３２６ページをごらんいただけたら幸いかと存じます。

まず、歳入につきましては、保護者からの負担金といたしまして月額３，７００円の１１

カ月、２，４２８名分といたしまして９，８８１万９，０００円、そして一般会計からの繰

入金といたしまして１億３０２万１，０００円、そして雑入としまして教職員の給食負担金

として６３８万９，０００円など、歳入合計に入れさせていただいております。

繰越金等につきましては科目どおりという形で、ご了解いただけたら幸いかと思います。

歳入合計といたしまして２億８２４万円でございます。

歳出でございますが、３２８ページをお開き願います。主なものは、給食調理員１７名分

の給料、職員手当、共済費等の人件費で７，６１７万２，０００円でございます。そして、

パート調理員といたしまして、５名分の賃金として４６３万２，０００円でございます。

また、給食賄い材料費、年間１８１回分として１億１，７４２万３，０００円など、歳出

合計２億８２４万円を計上させていただいております。

歳入歳出それぞれ２億８２４万円でございます。

以上でご説明を終わります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

次に、日程３４番、議案第２８号、平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定議 長

審査会特別会計予算を議題とします。

本案について説明願います。 健康福祉部長！
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それでは、議案第２８号平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会健康福祉部長

特別会計予算についてご説明を申し上げます。

平成１４年度における新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計歳入歳出予算の総

額は１，５９３万１，０００円となっております。新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会

特別会計予算に関する説明書の３３８ページをごらんいただきたいと存じます。

まず、歳入の第１款分担金及び負担金におきましては、３町によります介護認定審査会共

同設置の新庄町及び當麻町の負担金でございます。この負担金は均等割と審査件数割によっ

て算出することになっており、均等割といたしましては一般経費を３町が均等で負担し、審

査件数割につきましては全体の見込み認定審査件数を各町それぞれの見込み認定審査件数の

割合に応じて負担いたしますことから、新庄町の均等割と審査件数割を合わせ５２９万４，

０００円、當麻町の均等割と審査件数割を合わせ４８６万５，０００円で、この２町の合計

額１，０１５万９，０００円を受け入れるものでございます。

次の第２款繰入金につきましては、３町特別会計の広陵町負担分の均等割と審査件数割を

合わせました５７７万２，０００円でございます。

続きまして、３４０ページの歳出でございますが、第１款総務費の一般管理費で、職員の

給与、手当関係や日々雇用職員の賃金等人件費関係で９６２万２，０００円、旅費需用費、

役務費関係で８５万１，０００円、事務機器などの使用料及び賃借料で２８万円、負担金と

いたしまして４万１，０００円。

次の介護認定審査会費でございますが、審査会委員の報酬で４２０万円、報償費では委員

会委員研修参加の謝礼といたしまして２４万円。

次のページにわたりますが、旅費、需用費関係で３２万８，０００円となっております。

以上で平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計歳入歳出予算の説明

を終わらせていただきます。どうかよろしくお願いをいたします。

次に、日程３５番、議案第２９号、平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算議 長

を議題とします。

本案について説明願います。 環境部長！

予算説明書の３４９ページでございます。この特別会計は、現在取り組んでおりま環境部長

す新清掃施設建設用地及び関連施設用地の先行取得のための予算を計上させていただいてお

ります。現在、地元と協議を進めているところでございますが、まだ同意をいただいており

ません。このような状況での予算提案はいろいろとご意見もあろうかと存じますが、いつで
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も対応可能な予算を確保し、地元のご同意を得、所要の手続を経た上で執行をいたしたいと

考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。

予算総額は１５億６９万１，０００円を計上いたしております。財源は全額用地先行取得

債の起債をもって賄い、後年度に、施設建設の際に改めて用地の買い戻し予算を計上するこ

とになります。予算説明書の３５６ページ、上段をごらんいただきたいと思います。

新清掃施設整備事業費に９億６，１３８万２，０００円を計上いたしております。これは、

ごみ処理施設用地として約２万８，０００平方メートルの取得を予定いたしております。

下段の道路整備事業費には２億２，４４５万円を計上しております。道路整備用地として

約５，０００平方メートルの取得を予定しております。

予算説明書のコミュニティー施設整備事業費は３億１，４８５万９，０００円を計上し、

約９，０００平方メートルの用地取得を予定しております。

以上が用地取得特別会計予算の概要でございますが、地元にご提示申し上げておりますグ

リーンプランに基づきまして所要の用地取得費を計上したものでございますが、地元との協

議の状況によりまして変更もあり得ることをあらかじめご承知おきいただきますよう、よろ

しくお願いを申し上げます。もちろん、議会の方に詳細にご報告を申し上げた上で予算の執

行を行う所存でございますので、よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。以上、終わ

ります。

次に、日程３６番、議案第３０号、平成１４年度広陵町水道事業会計予算を議題と議 長

します。

本案について説明願います。 水道局長！

最後でございます、よろしくお願いします。水道局長

それでは議案第３０号、平成１４年度広陵町水道事業会計予算についてご説明を申し上げ

ます。

３６３ページをお願いいたします。三条予算の収益的収支について、主なものを申し上げ

ます。まず、収入でございますが、水道事業の根幹であります給水収益につきましては１人

当たり１日の使用水量が３０９リットルでございます。給水人口が３万２，４５０人であり

ます。給水量は前年度当初単位で２０万立米減の４００万立米でございます。その内訳は、

県水が２９０万立米で、割合は７２．５％でございます。自己水が１１０万立米で、２７．

５％となっております。有収率が９１．５％で、有収量の３６６万立米に平均買価が２０５

円２０銭で計算いたしました結果、７億５，１０３万２，０００円を見込んでいるものでご
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ざいます。

次の受託工事収益につきましては、下水道工事に伴う水道管移設工事や建設課、総務課、

高田土木からの受託工事に伴う負担金として９，７１６万８，０００円を計上いたしており

ます。

次のその他の営業収益といたしましては、１，９６６万７，０００円を計上いたしており

ます。その内訳としましては、消火栓の維持管理に伴う負担金として６３５万４，０００円、

下水道使用料、徴収事務手数料、設計審査竣工検査手数料等といたしまして１，３３０万９，

０００円となっております。

次の営業外収益１０５万７，０００円につきましては、預金利子や真美ヶ丘配水場の用地、

建物の貸付料等を計上しているものでございます。

次に、支出についてご説明申し上げます。

原水及び浄水費といたしまして、水道をつくるために必要な施設、設備の維持修繕費、動

力費、薬品費及び県水の受水費用等を計上しておりますが、特に受水費につきましては県水

１立米当たり１４５円と消費税、購入水量が２９０万立米で４億４，１５２万５，０００円

を計上いたしております。

次の配水及び給水費につきましては、委託料として、漏水調査の調査費として５００万円、

メーターの定期取りかえ費用といたしまして、今年度は大 、大垣内と赤部、笠、斎音寺、

中または寺戸を予定しておりますが、その費用といたしまして１７７万円を計上いたしてお

ります。

また、配水場の草刈り費用等も計上いたしておるものでございます。

次の３６４ページをお願いいたします。修繕費といたしまして、配水管等の修理費用、浄

水場のポンプ整備費用、定期取りかえのためのメーター改良費用等を計上いたしております。

次の受託工事費１億９３８万９，０００円につきましては、下水道課、建設課、総務課、

高田土木からの受託工事の費用等を計上したものでございます。

次の総係費９，１４４万円につきましては、委託料におきまして、議案書３６２ページの

第５条に記載しておりますニューライフシステムを購入するための一時経費６３８万９，０

００円を初め、宿直業務、検針業務等の委託に要する費用を計上いたしております。

減価償却費につきましては、今年度は１億７，３１７万６，０００円を予定しておるもの

でございます。

以上が３条予算の概要でございますが、この結果９，３７１万７，０００円の収入不足と
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なります。

次に、３６５ページをお願いいたします。４条予算の資本的収支につきまして、主なもの

をご説明申し上げます。

まず、収入につきましては、工事負担金といたしまして１億８，３９４万５，０００円を

計上いたしておりますが、その内訳は、給水分担金として２９３件分で７，０４５万５，０

００円、施設分負担金といたしまして５０件分で１，２０７万５，０００円、工事負担金と

して下水道工事に伴う分と都市基盤整備公団分を合わせ１億１４１万５，０００円を計上い

たしております。

次に、支出についてご説明を申し上げます。

支出総額３億１，４１７万１，０００円のうち建設改良費３億８６２万３，０００円、そ

の内訳は配水施設費として配水管の布設替え及び布設工事費、下水道管及び都市基盤整備公

団からの受託工事費の工事請負費として２億２，１０５万円、委託料として２，２００万円

につきましては設計業務及び管路台帳修正業務の委託費用を、また固定資産購入費につきま

してはメーター及びメーターボックスの購入費用を計上いたしております。

次の浄水場施設費につきましては、今年度新たに井戸を１カ所掘る計画をいたしておりま

す。その理由といたしましては、現在１０カ所の井戸による自己水の集水を行っております

が、そのうち神主井戸、奥坪の浅井戸、南郷浄水場内の深井戸の３カ所が非常に機能が低下

してまいっておりますので、今年度は神主井戸を移転し、現在地から南へ２５０ｍのところ

で井戸を掘る計画をするものでございます。その費用として３，６２６万円を計上いたして

おります。

また、南郷浄水場の門扉、フェンスの整備費用として７００万円を計上いたしております。

以上の結果、４条予算において不足する１億３，０２２万６，０００円につきましては過

年度損益勘定留保資金で補てんをいたします。

なお、地方公営企業法第２５条の規定により予算に関する説明書も添付しておりますが、

説明を省かせていただきますので、後ほど熟読をいただければ幸いかと存じます。

以上、簡単ですが説明を終わります。よろしくお願いします。

以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。議 長

お諮りいたします。議案熟読のため３月７日から１０日までの４日間を休会といたしたい

と思いますが、これに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）
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ご異議なしと認めます。よって、３月７日から１０日までの４日間は休会といたし議 長

ます。

３月１１日は、本日議決されなかった議案に対する質疑並びに一般質問のための本会議と

いたします。

本日はこれにて散会いたします。

（Ｐ.Ｍ.５：１３散会）
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平成１４年３月１１日広陵町議会

第１回定例会会議録（２日目）

平成１４年３月１１日広陵町議会第１回定例会（第２日目）は、広陵町議場に招集された。

１ 出席議員は、１６名で次のとおりである。

１番 山 田 光 春 ２番 小 原 昇

３番 片 岡 福 美 ４番 寺 前 憲 一

５番 松 野 悦 子 ６番 角 谷 静 作

７番 吉 田 信 弘 ８番 中 山 正

９番 山 本 登 １０番 青 木 義 勝

１１番 笹 井 正 隆 １２番 坂 口 友 良

１３番 山 本 悦 雄 １４番 松 本 政 治

１５番 吉 岡 章 男 １６番 出 張 光 男

２ 欠席議員は、なし。

３ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。

町 長 平 岡 仁 助 役 畠 山 惠 俊

収 入 役 和 田 建 三 教 育 長 吉 村 崇

総 務 部 長 土 佐 敏 行 健康福祉部長 大 西 利 実

住民生活部長 野 村 完 治 環 境 部 長 山 村 吉 由

環 境 部 参 与 中 尾 寛 都市整備部長 吉 村 正 勝

水 道 局 長 中 尾 勝 教育委員会事務局長 竹 田 健 次

施設管理サービス公社常務理事 竹 嶋 昇

４ 本会議の書記は、次のとおりである。

局 長 西 辻 眞 治
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書 記 乾 善 雄 野 村 克 也

ただいまの出席議員は１６名で定足数に達しております。議 長

これより本日の会議を開きます。

（Ａ.Ｍ.１０：０７開会）

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。

日程番号 付 議 事 件

１ 議案第 ２号 町の区域の変更について

２ 議案第 ３号 広陵町新清掃施設建設基金条例の制定について

３ 議案第 ４号 広陵町用地取得事業特別会計条例の制定について

４ 議案第 ５号 町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する

条例の制定について

５ 議案第 ６号 広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦

覧等の手続に関する条例の制定について

６ 議案第 ７号 住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

て

７ 議案第 ８号 政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関する条例の一部を

改正することについて

８ 議案第 ９号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正することについて

９ 議案第１０号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについて

１０ 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正することについて

１１ 議案第１２号 広陵町奨学基金条例の一部を改正することについて

１２ 議案第１３号 広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについて

１３ 議案第１４号 広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正することについて

１４ 議案第１５号 広陵町児童育成クラブ条例の一部を改正することについて

１５ 議案第１６号 広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正することにつ

いて

１６ 議案第１７号 広陵町下水道条例の一部を改正することについて

１７ 議案第１８号 広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例
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の一部を改正することについて

１８ 議案第１９号 平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）

１９ 議案第２０号 平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

２０ 議案第２１号 平成１４年度広陵町一般会計予算

２１ 議案第２２号 平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算

２２ 議案第２３号 平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算

２３ 議案第２４号 平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算

２４ 議案第２５号 平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算

２５ 議案第２６号 平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算

２６ 議案第２７号 平成１４年度広陵町学校給食特別会計予算

２７ 議案第２８号 平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計予算

２８ 議案第２９号 平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算

２９ 議案第３０号 平成１４年度広陵町水道事業会計予算

３０ 議案第３１号 広陵町立真美ヶ丘第二小学校増築工事に伴う工事請負契約の締結につい

て

３１ 一 般 質 問

まず、日程１番、議案第２号、町の区域の変更についてを議題とします。議 長

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって、本案は総務文教委員会に付託することに決しまし議 長

た。

次に日程２番、議案第３号、広陵町新清掃施設建設基金条例の制定についてを議題議 長

とします。

本案について質疑に入ります。 ４番議員！

まずこの基金条例をつくる経緯という点について、町長は昨年の８月に就任された４番議員
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ということで、その以前からのかかわりも４年以前の前にあったわけですが、この多額な予

算が要るという点は当初からわかっていたと思うわけですけれども、今回遅まきながらこの

基金条例をつくられてきた。そしてそれもせっぱ詰まったところで出ているわけですけれど

も、その点についてどのように考えておられるのか聞きたいと思います。

それからこの基金条例のつくるに当たって、いわゆる平成１０年９月に財政計画表を議会

に提出していただいています。それは平成１４年度までのいわゆる計画案であったわけです

けれども、町がみずからつくっていただいた財政計画案に対して、今回この条例を出す、あ

るいはまた１４年度の予算編成に当たってどのような状況、どのような認識を持って広陵町

の財政計画を認識されてるのか。これは地方交付税減額の問題、あるいはまた地方分権の問

題、そしてそれにまつわる自主財源の問題やその他地方、もちろん合併がその背景にありま

すけれども、財政問題は欠かせない、避けて通れない問題になっています。そういう点でこ

の基金条例、あるいは１４年度の予算編成に当たっての将来計画、財政計画についての認識

を持って当たられたと思いますけれども、その点についての整理状況、あるいはまた認識を

どのように持っておられるのか。また、その資料作成についてどうなっているのかを聞いて

おきたいと思います。

総務部長！議 長

寺前議員さんのおっしゃるように、財政計画もちろん必要でございます。と申しま総務部長

すのは、現在ワンダーランド計画に基づいて財政計画の見直しをやってるというのは状況で

ございます。地元との交渉の中で、地元が要望される施設等が確定いたしておりませんので、

このあたりの財政計画というのが立てにくいという面もあるわけですが、一応全体計画とし

ての必要な経費と、それからこれに対します財源措置というものを考えて現在見直しており

ますんで、その時点ででき上がりましたら提示できるかと思います。

それから基金の条例の制定でございますが、この経緯につきましては、基金は単年度の中

で一般会計から積み立てるという金額にしましては多少少ない金額しか積み立てられないと

いうのが実情でございます。この基金を単独事業等に充当したいというふうに現在考えてお

りますので、よろしくお願い申し上げます。

４番議員！議 長

私はこの財政計画の問題について考えるに当たって、先ほど言ったように、合併問４番議員

題や地方交付税、あるいはまた地方分権に伴うもろもろの問題があります。しかし、この基

金条例に限って述べさしていただくならば、このいわゆる新清掃センター建設について、も
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ちろん地元との話し合いがまず第一だということは十分に認識しております。そしてその中

からどのような予算枠ができ上がるのかという点についても理解できるわけですが、もう一

歩、広陵町の将来的な財政を立てる場合に、例えば今単独事業とおっしゃったわけですけれ

ども、補助事業との兼ね合いからいっても、補助事業はいわゆる単価の高い方策が前提にな

ってる。施設整備、焼却炉の問題ですね。あるいはこれはＲＤＦを含めていわゆる処理施設

の問題だと思います。こういう点について、補助事業、あるいはまた単独事業、２４時間操

業などの点も踏まえて予算編成、いわゆる財政計画の中で検討をするというのは、これは事

務局にあっては当然のことではないかというように思うんです。話は地元合意の中で形成さ

れていくというのは当たり前のことであって、どんな形での施設が要るのか、これは現在Ｒ

ＤＦというようにおっしゃっているわけですけれども、あるいは焼却炉、その他もろもろの

施設があります。そしてそれを私たちは視察に行った中で、いわゆる補助事業ではなく単独

事業で十分に安心できる公害施設を整えた建設ができるという点の勉強もしてまいりました。

そういう点からいって、財政計画を立てる場合に二通り、三通り、四通りも立てなけりゃな

らない今現在時点だというように思うんです。

そういう点を見通して、私は今地元要望をまとめるという点は並行した問題であって、幾

ら要るのかという点の想定は何通りも町が立てなければ即さま対応できない問題です。例え

ば、地元で１０億円かかるということになるのか、１００億円かかるというふうになるのか、

２億円かかるということになるのか、こういう点は想定した中で財政計画を立てなきゃなら

ないというように思うんです。そうでなければ、現実問題として話し合いをするという点に

おいても、すべて地元要望が、金銭的な問題も含めてのめる町の財源なのかどうかという根

本的な問題も問われる場面もあるかもわからないわけですから、そういう点で私はやはり財

政計画、１通りではなく何通りの計画も立てた上で、今後の広陵町のあり方、子孫代々にわ

たる計画が今特に必要だというように思うんですが、そういう点、この基金条例にかかわる

問題として、いわゆる新清掃施設の盛り込んだ財政計画というのは何通りもつくる必要ある

というように思いますが、その点どのように認識されてつくる予定にされてるのか、あるい

はまた今作業に当たっておられるのか、私は１つや２つでは間に合わないというように思い

ますので、その点もう一度お聞きしたいと思います。

総務部長！議 長

おっしゃることはわかりますが、一応財政計画の中で、今回の新清掃施設に係ます総務部長

財源と申しますか、予算と申しますか、全体で何十億円かかるということを想定するわけで
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ございますが、その中で寺前議員がおっしゃるようにいろんな要件が入ってくると。だから

その決定するまでには２通り、３通り、あるいはもっと数多くの想定した財政計画を検討し

なければならないという認識は私も持っております。その中で一応補助金あるいは起債等に

充当する部分とかということで、初めて将来にわたる財政計画ができ上がるもんだというふ

うに認識しておりますので、今おっしゃるように、何通りも検討するというのにやはりちょ

っと時間を要しているというのは状況でございます。以上、終わります。

５番議員！議 長

そしたら１点だけお聞きしておきたいと思うんですけれども、この基金の目標額、５番議員

何年かかって幾ら目標にしているのか、その点教えていただきたいと思います。

一応地元との合意の関係もございますが、一応３年以内ということで、１０億円ぐ総務部長

らいというものをめどにしております。以上です。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程３番、議案第４号、広陵町用地取得事業特別会計条例の制定についてを議議 長

題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

まずこれは新清掃センターの用地取得のための会計なんですけれども、３．７ヘク５番議員

タールということですけれど、これも大体幾らぐらいの予算で今目安持っておられるのか、

３．７ヘクタール、購入価格ですね。

それと今土地所有者の地権者の状況ですね、どんなような状況になっておられるのか。皆

さん地権者の方は皆さん同意されているのかですね。この前地権者との方との話し合いも持

たれるということも報告お聞きしていますので、もう既に持たれたことになってると思いま

すので、その辺の様子もお聞きしたいと思います。

それから土地については補助金は出なかったと思うんですけれども、確認ですけれども、

清掃センター用地についての補助金が用地取得について出るのか出ないのか確認しておきた
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いと思います。

環境部長！議 長

用地の単価につきましては、後日鑑定等を正式に入れてから決定をいたしたいとい環境部長

うふうに考えておりますが、今のところ予算単価は平米で割っていただきましたらおのずと

出てまいるというふうに思います。

それから地権者に対する説明会につきましては、まだ今のところ実施しておりません。近

々地権者の方に計画の概要の説明をさせていただく予定をしております。

それから用地に関しての補助金はございません。施設のみでございます。以上です。

ほかに。 ５番議員！議 長

１５億円っていうのが３．７ヘクタールすべての予算ということで考えていいんで５番議員

すか。今回、今年度出てきた特別会計の、予算の方で聞いたらいいことなんですけれども、

今割っていただいたらということですので確認しているわけですけれども。

環境部長！議 長

予算の方で質問いただけると思ってたんですが。議案の提案説明のときも申し上げ環境部長

ておりますように、ごみ処理施設用地は２万８，０００平方メートルを予定いたしておりま

す。それから道路用地として５，０００平方メートル。これはもう約でございます。それか

ら３．７のうちの２．８と残り９，０００平方メートルは、コミュニティー施設用地として

ごみ処理施設を予定しております地域全体の３．７のうち２．８がごみ処理施設。それから

０．９ヘクタールがコミュニティー施設ということで、いわゆる還元施設を予定いたしてお

ります。以上でございます。

４番議員！議 長

今度はいよいよ古寺地域の方々の用地買収ということで、用地特会を新たにまた設４番議員

置するということになったわけですけれども、先般も古寺と町、役員さんと町との話し合い

が行われたというように聞いております。またそれ以降、古寺の中で区長さんや役員の方が

おりるやのような話も聞いているわけですけれども、私はここで１つ大事なところについて

質問をしておきたいわけですけれども、先般の古寺区役員会の中で、ＲＤＦ施設についての

議論があったというように聞いてるわけなんです。そしてこれについて、私は大事な問題だ

なというのをあえて言うのは、議会全体で日本下水道公団を視察した。また有志１０人で御

殿場市のＲＤ施設を視察さしていただいた。またそれに関連して、埼玉県の大井町に視察さ

せていただいた。こういう流れの中で、現在ＲＤＦに対しての問題というのは非常に先行き
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が不透明感がますます増している、こういう状態になっているわけであります。

先般、古寺の役員会で議論された中で、なぜかＲＤＦの問題について議論があったという

ように聞いてるわけですね。そしてその内容は、全体の質問としてその説明会の前に匿名で

町に答えてほしい内容として質問事項が届いていたらしいですけれども、そういう一連の過

程を見てみますと全般的な問題があります。いわゆる手続論やその他いろいろありますけれ

ども、ＲＤＦの問題に限ってお尋ねするわけですけれども、今古寺の区民の方々は正確にそ

の点を認識されているのかどうか。これがまず第１点であります。これは一部古寺役員の方

の、これは古寺の区民の方の言葉をかりると、強引にＲＤＦを決めておこうと、現在、現時

点においては、こういうような議論があったかのような話を聞いているわけですけれども、

町の姿勢としてはこれは間違っているのではないか。というのは、ＲＤＦをもちろん町は基

本的に考えておられたという事実経過はそのとおりですけれども、現実問題としてこの経過

を見ていると、再検討、あるいはまた固形燃料の引き取り先の確定という問題を抜きにして

この話を全面に持ち出すというのは不誠実ではないかというように思うんですね。こういう

点で、古寺区の考えとして、あるいはまた古寺の区民の方々のいわゆる質問状やその他の意

見として、町は全体のことを考えたＲＤＦの説明会、あるいは正確な内容を、情報を提供す

る、こういうことに対して強い認識を持っておられるのかどうか。私はこれは反対派の方々

がもし町の言っている説明と内容にそごがあるとすれば、これは非常に深刻な問題になって

くるというように思うからであります。やはり正確な情報を伝える、そして一部の、古寺区

民の中の一部の方の意見を取り入れる、こういうような姿勢は町としては改めるべきではな

いのかというように思うわけですけれども、その点についてどう認識されているのかお伺い

をしておきたいというように思うんです。

それと既にＲＤＦ、あるいはそれにまつわる業者の動きが既に始まっている。私は以前、

この南３丁目の建設のときには議員ではなかったわけですけれども、その過程の中で不祥事

が生じ、逮捕された議員が生まれたわけです。また全国的にこの焼却施設にまつわる問題と

いうのは莫大な利益を生むという発想があるのかないのか、地元対策やその他絶えず生じて

いる問題があります。そういう意味も込めて、私は町がすべての情報を公開し、古寺地区区

民の方々や、また全町民が正確なこの建設にかかわる情報を持つことが特に大事だと考える

わけですけれども、そういう点についてお伺いをしておきたいと思います。

環境部長！議 長

古寺に対する説明につきましては、手順を追って進めているというふうにご認識を環境部長
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いただきたいと思います。今、古寺区民の皆さん方に十分情報が届いてるかということはご

ざいません。確かにおっしゃるとおり、区民の方に町の説明を、全体に説明をさせていただ

いた機会は、新町長になってからはございません。これは区の役員さんに十分説明をし、そ

の次に２月１５日に区の各種団体の役員さん方に説明を申し上げました。その説明会の中で

も冒頭、町はグリーンプランという計画を押しつけに来たのではないかというご意見を確か

にいただいております。そのことは住民の皆さん方に、区民さんの説明は繰り返しているも

のの、十分伝わっていないということのあらわれというふうに受けとめております。

町としては、この事業を円滑に進めるためには住民の皆さん全員のご理解をいただくとい

う手順を踏まないと実現しないと。古寺地域だけでなしに、周辺地域も含めて全体的な説明

を繰り返し、時間をかけてやっていきたいというふうに考えておりますので、そのように町

が不誠実と言われる部分につきましてはちょっと心外でございますので、よろしくお願いし

たいと思います。

それからＲＤＦの施設の業者がいろいろ動きがあるではないかということでございますが、

ＲＤＦ方式のメーカーというのは各社かなり数がございますので、それぞれ広陵町が広域化

計画に基づいてＲＤＦ施設を過渡期の方式として計画書の中に表示しておりますので、広陵

町がＲＤＦをやるということは当然企業の方も情報としてとっておりますので、いろいろ営

業に来ることは間違いはございませんが、そのようなまだ古寺の皆さんに十分ご理解をいた

だいてない中で、機種は一番安全という観点からＲＤＦ方式を提案はさせていただいており

ますが、確かに役員さんの中でもＲＤＦに対しては当初から引き取りの問題、それからそれ

以外の問題等についてご意見をいただいていることも事実でございますので、今後議論を進

めていく中でＲＤＦのあり方も考える必要はあるかというふうには思っております。

ただ広域化計画の中でＲＤＦという方式を決めておりますので、国の補助金をもらえるの

はＲＤＦ方式であるということもご認識をいただきたいというふうに思います。以上です。

４番議員！議 長

重要なことは、私は古寺区の区民の方々が議論を尽くしていろいろやっておられる４番議員

ことに関して全く干渉するつもりは毛頭ございません。区長がやめられる、あるいは役員の

方がやめられるというようなことも含めて、それは古寺区民の方々が決めることだというよ

うに思います。ただ私たちは、古寺区民の方の一部の方ですけれども話を聞く中で、やはり

ＲＤＦがあたかも古寺区民が望んでいる施設なんだというように言われるのは心外だと、こ

ういう言葉も聞いているわけであります。それはなぜかといえば、問題点が明らかになって
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いないではないかと、こういうことであります。これは先ほど室長が答えられたとおりであ

りますけれども、そのことに関連して説明会の前にいわゆる質問状、これは匿名で来たとい

うことですけれども、来ている。あるいはまた説明会でもその点について議論があった。そ

して一部の役員さんは逆に、町がふらふらするということであれば、もう古寺では設置は認

めない、町は初心を貫くべきだというような発言もあったというような話も聞いてるわけな

んです。そういう点からいうと、やはり今大事なことは、ＲＤＦの問題点やその他について

古寺区民の方々が正確な情報を得るということが大事ではないかのか、そしてそれが古寺区

民の方々の中で議論をしていただいて、そしてまとめていっていただくその大きな材料にな

る、このように私たちは思ってるわけなんです。でなければ、今私たちはその反対されてる

方々についても、町が古寺の地域を指定している限りにおいて、もちろん古寺区民の方々が

最終決定されることは確かですけれども、間違いありませんけれども、私たちはできるだけ

古寺に情報を正確に流しながら、この古寺に設置していただくことが今現在最もベターでは

ないかと、このように立場を表明しています。

しかし現在のようなその情報が混乱している、あるいは中にあっては混乱を。

４番議員！議 長

解決できないというように思いますので。４番議員

議案についての質問に変えてください。議 長

そういう点について情報を正確に流すというのは、役員会だけではなく、積極的に４番議員

古寺区民の方々全員、あるいはまた全町民の方々に引き続いて流すということを、また関連

の地域も含めてですけれども、ぜひとっていただきたいと思うわけですが、その点再度質問

したいと思います。

議案に沿った質問だけを答えてください。４番議員の質問はちょっと議案から離れ議 長

ているように思いますので。

ほかに質問ありませんか。 ３番議員！

今回の古寺地域で一応場所的に選定されて、広さについても一応選定されて、これ３番議員

から進めていこうとされてるわけです。非常にこれからの町のご苦労は大変なことだという

ふうに思うわけですけれども、この場所の選定と、それから広さの選定についてお聞きをし

たいと思うわけです。今、南３丁目で焼却センターが稼働しておりまして、その清掃センタ

ーと家の間というのが一般生活道路６メーターしか離れていない、それによりまして公害と

か音の問題、またにおいの問題とかいろいろなことが出てきてるわけですね。この３丁目の
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中の住民の方々からの要望とか、意見とかっていうのはいろいろ町の方も聞いておられると

思うわけですけども、その３丁目の中から教訓をどのように引き出されて今回の場所と、そ

れと広さの設定をされたのかということをまずお聞きしたいと思います。

環境部長！議 長

ただいま基金条例という議案の中でお答えするのが適当なのかどうかということな環境部長

んですが、今現在の清掃センターは約２ヘクタールの敷地を保有いたしております。今度の

……。（３番議員「用地特会の、基金条例じゃありません。」）失礼しました。それで広さ

は現在の清掃センターよりは若干広目ということで、リサイクルプラザも新設をするという

ことで、広目の設定をいたしております。

それから３丁目での教訓をどう生かしてるのかということにつきましては、古寺の区議員

さんとの説明の中でも、施設の周辺に影響を及ぼさない対策を敷地外にも設けるべきではな

いかというような意見も確かにいただいておりますので、そういったことも含めて今後お受

けいただく場合の具体的なプランをつくっていくということになっていくと思いますので、

その今議会の方にもお示ししておりますグリーンプランをそのまま強硬するということでは

なしに、いろんな問題点を整理して新たな計画を立てたいというふうに考えております。

３番議員！議 長

今なおこれからの計画の中なんですけれども、やはり町の方と役員さんの方とでい３番議員

ろいろと話し合いを詰められて、またこれから住民の方々に説明をされていくという経過に

なるだろうと思うわけですけれども、その中でやはり清掃センターについて非常に関心をお

持ちの方、またその施設の問題も含めまして、また周辺地域の整備の事柄につきましても非

常に関心をお持ちの方もたくさんおられると思いますので、そこの中で特別委員会というん

ですか、いろいろそういう整備委員会みたいな形でつくっていただいて、住民の方々の意見

を本当にきちんと吸い上げるような機関というのをつくっていただきたいなというふうに思

います。よろしくお願いします。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）
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ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程４番、議案第５号、町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務議 長

災害補償に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程５番、議案第６号、広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境議 長

影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の制定についてを議題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

まず条文の中の解釈の方からお聞きしたいと思います。第１条の利害関係を有する５番議員

者という部分ですけれども、どの範囲を想定しておられるのかですね。公害の問題ですので、

これは非常に幅広い形での対象になると思いますので、確認をしたいと思います。

それから第３条なんですけれども、施設の種類なんですが、当然アセスするときには施設

をどういう施設にするのかという前提のもとにされるわけですが、これをＲＤＦ施設という

ことで限定してアセスをされるのかどうかお聞きしたいと思います。

それから第４条なんですけれども、２項の生活環境影響調査を実施した周辺地域内で町長

が指定する場所ということなんですけれども、これについては当然古寺地域内、あるいはま

た図書館等多くの住民の方が閲覧できるような形で場所を設定していっていただくのが当然

だと思うんですけれども、どういう場所を想定していただいてるのかお聞きしたいと思いま

す。

それからこれについては、アセスの項目については資料として提出をしていただきたいと

思うんですけれども、アセスの時期ですね、地元住民の皆さんの合意ができたらすぐにアセ

スをするんやと、調査するんだということで、以前から予算化されながら流れてきたという

経過があるわけですけれども、その時期ですね、どのように想定されておられるのかお聞き

したいと思います。

それからその中で、全体のそうしますと合意を得てからのアセスをして、それからいろい
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ろな施設の計画、設計等も含めまして計画、以前には１度出していただきましたけれども、

どのようなタイムスケジュールを持っておられるのかお聞きしたいと思います。

環境部長！議 長

利害関係人の範囲というのは、非常に広いというふうに理解をしております。基本環境部長

的には広陵町民が利害関係人ではないかというふうに考えております。それ以外にも、町外

におられる住民も対象になる場合があるというふうに理解をいたします。

対象となる施設につきましてはごみ処理施設ということになっておりますので、ＲＤＦ施

設ということに限定された条例ではございません。本来はこの条例は、法律の方ではごみ処

理施設のうちの焼却施設のみというふうにはなっておるんですが……。（５番議員「ちょっ

と待って、ごめんなさい。言うたら広陵町が今やろうとしている種類はＲＤＦで調査しよう

としているのかという意味でお聞きしてるわけ。」）はい。（５番議員「清掃施設でできる

のはわかってるんですよ。」）で、ＲＤＦ施設と決めた上で調査をするということになりま

すので、地元と合意ができてから、後ろの方の質問にも関係すると思いますが、地元とＲＤ

Ｆでいくということが決まってから調査をさせていただきます。前提が決まらないと調査は

できませんので、その前提を決めてから調査をさせていただきます。

それから町長が指定する場所というのは、基本的には町役場以外ではやはり地元地域とい

うことになると思いますので、そのあたりもまだ現在決めておりません。

それから資料につきましては非常に膨大になりますので、指針等図書がございますので、

ごらんをいただけたらというふうに思います。

それから地元調査の時期、スケジュールにつきましては、先ほども申し上げましたように

地元との合意が成立した以後ということになりますので、この前お示ししたスケジュールど

おりということでございます。（５番議員「１年間、１年間ということ。アセスの時期１年

間。」）

５番議員！議 長

利害関係を有する者という部分については、町民に限定せず今大変広範囲に地球規５番議員

模での公害の問題が言われている中で、どなたに対してでもそのような意見書を提出する機

会ということで、また一考していただきたいというふうに思うわけです。

それから施設の種類のところで、ＲＤＦでいくと決まってからアセスをするということな

んですけれども、今の流れでいきますと、ＲＤＦ施設で地元住民の合意を得ようとされてい

るわけですから、合意が得られたということはすなわちＲＤＦ施設が合意されたということ
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に必然的になっていく、こういうことになるわけですね。そしたらこのＲＤＦ施設について、

いろいろな地元の中では、反対の大きな原因はＲＤＦ施設について大きな不安を持っておら

れる中で反対をされてる状況があるわけなんですけれども、その一方でＲＤＦをかなり強引

な形で押しつけられようとしている、これはまた一般質問あるいは委員会の方でもいろいろ

議論さしていただきたいと思うわけですけれども、実際私の方もいろいろな住民の皆さん、

また直接、間接に耳にしているわけです。そういう中で、町の方もＲＤＦとは限定しないと

言いながらＲＤＦを強引に推し進めようとしている状態があるわけですね。特別委員会の中

でＲＤＦ施設がだめやったら違うのも検討すると言っておられますが、今の流れで言うたら

ＲＤＦ以外の施設を検討する期間がないわけです。だからＲＤＦ施設が本当にいいのかどう

か、それについて検討をする時期をいつ見ておられるのかですね。そこを確認しておきたい

と思うんです。

そのＲＤＦ施設につきましては、先ほども寺前議員も言いましたけれども、議員の方でい

ろいろ勉強してくる中で、日本下水道公団、また御殿場市でも大変な問題があるということ

で、御殿場ではもう今後はＲＤＦ施設については見直しをするんだということではっきりと

明言されているわけですね。それをＪ－カトレル方式がどうのこうのとかということで特別

委員会でおっしゃっておられましたけれども、私の方がその後いろいろ調べましたところ、

その方式による部分で大変困難が生じているということではないということが明らかになっ

てきたわけです。ほかの会社がやっておられるところだと……。

松野議員！ちょっと議案に沿った質問に変えてください。議 長

いや、アセスするということはＲＤＦでしょう。５番議員

簡単明瞭に。議 長

これ前提されてるから、だからそのＲＤＦについて、もうこの流れでアセスをやっ５番議員

てしまうっていうことは、ＲＤＦでもうそのままいってしまうということになりますので、

重大問題だということを言っているわけです。だからそしたら簡単に言いますと、このＲＤ

Ｆ施設についてこれだけ議員の中でも研修の帰りに、このままＲＤＦ施設をつくったらもう

議会の責任だなあとか、また日本下水道公団行った帰りには、本当にうそついてんのは広陵

町ではないかというほかのいろいろな議員さんの声があったわけですね。そういう住民の皆

さんも不安に思っておられる中で、今真摯にＲＤＦによる処理がいいのかどうか誠実に考え

ていく、住民の方も含めて考えていくことが今大変緊急に必要なことなんですけれども、こ

のままでいくとそういう時期がつくれない、そういうことになっていますが、その点につい
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てどのように時間をとっていくのか、ＲＤＦ施設がいいのか、焼却施設がいいのか等々議論

する時間帯はどこに入れるのか確認したいと思います。

環境部参与！議 長

松野議員さんのご質問ですと、私どもが地元に対してＲＤＦを固守しているとい環境部参与

うふうに聞こえるんですけども、いわゆる古寺の役員会の中でも、役員さんの方から絶対Ｒ

ＤＦですかとか、ＲＤＦに問題があればどうするんですかとかという当然質問はございます。

その中で我々も明言しております。それは決めると、機種を決めるという判断は、安全が第

一ですと。ＲＤＦ以外にここ半年、１年の間にもっと安全な施設があれば変えるという姿勢

は持っていますと、安全を第一にしたいですというふうにお答え申しております。ですので

町としての姿勢としましては、今申しましたように一番安全な施設でつくりたいというふう

に思っております。

環境影響調査につきましては、施設を決めて、その施設がどう今の環境に影響を及ぼすか

という内容の調査ですので、地元と十分協議の上、決定した内容のアセスにしたいというふ

うに思っております。以上です。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程６番、議案第７号、住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する議 長

条例の制定についてを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程７番、議案第８号、政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関議 長

する条例の一部を改正することについてを議題とします。
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本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程８番、議案第９号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す議 長

ることについてを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程９番、議案第１０号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正するこ議 長

とについてを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１０番、議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及議 長

び期末手当に関する条例の一部を改正することについてを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長
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お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１１番、議案第１２号、広陵町奨学基金条例の一部を改正することについ議 長

てを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。 ４番議員！

これは結局は一般会計で使って返すということですが、その他にもいろいろありま４番議員

すが、この基金条例については今までこれができなかったということでそうされてるんです

が、これはそのようにされるんですか。実行するから条例を改正するということなのか、わ

ずかな金額なんですが。そういう点を１つお聞きしたいのと、むしろこの条例を変えようと

提案するときに、いわゆる現在政府は育英会の廃止を表明している状況です。とんでもない

自体が起こっているわけですけれども、町としてはこの奨学金を一層充実するという立場で

議論をされなかったのか、されたのか。そういう点もあわせて聞いておきたいと思います。

総務部長！議 長

おっしゃるとおり、ほかの基金条例におきましては繰りかえ運用の規定がございま総務部長

して、この奨学基金条例だけが繰りかえ運用はないということで、ほかの基金条例と統一し

た条例にしたいということが改正の趣旨でございます。

それから、この基金の充実ということについてはもちろん議論もいたしました。今後、基

金を活用しての奨学金というものを増額等は、将来において考えていきたいというふうに考

えております。

ほかにありませんか。 ３番議員！議 長

今の利用状況ですね、今町の奨学金を利用しておられる方がどれぐらいあるのか。３番議員

それとそのときの利率の問題ですね。これから国の方の奨学金が、無償の分というのが、

利率が無利子の分がなくなってみんな有利子になってくるという状況の中で、町の方として

はせめてそれを無利子にするとかというふうな形で利子の補給についてもまた考えておられ

るのかどうか。そこのところもう一度お聞きしたいと思います。

総務部長！議 長

該当者数につきましては、３０名だと思います。１年生、２年生、３年生それぞれ総務部長

１０名ずつということで、ちょっと実数については教育委員会がつかんでおられると思いま
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すけども、予算上の措置はそういうふうにしております。

それから一部申し出が以前にありまして、当初卒業されたときに認定をするという中で、

途中で奨学金が必要な方がおられるじゃないかというような申し出がありまして、その方に

ついても該当すれば奨学金を出しているというのが状況でございます。

教育委員会事務局長！議 長

実数につきまして、本町で３年以上居住した中で高校へ進学される方で、教育委員会事務局長

平成１３年度の現在の状況では、高３の方は１１名、高２の方で１０名、高１の方で１０名、

以上です。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１２番、議案第１３号、広陵町手数料徴収条例の一部を改正することにつ議 長

いてを議題とします。

本案について質疑に入ります。 ４番議員！

手数料は県の条例をそのままおろしてきてる内容なんですか。４番議員

住民生活部長！議 長

はい、おっしゃるとおりでございます。住民生活部長

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１３番、議案第１４号、広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正する議 長

ことについてを議題とします。
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本案について質疑に入ります。 ５番議員！

この条例については後追いで条例をつくったという経過があるわけですけれども、５番議員

その間保育園の方ではお手数かけていただいていたという状況があったわけで、今回条例化

されるということは前進をしたなというふうに思いますが、このような後追いで条例をつく

っていくということについては、やはり今後繰り返さないようにしていただきたいんですけ

れども、その辺でどうしてこのような後からになったのかということが１点です。

それからもう一つは、地方分権がどんどん強まりまして、特に地方でのそれぞれの手数料

についても、先ほど広告条例の手数料条例提案されているわけですが、その中でこの保育の

保育料についても規則あるいは要綱等で定めるのが適切ではなく、やはり条例の中できっち

りと定めていくのが必要ではないかというふうに思うんです。大変保育料につきましては利

用者の保護者負担が大きな金額になるわけですし、議会としても大きな関心を抱かざるを得

ないんですけれども、それについて我々は規則、要綱等で定められた部分については知らな

い間に改正をされてしまうということになりますので、これは議会としての責任を果たすに

も大変問題があるというふうに考えざるを得ないんです。この保育料について条例化を検討

していただくのは当然だと思うんですが、その点についてどのようにお考えなのかお聞きし

たいと思います。

健康福祉部長！議 長

ただいまのご質問につきまして、まず後追い条例のような形で今後繰り返さな健康福祉部長

いようにということでのご質問がございましたけれども、提案のときにご説明申し上げまし

たように、児童福祉法の改正時で条例改正が間に合えば一番よかったわけなんですけれども、

児童福祉法の改正を受けまして、指導監査を受ける中で、延長保育については条例で別に定

めなければならないと。

保育料につきましては、ただいまご質問いただいております条例化にすべきということの

ご質問でございますけれども、児童福祉法の中で基本的な保育の時間、延長時間というもの

が認められており、それを規則で保育料を制定しなさいということになっております。した

がいまして、保育の保育料条例化につきましては、現在のところ考えはございません。終わ

ります。

５番議員！議 長

今のところ考えていない、保育料についての条例化を考えていないということです５番議員

けれども、やはり積極的に条例化をしていくことが、大変今後の時代について一層重要だと
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思いますので、再度またご検討していっていただきたいと思います。

それと少なくとも保育料の改正に当たっては、事前に、一定期間を置いた事前に議会の方

にご相談いただけるのかどうか、全員協議会等で確認したいと思います。

健康福祉部長！議 長

現在の保育料につきましては、段階別の保育料を適用をいたしております。こ健康福祉部長

の保育料の改定におきましては、その時点で何が適切かというものを踏まえた上で検討して

まいりたいと存じます。今の段階で議会にお諮りをした上で規則を変えるということではな

しに、規則は町長裁量で変えていくことでございますので、その辺のところにつきましては

今現在明確にお答えすることはできません。

４番議員！議 長

この延長保育について、少子化に対応する上で非常に重要な町の施策だというよう４番議員

に思うんですね。これは次の学童保育や保育所などについて、盛んに女性の社会進出との対

応で言われるし、また子供が少なくなって子育てが大変だという状況の中で改善されてきて

る内容でもあるわけです。政府はそういうのを逆手にとって、措置制度とかこのような状況

を外して届け出制だけでいいと。これは一部で子供が保育所に預かってて亡くなったという

ところから変更をやむを得ずしたわけですけれども、町が関与する部分が非常に少なくなっ

てきているという状況が生まれているわけです。そういう点を考えると、我が町、広陵町に

おける保育の問題というのは、少子化に対応して非常に重要な施策という認識を持って今後

も長時間保育に対応する施策を充実していかれるのかどうかひとつ聞いておきたいと思いま

す。

それから私は、法に基づいて規則でということですが、地方分権の中の基本的な考え方と

いうのは、市町村の権限移譲になった場合については市町村の議会で対応すると、こういう

考え方をやっぱりとるべきだというように思うんです。もちろん法に基づく規則という点は

わかりますし、広陵町は以前からそういう対応をしてきたわけですが、そういう変更という

のは既に全国でも徴収については条例化すると、こういう流れもあるわけなんですから、地

方分権の趣旨からいってもこの条例化というのは緊急の課題だという認識が必要ではないか

と思うんですが、そういう点について再度お聞きしたいと思います。

健康福祉部長！議 長

ただいまの延長保育の関係につきましては、働くお母さん方からの要望もござ健康福祉部長

いまして、現在充実できているものと認識をいたしております。さらに現在の状況を続けて
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まいることは当然のことであります。

なお後段の質問にございました保育料の条例化につきまして、保育料につきましては規則

ではなしに条例化すべきではないかとのご質問でございますが、松野議員にお答えいたしま

したとおりでございます。

４番議員！議 長

充実しているという点で、例えば父兄の一時的な都合で７時回る、あるいは緊急に４番議員

８時ぐらいまで仕事がおくれると、こういうような状態の場合はどう対応されるのか、そう

いう点もあわせて具体的な対応の問題として聞いておきたいと思うんです。

それと今おっしゃった点について、地方分権、この業務が市町村の独自の課題になってい

るということから見てみますと、やはり地方分権の趣旨、そしてまた町が施策として持ち込

む場合に議会との対応をどう考えるのかということからいっても、私はもうそういう条例化

というのは、いわゆる規則ではなく条例化をしていくという、そういう趣旨は尊重して検討

すべきだというように思うんですが、そういう地方分権、町独自の行政課題という認識を深

めれば深めるほどそのような考え方というのが生じてくるというように思うんですが、そう

いう点は議論をされているのかどうか再度聞きしておきたいと思います。

また条例化については、そういう趣旨から早期に実現すべき課題だというように思うわけ

ですけども、その点について理事者の考え方も聞いておきたいというように思うんです。

健康福祉部長！議 長

まず時間を延長しての要望があった場合ということでのご質問でございます。健康福祉部長

今現在の状況の中においてはそういう事例はございませんけれども、万一きょう迎えに行く

のが遅くなるんだというような状況であっても、７時で打ち切りということはいたしません。

その方の状況に応じた状況でお預かりをさしていただくというのが基本でございますので、

対応をしていく状況は整っております。

また条例化の件に関しましては、今ここで先ほどからお答えいたしておりますとおりの答

弁で終わらしていただきたいというふうに考えております。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長
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次に日程１４番、議案第１５号、広陵町立児童育成クラブ条例の一部を改正するこ議 長

とについてを議題とします。

本案について質疑に入ります。 ４番議員！

これは東体育館の和室に移転ということですが、一時的な措置なのか、それとも今４番議員

後ここを拠点に学童保育をするということなのか聞いておきたいと思います。

それと先ほどの例のように、働く女性の方々の対応からいって、少子化を見る場合に非常

に重要なこれも施策だというように思うんですね。この育成クラブについては、やはり子供

たちの放課後の健全な活動を保証していくということにつながるし、５日制になってくれば

なお重要な課題になってくる、完全５日制になるわけですから重要な課題になるわけなんで

すが、その指導員の身分の問題がやはり不安定であると、どうしても犠牲を指導員の方に押

しつける形になってしまうわけですが、徐々にこれを正規の身分にしていくと、こういうよ

うな考え方を持って育成クラブを一層充実させるという視点が必要だというように思うんで

すが、そういう点はどのようにお考えなのか聞いておきたいと思うんです。

健康福祉部長！議 長

まず移転に関しましては、恒久的なものでございます。健康福祉部長

それから指導員の身分の件でございますけれども、現在指導育成クラブのパートというこ

とで指導員をお願いいたしております。これにつきまして将来的に正規の職員としていくこ

との考えはというご質問でございますけれども、現在のところはございません。

４番議員！議 長

これは恒久的ということは、東体育館の和室というのはもうほとんど他の地域の方４番議員

は使ってなかったという前提でもちろんやられると思うんですが、それについて支障はない

ということでもちろん取り組まれるということなんですか。

健康福祉部長！議 長

移転に伴いましては、まず関係機関とも十二分に調整をいたしまして、支障が健康福祉部長

ないという判断のもとで移転するということでございます。

５番議員！議 長

児童育成クラブについて、西小学校と真美ヶ丘第二小学校区では学校の敷地の一端５番議員

を借りてということで建設していただいたわけですが、その方がやっぱり学校に近くて指導

員さんも安心ですし、子供も安心ですし、いろんな角度で先生の目もまた近くですから必然

的に行き届くということで、大変メリットが大きいことを聞いてるんですが、今後ここが恒
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久的ということなんですけれども、やはり今後は学校の敷地内、あるいは隣接したところで

やっていくことが好ましいと思うんですけれども、この点についてはどのようにお考えいた

だいてるのかお聞きしたいと思います。

健康福祉部長！議 長

現在の場所で十二分に状況は目的を達成できるという判断をいたしております。健康福祉部長

なお移転いたします施設も、そう遠距離の離れているところではないというものでございま

す。終わります。

５番議員！議 長

目的が達成できるということですが、児童育成クラブの目的は単に放課後とにかく５番議員

面倒見ていればいいということにはとどまらないというふうに思うんですね。やはり大事な

成長期にある子供ですから、充実した放課後、安全な放課後を過ごすことが求められている

んですね。そういうところでは、目的といえば本当に際限なくある、高いところにあるよう

な気するんですけれども、本当に今の学童保育が週休２日になって、そしていろいろな事件

が多い中で、これで目標が達成したという認識をお持ちになられるのはいかがなものかとい

うふうに思います。一層この放課後の子供たちが、本当に学校の近くですからね、第二小で

したら。先生が時間あいたときにちょっと見に来てくださったり、緊急のときに先生にすぐ

相談に行ったり、保健室の先生に相談したりと大変安心して今学校の敷地内お借りしてる学

童保育の方は、指導員さん本当によかったというふうに言っておられるんですね。それは即

やっぱり子供の安心にもつながり、保護者の安心にもつながることなんです。ですからやっ

ぱりもっともっと子供のことを、充実した放課後を考えていただくということで、改善を一

層目標を高く持っていただきたい。このことをお願いしたいと思います。

健康福祉部長！議 長

今後の参考意見にさしていただきます。終わります。健康福祉部長

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１５番、議案第１６号、広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一議 長

部を改正することについてを議題とします。
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本案について質疑に入ります。 ５番議員！

まず町内に廃棄物の運送とか処理をなりわいとする業者がいるのかどうか確認をし５番議員

たいと思います。

それから１トン当たりの今現状の処理費なんですけれども、ごみの処理費、１トン当たり

実際には幾らかかっているのかお聞きしたいと思います。

それから近隣の実態ですね、かなりもうあちこちでもこのような法に基づいて条例改正さ

れてきているところですけれども、１トン当たりの金額についてはかなりばらつきがあると

思うんですけれども、近隣の実態をお聞きしたいと思います。

それから町内の中小、小さい靴下業者の方たくさんおられるんですけれども、その方たち

の今の実態ですね、大変少量でしたらごみの収集の方へ持ち込んだり、また出されたりして

いる場合もあろうかとは思うんですけれども、大体どのような量をどんな状況で今の町の清

掃センターで処理されているか。またあるいはこの条例が成立しますと、今後ごみがどのよ

うな状況になると想定されているのか、もうかなりそういう産業廃棄物がたくさん持ち込ま

れるだろうということが想定されるのかどうか、そしてどのような種類のごみが運ばれると

想定されるのかお聞きしておきたいと思います。

環境部長！議 長

町内でのその業者の登録はどの程度あるのかというのは、具体的にはまだ把握はい環境部長

たしておりませんが、数社あると想定はいたしております。

それから１トン当たりのごみ処理経費、広陵町の場合は約５万円を必要としておりますの

で、１キログラム当たり５０円程度かかっていると、これはセンターの職員の人件費、それ

から収集経費、すべての経費を含んでおります。

それから現在の事業所のごみにつきましては、みずから清掃センターへ持ち込んでいただ

く場合は受け取らせていただいております。年間毎月５００キロまでの持ち込み件数、例え

ば本年の１月ですと５０４件ございました。ごみ量にいたしますと６万９，３００キログラ

ムでございます。それから５００キログラムを超える件数が１０件、６，４２０キログラム、

総量でございます。

それから産業廃棄物が持ち込まれるというようなお話がございましたが、あくまでもこれ

は一般廃棄物のみを受け入れするものでございますので、産業廃棄物を受け入れるというこ

とはございません。もちろんこの許可をいたしますと、持ち込んだときの検査体制を充実し

ないといけないということで、受け入れるに当たっての体制づくりも今後考えていくという



－111－

ふうになっております。以上でございます。（５番議員「近隣の状況がまだ。」）はい。

近隣の状況は、具体的に把握はいたしておりませんが、広陵町の処理経費程度かというふ

うに思います。ちょっと資料がございませんので、また委員会でももし判明すればご報告申

し上げたいと思います。

５番議員！議 長

近隣のその料金体系は、大きな影響を及ぼすことになるんですね。広陵町が極めて５番議員

安いということになれば、少々遠くても広陵町にごみを搬入されるでしょうし、そういう点

では料金設定は重要な問題になりますので、そしたら厚生委員会の方に、高田市だとか、北

葛４町だとか、ちょっと広範囲な形で河合、上牧、王寺あたりまでも調査して、資料として

出していただきたいと思います。

それからこの一般廃棄物ということで、先ほど産廃と言ってしまいましたけども、一般廃

棄物とはいえ業者が業として回収してくるという中で、広陵町の住民の方が直接出される廃

棄物でしたらば、かなり町の方も指導をして分別なり徹底さしていくことは可能なんですけ

れども、そういう業者が介入をした形での収集となりますと大変間接的になりますし、また

町外の業者の方も持ってこられるということになれば、なお一層その分別の指導が難しくな

ると思うんですけれども、この点についてはどのように徹底していく方策をお持ちなのかお

聞きしたいと思います。大変な問題点であろうかと思います。

それから町内の靴下業者の方が、本当に小さい業者たくさんいらっしゃいまして、今５０

０キロという線で件数出していただいたわけなんですけれども、大変な不況の中で、地元の

靴下業者の方は本当に経営四苦八苦なさっているのはもう既にご存じのことと思いますが、

こういう方に対してまた経費負担につながるようなことがあったらいかがなものかなという

ふうに懸念するところなんです。そういう点で言いますと、ここは３００キログラムまでの

場合という形で５００キログラムから３００キログラムという線に引き下げられて、料金の

改定をなさっているわけなんですけれども、これにつきましても値上げになっていくわけで、

その過程、従来どおりの形の、３００キログラムまでについてはやはりその辺を配慮した形

で検討していくべきではないかと思うんですが、町内業者の方に、大変苦しんでおられる業

者の方に対する配慮についてどのようにお考えいただいたのか、また今後検討していただく

余地があるのかお聞きをしたいと思います。

それからこういう形で一般廃棄物の処理を引き受けていくということになれば、やはりそ

の手数料、なりわいとしておられる方であるにもかかわらず、それに相当の上乗せをして広
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陵町が処理をしなければいけないという義務を負うわけで、そうしますと一層この清掃処理

に関する経費の負担増持ち出しに広陵町がなるということになるわけですけれども、この点

についてはやはり業者の責任での処理というのも大変重要だと思うんですけれども、これは

上位法の問題もあるわけですけれども、この点についての、一般廃棄物の運搬とか、そうい

うことをなりわいとしている方にとっては大変メリットのある法律だと。中小の広陵町の地

場産業の靴下業者の方にとっては不利になる条例だというふうに認識するわけですが、その

点についてどのようにお考えいただいてるのかお聞きしておきたいと思います。

環境部長！議 長

近隣の市町村の料金の状況は、この条例制定段階の調査をいたしておりますので、環境部長

委員会の方で資料として提出させていただきたいと思います。

それから許可業者が持ち込んだ場合の分別についての徹底という点については、こちらも

確かに心配をしておりますので、このあたりの検査は徹底するとともに、事業所に分別の徹

底の周知も図っていきたいということで考えております。

それから小規模業者に負担増を強いるということについてどう考えるのかということでご

ざいますが、例えば３００キログラムを持ち込みますと、改正前は１，８００円であったの

が３，０００円に上がるということで、確かに上がります。しかし先ほども松野議員さんが

おっしゃいましたように、安いところにごみが集まってくるということが、この料金を安く

しておきますと少量で数多く持ち込まれるという危険性もございますので、そのこともあわ

せて一定料金で計算をしたいというふうに考えております。

それから一般廃棄物の処理のことなんですが、事業所、企業の、町内の事業所から発生す

る一般廃棄物も地域内処理、広陵町が処理しなければならない固有の事務であるというふう

に規定されておりますので、これは広陵町だけ受けないというわけにいきませんので、この

業務を導入しなければならないという必要に迫られていると。今現在広陵町のごみが、はっ

きり言いまして持ち込んでいただいてる分はいいんですが、持ち込まれてない事業所のごみ

が他の市町村で処理されているということも想定いたしております。現に周辺の市町からも、

広陵町が体制を整備せよという抗議も受けておることをご報告申し上げます。以上です。

４番議員！議 長

先ほどから分別やその他体制づくりの問題を述べておられるわけですけれども、逆４番議員

に広陵町がやる場合に他町村のごみが持ち込まれる可能性というのは、これは逆に大阪市な

どに今まで持っていってた分が逆流していく可能性もあるわけなんですが、そういう点の体
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制づくりというのは一体どういう形でできるのか。またこれに費用がかかっていくというこ

とになるわけなんですが、そういう状況を改善していく手だてというのは考えておられるの

か。体制づくりの問題だけではなく、先進地に学んでマニュアルづくり、あるいはまた収集

からのその体制づくりという点も必要になってくるでしょうし、そういうようなところまで

含めてこの問題考えておられるのかどうか聞いておきたいと思うんです。

環境部長！議 長

業者に許可を与えて受け入れるに当たりましては検査を徹底させていただくという環境部長

ことで、持ち込まれたごみはごみピットの前のプラットホームに一たんおろしていただきま

す。それを全量検査をいたします。他の市町村のごみが混入されている場合は、持ち帰って

いただくなり処置をさせていただく上に、許可業者の許可を取り消すということもあり得る

ということで、強力な指導をしていきたいというふうに思います。現に他の町でやっておら

れる検査体制を現在の清掃センターの職員が現地へ出向いて勉強もしておりますので、まだ

これから期間がございますので、１０月から考えておりますので、その間もっと徹底的に検

査体制を整えるということに努めていきたいというふうに思います。

３番議員！議 長

今度のこのことに関しまして、特に減量化ということに対して非常に取り組みを進３番議員

めていくのだというふうに言われてるというふうに思うわけですけども、前のごみ減量審議

会の中でトレーに対しての取り組みを進めるということで言われていたものが、一時期棚上

げになっていたと。また今度１０月からそれを再開の予定をやられたのだというふうにも聞

いてるわけですけれども、それとともに業者の方のところで各自店頭にいろいろポストを置

かれまして、いろいろ自分とこで回収をしておられるというふうに努力をしておられる業者

のところもたくさんあるわけですね。そのことと、それからやはり小さいお店のところでは

そこまではなかなかできにくい。でも一応市場形式とかスーパー形式にある程度集合してお

られるとこについてはそういうことが十分可能なのではないかなというふうに思うわけです

けども、そこに対する指導とか援助とかというふうな形ではどのようにしておられるのか、

あわせてお聞きしたいと思います。

環境部長！議 長

トレーの回収を棚上げしたということではございませんで、トレーを回収して、清環境部長

掃センターの施設内で圧縮処理するというのをやめるということでございます。トレーにつ

きましては、ごみ減量推進審議会の方で分別して回収すべきであるという答申を得ておりま
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すので、これは取り組んだ後にそのトレーを別途処理を委託するということで、区域外で処

理することを考えております。

それからトレーの回収につきましては、おっしゃるとおり業者、お店の店頭での回収を優

先をしていただくということで、小売業者あるいはスーパー、小売業者の方に協力を求めて

いく方法と、それとともに公共施設での回収ポストを設けることも含めて検討するように現

場に指示をいたしております。

３番議員！議 長

特にトレーの回収につきましてなんですけども、非常に扱いにくい製品だというふ３番議員

うに思うわけです。特に風が吹くと飛んでいってしまうし、容量的には非常に大きなものが

必要となってくると。これを回収をどこでどういうふうな形でしていくのか、またそれの保

管場所につきましても非常に大きな問題が出てくるだろうなというふうに思うわけですけど

も、具体的にそういうことに対しての計画をしておられるのでしたらお聞かせ願いたいと思

います。

環境部長！議 長

基本的には業者の店頭回収をしていただくということを中心にして、できるだけ町環境部長

の方に集まってこないといいますのか、そういう方法もやはり講じる必要があると思います。

それとともに各個々別個収集ということになりますと、非常におっしゃるとおり軽い、風に

飛んでしまうということもございますので、今缶、瓶、ペットボトルを回収しておりますス

テーションで回収をしていただくという方法を検討してはどうかということで、ごみ減量推

進員の会議の方でも今後相談を申し上げて、回収方法を決めていきたいというふうに思いま

す。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１６番、議案第１７号、広陵町下水道条例の一部を改正することについて議 長

を議題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

今回追加されましたアンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素含有量の項目５番議員
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なんですけれども、これによって、どのような影響が懸念されてここに出てきたのかという

ことと、それからどのような業種がこのアンモニア性窒素等の排出を出す懸念があるのかと

いう点。また、広陵町内にそういう該当する業者があるのか、事業所があるのかどうか、ご

存じあれば教えておいていただきたいと思います。

それから、ここの下水道の中に排出する基準なんですが、基準に適合しない形で排出して

る業者があるのではないかと思います。そういう点について事業所、把握されているのかど

うかお聞きしたいと思います。現に、住民からの苦情という点については、私の方もにおい

等耳にしているわけですけれども、実態についてもどのように把握をされているのかお聞き

したいと思います。

都市整備部長！議 長

まず、町内にこのような業者があるかないかということで、本町ではこの内容都市整備部長

の業者はございません。具体的に申し上げますと、洗鉱施設、いわゆる鉱山ですね、鉱山の

掘ったやつを洗い出すとか、そういう内容の施設。あるいは石炭、そういう内容の業者でご

ざいますので、町内にはございません。

それと、基準ですけども、この内容につきましての基準でございますが、施行令というこ

とで町内でのおっしゃっております異臭がするとかという内容につきましては、最近そのよ

うな状態の異臭の問い合わせ等はございませんので、基準的には全部クリアしていると、こ

のように私は思っております。それと、町内には事業所がないということでございます。

５番議員！議 長

いろいろな苦情等を私たちも耳にするわけですけれども、その事業所が排水してい５番議員

るその基準、適合してるかどうかの調査はどのようになさっているのかということをお聞き

したいと思います。

それから、それに違反していた場合、過去にどのように指導をされてきたのか、また今後

どのように指導されるお考えなのか、確認しておきたいと思います。

都市整備部長！議 長

事業所等でそういう内容の異臭のするものを放出されれば、付近住民からその都市整備部長

ような内容の苦情が出てまいります。そのときに県へ連絡をとりまして、県からそういう測

定をやっていただいてるのが現状でございます。

それともう一点の基準でございますが、それもこの出してはならない、そういう事業所に

義務づけられている内容のものでございますので、事業所で十分そういうことを認識した上
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で放出を禁止されている事項につきましては、守っていただいてると、このように思ってお

ります。（５番議員「違反した場合、もしどのように指導されるのかっていう部分も、今後

も、聞いてますので。」）県の方で、こういう内容で基準以上の放出をされれば、いろいろ

な罰則というんですか、口頭で指導する場合、文書でする場合、いろいろあろうと思います

が、今現在そういうような内容の違反行為がなかったということで、ちょっとそのどのよう

にされてるかということは、私ちょっと把握できておりません。

４番議員！議 長

今、悪臭の問題、特に下水道にかかわる悪臭の問題で、私、町の担当者のところに４番議員

実態を調査してほしいという点を述べてるんですね。具体的に言うと、１月２０日に笠地区

のパチンコマンモスの西側住宅で月に１度あるいは２カ月に１度とか、ふろ場、そして便所

全体がにおうので、明確にわからないんですけども、悪臭が漂うと。こういう苦情が現実に

上がっています。そしてそれを後日担当者に伝えてその調査方法ととにかく調べてほしいと

いう形でお願いをしているところです。これは、以前疋相でいわゆる悪臭騒動があって、赤

部のところまで下水道を伝わってにおいが発生したと。本来、下水にはいわゆるチェックポ

イントがあるわけなんで、そういうことが起こり得ない構造になっているのかなというよう

な形も思うんですが、現実問題としてあって、それを注意したという経緯もあるわけです。

笠のところでは、１カ所地元の人たちはあそこと違うのかという形での指摘されてる部分も

あるわけなんで、今全く聞いておられないということであれば、早速その現状を把握してい

ただいて、報告していただきたいというように思います。そういう点、お願いしたいと思い

ます。

ほかに質疑ありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を産業建設委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は産業建設委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１７番、議案第１８号、広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類議 長

及び基準に関する条例の一部を改正することについてを議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。
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（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を産業建設委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は産業建設委員会に付託することに決しました。議 長

しばらく休憩します。

（Ａ.Ｍ.１１：５０休憩）

（Ｐ.Ｍ. １：０１再開）

休憩を解き再開します。議 長

次に日程１８番、議案第１９号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）議 長

を議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。 ３番議員！

今回、安部橋の新設の工事の負担金ということで繰越明許費が計上されているわけ３番議員

ですけども、現在の進捗状況といつごろの完成になるのかということをまずお聞きしたいと

思います。

都市整備部長！議 長

安部橋につきましては、本年の８月末を完成に予定いたしております。都市整備部長

地蔵前橋。議 長

これも同じく本年の７月末をもって完成の予定と聞いております。都市整備部長

ほかにありませんか。 ４番議員！議 長

補正でこういうかなり最終的な内容の感じはするんですけれども、実際に現状で調４番議員

定等財政状況を見た場合に、今年度の最終的ないわゆる剰余金についてはどういう状況にな

るというように見ておられるのか。そういう点と、その補正額で地方交付税が減った分、説

明あったかもしれませんけれども、もう一度説明をしておいていただきたいというように思

います。

それとこの間、消防施設については毎年３基の防火水槽を出してきたわけなんですが、こ

の間何年か実行できずに終わってる状況があるというように思うんですけども、その内容に

ついては地元同意なり、地元の要望で予算をつけているというように思うんですが、その点

はどういう懇談になっているのか、その点もあわせてお伺いをしておきたいというように思
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います。

総務部長！議 長

剰余金につきまして、今回の補正はおっしゃるとおり、大体最終的な補正で整理は総務部長

さしていただきましたが、確定には至ってないという状況の中で３億円ぐらいかなという予

想で一応見ております。

それから、交付税につきましてはいわゆる補正係数、段階補正あるいは人口密度の補正、

対応補正等の中で１億円ぐらいの減になるということと利子割の増がありましたんで、この

部分での減額、あるいは幼稚園の園児数、あるいは地域活力による補助金等の廃止というよ

うな状況の中で見直しされました中で２億１，１７８万１，０００円という今回の減額とな

るわけでございます。

それから、消防施設の分の防火水槽でございますが、一応これは消防の水利による計画と

いうものは町の方で立てておるわけです。その中で、充足率等を見た中で地域的に少ないと

ころを重点的に設置したいという考えの中で地元の用地等の確保ができなかったという状況

が過去にも何回かはあったと思います。今回の補正につきましては３基を予定しておりまし

たが、一応そういう事情の中でできなかったということで補正で減額をさしていただいてる

という状況でございます。来年度につきましては、一応今年度に未設置の部分について重点

的に設置するという状況で中と百済を予定しております。以上です。

４番議員！議 長

この近畿圏かさ上げ補助金なんですけれども、いわゆる都市近郊に伴う建築等でか４番議員

さ上げするということですが、これは来年度以降もこの補助金というのは続くというような

内容になってるんですか、それともまだ未定ですか。

総務部長！議 長

補助金そのものの制度というのが確定ではないわけですが、これにつきましては事総務部長

業量によります補助金がつくつかんということになりますんで、今年度は一応つけていただ

いたという状況です。（４番議員「これは要望だけですねんけど、地方交付税の先ほどの減

額されている内容について数字でいわゆるメモ程度で結構ですけども、出しておいていただ

きたいというように思うんです。」）

１番議員！議 長

当初予算の方でこの防火水槽について聞かせていただこうかなと思い、今寺前君の１番議員

方からありました。その件につきましてですが、今総務部部長の方から用地確保が難しかっ



－119－

た。これでこの補正予算で３基できなかったと、そして新年度予算に２基をこの予算をつけ

るわけですが、やはり用地確保が難しいのは、もう今町道に今までは町道に据えていたのが

町道には据えることができなかったという大きな理由もあるわけです。ですから、もう少し

事情に応じてやはり地域性もあると思います。また、距離も５００メートル以内だったと思

いますが、その以上離れているという、いろんな規則が限られた決まり、規則がありまして、

なかなか地域性もあって、この消火栓を設置するのが無理、難しい状態ではないかと思いま

すので、もう少しその緩和というんですか、条件をもう少し地域性に応じたものをつくって

いただければいいのかなと、ひとつ思っています。

それから、消火栓との兼ね合いですが、やはりその防火水槽ができないところはもちろん

行政の方でこの消火栓の充実について気を配っていただいてるわけですけども、この消火栓

と防火水槽の大きな違い、やはり防火水槽の方がやはりいざという緊急の場合にはこうした

防火水槽の方がいいのか、だから、この防火水槽をお願いし、設置しようとしておられるの

か、その点をどう考えておられるのか、お願いしたいと思います。

総務部長！議 長

消防施設の中で、やはり防火水槽と消火栓という消火設備というのは欠かすことの総務部長

できないものでございます。山田議員がおっしゃってるいろんな基準の中で設置をしていく

わけでございますが、消火栓でありますと、いざ火災の場合は１台の消防車の対応しかでき

ないという、こういう不利な条件になります。

それと、それから埋設管の太さによって水量が出るかどうかという問題、それと消火栓を

近隣で使いますと両方だめになる場合があるわけですね、近くでありますと。そういう面か

ら考慮しますと、防火水槽という最低４０トンの水量を誇ります水槽でございますので、こ

れは即座に何台も車が吸管を突っ込むことができるということと、それから、そのすぐそれ

と同様に補給をしていくということで４０トンの水をすべて使うのにはかなり時間の間消火

作業ができるということと、それから遠くで離れております水槽を利用して５００メーター

でありますと継続して消防車１台にタンクに補給するとかという消火の方法がとれるという

ことでありますんで、やはり防火水槽というのは設置というのは当然計画の中で考えていか

なくってはならないと、私はこういうふうに考えてます。

１番議員！議 長

今、総務部長が説明ありましたように、ですから余計にこの防火水槽については予１番議員

算で流すことなく、いろんな条件を少し緩和していただいて、やはりいざというときに、今
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総務部長が説明あったようなことを考えるならば、やはり防火水槽は絶対的に必要であると

思いますので、財産と生命を守るためにも一生懸命に、また地域との連絡をとりながら設置

に向けて頑張っていただきたいなと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

１３番議員！議 長

私、監査をさしていただいておりまして、たまたま１２月でしたか、交付税が２１３番議員

億円ほど入ってくるのが少ないということわかりまして、その時点で非常に補正が大変な補

正になるんじゃないかなということで心配しておったわけでございます。この補正予算を見

せていただきますと、非常に歳出予算の執行がとめられて、それに伴ってとめられたんじゃ

ないかなというような感じを受けるわけでございます。そのときもこれ補正ができるんかい

なと、２億円もの金、補正ができるんかいなという心配を持ったわけでございますけども、

大丈夫だというときに、その意見もお聞きしていたわけでございます。

この内容を見てみますと、例えば民生費なんかでも非常に大きく、例えば心身障害者の福

祉費で心身障害者更生援護施設の措置費とか１，５００万円も執行されてない。また、大き

なところで言いますと、児童福祉費につきましても、これ私立保育園の運営委託料が３，２

００万円執行されてないと。こういうような事実、どういうふうになっているのかと。当初

のこういう予算を組まれるときには大抵ほとんど要るだろうと思われるお金について組まれ

ていると思うんです。次の保育所費につきましても、西、真美、北保育委託料が１，８００

万円執行されてないというようなところがございます。そして、最後の方に公債費、細かい

とこ別にしまして公債費が、これも余り普通は狂わない予算だと思うんですけれども、５，

６００万円公債費が少なくて済んでるというようなところがございます。この辺につきまし

て、ひとつどういうあれで、やはりこの２億円が入らなかったためにこういう執行をとめた

予算になったのか。あるいは、公債費なんかでしたら、ほとんど普通狂わないと思うんです

けど、この辺の事情についてちょっとお聞かせ願いたいと思います。

はい、健康福祉部長！議 長

ただいまご質問いただきました身体障害者更生援護施設の措置費の件でござい健康福祉部長

ますが、これは入所されておられました方の退所の関係で支出が減ったものでございます。

それと保育の関係につきまして、１３年度当初予算の時点におきまして予測いたしました

園児数の伸びが現時点を見ました時点でその予算を充足する伸びがないと、予算よりも少な

い人数で現在保育をさせていただいてるというもので、保育料の措置費なりが減少しており

ます。これに伴いまして、当然国の措置費も歳入の方で追ってきてるという内容になってご
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ざいます。終わります。

総務部長！議 長

交付税の減額による影響かというような内容かと思うんですが、歳入としてのとら総務部長

え方としては、交付税の減額というのはもちろん影響というより大変なことだと認識はして

おります。今回、全体に４億円余しの減額予算を組ませていただいたというのは、やはりそ

の事業の内容をすべて不用額等出た部分を減額さしていただいてますんで、それに対する歳

入を充てていってるということで、この予算を組まさせていただいたわけです。

公債費の減につきましては、これにつきまして起債の確定によりますので、いわゆる起債

をつけるという事業が起債対応できなかったというような内容の中で利子の確定になってき

たということでございますので、よろしくお願いします。

１３番議員！議 長

そしたら、私立保育園の運営いうたら、保育園自身が大変私の感じではどこも満１３番議員

タン状態になっておると。余りすいてあるというとこ余り聞いてないんです。これがどこで

すいて、初めの当初予測の人数がどのぐらいの人数を予測しておって、それがどこでどのよ

うに予定が狂ってそうなったのか、その辺のこともひとつお聞かせ願いたいと思います。

先ほどのそれともう一点は、こういう意識的に減額したことはないと、ただたまたまそう

いう結果としてこういう予算になったのか。これはもう総務部長の方へひとつ、その点だけ

ひとつよろしくお答え願いたいと思います。

健康福祉部長！議 長

まず、園児の予想と年度予算当初の予想と現在の見込み数の件でございますが、健康福祉部長

まず、南保育園で当初５７６人を予定をさしていただいておりました。現実には５２８人の

保育で推移いたしております。北保育園に関しましては１，２１２人の予定に対して１，１

８３人で推移しております。西保育園につきましては１，８２９人が１，７２８人、真美北

保育園で１，７０２人が１，６２１人、労祷保育園で１，７６８人が１，７０４人、常葉保

育園で５６４人が５６１人というふうな内容で、当初の見込んでおります数字よりも少ない

数字で現在の推移がございます。終わります。

総務部長！議 長

山本議員のおっしゃった故意に予算編成をするという状況ではございませんので、総務部長

よろしくお願いします。

５番議員！議 長
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総務ですので、簡単にお願いしておきたいのがあるんですけれども、１つは歳入の５番議員

方なんですが、計画整備協力金の方は平成１２年度までは寄附金という形で歳入が相当額あ

ったわけですが、今回計画整備協力金という内容については、まだ理解把握してないので、

ご説明いただきたいんですが、指導要綱で書いたんでしたら、新しい指導要綱を資料として

早急に提出いただきたいというふうに思います。

それから、東小学校も清算できたと思いますので、事業費の財源の内訳とそれからその事

業にかかわる補助金率の一覧表といいますか、ちょっと資料として総務委員会までにお願い

できたらと思います。以上、お願いします。

協力金、計画整備協力金、５４ページね。以前は、これ都市計画の寄附金に当たる部分で

指導要綱で定められていたのが、１２年度までで１３年度で廃止になったわけでしょう。そ

れにかわるものだと思うんですけど、どういう形でどうなっているのか、全然わかって把握

できていないので、説明していただいた上でかつ新しいそういう指導要綱であるんであれば、

資料として出していただきたいということなんです。

都市整備部長！議 長

要綱等はまた後でお渡ししたいと思います。これの協力金の一応内訳でござい都市整備部長

ます。公団の民間おろしということで、開発負担金に係ります協力金でございまして、ご承

知のように奈良交通で２２戸、大和ハウスで同じく２２戸の協力金をお願いするということ

でございます。

５番議員！議 長

今奈良交通も大和ハウスも２２戸で金額が２４０万円違うんですけれども、その部５番議員

分でもどういう状況かなというのがちょっと理解しにくいんですけれども、とりわけ奈良交

通につきましては、以前にも少し指摘しましたけれど、バス操車場のあの住宅用地への転用

の部分だと思うんですけれども、奈良交通とのその事前協議がどのように行われたかといい

ますか、その用地用途の変更に当たりますので、その辺の手続的な手順についてご報告して

おいていただきたいと思うんです。というのは、北１丁目の住民の皆さんは自治会通じてご

存じだったかもしれないけれども、大きなまちづくりの変更であるにもかかわらず、議会も、

それからその周りの周辺住民も知らなかったという状況にありますので、やはりこのような

重大な用途の変更については、もっと大きな住民合意が必要であるというふうに思っていま

すので、お願いしたいと思います。

都市整備部長！議 長
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その当時の協議内容について、私ちょっと今資料を持っておりませんので、ま都市整備部長

た後で調べまして報告さしていただきます。

３番議員！議 長

下水道のことなんですけども、水洗のトイレの助成金がやはり計画どおりに水洗化３番議員

が進まなかったということで計上されているのかなというふうに思うんですけれども、これ

はことしは何件ぐらい６１ページ。何件の予定でどこの地域がどれが進まなかったのかとい

うことがはっきりわかりましたらお願いしたいと思います。

それと接続の推進事業の特別の補助金なんですけれども、これは一番初めにこの下水道の

条例が制定された以前に建物が建っていた分に対しての補助金が支給されるということがな

いようになっておりますので、その後で入居された方とか、またその後に新築された方とか

いうのはこの補助金の対象になっていないということがはっきりよく住民の方々が理解され

てなくって、実際に水洗の工事が終わってから業者の人がお宅は補助金の対象にならなかっ

たんですというふうな事柄も言われてるというのが何件か耳に入ってきてるわけですね。そ

こら辺は周知徹底というのは、どのようにされるのか、また今後下水道の接続の推進をされ

る中で、どういうふうなことに留意されるつもりなのかお聞きしたいと思います。

都市整備部長！議 長

まず初めに、水洗便所の改造助成金ということで、この当初予算を立てるに当都市整備部長

たりまして、当初は１８０件を見込んでおりました。最終的に１４６件ということで１件に

つきまして４万円の助成をさしていただいておるという内容でございます。１８０件が１４

６件という実績になったということでございます。

下段にございます下水道の接続促進事業特別補助金でございます。これはご承知だと思い

ますが、北校区、いわゆる萱野、沢、弁天、的場ですか、この地域につきましての補助金と

いうことでございますので、これは最高限度が２０万円と、２０万円以内に補助金を出して

いるということで、今知らんかったとか、そういうようなちょっと内容のことは地域には徹

底していると思うんです。この先ほど申し上げましたこの５カ大字につきましては、そうい

う内容は徹底していると思います。

以上です。

ほかに。 ４番議員！議 長

今の点と関連するんですけども、６１ページ。実際に条例等でいわゆる水洗便所改４番議員

造助成金ですね、もともとこれは促進するためにローンやその他のところでも利息としても
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活用してもらおうということで４万円の支出が決まったわけです。１つは、南都銀行の下水

道接続ローンが過去、現在もあると思うんですけれども、それの活用状況はどのようになっ

ているのか、それわかったらまた、わからんかったら委員会で教えていただきたいと思うん

です。それと、その根本的な問題なんですけれども、条例では要は決定、いわゆる供用開始

決定の以前に住んでいなければ助成金が出ないと、こういうようになっているわけですね。

そういう点で真美ヶ丘では新規に入居されてもこの助成金は出ないと、下水道を接続しても

出ないと、こういうことで条例制定後行ってきたというように思うんですね。

もう一つは、在来地域では古い建物について、要はその住んでいなかった人が新たに入居

した場合には、同じようにその条例が適用されて助成金がもらえないというようになってい

るそうです。これは、条例でいうとやむを得ない問題だというように思うんですが、従来か

ら家が建っていたところについての助成を促進するために助成をどうするのかというのは、

一工夫、二工夫いるのではないかというように思うんですね。だから、供用開始が始まる以

後に開発をしたところについては当然助成金が出ると。それ以前に供用開始があって、後か

ら移ってくると開発しても助成金は出ないと、こういうことになっているわけですから、従

来の家が建っていた、いわゆる中古物件を購入した場合の接続助成金という扱いについて研

究をしていただく必要があるんではないかなというように思うんですが、そういう点の考え

方についてお聞きしておきたいと思うんです。

都市整備部長！議 長

さっきの南都銀行のローンのことは、また後で資料をお出ししたいと思います。都市整備部長

ただいまご質問のありました件につきましては、居住の用に供する建物については接続の助

成を４万円出すと、こういう条例があるわけでございます。ですから、以前は工場であって、

その工場を取り壊して居住用の建物にかえる、それは該当すると思うんです。ですから、厳

密に言いますと、居住という一つの基本的な考え方でいけば、下は工場であって上が居住の

用に供してるとかいうような解釈。あるいは、１つの敷地内において工場があり、また住居

があるという敷地の中の構造もあると思いますが、やはり……。（３番議員「そういうのと

違うんで、中古を買いかえで買いはったとき該当しないということ、そのとき住んでなかっ

たからということで。」）（４番議員「開始後、決定告知があった以前の人は享受できるけ

ども、告知があった以降の人が住んだ場合については該当しないということ。」）はい、は

い。（４番議員「じゃ真美ヶ丘は。」）それは該当しておりません。（４番議員「いや、中

古物件を買うた人についても該当しないからね。そういう場合についてはどのような工夫が、
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何らかの工夫必要ではないかと言っとるわけです。」）当然、所有者がかわるということで

あれば、それは一つの検討課題にさしていただきたいと思います。

４番議員！議 長

というのは、結局は隣は助成金もらってると、中古物件買ってこられた方は助成金４番議員

がもらえないと、こういう矛盾が今起こっているわけなんで。水道業者も知らなかって、申

請したらもらえますよと言うて指導して申請したら該当しなかったと、こういうような状況

なわけです。（都市整備部長「真美みたいありませんがね、全部入っとりますが。」）いや

いや、真美ヶ丘じゃない、真美ヶ丘は家はないもん、要は供用開始決定のときには全部更地

やもんやな、後から来た人はもう該当しないわけよ、家を建てて入っても。

いやだから工事はするんやから。工事はしてあるけれども、いやいやあれは１軒について

必ずそれはもう在来地域でも町は責任を持ってするわけです。そっから引くやつです。（都

市整備部長「宅内の配管のことをおっしゃってるんでしょう、はい。」）

真美ヶ丘はでない。ただ条例では供用開始、いわゆる告知以降、以前の入居者に対して助

成しますということなんです。（５番議員「でも、その人が入れかわったら、期間内であっ

てもだめですということになっちゃうわけよ。」）継承できてないわけですわ。（都市整備

部長「わかりました。」）

ほかに質疑ありませんか。議 長

ほかに質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程１９番、議案第２０号、平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算議 長

（第２号）を議題とします。

本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を産業建設委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま
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せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は産業建設委員会に付託することに決しました。議 長

次に日程２０番、議案第２１号、平成１４年度広陵町一般会計予算を議題とします。議 長

本案について質疑に入ります。 １２番議員！

今回のこの予算については、町長の施政方針の中でも私見せてもらいました。詳１２番議員

細については、この施政方針の中で述べられております。しかし、私この今回の一般予算見

ましたところ、次の２つの大きく今までの予算と違ったところが出てきたなと、このように

理解しております。それについてちょっと町長のお考えを聞きたいと、このようなことで質

問したいと思います。

１つは、今回予算、平成１４年度収入予想、いろいろ予算も立てられております。今まで

のちょっと町税の収入の状況、資料で見ておりましたところ、個々住民が払ういわゆる町民

税ですね、これについては、まあまあそんな大きく減りもないなと、人口も伸びてくる。大

きくその上下、動いてない、そんなに減ってないなと、こういうふうな予想をしております。

問題は会社、いわゆる企業が払う法人税関係でございます。この広陵町の中のなかなか不

況に苦しんでいると、このような関係で法人税の額につきましては、今回この資料にも出し

てもらっております。大きく事業計画の中でも出とります。減っております。わずか年間数

千万円ぐらい、１億円を切って数千万円、それに対して個々の町民が払っていってる町民税

が十数億円と、このような大きく割合が減ってきております。通常これが大都市にいきます

と、個人が払う市民税、企業が払う法人税、どっこいどっこいぐらいになって財政が安定し

てくるということなんですが、本町の場合はどうしてもこの収入、税金については個人、勤

労者階級に負担を願って、勤労者階級が本町の税金を負担していくと、このような状態にな

っております。予算についてもそのような予想で組み立てられているところでございます。

今、真美ヶ丘ニュータウン、エコール・マミの辺、非常に大きく開発して、今回大学も来

ようと期待されているところでございます。既にパンフレットなどができて、そのパンフレ

ットを見て、ああここに大学来たら私の息子もそこに入れようかと、このような方もあって

非常に期待が高まっております。

今、ニュータウンの方、本町の税金の主たる負担者としてどんどん人口張りつきにして、

いわゆる賃金の収入を得てる方をどんどん張りつきしていかんと、この辺について財政がい

つまでも負担できるのかと、こういうちょっと心配もございます。この方針の中にちょっと
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人口の張りつきとか、そういうのはないんですが、この辺のニュータウンも後々民有用地が

たくさん残っとります。この辺についても早く多くの人口を入れて、少しでも町民税の負担

を図っていこう。この辺についても考えが必要と思いますので、１４年度の予算から見た、

本町の税負担者から見た今回のニュータウンの人口の張りつき、どのように計画して、もっ

と張りつけるようなら新しい対策もとって、どんどん住んでいただくようにして本町の税収

を安定させていく。この税収の安定という面からついてどのように考えておるのでしょうか、

これが１つでございます。

２番目に大きく変わってきたのがどういう項目でこの税金を使うのかという中で、大きく

減っているのがいわゆる公共事業、土木建築業ですか、この予算についてはもう大きく既に

箱物とか、建築関係あるいは下水道関係、このようなものについてはもう大きく減ってきた。

これは当然のことで、事業が終わったら減ってくるんですが、本町の税金の使い道も入れ物

から明らかにソフトの方向に転換してきたんちゃうか。そういうふうなことを一つ感じてい

るところでございます。

そこで、今まではちょっと景気回復しようちゅうたら、すぐ公共事業とかこういうことだ

ったんですが、もう本町ではそれがこのごみの清掃センター以外は大きな事業はないと、こ

のようなことになっておりますのんで、ソフトの重視ということで、この方針の中でもちょ

っと書いてございます。元気で優しいまちづくりを進めたいということで町長訴えられてお

りますので、この方面に予算をどんどんとつぎ込んでいって、元気なまちづくりを図りたい

と、こういうこと、町長の考えだと思います。この点について町政のビジョンというんです

が、町長の任期中の間に、この元気なまちづくりに私はこのような予算をとって元気なまち

づくりを進めたいと、というようなことについてお考えがあればちょっとお聞きしたい。

以上、この２つの点、今までの前回の町長の施政方針とかいろいろ読んでたんですけどね、

変わってきたのが予算面についてもこの辺が公共事業からソフトの面について大きく変わっ

てきましたよと。

２つ目は、税金はやはり収入を確保しなくてはなかなかこんなん事業はできないものなん

です。その収入確保というために私は毎回毎回この３月の議会になったら言うんですが、早

くニュータウン、空き地を早く人が住んでもらうようにどんどんと大阪の勤労者階級入れて、

固定資産も高く取れる、収入もそれなりの町民税が期待できるというようなところございま

す。町の経営から考えて、その辺の町長のお考えをちょっとお聞かせ願いたい。予算に絡ん

で、以上２つの点について質問いたします。
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総務部長！議 長

ただいま坂口議員の方からおっしゃっていただきましたように、本町の税収の落ち総務部長

込みということも勘案しているわけでございますが、特に法人税の落ち込みがひどいという

ことで、現在の経済情勢の中でやむを得ないというような状況で判断をいたしておりますが、

できるだけの税収の確保に努めたいということで、個人の町民税の部分についてニュータウ

ンの開発を大いに進めるべきだというふうにご提案いただいてるわけでございますが、これ

とてやはり無作為に開発を進めますと、これに伴います公共事業が追っつかないという面が

ありますんで、やはり町としては開発と、それから入居に張りついてもらう人口の張りつき

との関係でやはり考えていかなければならない問題であるというふうに考えています。

それから、おっしゃるように箱物からソフト事業に変わったということで町長がかわりま

して、やはり人づくりというものが主を占めるんじゃないかということで、まず職員の意識

改革をもって行うとともに、やはり今までの事業の見直しというものが再度必要な状況であ

ると。限られた財源を有効に利用する、有効に活用するという基本の方針の中でやはり予算

編成も必要であるということで現在の１４年度の予算編成も９８億６，０００万円という総

額での予算編成をさしていただいたということでございます。詳しい内容につきましては、

施政方針の中で町長も申し上げておりましたようなソフト事業をやっていきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。

町長！議 長

今、総務部長が申したとおりでございますが、限られた税収でございます。税収の町 長

安定を図れというお申しつけでございますが、一人でも多くの人がこの町においでをいただ

くような公共施設の整備をしながら進めていけば税収が安定的に確保ができるわけでござい

ますが、非常に冷え込んだ経済情勢でございます。税収の安定には努めていきたいと思いま

す。

また逆に、滞納整理が極めて多く発生をしておるわけでございまして、職員みずから積極

的にこの滞納整理についても税務課職員に任すことなく、全職員が一体となって取り組んで

いこうという思いもしているところでございます。それに対する方策として、全職員が納税

推進員になっていただく。そしてまた、行政のいろんなお役におつきをいただいてるお方も

ございますが、こういう人たちは滞納をしている人には、そういう職には任命しないという

思いを持っております。

また、いろんな町が契約をする人たち、物品を納入するとか、いろんな契約行為をある人
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についても滞納のある人については納税を済ませてから取り引きをするということも進めて

いるところでございます。いずれにしても、歳出にいろんな事業費は大きな予算が伴うわけ

でございますが、歳入が厳しい状況でございますので、そうしたことを十分職員も認識をし

て歳出削減に努力をしているところでございます。

それから、元気なまちづくりに対するどんな内容かというふうなことをおっしゃっていた

だいたわけですが、施政方針でも述べましたとおり、人に優しいまちづくりをさしていただ

こうと、それは職員がやっぱり中枢のサービス会社の中枢センターでございますが、職員が

知恵を絞って汗を流して頑張っていこうと。町民の皆さんと力を合わせてこの窮極に乗り切

っていこうと、そういう思いで諸般のいろんな事業を取り組まさしていただいているところ

でございますので、どうぞご協力をいただきますようお願い申し上げて、ご説明といたしま

す。

１番議員！議 長

町長の施政方針を読ませていただきました。特に、今回は昨年の予算よりも大幅な１番議員

減の予算になっています。その中の二、三、細かい点ではありますけれど聞かせていただき

とうございます。

１つは職員の互助会の補助金、これは昨年までは６７５万円をついておったわけですが、

今年度はこの２６０万円に、３分の２減になっとるわけであります。こんなに減っていると

昨年までこの支出の中身はどうだったのかと。公平に歳出、出しとったのかどうかという、

ある面では疑うところもあるわけでございますので、これをきちっと説明していただきたい

と思っております。この中身についてであります。

それから、５５ページの委託料についてでありますが、これは昨年ＦＭラジオ放送委託料、

いわゆるＦＭの西大和株式会社に委託内容として町広報記事をもとに７つから１０の話題を

毎日１０分間放送、朝午前７時３０分から８時までの５分間、そして夕方午後６時から６時

３０分の間の５分間、この予算を昨年は２８万４，０００円を予算計上したわけですが、こ

としはこのＦＭラジオ放送委託料がないわけでありますが、これはどうしてどっかに見落と

しているのかどうかわかりませんが、この項目にないわけでありますが、これはもうやめた

のか。なぜ、やめたら、なぜやめたのか。それをきっと楽しみしておられる方も中にはいら

っしゃったのではないかと思いますし、その理由をお願いしたいと思います。

それから、ページの１４３ページでありますが、この県の防災行政無線システム整備事業

負担金、この８１８万８，０００円、これは衛星系とか地上系の防災行政無線の導入し、予
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算がついてるわけですが、私は今香芝広陵消防組合の議員としても先日この組合の予算を見

せていただきました。香芝広陵消防組合にもこうした防災行政無線システムの整備事業負担

金７６９万円ついてるわけであります。この町にあるものと香芝広陵消防組合にあるこの無

線システム整備事業とは、どのように違うのか。住民生活の安全確保の充実のためにとはう

たってあるわけですが、同じようなものがこの小さな地域に片方では消防組合にあり、片方

では町の行政にあると、これはどうしてこのようになっているのか、説明していただきたい

のと。それから、整備事業には、これ何年かかるのか、説明をお願いしたいと思っています。

それからもう一つ、５５ページですが、町長の施政方針にも見えましたように、町村合併

のための５０人会議の委員の謝礼として７５万円計上されておるわけでありますが、５０人

という人数は私にとっては会議としてはなかなか掌握できないのではないかと。まだ、私の

頭の中に５０人というのは本当に一人一人の意見が聞くことができないのではないかと、た

だ集まってこの謝礼としてのお金を出すだけではないかなという私自身は心配しているわけ

ですが、この５０人のこの会議の委員はどのような会議をされようとして、どんな意見を聞

こうとされているのか、その辺を少し説明していただければなと思っています。

それから、昨年の１２月の一般質問でさしていただきました真美ヶ丘第二小学校の学童保

育の育成クラブの緊急避難ばしごについては、この当初予算でつけていただきました。それ

について早急にやっていただけると思いますけれども、どのような形で安全面を確保し、そ

していつごろから工事にかかれるのか。その点、まず初めに聞かせていただきたいと思いま

す。よろしく。

総務部長！議 長

まず最初に、職員互助会の補助金ということで２万５，０００円を補助を今までし総務部長

ておりました。１４年度からは１万円ということで補助金はさしていただいております。こ

の残りの部分につきましては、まちづくり振興費の中で職員が研修に行ってもらうというこ

とで、町村合併も含めたいろいろな行政課題がありますんで、この部分に職員大いに勉強し

ていただこうということで、予算を２５０万円ほど計上しております。２万５，０００円の

内容でございますが、互助会活動の中でいわゆる職員の福利厚生費という名目で補助してお

ったわけですが、この内容的には旅行費用がかなりの部分を占めておるということで、職員

がそろって旅行を実施する、あるいは旅行に参加しない部分の職員の掛け金等がございます

ので、その部分も含んで使うということはいかがなものかというような議論になりまして、

これを検討さしていただいたということで、１万円ぐらいがこれ妥当な線ではないかと、互
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助会の活動としてもやってもらえるんではないかというような判断の中で１万円というもの

で予算を組まさしていただいたわけですが、この１万円とて高いか安いかというのはなかな

か議論はあると思います。一応、１万円ということで予算編成をさしていただいて互助会の

中で活動をお願いしたいというふうに考えてます。

それから、ＦＭの部分で一応防災時に対応できるという内容で一応委託をしたわけですが、

この西大和にあります情報を流す内容が逆に日が済んだ内容を流していただいたということ

があるんで、これに対する苦情の方が多いわけですね。せやから、何のために情報を流して

いただいてるんかわからん、とにかく町の広報を取りに来られてその行事等を流された時点

ではもう既に済んでたというふうな情報で、情報を得られた方からもうその場所に行ったら

やってませんやんかというような苦情があるというような内容から、これはもう一つかえっ

て混乱を招くという判断をしました。それと、今防災無線の内容と関連するわけですが、こ

の辺の地上系の整備をされてくる。この情報は、自治体あるいは消防署には同時に流れるわ

けですが、同じような形態なんですが、これが流れて今後課題としては、これを住民の方に

どのような状況で情報を流せるんかということがもう前々からの課題があります。それと、

防災計画の中でうたっておりますその情報を提供する手段というものを再考する必要がある

ということで、一応今現在総務課の方で、担当で検討するように指示はしておるわけでござ

いますが、やはり有線でありますと災害時は役に立たないという状況ができますんで、やは

り無線ということに的は絞られてくるんではないかと、そうすると費用的にかなりの費用が

かかるということになりますんで、この辺も慎重に協議を進めていきたいと、かような状況

の中でございます。

それから、あと５０人会議につきましては、市町村合併に対しますご意見をできるだけ住

民参加のもとで聞きたいと、お聞きしたいということで、こういう会議の編成をするという

ようになったわけですが、山田議員おっしゃるように５０人の会議を開催したときに、それ

ぞれの意見を言ってもらうととてもやないけどまとめるというのは至難の業だというふう

には考えております、それは。会議の運営の仕方と申しますか、いわゆる課題を提供したい

と、行政側としての課題を提供して、この課題に対してどんなご意見をいただけるんかとい

うような会議の運営に市としてはしたいなというふうに今のところ思っておるわけです。そ

れと、フリーな意見というものは、やはり住民の方々それぞれお持ちだと思います。その辺

の意見も取り入れていく方法というものもこれからも考えていきたいと、かように考えてま

すので、よろしくお願いします。（１番議員「防災の行政無線の消防署と行政との違いとい



－132－

うもの。」）行政と消防署とは同じ状況になるわけです、内容的には。この整備は、今年度

と来年度と２カ年というようなふうにちょっと聞いておるんですが、この辺ちょっと確定し

てませんので、私の方も認識ちょっと薄いんで、ここらまた確認して事業の計画年度につい

ては、委員会でまたご報告さしていただきたいと、かように思います。

健康福祉部長！議 長

ご質問いただきました児童育成クラブの緊急避難ばしごの工事の件でございま健康福祉部長

すが、１２月に一般質問いただきまして、現状と消防署等の意見をも参考に本年度予算の児

童福祉総務費で工事請負費の計上をさせていただきました。当予算が成立いたしまして、速

やかに着工に着手していきたいという予定を持っておりますので、どうかよろしくお願い申

し上げます。非常はしごでございます。

１番議員！議 長

県の防災行政無線システムの整備につきましては、やはり消防署と行政とはよく似１番議員

たものであると、今総務部長が言われましたが、高額な、期限多分２年ぐらいでこの整備事

業終わるのじゃないかなと思ってるんですけども、同じようなものがこうしたあの双方、小

さい狭い中で同じようなことをやってるのにむだではないかなと、私は今話を聞きながら思

ったんです。もっと横の連携をとりながら、こうしたすることは一緒ですので、地上も衛星

も同じようなシステムを導入されるわけですから、その点はもう少し考えてもよかったので

はないかなと思っています。

それから、市町村合併について５０人、いろいろやはり５０人で会議するというのはいろ

んな意見を聞くっちゅうのは、もう同じ人ばっかしが言うて、ただ聞いて、参加するのに意

味があると、そういうことを町長は期待されているわけではないと思うんです。いろんな意

見を聞く、それはまあ５０人のこの委員の中でも分科会を通して、この部もこの部分もいろ

んな形でいろいろと考えてあるわけですけども、その辺を有意義にできて、ただ参加して報

酬を払うてたというだけではなく、どうぞよろしくお願いしたいなと思います。

それから、教育委員会にお尋ねしたいと思います。４月１日から完全学校週休２日制の実

施に伴いまして、子供たちが豊富な体験によって豊かな心がはぐくめるよう社会教育施設で

の社会体験、文化・スポーツ活動ができるよう、授業の充実をすると町長はこの施政方針で

言われました。その中身を具体的にお聞かせしてほしいわけですが、１つは子供たちに父兄

にこの週休２日制についてどう活用せよと、教育委員会としては指導しておられるのか、何

か文章とかで説明をされているのか１つ。
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それから、文化芸術振興基本法、平成１３年１１月に成立したわけであります。この４月

１日から学校完全週５日制を受ける形で文部科学省が国立の主な博物館と美術館の小学校、

中学校の入館、観覧料を４月からすべて無料になります。近畿地区では４つの博物館、美術

館があるわけであります。学校単位で行く場合は引率の先生の分も無料になりますので、大

いにこうしたことを活用して本物に接する機会を子供たちに勧めてもらいたいと思っており

ますが、その考えを聞いておきたいと思います。

それから、図書館も開館５周年を迎え大勢の利用者でにぎわってうれしい限りであります。

町長の施政方針でもありました。今、１人５冊が上限となっている貸出冊数を少しでもふや

してほしいという子供たちからの声があるのではないかと思いますが、この貸出冊数につい

ての上限５冊をもう少し緩和してもらえないかという声もありますが、その考えはどうかと

いうことであります。

それから、学校図書の充実について最後にお聞きしておきますが、２００２年から調べ学

習や総合的学習など、学校図書館の資料や情報を活用する新しい教育がスタートするわけで

ありますが、広陵町内の学校の方はどうか。また、２００３年から１２学級以上のすべての

学校に司書教諭が配置され、学校図書館の利用や学校での読書活動を推進するようになるが、

その体制は今後とられるのかどうかであります。

私が学校図書館の蔵書冊数を調べたところ、平成１３年５月では東小学校では４，０６１

冊、西小学校で８，５３６冊、北で６，４２６冊、真美ヶ丘第一小学校で８，３４１、真美

ヶ丘第二小学校で８，２４７、広陵中学校では９，８７５、真美ヶ丘中学校では７，６９０

冊、合計５万３，２１６冊であります。これは目標冊数に達していない学校図書館の蔵書と

いう全国で文部科学省が調べた数値は、やはりいわゆるクラス数によって目標数値が違うわ

けでありますが、広陵町においては残念ながら目標数に達していない冊数であります。大体

ちなみに広陵東小学校で計算しますと大体５，０００冊が目標であります。それから西小学

校では１万３００冊ぐらい、それから北小学校では７，８００冊ぐらいではないか。それか

ら真美ヶ丘第一小学校では１万３００冊、第二小学校では１万５００冊ぐらい、広陵中学校、

真美ヶ丘中学校では１万２，０００冊ぐらいではないのかと、こういうクラス数で計算する

方法があって、それをはじき出すとこのような数字になっとるわけであります。そして、１

３年度からにおいては、やはり司書教諭が配置されるわけでありますが、それについてどの

ように思っておられるのか、お願いしたいと思います。

それから、母子健康手帳についてお伺いしておきたいと思います。母子健康手帳は、この
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４月から新しくなるのであります。母子健康手帳は妊娠、出産、育児に欠かせないものであ

ります。母子健康手帳の利用状況調査でも子育てに役に立ったとの結果が出て、よく活用さ

れているのは事実であります。サイズが指定されて今まではおりましたけれども、この４月

から地域の実情やニーズに応じて自由に決定できるようになったのであります、いわゆる大

きさがですね。広陵町はこの前のようなＡ６サイズから変えたのか、それとも今までどおり

なのか。サイズを大きくしてほしいとの要望はあったと思うわけでありますが、新しくなっ

た今回は中身で、夫である父親の育児参加を後押しする点が盛り込まれたほか、母親の育児

不安への配慮をするなど、現代の子育てに係る問題に即した改正が行われたようであります。

広陵町の母子健康手帳はどのように変わっているのか、変わっておれば教えていただきたい

し、今のままであればそうなのか、変えようとすることはないのかどうか、その点をお願い

したいと思います。以上です。

はい、健康福祉部長！議 長

母子健康手帳の件についてご質問いただきましたので、その概要をご報告申し健康福祉部長

上げます。

ただいま山田議員のおっしゃいました内容に基づく母子健康保健法の改正がございました。

手帳のサイズにつきましては規定が今まであったわけでございますが、それが除外されてサ

イズは自由となっております。本町の場合、従来のサイズの手帳、Ａ６判で対応を続けてい

くという内容で現在予定をいたしております。

なお、それと記載の内容につきましては、母子健康保健法の改正に伴った内容に沿ったも

ので準備を進めてまいっております。これにつきましては、各市町村がそれぞれで手帳をつ

くっていくのではなく、一応県の指導のもとに統一した内容での記載内容というもので準備

作業にかかっておるというところでございます。終わります。

はい、教育長！議 長

ただいまの山田議員さんのご質問にお答えいたしたいと思います。教 育 長

学校５日制につきましては、もう既にご承知のとおりに学校教育だけで教育というものは

すべて完結するものではないと考えております。いわゆる学校・家庭・地域、中でも今度の

この５日制につきましては、家庭や地域における生活時間の比重を高めていこうと、その中

で生きる力を育てていこうというのがこの５日制のねらいでございます。したがいまして、

５日制の趣旨あるいは家庭等にお願いすることにつきましては、教育委員会といたしまして

広報で掲載させていただきました。
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なお、学校におきましては、さらに小・中あるいはそれぞれ学校の特色を生かした５日制

の趣旨を踏まえて各学校ごとに保護者あてにその説明文を配布するように指示しております。

従来でしたら、教育委員会が一括各学校の分を印刷して保護者に配布するという形をとって

おったわけですけれども、いわゆる学校にもやはり責任を持ってもらうという、そういう学

校の自主性ということも尊重したいということから、各学校で５日制の趣旨を踏まえて各校

種別に、また学校独自のＰＲの方法をとってもらうように指示したところでございます。

それから、その施設の開放等、あるいは５日制に伴いましてのご質問でございますけれど

も、現在、社会教育の面におきまして現地で学ぶ歴史教室とか、あるいはわくわく文化財教

室、あるいはうきうき工作教室、うきうきにしたいかわくわくにしたいか、今のところちょ

っと考えてるわけですけれども、うきうきして工作してもらってけがしてもらっても困りま

すので、そのあたりの表題は考えていきたいと思っておりますけれども、そういうような行

事を現在計画しております。

さらに、４月１日よりそれらの趣旨をも踏まえて公民館、体育館等についての休日の開放

ということも含めて規則改正を実施したところでございます。そういうようにして施設も開

放し、またそういう社会教育の場での講座的なものも計画しております。さらに、現在公民

館にあります各種の講座もありますけれども、これは講師の先生のご意見も聞かなければい

けないわけですけれども、もし子供たちが入ってふさわしい内容で、しかも人員的に余裕の

ある教室には子供たちも参加できるようお願いしていきたいと、これを関係課の方に現在指

示しているところでございます。

それから、町立の図書館の冊数の１人５冊の貸し出しということにつきましては、またち

ょっと検討してまいりたいと、ご意見を踏まえながら検討してまいりたいと思っております。

それから、学校の図書室の司書教諭の件でございますが、現在、学校によって相当１人し

かおられない、資格を持っている先生が１人しかおられない学校、あるいは何名かおられる

学校もございます。現在、小学校では１２名、中学校では５名の司書教諭資格を持った先生

がおります。これは転勤等によりまして、多少年ごとに変わってきます、人数につきまして

は。そして、ことしは中学校では大体両校合わせて８人の先生が減になる、定数上。それか

ら、きのう聞いた話ですけれども、さらに２人の先生が減になるかもわからないという、１

人の生徒のためにというのは変ですけれども、１人の生徒が転出することによって。そうい

うようなこともありまして、今現在のところ、その先生の転出先を県教委とともにどういう

ように移転先を見つけていくかということで、今のところ非常にエネルギーを使っている、
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県教委も使っているところでございます。

また、この司書教諭につきましては、学校の校務分掌によっても学級担任も持っていただ

きたい先生である、その先生に司書教諭としてその仕事をしてもらえるか、あるいは学校の

主たる主任の校務分掌を与える人に司書教諭を持ってもらえるかどうか。司書教諭の資格を

持っておられる先生の中ででもそういうようなことがございます。そういうことで、今度こ

の期限までに各学校に置けるように、さらに資格をとるように、強く奨励していきたいとい

うように考えております。

それから、次に学校図書館の冊数の問題で、議員ご指摘のとおりに確かにやや少ない部分

があるわけですけれども、これにつきましては、調査の仕方にもよると思うんです。例えば、

単行本的なものも冊数に入れるか、あるいは備品的な本だけをこういうようにして調査の結

果としてあらわれてくる。あるいは、学校の多少考え方によって、３年あるいは５年で廃棄

する。学校の考え方によって、そういう多少の差がありますので、数的には確かに基準より

もやや低いかのように思いますけれども、その辺の中身をさらに検討して統計していかなけ

れば、やや現在のような数値になっているわけでございますので、今後、さらにそういう単

行本的なこと、本も入れてするか、あるいはもう何といいますか、廃棄をしないようにした

らだんだんふえていくわけですけれども、そのあたりが非常に難しい部分がございますので、

その辺をご理解いただきたいと思います。現在、中学校では１学級５万円、小学校で３万円、

幼稚園で１万円の予算化を例年お願いしているものでございます。以上でございます。（１

番議員「昨年からはね、このように学校図書の予算が国の方で１０８億円とかついても、よ

くついたということが現実ですので、それをどう使うか、予算取りをしてくるかということ

が課題ですので、ひとつよろしくお願いします。以上です。」）

１４番議員、お待たせしました。 １４番議員！議 長

この１４年度、これは町長初めての予算でございますが、財政の非常に厳しい中、１４番議員

町民皆さん方の要望を相当取り入れてやっていただいておる。そして、町長の立候補された

巡回焼却場、これも一生懸命三役を初め部長、その関係者が一生懸命取り組んでいただいて

おることは非常に結構だと思います。私たちも議員としていろんな角度からも協力をしてい

きたいと思います。そうして、この予算をやはりせいぜい早く、ひとつ議会が成立しました

ら早く執行をしていただくということが一番これは肝心だと思います。私は一番この地元の

問題としてこの巣山古墳の問題ですが、林田町長のときにも一般質問をいたしまして、教育

長も非常に取り組んでいただいておることを感謝をいたします。そうして、発掘調査も必要
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ではございますが、何といいましても馬見丘陵公園、これが非常にどんどん進んでおります

し、それに隣接しておりますので、やはり地元の人たちはやはりこれの公園化といいますか、

池の堤防のこの公園化というのが一番望んでおられる、発掘も非常に肝心だとは思いますが、

ひとつ池の非常に巣山池も古いので、斉音寺としてもコンクリーしてこのはがねの緩んだと

ころはコンクリーをなさっておりますが、非常に東の方なんかはもう大分はがねがとれて傷

んでおりますので、今度３，０００万円近くの予算を組んでいただいておりますが、ひとつ

この地元の皆さん方の一番希望は馬見丘陵公園の開発とともに、マッチしてこの堤防の公園

化をひとつ進めていただきたい。これを私は切にお願いするわけで、また文化庁あるいはそ

ういう陳情が必要であれば、いつ何時でも私たちも町長とともに教育長とともに参上いたし

ますので、ひとつこの問題を地元としては私ももう再三皆さんから言われておるので、一般

質問はしようとは思いましたが、もうこうして予算３，０００万円余り組んでいただいてお

りますので、もうこれで質問をさしていただきまして、今後町長のその堤防、あるいははが

ね、これの問題についての大体進めていっていただく、大体町長の見解といいますか、検討

のほどをひとつお願いを申し上げたいと思います。以上でございます。

町長！議 長

ただいまの松本議員のご質問でございますが、厳しい当初予算、対前年比マイナス町 長

１２％の当初予算を提案をさせていただいたところでございます。執行をより早くせよとい

うことでございます。私どもはご提案をさしていただいたこうした予算案についてご決定を

いただきますれば、適正に、そして速やかに執行できるような早期執行体制をとっていきた

いと思っております。

また、巣山古墳につきましても、外堤の公園化を早くやってくれというのが地元のご意見

でございます。十分承知をしております。昨年度から始まりましたこの巣山古墳の整備も１

０カ年で整備をするという方針でございまして、事業の手法につきましては地元の意を十分

尊重して進めてまいりたいと、そういう意向で考えておりますので、どうぞよろしくお願い

します。（１４番議員「ありがとうございます。よろしくお願いをいたします。」）

教育委員会事務局長！議 長

整備の方針等計画につきまして、ご説明申し上げます。教育委員会事務局長

平成１２年から１３年にかけて、けさもご説明したようにと、発掘調査等踏まえた中で、

樹木の伐採、墳丘並びに外提の範囲等の確認で進めてきたわけでございます。平成１４年か

ら本格的な工事に入っていくわけで、今のところ国の方からも順調に平成２１年の完成を目
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指して、１４年についても補助金をいただく形で進めております。平成１４年には、墳丘の

外提部分の護岸工事、いわゆる墳丘部護岸工、今もおっしゃってたようにと漏水等をも兼ね

た形で、漏れないような方向で整備してまいりたい。また、大提部の護岸工についても、並

行して北の東寄りから平成１４年からかかってまいりたいと、かように思っております。

周辺の外提の公園化等云々につきましては、国の方とも調整した中で、できるだけ地元要

望にこたえられるような形で整備できるものであれば整備して、今後まいりたいと、かよう

に思っております。どうぞご協力のほど、よろしくお願いします。

ほかに。 ３番議員！議 長

今回、地方交付税が非常に削減されました中で、清掃センターの関連予算とかいろ３番議員

いろ計上されまして、各課の方には１０％の予算削減ということで、非常にご努力をされて

きたというふうに思うわけですけれども、その削減の見直しの中で、どういうふうな問題点

とか具体的な内容についてひとつお聞きしたいというように思います。

それともう一つ、町長の施政方針の中でも人に優しいまちづくりということで、町の役場

の窓口業務を町内５カ所で一応一定の部分、相談も含めてやっていくということを施政方針

の中で言っていただきまして、やはり今までだって皆、町民の皆さん方が非常に利便性の問

題で困ってこられたことに対して、ちょっと前向きに取り組んでいただいてきてるのかなと

いうふうに思うわけですけども、ただ時間的な問題とか、それからやっぱり土日とか、そう

いうふうな具体的な内容につきましてどういうふうな取り組みをしようとされているのか、

内容的にお聞かせを願いたいというふうに思います。それに対しまして、それと予算はどれ

ぐらいのものを考えておられるのかということも、あわせてお聞かせ願いたいと思います。

それと、児童育成クラブの件なんですけども、先ほどもなにされましたように、週休完全

２日制ということになりまして、お母さん方、またお父さん方の仕事の大変厳しい状態で土

曜日が休みのお宅というの、今までは休みだったけれどももう休めなくなってきたと、また

残業で帰りが遅くなってきているというふうな形で、子供さんを取り巻く情勢というのは非

常に厳しくなっていく中で、どのような過ごし方がされるのか、またそれに伴って児童育成

クラブの果たすべき役割というのが非常に重要になってきているというふうに思うわけです

けども、それに対する取り組みとそこの保母さんです、携わっておられる方々に対しての待

遇の問題をどのような形で考慮されているのかということをお聞かせ願いたいと思います。

それから、清掃センターの修繕費の件なんですけれども、前年度に修繕費がずっと７，０

００万円からの修繕費がずっとされてるわけですけども、今年度は少しそれが下がってきて
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るわけですけど、具体的に何か下がる要素というのがあったのかどうか。それと、消耗品な

んですが、今までは１，４００万円程度、少ないときですと１１年度の決算ですと８３４万

円ぐらいの金額でされてきたわけですけども、今回非常に厳しく、実情にあわせて予算の見

直しをされている中で、二千三百何万円というふうな計上がされてるわけですけども、この

消耗品が非常にふえてきてるということに対しては具体的な内容が、どういうふうな内容が

あるのか、それをお聞かせ願いたいと思います。

総務部長！議 長

今回の地方交付税あるいは徴税の減収に対して、やはり歳出の見直しということで、総務部長

まず一つのきっかけとして、やはり経常経費の見直しを１０％カットという方針のもとで見

直していただきたいということで、各部長さんに通達をさしていただきました。その中で、

やはり現在の事業がこれでいいのかという基本的な考えから初心って申しますか、まず最初

の段階に戻っていただいて、再度見直しをかけていただきたいと、そういう中ですべて職員

が知恵を出して考えていただいた集大成が今回の予算編成になったということで、結果的に

はみんなが認識していただいて、この予算を限られた財源の中で有効活用をしていこうとい

う意識の改革になったというふうに考えております。

それから、サービスカウンターの設置でございますが、町長が申しておりましたように、

やはり住民票等の交付だけに限らず、やはり行政に対する相談等の窓口を設けるということ

で、身近なところに役所があるという認識になっていただきたいということで、それぞれ機

械等の購入費をまちづくり振興費あるいは戸籍住民基本台帳費、この中でも見ておりますん

で、その機械あるいは案内、その施設に対して最近日本人だけじゃございません。やはり外

人の方もたくさんおられますので、役場庁舎、それとほかの公共施設においても同じことで

すが、そういう外人の方にでも対応できる大体５カ国語ぐらいの内容での案内板の設置もし

たいというふうに考えております。やはりすべての人に優しいという庁舎、あるいはまちづ

くりを目指しておりますので、よろしくお願い申し上げます。

ほかにありませんか。 健康福祉部長！議 長

育成クラブの件についてご質問いただきましたが、一般質問の通告をいただい健康福祉部長

ております松野議員と片岡議員のお二方から共通する質問をいただいております。この答弁

の関係もございますので、それは別といたしまして現在の状況といたしましては、土曜日の

対応は既に検討に着手をして、対応としては準備しております。以上でございます。

環境部長！議 長
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清掃センターの修繕費が若干安くなっているということでございますが、バグフィ環境部長

ルターを設置いたしましたときに関連の修理も行っておりますので、その関係で精査いたし

まして不要な部分を落とさしていただいてるということと、経費の見直しという点もござい

ます。ただ、消耗品はふえてるんですね。（３番議員「はい、ふえてます。」）増加の内容、

やはりバグフィルター設置によります諸材料等も、やはり年間通じて量が確定しましたので、

そういった薬剤費等もふえてくるということでご理解いただきたいと思います。

１３番議員！議 長

ちょっと二、三、質問さしていただきます。１３番議員

まず１点は、交付金、４億円余り減額になっておるということでございますが、我々今ま

でよく言われておりまして、起債したら交付金による有利な起債と、後から交付金で戻って

くるという部分については、この減額の対象になってないのかどうかということがまず１点

でございます。それがどのぐらいの金額であるということがわかれば教えていただきたいし、

それからその残りでもし４億円も下がっているというたら大変な減額のことでございますの

で、ひとつこの辺お願いしたいと思います。

それと、ちょっと実は創意的に聞きたいんですけれども、３６ページで基金の繰り入れと

いうことで、環境施設整備基金繰入金で３億円余りやっておられます。これが５３ページの

とこですか、見ましたらこの新清掃センター施設建設基金積立金で３億５，０００万円、こ

れの資金対応にお金を使っておられるのかどうかということでございます。

その次に、職員の研修費と、これ施政方針で町長が述べられております、この点について

ちょっと町長に２５０万円計上されております。多分これだろうなと思うて見ておるんです

けれども、５９ページの旅費、特別旅費２５０万円、これがこの研修費だと思うんです。な

ら、これについて、これは非常に研修というのは大事なことでもございますが、方向性を間

違いますと何の意味もないもんになってしまうおそれがございます。その辺、町長は研修と

いうことについてどのようにお考えなのか、まずどういうことやって、どうしようというこ

とで積極的にいろんな議論をやって、そしてその中でそしたらこういうやるために方法が非

常にわかりにくいとか、ように勉強しなきゃいけないという場合に、何だ、こんないいこと

やってるからあそこへ研修に行こうじゃないかとか、いろんなそういうスタイルがあると思

うんです。この辺、単に研修費を上げて単に研修しただけでは実績が上がらないというのは、

私も長年農協で勤めておりまして、その実感は持っております。仕方によってかなり変わっ

てくるということ、これについて町長のお考えをまず、これをお聞きいたしたいと。
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それから、その次にこれも施政方針演説でおっしゃってるわけでございますけれども、靴

下産業振興事業補助金でことしは５００万円、去年までは確かに１，０００万円だったと思

いますんやけども、県の方から来てた５００万円がもうなくなって町単の５００万円だけに

なっているんじゃないかと思うんですけれども、これにつきまして施政方針演説で、こうこ

うで１５業者が提携する直販店舗、ＳＯＣＫＳが昨年１１月にオープンし企画、生産、販売

を一体化した実態の取り組みを始めてまいりましたということで述べておられるんですけれ

ども、これの実態を町長自身は把握しておられるのかどうか、本当にそれぐらい、どのぐら

いの効果を上げ実際にどうなのかというとこは把握しておられるのかどうか、また去年まで

１，０００万円ずつ出ておりましたんですけれども、これに対する実際実情です、その辺ど

れだけどうであったか、これはもう非常に違法預金とかというのはこういう産業振興に対す

る補助金とかというのは出しっ放しというのはいけないと思うんです。やはりそれに対して

効果的にやり、またそれに対するアドバイスも行い、そしてより効率を上げる使い方をしな

いと何の意味もないばらまき行政にならんとも限らないと思います。現状はどうか私もわか

りませんので、しっかりやっていただいてるとは思いますんやけども、町長はその辺ちゃん

と実態を把握しやっておられるのかどうか、この辺ちょっとお聞きしておきたいと思います。

それから次に、人づくりで１００万円の予算です。

５９ページに同じくこれ、人に優しいまちづくり推進事業モデル地域助成金ということで、

新しく町長がモデル地域をつくってやろうと、これを具体的にどういうことを考えておられ

るのか、これ助成金になってます。助成金でやられるのか、そりゃ助成金って書いてあるん

だから助成金だと思うんですけど、本来事業としてその地域の事業にかかわって事業主体が

地域であって事業をやると、それを町が資金及び人的に支援していくというような形を考え

られておるのか、単に金を渡して勝手にそっちでちゃんとしなはれと、事業の承認もしない

でするのか、そういう事業だったらこうやりましょうとかというようにかかわってやられよ

んか、これあしたの質問の中にも、一般質問の中へ入っております。しかし、ちょっとこの

助成金というのをカットしていまして、だからあくまでも助成金でやっていかれるのかどう

か、この点についてそれだけで結構ですので、ちょっとお答え願いたいと思います。

総務部長！議 長

今回１４年度予算の交付税の４億円の減ということで、これにかかわりました今ま総務部長

で交付税算入される率というものがおってるのかどうかというようなご質問でございます。

これに対しましては、やはり平成１４年度の予算編成方針が閣議決定されております。昨
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年１２月４日に閣議決定の中で、やはり公共事業に係る地方負担については原則として充当

率を引き下げるというような内容で、それに対する交付税の充当率も当然下げてきておるわ

けです。この辺の内容あるいは補正計数に用いますいわゆる交通事故の発生件数あるいは幼

稚園の園児数あるいは保育所の入所者数等もいろいろ数値は細かくあるわけですが、この辺

の積算に基づいての減額となるということでございます。

それから、３６ページの方の環境施設整備基金と申しますのは、土地開発にかかわります

負担金、今までいただいておりました、業者から。この基金の積立金でございます。今回清

掃施設の新清掃施設に積み立てます基金は、新たに積み立てる基金だということでご理解を

いただきたいと思います。（１３番議員「それを現実に考えてやったんかと、それはもう関

係ない。」）ええ、ないです、はい。

町長！議 長

数多くのご質問をいただきましたが、職員研修費でございます。２５０万円を見さ町 長

していただきました。基本的には、職員がもっとしっかり頑張っていただこうと、そういう

思いを持っております。井のカワズにならないようにということは申し上げておりましたが、

国や上部機関がいろんな研修を催しておるわけですが、なるべく行かないようにと、また１

人行ってはどうかとかという、きょうまではそうした体制でございましたが、積極的に先進

の市町村を見ていただくと。議員さんは研修をあっちこっち行っておられるんですが、私ど

もは議員さんの方が詳しく知っておられるというケースも多々あるわけでございまして、も

っと職員が勉強していただこうと思います。

また、合併がございます。これも避けて通れない合併でございますが、広陵町の職員は何

やと言われても困りますし、いろんな合併のやっておるところ、また合併を今進めようとさ

れているところ、また合併はだめだとおっしゃっているところ、いろいろケースがあるわけ

でございますが、こうしたところをいろんな角度で見ていただこう。例えば、財政分野の担

当の職員はそうした財政のことを重点的に見ていただく、また商工振興等についても合併に

よるその後はどうなってるのかどうか、こういうところも各分野でそれぞれ課題を持って研

修をしていただこうというのがねらいでございます。もちろん互助会等の経費を削ったいき

さつもございますが、職員に互助会の補助金を出しているというよりもこうしてご勉強いた

だく、そういう思いで２５０万円を組ましていただきましたので、どうぞご理解をいただき

たいと思います。

また、商工会のＳＯＣＫＳ等については、認識をしてるかどうかでございますが、私ども
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オープンをして、その後時々寄せていただいておるところでございます。いろいろご意見も

あるわけでございますが、実態の確認等については今月に成果の発表が私どもと事業部担当

の職員が行って、協議をさしていただくわけでございます。その際に、今年度の報告をこう

したＳＯＣＫＳのその店舗の状況を報告をいただく、今後どうするかということもご協議を

いただくことになってございまして、その数値を楽しみにしているところでございますので、

細かな実態確認はしておりません。今月中に取りまとめをしていただきますので、その際に

協議をさしていただくつもりでございます。

また、人づくりに１００万円の助成金を計上いたしておりますが、本来ならば広陵町一円

が人に優しいまちづくりを、また人が優しいまちづくりを進めていただこうと思うわけです

が、これも膨大な費用がかかるわけで、とりあえず地域を限定をして重点的にその町から人

に優しいいろんなことでもいいわけでございますが、モデル的になっていただこう、そして

町内に波及をしていこうと、そういう効果をねらっているわけでございまして、全くお金を

ばらまいてやるのではなく、私どもも出かけまして一生懸命その町が発信基地になるように

進めていきたいと、そういう願っているものでございます。お金を渡すだけではなくして、

私も職員も手がけて、いいまちづくりを核となるところを各校区ごとに１カ所ぐらいは指定

をできるのではないかと、応援をさしていただきたいと思っている次第でございます。

１３番議員、よろしいですね。 ３番議員！議 長

済いません。２回目の質問なんですけども、先ほどサービスカウンターの相談窓口３番議員

の件だったんですけれども、ここに先ほどの質問の中で機械とか設備費に対してどれぐらい

かかるのかということをお聞きしてたと思うんですけど、そちらの方のお答えが抜けてたん

ではないかなというふうに思います。

それと、エコール・マミなどに役場の出張所をつくってほしいと言われている住民の多く

の方々は、やはり土曜日、日曜日の対応ということを特に望んでおられたわけですけれども、

ここの今現在５カ所設置の予定のところに対しましての時間的な対応というのはどのように

考えておられるのか、そこのところもお願いしたいと思います。

それと、もう一つなんですけども、母子家庭を対象にしました児童の扶養手当なんですけ

ども、離婚とかやっぱりシングルマザーがここ数年非常にふえてまいりまして、毎年４万人

を超えているのに所得制限を強化するということに対して給付総額を抑えようということで

今減額、改悪の動きがあるわけですけども、今回の改悪というのは母子家庭の母親の年収が

１３０万円を１万円超えるごとに児童の月額４万２，３７０円でしたか、の所要の扶養手当
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を２，０００円ずつ減額をしていこうというふうに変わってきてるわけです。こういう形で、

やはり今回の予算も立てられて対応のような形でやられてきてると思うんですけども、この

広陵町でこれに対してどれぐらいの方々が対象になるのか。全国的には、今まで受けてこら

れた５６万世帯のうち、２１万世帯が削減の対象とされるというふうに言われてるわけです

けども、広陵町での実態をお伺いしたいと思います。

住民生活部長！議 長

それでは、１点目の役場サービスカウンターにつきまして、私の方からお答え住民生活部長

を申し上げたい、かように思います。

先ほど総務部長の方から趣旨、また大きくする業務についての説明がありました。その中

で、窓口業務として行う今予定をいたしておりますのは、５つございます。現在の戸籍です、

それから外国人登録原票の記載事項証明書、それから住民票です、謄抄本ですが、それから

戸籍の付票、それから印鑑登録証明書、この５つにつきまして今のところでは予算が通りま

したら５月から実施をしてまいりたいなと、その場所につきましてはさわやかホール、それ

から清掃センター、中央公民館、中央図書館、サン・ワーク広陵と、こういうところでござ

います。

それから、なおまた施政方針にもありましたように、郵便局は今ご承知のように国会の方

で法律が既に通っております。それの奨励等は、細かいところはまだ来ておりませんけれど

も、郵便局につきましても一定の範囲では相手が受けてくれましたらできるようになってご

ざいます。それで、今のところ高田郵便局といろいろ調整いたしました結果、今のところ真

美ヶ丘北郵便局で相手のいろんな関係もございますので、１カ月おくれの６月ぐらいからで

もできればということで思っておるところでございます。

それから、費用につきましては、先ほど申し上げました役場サービスカウンターの５カ所

の費用と、それから住民課へ機械を置きますので、それの総費用を７６３万９，０００円程

度と、このように思っておるところでございます。なおまた、１５年度以降につきましては

１３０万円程度、その５カ所でです、それで済むというように思っておるところでございま

す。ちなみに、郵便局の方につきましても２１５万円程度は当初にかかるだろうと、以降は

１３０万円程度だろうと、こういうことで試算をいたしておるところでございます。

それからもう一点、土曜、日曜日に住民のご要望があるからそちらの方がということでご

ざいますが、私も大概土曜、日曜日は来ております。けれども、日曜日はほとんど住民の方

の電話はかかっておりませんで、土曜日はなるほどおっしゃるように一、二、ご来庁される
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方も、また電話で住民票、それから印鑑証明というところでおっしゃっておられる方はござ

います。

しかし、これをやりますとなりますと、ご承知のように機械は本庁といいますか、役場で

機械がございますので、どういたしましても職員そうなりますとすべて役場でも出てきて処

理をしなければならないと、こういうところもございますし、町長もまずは今申し上げまし

たサービスカウンターまた郵便局等のそういうことからいろいろ手をつけていって、またそ

れでこういう窓口事務じゃなくいろんな役場の事務事業のご相談、またあるいは住民の方に

お知らせするようなこともやっていくんだということでございます。

それから、各５施設で取り扱う時間につきましては、今のところ一応９時半から４時まで

というようなことで考えておるところでございます。以上です。

健康福祉部長！議 長

ただいまの児童扶養手当の件についてご質問いただいておりましたが、現行ま健康福祉部長

だ確定した内容ではないかというふうに私は思っております。１４年度予算の策定に当たり

ましては、従前どおりの内容で予算計上いたしております。しかるべき制度の内容が改正さ

れました時点におきましては、また事前に議員の皆様方にもご説明を申し上げたいと存じて

おります。（３番議員「今のとこは、まだ人数的にも把握されてない。」）はい、従前のま

まの状況で置いております。

４番議員！議 長

そしたら、質問さしていただきます。４番議員

町長の所信表明の中で、経済状況については政府が述べている点をなぞっているというこ

とであります。認識の厳しさは、政府が言ってるのと同様だというように考えられるわけで

すが、改革なくして成長なしと、基本あるいはまた骨太の方針、また各分野への必死の構造

改革推進がなされているというところであり、町財政に対しては公共事業の見直しや地方自

治体にとって大きな財源となっている地方交付税の削減が行われるということについての認

識を前提にされているわけであります。こういう問題が一体どのような形で広陵町民の生活

に影響するのか、そして私たちはこのような政府の方針がいわゆる予算の使い道、税金の使

い道をどう変えなければならないのかという点についての考え方を持っているところであり

ます。そういう点で、小泉内閣の進めようとしている構造改革とは大きな違いがあるわけで、

私は簡単にその点についてまず質問をしておきたいと思います。

１つは、政府は改革団交予算を行うんだと、こういう形で取り上げてきているわけであり
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ます。しかし、私たちは結局今回の内容を見てみますと、結局は今までの同じ内容、つまり

戦後経験したことのないような新たな不況に対して国民に激痛を押しつけるものになってい

ると、また公共事業においても結局はむだを温存し、新たな大企業優遇策さえ盛り込んでい

る状態があらわれている、このように言わざるを得ません。このような状態では、従来の自

民党型予算と何ら変わらず、経済危機を一層悪化させる予算であり、また国民の暮らしも日

本経済も破局の道へ推し進めるような予算だと断定せざるを得ないというように思っていま

す。

二、三、その点について具体的に述べさしてもらいますと、最近の３回の経済成長の発表

がありました。最近もあったわけですけれども、結局は当初政府予想を大幅に下回って、マ

イナス成長が根づいている状態であります。この点については、デフレスパイラルに陥って

いるという形の所信表明の中でも述べられている状況が危機的にあらわれている、これは日

銀の政策委員も既にそのことを述べている状態であります。

このような状態のもとに、自民党政府ですらいわゆる構造改革、また３０兆円のいわゆる

起債枠、国際枠のしばりつけに対して疑問の声が上がっているのは新聞紙上でもそのとおり

であります。しかし、小泉内閣は当初述べたところを堅持するかのように見せながら、結局

は１５カ月補正予算という形で今回の補正と平成１４年度予算を一体とした中で、みずから

言ってきた問題を投げ捨てていわゆる公共事業についても何ら構造改革を行わない、従来型

の予算に終わっているというのが特徴であります。

そういう内容とともに、やはり何といってもいわゆる地方交付税の問題であります。広陵

町でも今回の予算では、いわゆる臨時財政特例債ですか、この部分はもちろん交付税減額に

伴って起債が地方自治体に赤字地方債として押しつけられたものでありますけれども、４億

４，０００万円の減額になっているわけであります、地方交付税が。そして、赤字特例債で

補うと、こういうような状況になっています。

こういう問題は、結局は先ほど山本議員がいわゆる有利な起債枠の問題について質問をさ

れているわけですけれども、地方交付税の本来の性質を完全にゆがめているものであります。

地方交付税、要は地方財政計画にのっとって財源不足が数年間続くことであれば、当然にい

わゆる地方交付税率の引き上げをしなければならない、このようにうたっているにかかわら

ず強引に地方に痛みを押しつける状態になっています。そして、財源がないのかといえば決

してそうではないわけであります。

一つは先ほども言ったような公共事業については、いわゆる国土交通省がこの中でホーム
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ページ年頭の所管でうたっているわけですけれども、平成１４年度政府予算案における国土

交通省の一般公共事業費は、激しい財政の中でも当初予算と平成１３年度第２補正予算と一

体としたものであって、この場合には前年度当初予算の約６％ほどの予算が確保される見込

みになっていると、このように述べているわけなんです。結局は、見かけは５兆円削減で２

兆円の復活、そしていわゆる７つの重点項目に予算を振り分けた、こういうように言ってい

た中身が全くでたらめだということを政府部内の内部でも述べている状態であります。

そして、この問題のやっぱり中心は何といっても特殊法人の改革のところであらわれてい

る問題であります。具体的に、特殊法人の問題で言えば、やはり何といっても特殊法人の改

革という中身はいわゆる天下り、そしてまた高級官僚の温存の部分には手をつけないで、国

民に身近なところの部分はばっさり削ってしまう、いわゆる政府系金融機関についても縮小

させる。そして、郵便局の独立法人化後の改革についても方針を出す。どこがもうけるかと

いえば、大企業がもうける仕組みをつくっていく、こういうことになっています。いわゆる

住宅ローンの元締めであった金融公庫ですか、これについても民間にすべてをゆだねていく

というような状態で、要は大企業のもうけで国民の犠牲をそれをもとに押しつける、こんな

やり方であります。

あるいはまた、リストラの問題にしてもそのとおりであります。根本になるいわゆるリス

トラを規制しないで、要は大企業を中心に首切りを奨励して、その首切りをした後の措置を

どうとるのかというのに四苦八苦している。そして、失業保険は空になるような状態をつく

って……。

はい、４番議員にちょっと申し上げます。議 長

討論はなるべく短目に、当初予算に関しての質疑にお願いします。

当初予算にちゃんと、所信表明の中にありますので。４番議員

討論多過ぎ。議 長

こういう状態がいわゆる所信表明で述べられている内容になってるわけなんです。４番議員

もう一つ言わざるを得ないのは、医療費の大改悪であります。これについても、国民から

見れば構造改革、小泉流構造改革が結局お年寄りのところに１割負担を押しつける、こうい

うような内容であります。こういうような内容は、結局どういうような形で出てきたのかと

いえば、１９８９年公明党が与党入りした後、これが厳しくなっているわけです。これもい

わゆる国庫補助金のカット、恒久法案の成立、あるいは１２月には年金改悪、保険料の改悪

をした、このときには学生の強制加入を行ったと、また児童手当改悪法案が子供の対象拡大
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と引きかえに小学校入学前から３歳未満児に縮小していくというような状態もつくってきた

と。また、老人保健法の改悪が９１年９月に行われる。あるいは９２年３月には、さらに国

庫負担率を政府干渉保険の国庫負担率を１６．４から１３％に引き下げて、国の財源を削り

取る、こういうような内容が次々と行われた結果、現在お年寄りに１割負担のいわゆる定額

負担ではなく定率負担に切りかえる。そして、その金の使い道は償還払い、いわゆるお年寄

りは一定の額以上は一たん現金を払わなければならない、こういうような状態にまで押し込

んできている状態であります。年金の改悪もそのとおりであります。こういうような状態の

中で、私たちは国の税金の使い道を変えるというのは、結局は公共事業の削減、そして国民

に身近なところでの税金の使い方に変えるべきだと、こういうことを言っているわけであり

ます。

そういう点で言えば、税金が少なくなってどうしようもないんだと言っているのではなく、

要は使い道によって私たちが今述べた問題、これはもう省きますけれども日本改革を提案し、

具体的な数字も述べて主張しているわけでありますけれども、そういう大前提に立って私た

ちは今年度の予算について質問したいというように考えます。そういうようなところについ

て、質問さしていただきます。

まず、きょうも述べた広陵町の中期財政計画です。

ここに平成１０年９月に策定した資料をいただいています。そして、この間１度軽い修正

を出していただいてるわけですけれども、この中で平成１４年度の状況は、歳入総額で１０

７億２，３００万円の予定を立てておられたんです。そしてまた、税収については一般財源

で３６億４，７００万円、こういう徴税の収入を見込んでおられたわけであります。しかし、

こういう点についても大きな予想が狂っている状況であります。

こういう状況を詳しくは委員会でやっていただくとしても、いわゆるこの状況を考えてみ

ますと、どうしても広陵町で中・長期財政計画を具体的に立てる必要があります。そして、

それが今議会においても広陵町の将来計画に対する認識を一致させて、そして最も予算を伴

う新しい清掃センターの建設に対しても、地元合意に基づく中においてもできるだけいわゆ

る機種やその他のところでは節約できるような方策を徹底して考えていく、こういうことが

なければならないというように思うわけであります。

そのためには、当然財政計画がなければ結局は行き当たりばったりの話し合い、あるいは

また財政破綻を招くような状況をつくりかねない、こういう危惧があるわけですから、私は

こういう問題は中心、いわゆる集中してでも相当な資料として出していただくことが必要だ
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というように思います。それは、きょう午前中の討議がありましたので、その点については

省かせていただきますけれども、再度この実情から見る限り非常に心配をする内容になって

いるものであります。

さて、この税収の問題では坂口議員が先ほど述べたわけですけれども、この資料の中でや

はり気になる問題であります。こういう中身を見てみますと、町民税の個人の状況はやはり

非常に深刻な状況があらわれています。特徴においても、１人当たりの税収額は調定額で見

た場合に平成１２年度は１６万９，３７４円あったわけです。それが、１３年では１６万５，

８３９円、これ非常に落ち込んでいるというように認識せざるを得ないわけであります。そ

してなお、今まで特徴人口は順調にふえていました。しかし、１３年度の１月末現在でほと

んど変わらないだろうと思いますけれども、結局は特徴の納税義務者数は減っているんです。

こうして、逆に普通徴収のところ、１３年度ではふえているわけなんです。

これは、国保加入者の推移のところでも質問さしていただこうと思っているわけですけれ

ども、結局はリストラの影響、要はいわゆる特徴を行える企業の中で、広陵町で人口もふえ

ているにかかわらず、この特徴人口が減っている状況が生まれている。一方では、普通徴収

は特徴の手続をしない中小零細のところで働いておられる方、あるいはまた自営業者が中心

ですけれども、こういうところの方はふえている。これは、やはり深刻な状況をあらわして

いるというように思うわけであります。

そういうことからいっても、私は今年度の予算案の中で税収の中で、臨時雇用の予算が６

００億円強です、歳入いただいているわけですけれども、それと関連してその使い道につい

ては私はできるだけこのような状況を踏まえて広陵町民が雇用保険が切れた方々でも、私の

同級生も結局去年１０月に切れていて、アルバイトに行ったけれどもいまだにやはり先日お

会いして話を聞くと、どこ行ってもないんだと、途中１回アルバイトだけがあったんだけれ

ども就職がない、こういう状況であります。

こういう点において、この臨時雇用促進の予算は知恵を絞ってやはり使っていただくこと

が大事だというように思うんです。もちろん予算の中では既に使い道決めておられるわけで

すが、こういうようないわゆる変化球を持たせて、広陵町民が直接雇用に役立つやり方を考

えていただきたい、そういう点でこの問題での収入と歳出の効果についてどのように考えて

おられるのか、まず第１点順番が狂うわけですけれども、聞いておきたいというように思い

ます。

それから、この問題で税収のところからやらしていただきますけれども、順序よくやらし
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てもらいます。

交付税の問題は、先ほどから出てますので省かせていただきます。

ただ１点、先ほどから有利になる交付税が将来的に確保できるという確信をいまだに持っ

ておられるのか。それともう一つは、要は交付税の減収からいって、要は交付税額全体が減

収しようとするときに、自主財源の部分で重要であったところが削られていってるのが実態

だというように思うんです。これは、数字からいっても明らかですので、そういう点で私は

これは広陵町議会あるいは執行部が事を上げて今自民党政府、公明も与党に入ってるわけで

すけれども、行っている、このような交付税、自治体いじめについてきちんと表明すべきだ

というように思うんです。これは中央６団体では行っているわけですけれども、やはりこの

問題は明確に指摘をすべきだというように思います。

それから、２３ページの住宅の部分です。

ちょっとわからないですけども、これはいわゆる公営住宅入居者の方々の家賃収入が入っ

てるわけです。そして、既に住宅に関連する起債はゼロになっています。こういう点からい

うと、このもの公営住宅をどうするのかということが立案されてしかるべきであり、そして

また疋相を中心に老朽化している状況をどう変えるのかということについても再三計画を立

てておられる。現在は、今いわゆる使用する部分１，２００万円ほどの収入はあるわけです

から、これは当然公営住宅にかかわる問題として活用していく方針を持つべきだというよう

に思うんです。基金として蓄えるなり、当然これはもう要るのが目に見えている状況である

わけですから、この使い道についてどのようにお考えになるか聞いておきたいと思います。

それから、２５ページについては、きょうも条例改正があったごみ処理手数料ですけれど

も、これについては新しい事業系のごみの増収分が入っているということでした。これは、

幾らほどの増収をその分として見込んで、それによってどのような変化があらわれるのか、

広陵町のごみ行政全般、いわゆる今まででしたら事業系の一般ごみについてはどこかも知ら

ない業者が走り去って、そしてどこかに持っていったということになっていたわけですけれ

ども、そういう点と負担増になる住民の方々からすると、これがスムーズにいくのかどうか

という問題もあろうと思うんです。そういう点からいって、ごみの全般的な状況は、ごみ審

議会でこのことも含めて議論をされていなかったように思うわけですので、そういう内容に

ついて一度聞いておきたいというように思います。

それから、保育所の問題についてであります。

これは、支出の点も含めて資料をいただいている中身に、資料２のところの保育の実態と
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いうのをいただいています。１３年度の場合を見ていたわけなんですけれども、私は今回い

わゆる民間保育所と公立保育所の矛盾の広がりというのは、人件費のところにおいて一番強

く出ているわけです。そういう点で、広陵町で保育される子供たちはこぞって平等な扱いを

される必要があるというように思うわけですけれども、こういう点で例えば保育士の人数が

ここに出ております。ところが、措置費で見ますと、予算書にあるとおりです。措置費の中

で、いわゆる公立の部分と民間の部分の人件費の割合はどのようになっているのか、このこ

とについてお聞きしたいわけであります。

それは、とりもなおさず民間の保育所の苦労というのは、保育士の方の回転と給料が高く

なると運営がやっていけない、こういう実態があるわけです。そういう点で、改善を過去私

たちは要求しながら、民間の経営者の方々とともに現在なされている民間保育所助成金制度

ができました。これは、奈良県でもすぐれた内容を当初持っていたわけですけれども、こう

いう内容の見直しも含めて、やはり少子・高齢化の中の少子化の部分というのは、保育の重

要性が強く訴えられています。そういう点でのやはり民間保育園への助成とともに、町が民

間保育園での実態を把握する、この作業は私は必要だというように思うわけで、広陵町では

そういうような方向性を持って努力していただけないかどうかを質問をしたいと思います。

それから、ページ６７ページの基本台帳、いわゆる背番号制の問題です。

今回住民基本台帳が全国個人番号に統一されると、こういうことになっているわけですけ

れども、この使い道についてはいわゆる税収を含めた総背番号制には歯どめをかけているわ

けですが、この取り扱いはどのような状況になっていくのか、教えていただきたいというよ

うに思います。

それから、７７ページのシルバー人材センターの補助金です。

これは、シルバー人材センターに直接これと同額の国庫補助が国からではなく、これはシ

ルバーいわゆる協会から行っているようですね。そういうのが行っているわけですけれども、

これをもってシルバー人材センターが独立しているということを考えるのは間違っていると、

こういうことについては意思統一の部分があったかのように思います。

そういう点で、広陵町におけるシルバー人材センターの人事その他については、やはり広

陵町でも不合理のない手続をもって今後も取り組んでいただきたいという点についてのお伺

いをしておきたいと思います。

それから７９ページ、老人福祉施設の措置費なんですけれども、これはわからないので飛

ばします。済いません。
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８５ページのいわゆる新清掃センターの問題であります。

これは、先ほども議論をさしていただいたわけですけれども、８５ページそうやな、ちゃ

うな、８５ページはこれ飛ばしますわ、はい、済いません。（１３番議員「肝心なとこだけ

言おう。」）そうしましょう。

９１ページをお願いしたいと思いますけれども、もう飛ばします。９７ページをお願いし

ます。済んません、どうも。９７ページ、お願いします。

９７ページの国保中央病院の問題であります。

いわゆる地方交付税算入分をトンネルとして支払ってるわけですが、この間担当者会議、

１月には担当者会議、あるいは助役会議、そしてまた議会執行会議など重ねてきていただい

てるわけですけれども、その後の方針としてどのような形で現在確立しているのか、その点

についてお伺いしたいと思います。

これについては、特に地域医療の問題で市町村、いつもいただいている市町村、これです

ね、この２月号で地域医療の確保という形で特集が組まれています。これ地方議会人ですけ

れども、こういう中でも自治体病院のあり方等々については述べているわけです。これにつ

いては、省略さしていただきますけれども、今回自治体病院として位置づけが明確になって

以降、やはり地域医療に対する考え方あるいは病院経営の問題などについて、これは相当専

門的に勉強しなきゃならない問題があろうと思います。

こういう体制の中で、県からの天下りの事務局長を置いておくということだけでは、これ

は解決しない。これは、いわゆる看護婦さんと職員の方々も非常に危惧されている問題であ

ります。それだけ今度は、責任が伴う内容があります。一方では、議会での設立当初の理事

者説明があって、地方交付税算入の負担金と土地以外は一切負担をしない、こういう内容も

あるわけですから、この矛盾を解決していこうと思えば、非常な努力が必要だというふうに

思います。

そういう点で、この病院経営についての方策においても議会にも諮っていただいて、奈良

県では榛原町の町立病院、そしてこの近くでは市民病院があるわけですけれども、この病院

の運営も非常に大変な状況が一方であります。こういうような内容にも経験を積み重ねなが

ら、地域医療のあり方について真剣に考えていただく指針をつくっていただけなければ、こ

れは成功しないというように思いますので、今回の経過とそして現在の到達点についてご報

告をいただきたいと思います。

それから９３ページ、ちょっと戻りますけれども、同和問題の部分で、解放保育県郡同同
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和教育参加費、解放保育講座参加費、全国解放保育研究大会参加費、わずかですけれどもい

まだにこれが残っています。いわゆる地域改良、名称何でしたかね、ことし３月で終わりを

告げるわけなんですね。全国各地では、いわゆる地域の終結宣言が行われるところもたくさ

ん出ています。

奈良県では、残念ながらそういう内容に至ってない問題で、衣がえをして今度は人権問題

として衣がえをするという状況ですけれども、少なくともやはりこの同和問題については、

差別解消に進んでいるという認識を共有することが必要だというように思うわけですけれど

も、その点についてどう考えられているのか、これはいわゆる中小企業、商工予算の中で出

ている問題とも関連しますので、そのところとも関連して答えていただきたいというように

思います。

それと、１０８ページの葛城清掃の問題であります。

その前に、１０３ページの不法投棄の撤去の委託料、これは県から委託されている歳入の

部分とそして支出のところで出ているわけですけれども、実態としてこの不法投棄に係る町

の支出というのは一体どのようになっているのか、どんな形で使われているのかをお聞きし

ておきたいと思います。

それから、１０８ページの葛城清掃ですけれども、現状の到達点について重要課題であり

ながら結局は広陵町では議会が別にあるという、国保中央病院と同等の状況が出ているので、

この議会、重要なものでありながら議会ではなかなか説明がなされない。こういう点では、

全員協議会等開いて、逐次報告していただく必要があると思いますので、現在の状況と今後

の全員協議会での説明を随時やっていただくことについて確認をとっておきたいというよう

に思います。

それから、１２１ページの靴下の問題、先ほど山本議員が述べられた５００万円の件であ

りますけれども、私はこの中で先ほどオープン後、いわゆるＳＯＣＫＳのオープン後、今月

中に成果の発表があるという形になってます。私は、これは急遽あそこに決めたという経過

があって、非常にその決め方においても、私は問題だったというように思うんです。要は当

初からいわゆる予算を立てていたということから、家賃１５万円でアルバイト料幾らという

形での予算の執行が行われるわけですけれども、私はそれは別のやり方、思い切ったやり方

があったのではないかというように思うんです。

それはなぜかといえば、要はかかわっている方々にとっては非常に深刻な話ですけれども、

町が結局客観的な指針を持たないまま予算の使い道やその他について、これはプロとしての
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方向を出すことが必要だったというように思うわけです。国庫補助をいただいているから、

この点についてどうなるのかということも含めた場合、使い道としてはいわゆる予算の変更

は可能であったわけですから、そういう内容としてとらえるべきだったというように思うん

です。

さらに、突っ込んで言ってみれば、私はやはり大胆にもしやるとすれば、大阪などの空き

店舗を借りて、靴下の新しい試みをこの３年間やってきたわけですから、新商品などについ

ても全く新しい視点から挑戦をするなど思い切った手だてが必要だったというように思うん

です。それについて、やはり町の情報提供がなされていないところに大きな問題があるとい

うように思うんです。

私はこういう点で、ぜひこの内容について、今後来年度５００万円の予算、非常に積極的

な予算だと私は思います。そして、それについては非常に靴下組合とあるいはまた委員会で

も金額についてはいろいろあろうと思いますけれども、積極的に受けとめていただいている

だろうと思うわけですから、そういう町の役割について職員がこのＳＯＣＫＳでも小まめに

言ってどういうような売れ行きがなっているのかというかかわりぐらいは、最低必要だとい

うように思うんです。

町長が細かく確認していないというようにおっしゃいましたけれども、確認すべきであっ

て、そのためには職員が専門的に携われるような体制づくりが必要です。今の状況では無理

だというのが側面あるわけですから、その点についてお伺いをしたいと思います。これ一般

質問と関係しますけれども、ここでお願いをしておきたいというように思います。

それから、この中で中小企業債務保証について、１２年度決算では１６７万円ぐらいだっ

たのが２５０万円になって、１３年度減ってるんですけれども、これはどういう形で、ごめ

んなさい、これは同和の方でした、間違えました。この２５０万円というのは、範囲は今ま

でどおり小口融資の制度融資の部分だと思いますけれども、いわゆる過去の実績と今後の活

用を広げていく、昨今の状況からいって広げていくという姿勢が必要だと思いますけれども、

その点について質問をしておきたいと思います。

それから、企業内容は教育推進協議会、これについて先ほどの同和問題に関連していわゆ

る解放同盟の差別が現存するという考え方に基づいて、こういう差別地所があったというと

きからこれが行われているわけですけれども、一体どういう形でこの企業内同和教育の推進

が行われているのか。もし間違っているということがあれば、逆に人権問題にかかわる内容

を含むというように思いますので、この内容についてお伺いをしておきたいというように思
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います。

それから、教育の問題についてであります。

１４９ページ、１５３ページ、１５９ページでは、いわゆるゆとりに伴う。

時間がありませんので、明確な質問をお願いします。議 長

はい、わかりました。わかってるがな。これで最後です。最後です。４番議員

学校生き生きプランというのを中学校、小学校、そして幼稚園のところで制度とっておら

れるわけですけれども、来年４月から週完全５日制になるということであります。ただ、広

陵広報で３月号ではゆとり、どう使う、始まります、完全学校週５日制という形で啓蒙を行

っていただいてるわけです。

こういう内容について、１つはお聞きしたいわけですけれども、結局ここで行われてる内

容、結論を言えば、学校週５日制が満たすゆとりをどのように子供たちの健全な育成につな

げていくのか、その具体的な活動を家庭、学校、地域が一体となって生み出していかなけれ

ばならないのです。こういう結論で結んでおられるわけなんです。これは、もう待ったなし

の状況になっています。一体５日制の状況の中で、全国各地ではすぐれた経験をたくさんつ

くられています。こういう内容について、どのように執行していくのかという点をお伺いし

たいと思います。

それと関連して、問題はいわゆる少人数学級の問題であります。少人数学級もきょうの朝

日新聞ですけれども、新年度３０人から３８人学級にしたところというのがたくさん出てい

ます。これは県段階ですけれども、いわゆる町村段階でも新しい試み、ユニークな試みが具

体的に行われています。少人数学級として行われていますので、そういう点について広陵町

でやはり独自の形で思い切った少人数学級での授業を試みる、このような形、人を育てると

いう基本的なとこからいって必要があるんではないかというように思うわけですけれども、

その点について奈良県の指導要領に従う、あるいはその範囲でしか動けないというように考

えておられるのか、広陵町でやはり将来の子供を町独自としてでも他町村と選別という言葉

おかしいです、他町村と違った意味合いのある制度をつくっていく、こういうような意気込

みを持った教育行政を行うという腹を持った取り組みがなさらないものかどうか、このこと

を強く期待しているわけですけれども、その点について横並びの限度をいまだ超えないとい

うように考えておられるのか、広陵町の教育委員会としても積極的に昨今の事情から少人数

学級の成果を生かす町独自の考え方を取り入れていくあるいは考える、議論しているという

ようなことがあるのかどうか、お聞かせ願いたいと思います。
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それから、４月から新学習指導要領が始まります。この新指導要領は先ほどのゆとり教育

とは逆に、非常に深刻な問題があると言われています。というのも、いわゆる授業内容を３

割削減してゆとりをつくるんだと、これが文部省の方針ですけれども、実態は時間的には結

局は３割の削減になっていない。例えば、内容的に言いますと、小学校６年生の漢字につい

ては、要は新指導要領でも漢字の教える配当は１８１字で一緒、時間はいわゆるゆとり時間

と称して総合的な学習の時間を小学校３年生以上はとりましょうというような形で、学校の

先生は非常に深刻な事態に追いやられる危険性があるわけです。

こういうような状態が一方であるということからいえば、先ほどの少人数学級による実質

的にはゆとりを持った先生の授業が欠かせないというように思うわけですけれども、そうい

うような内容についても踏み込んでご答弁をお願いしたいというように思います。以上でご

ざいます。

お諮りします。本日の会議時間は議事の都合により午後７時まで延長いたします。議 長

ご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本日の会議は午後７時まで延長いたします。議 長

しばらく休憩します。

（Ｐ.Ｍ.４：４６休憩）

（Ｐ.Ｍ.５：０２再開）

休憩を解き再開します。議 長

時間を７時まで延長いたしましたが、残りの質問があと１１議案あります。質問者の方は、

的確な質問をお願いします。また、的確な答弁をお願いいたします。

皆様方の協力により時間内で議案審議を終えたいと思いますので、またあすの一般質問も

９人でございますので、どうせ延長になると思います。きょうは議案の審議、よろしくお願

いいたします。

それでは、寺前議員の質問に対し答弁お願いします。 総務部長！

寺前議員さんの税金の使い道から始まりまして、小泉内閣の国政レベルのいろいろ総務部長

とお教えいただきまして、ありがとうございました。我々もやはり予算編成をする場合に、

認識としては当然貴重な税金をいただいておりますんで、この税金をやはり有効に使いたい

というのは基本的に考えは持っております。

その中での予算編成というもので、やはり財源を確保するということに重点を置いた中で、
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事務執行していきたいというのが当然の話だと私は思います。その中で中期あるいは長期に

わたる財政計画というものは必然的に必要な計画でございます。これに基づいての広陵町の

将来を考えるというのは当然のことでありまして、これについての見直しは現在かかってる

ところでございます。

それから、雇用促進に広陵町独自でと、予算の面では国の方でかなりつけていただいてる

わけでございますが、このシステムの中でいわゆる民間に委託して雇用を促進するという使

い方になりますんで、特に町がこの制度を利用しての雇用促進にはつながらないというのが

実態でございます。なお、そういう内容ではなしに、やはり町としてもこの経済情勢の中で

失業されてる方等がかなりありますんで、やはり自治体として使わしていただくというのか、

利用できるというのか、そういう活力をやはり導入したいという考えの中で、いろんな方面

で活用できるように今後も考えていきたいと、かように思っております。

ちなみに今年度の緊急地域雇用創出特別交付金につきましては、１４年度の予算の中では

マイクロバスの運行管理業務の委託、下水道の施設管理システムの整備事業、防犯等管理シ

ステムと、こういう事業に充てたいというふうに考えておりますので、この部分を予算計上

いたしております。

それから、交付税の減額につきましては、これは当然町村会でも要望ということで対応を

していただいております。国に対しても要望を強く出していただいてます。それから、シル

バーの補助金にかかわりまして、町のかかわりというような問題で認識が一致したというよ

うなご意見をいただいたかに思いますが、やはりシルバーは独自の採算と申しますか、自主

事業としての活動を促していきたいというふうに考える一方、町がかかわって育てていきた

いというふうに両立した考えを持っておりますので、よろしくお願い申し上げます。

都市整備部長！議 長

それでは、寺前議員の質問にお答えしたいと思います。都市整備部長

まず初めに、公営住宅家賃の補助の使い道ということで、これは一般会計の財源に入って

おりまして、一応住宅等の修繕費に充て込んでおります。

次に、企業者間の同和教育という内容のご質問でございますが、１３年度におきましては

美濃市の方へ研修に参っておられるわけで、この参加していただいた町内の企業が２０社ご

ざいまして、そこでの研修内容は障害者の雇用支援センターへ行っておられまして、そうい

う障害者の雇用についての研修をなさったと、このように聞いております。本町の町内の２

０業者が参加していただいたということでございます。
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それと、ＳＯＣＫＳのオープンについて議員が場所が悪いとかいろいろご意見をおっしゃ

っておりますが、これにつきましては町長も山本議員のときの答弁でありましたように、こ

の月の３月２０日に靴下振興の件につきましての広陵町靴下産業の振興委員会と、こういう

内容で会議が持たれるわけでございます。私も一応案内をいただいておりますので、この会

議の内容につきましては平成１３年度の広陵町の靴下産業振興事業の最終報告と、またもう

一点は広陵町靴下振興についての意見交換と、こういう内容になっておりまして、こういう

ことを踏まえましていろんな成果の発表あるいは反省点等が出てまいると思いますので、そ

れを踏まえましてまた町の方の役割等の検討も加えていかなければならないなと、このよう

に思っております。

続きまして、中小企業の債務保証ということで件数、金額、予算がふえているというお尋

ねでございます。

確かにふえております。このような景気の状態でございますので、まだまだそういう方が

ふえるだろうということを見据えまして予算を増額した、こういう内容でございます。以上

でございます。

住民生活部長！議 長

まず、１点目の住民基本台帳ネットワークシステムでございます。住民生活部長

マスコミ等でご承知いただいておりますように、住民負担の軽減あるいは住民サービスの

向上、そして国、地方を通じた行政改革というところで行政の高度情報化というところがや

っていくということでございます。市町村では、住民票がどの市町村でもとれるんだと、そ

れとともに転出、転入届もどの市町村でもできるんだと、こういうことでご理解をいただけ

たら結構かとは思います。

それから、現在国で審議をされておりますが、通りましたならば本町におきましてもしか

るべき時期に条例でうたっております電子計算組織の利用状況に関する条例あるいは個人情

報保護に関するものにつきましてご提出をし、ご審議をお願いしなければならないと、かよ

うに思っております。それで、国の方では当然この住民基本台帳のデータには本人確認の情

報のみについて使用すると、それ以外の目的外の使用はしないということです。その中でも、

そしたら国の情報はどうするんだということになりましたら、継続的に行われる給付行政と

か資格の要る付与される分野での国民に関係の深い行政事務等について、今のところ９３事

務についてこういうものをやっていきたいというところでございます。

それから、２点目の葛城浄化センターの整備状況でございます。



－159－

１４年２月末現在では、工事の進捗状況は６６．６％というように聞いてはおります。そ

れから、最終は１５年４月のオープンの予定どおりやっていくと、それで１５年３月末が一

番日曜日になると思います、その辺で竣工式です、やるというようなところでお聞きをして

いるところでございます。それから、それについて議会全員協議会での説明等の考えはとい

うことでございますが、当然議員さんに申し上げなければならないことにつきましては、私

の方、また議会等とご相談を申し上げ全員協議会でもご説明をさしていただきたいなと、か

ように思っております。

それからもう一点、不法投棄の件でございます。

これは、県費補助でございます。その中で、県費補助は産業廃棄物についてでございます。

それの費用の２分の１を県から補助を受けるものでございます。それから、産業廃棄物等に

つきましては１３年度、今年度につきまして今現在業者でとっていただいておるところでご

ざいます。主には、曽我川、高田川、土庫川、また二、三大字のそれぞれの空き地のところ

でそういう産業廃棄物等がございますので、その分について今年度でも予算を上げさしてい

ただいておるところでございます。

それから、一般廃棄物につきましては、これは今までは担当課の方で４品目も合わしまし

てですけれども、処理を行っておりました。１４年度につきましては、サービス公社なりシ

ルバー人材の方へ一般廃棄物につきましては処理の方を委託して、さらにきれいにやってい

きたいなと、このように思っているところでございます。以上です。

環境部長！議 長

ごみ処理手数料の増加分が幾らかということでございますが、事業系のごみを本年環境部長

１０月から受け入れるということで、今議会に条例改正案を提案させいただいております料

金は、改正案でございますので現行条例の規定に基づいて１０５トン、約７００万円の増額

を予算計上いたしております。

どのような変化があらわれるのかということでございますが、今まで広陵町が処理すべき

であったごみを広陵町が処理すると、その責任において処理するということで適正化を図る

ということでございます。

それから、ごみ審議会での議論でございますが、もちろん委員に事業者からも代表を送っ

ていただいておりまして、事業者におけるごみの減量化の取り組みも議論をしていただいて

おります。全く議論をしていないということではございませんで、今後広陵町のごみ減量に

ついて行政、住民、事業者が一体となって取り組むということを確認いたしております。
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健康福祉部長！議 長

保育所の関係のことでございますが、まず議員がおっしゃいましたように児童健康福祉部長

の保育は平等でなければならない、これは基本項目であると認識をしております。私立保育

園の措置費の関係で、現在基本的に対応しておりますのは、各年齢児によって異なっており

ますけれども、この基本額、それに民間施設給与等改善費、それと採暖費、暖房費でござい

ます、それと事務職員の雇い上げ費、それに主任保育士の専任加算が主なものの内容として

措置費が計算されてまいります。このほかに、私立保育園の運営費補助金といたしまして加

配保育士の人件費、それから幼稚園嘱託医の嘱託費などが主な内容として、私立保育園の方

に措置費として交付をいたしている内容でございます。

人件費につきましては、公私公立並びに私立につきましては開きはあるというふうに認識

はいたしております。しかし、保育の内容は先ほど議員がおっしゃっておられましたように、

内容は平等でなければならないという基本を貫いております。私立の経営の実態の内容につ

いて把握をするべきかということのご質問をいただいたわけでございますけれども、一応補

助金という形で支出をしている部分もあります関係で、決算書はすべて各保育園からいただ

いております。この内容によって、ある程度の状況は把握できているというふうに考えてお

ります。

それから、解放保育の件で地対財特例法も３月でなくなるではないかと、ほかの自治体で

はもう終息宣言を出しているとこがあるというふうなご意見を賜りましたが、ハード的な事

業等を指して言うものではなく、予算計上さしていただいております解放保育そのものにつ

きましては、部落問題だけが解放ではないと、部落問題だけが差別問題ではないんだと、あ

くまでも人権にとらわれる問題の根源として解放という名前は古いですけれども、今姿は人

権教育あるいは人権問題へ拡大されて、これに対応するいろいろの研究会並びに研修会とい

うふうに理解をしております。終わります。

助役！議 長

国保中央病院の経営と職員の身分関係についてお答え申し上げます。助 役

本年に入って１月９日、田原本町、三宅町、川西町、広陵町の助役、収入役会がありまし

た。１月２２日国保病院運営協議会、２月１５日管理者、助役会、２月１９日組合議会が開

かれました。その中で、経営状況でございますが、この経営努力というのは常に議題になっ

ておりますが、平成１１年度に作成されました国保中央病院経営改善計画に基づき、職員一

丸となって努力されているところでございます。目新しいところでは、１３年度に人工透析
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ベッド数を１０床から２０床にふやしました。それからまた、１４年４月１日から皮膚科診

療というのは今まで月、水、金、だけでございましたが、これを毎日の診療にかえていくと

いう報告もございました。これらについても患者さんのためになるだけでなく、経営安定化

につなげるものと考えております。

それから、職員の身分関係、いわゆる公務員に云々というところでございますが、この４

回の会議とも厚生労働省なら、労働局の見解も重んじて、公務員として前向きに検討してい

こうではないかという意思統一はされております。しかし、退職金については、大三輪病院

の期間について連合会と十分相談せねばならないし、債権、債務についても十分話し合って

いくべきであるというところでございます。職員の身分関係の中で、労働者災害補償につき

ましては、常勤職員はこの４月１日から公務災害に移行いたします。非常職員は労災で進め

てまいります。それから、雇用保険につきましては、退職手当条例ができるまでは従前どお

りの手続で雇用保険に入っていくと、こういうところでございます。その他、社会保険関係

についても十分検討していくと、こういうところでございます。それから、退職金問題につ

きましては、大三輪病院の期間を要している職員が現在２２２名中７５名がおられます。大

三輪病院の債務は引き継がないという確認書にもございますことでありますので、これらの

ことは十分今後検討していくべきものということで意思統一なっております。終わります。

教育長！議 長

それでは、お答え申し上げます。教 育 長

現在少人数学級の問題でございますが、現在本町のすべての小・中学校に県教委より少人

数学級用のかえ教員をいただいております。そして、各小・中学校ともに算数、数学、国語、

英語等、学校の実情によって多少異なりますが、それらの教科を１ないし２教科を少人数学

級を実施しております。私も教科によって少人数学級は効果があるというように思っており

ますが、教科によってはやはりある程度の人数で授業をする方が効果的であるという教科も

あろうかと考えております。

現在小学校６年までで５校あるわけでございますが、いわゆる３０人以下の学年数と申し

ましょうか、いわゆる３０学年のうち１３学年は現在３０人以下でございます。自動的って

いうのか自然的と申しましょうか。これは来年度の現在の子供の数から計算いたしまして、

３０学年分の１３学年が現在３０人になる予定でございます。平均では、大体小学校１学級

が３０ないし３４人ということになるかと思います。５校のうちの１ないし２学級は３８人

の学級はできるだろうというように計算をしております。
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中学校につきましては２校でございますので、３学年として６学年という計算にしますと、

これらはすべて３０人以下ではございませんで、１学級平均的には大体３５から６、７とい

うところになろうかと。このように考えております。

それから、学校５日制に伴いまして、学力との問題、ゆとり等のお話もあったわけでござ

いますが、これは人によっていろいろ考え方が違うわけで、文部省の今回の学習指導要領は

内容は３０％カットしたと、そして週２時間の時間がカットされているということですので、

従来よりも内容が３割ぐらいカットされるわけですので、そこでゆとりができてる。これは、

このゆとりというのは、前から私申し上げていると思うんですけれども、いわゆる充実を図

るためのゆとりであると、ゆとりが先であって充実が後ではないと、こう考えております。

したがいまして、子供たちはゆとりを持って学習をさせると、先生はゆとりというものはそ

うあるものではないし、子供のためのゆとりであるというように私は理解しております。そ

して、教科指導に充てる時間をさらに確保するために、現在学校行事等の見直しを積極的に

行うよう、過日も臨時校長会を開いて指示したところでございます。その必要性等について

も、親の心配あるいはマスコミによるいろいろなご意見等もありますので、それらを踏まえ

て臨時の校長会を開いてその趣旨を指示したところでございます。

それから、５日制に伴う受け皿の問題でございますが、先ほど山田議員さんにも申し上げ

ましたようなことを準備しておりますし、さらに公民館、体育館も子供が中心的に使えるよ

うな日を４月から定めていきたいと、このようにして社会教育あるいは公民館の方でもこう

いう受け皿的なものを考えております。以上でございます。

４番議員！答弁漏れはないですね。答弁漏れはないですか。２回目。ちなみに寺前議 長

議員の費やした時間は、答弁を含め１時間１０分となっております。そのつもりで、時間制

限はないねん。

住宅家賃のところですけども、修繕に使っているということですが、要は大幅な修４番議員

繕のない限り、収入との差し引きっちゅうのは残ってくるわけです。本来これは特定財源的

な要素を持っているもので、いわゆる土地についてはそのまま町が買ったと。古寺の横には

そのための土地もまだあると、老朽化が激しいということから、やはり計画を伴うためにも、

財政についてはやはりこのところに使うという積み立てをするなりの方策で確保しておかな

いと、今後の状況から見ると非常に厳しいものがあるというように思うんですけれども、そ

の点はやはり先ほどの将来的な計画も含めて取り組むべきだというように思うわけですので、

その点も検討についてお伺いをしときたいというように思います。
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それと、最後の教育のところですけれども、要はいろいろな問題もあろうというように思

いますけど、現実の問題としてはやはり受験地獄と言われる状況は依然としてあると、その

中でいわゆる教育の回復だと称して選別を取り入れる内容もいたるところに制度としてつく

ろうとしているわけですから、そういう点を踏まえて、広陵町の子供たちが本当にゆとりを

持って基礎学力を身につけられる、こういうところを目指そうという点については、やはり

全体に５日制になって指導要領ができると。そういうことからいって、到達度についてどの

ようになっているのかというような、やはり分析的な子供の状況把握というのは、私必要だ

というように思うんです。これは何も成績がいい子あるいは高校に行っている状況がどうか

とかというんじゃなくって、やはり個人個人の到達度の問題っちゅうのも、これは学校とし

て一人一人の学力をどう見るのかっていう問題っちゅうのは、やっぱ基礎学力の点からいっ

て非常に重要だと思うんです。そういう点で、ゆとりを持って少人数学級をやっていくよう

な体制づくりというのができるのかどうか。いわゆる昔流で言えば主要科目について少人数

学級をやるという点について、そりゃもう大いに結構だというに思うんですが、やはりその

ような状況の中で科学的に到達度評価を取り入れる中で、一人一人の子供の状況把握という

のがもっと正確に行っていくという、そういう科学的な側面を取り入れたゆとりと、それか

らまた広陵町の教育の方向性っていうのは、私は必要ではないかというように思うんですけ

ども。そういうようなところまで踏み込んだ議論というのをやっていただきたいというよう

に思うんですが、その点がどうなのかという問題と、それから５日制になった場合について

は、受け皿の問題、先ほど言われてちょっと聞いてなかったもんですから、そらもう結構で

すけども、要は指導員の問題があるというように思うんです。それともう一つは、体育館や

公民館の活用っちゅうのはこれは非常に重要な問題ですけれども、要は子供たちが主体的に

取り組める、子供たちがやろうとすること、そういうような状況づくりというのは、学校の

中でもあるいはまた地域の中でということは指導員がなければ大変ですから、そういう連携

された問題として、子供たちが昔流に言えば宮さんで遊ぼうと、何人が何人で遊ぼうという

ような、そんな状況をつくり出していくというのも一方では必要だというように思うんです。

これは個々別々に家の中でゲームで遊ぶとか、あるいは塾へ行くとかというそういうものを

広陵町としてどう把握しながらとらえていくのかという点においても重要ですので、私は子

供たちが主体的に週休５日制になったときのいわゆるゆとり時間をどう有意義に暮らすのか

という点の提起っていうのは、当然あってしかるべきだというように思いますので、そうい

うところまで踏み込んだ状況をつくり出していただきたいというように思うんですけれども、
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その点を再度お聞きして終わりたいと思います。

都市整備部長！議 長

先ほどの住宅家賃の収入補助の件につきましてでございます。現時点では、住都市整備部長

宅の建てかえ計画は行っておりません。したがいまして、この補助金を積立金あるいは基金

としてというご意見でございます。今後全体的に町の計画の見直しという時期に当たりまし

て、そのうちで検討をさしていただきたいと、かように思います。

教育長！簡単に。議 長

先ほどありました、答弁は。（４番議員「いや、また違う話やからね。」）

はい、どうぞ。

寺前議員さんおっしゃることを私も理解できる部分もあるわけでございます。ただ、教 育 長

やはり家庭でもどれだけ見ていただくかと、やっぱり家族と一緒に、家の仕事をする、私は

家族の一員であるという責任を持って、そういう役割をしっかりと果たしていく、そういう

ことも今の子供たちには非常に大切であるというようにも思いますし、また地域でもそうい

う受け皿をつくっていくということも非常に大事であろうかと、両面が大事であろうかとい

うように考えております。したがいまして、家庭におけるやはり子供との、家族の一員とし

てともに暮らしていただくと、これについてはまたこういう家庭はどうあるんかというご質

問もあろうかと思いますけども、やはり家庭もしっかりと頑張っていただきたいと、このよ

うに思っておりますし、少人数学級につきましても、寺前議員さんおっしゃっておりますよ

うに、いわゆる到達度基準というようなあたり、非常に難しい部分もあるわけですが、今ま

では相対評価というものが中心であったわけですけれども、今後は絶対評価と、その子の到

達度ということを非常に重視していこうということで、評価についても今後変わっていくだ

ろうというように思っております。今学校におきましても、この絶対評価をどういうように

やっていくかということを研究をしているさなかであろうかというように考えております。

私も基礎学力ということは非常に大事であると、いろいろなことを今教育の中で言われてい

る中で、基礎学力というものをしっかりと身につけさせるということを非常に大事に思って

おります。いわゆる読み、書き、そろばんということをやっぱりしっかりと身につけ、その

上に生きる力ということを育てていかなければならないと思っておりますので、これについ

ては今後も十分基礎学力の向上について頑張ってまいりたいと、このように思っております。

以上です。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長
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お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

松野さん総務委員会でやってくれたらええが。

次に、日程２１番、議案第２２号、平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算議 長

を議題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

そしたら簡単に質問をさしてもらいたいと思います。５番議員

介護保険が始まりまして、医療の一定部分が介護保険の方に移行するという見通しのもと

にスタートしたわけですけれども、１３年度２年目になりましても、やはり一向にそのよう

な状況が生まれてこない。この点については大変大いにもくろみが外れたと言わざるを得な

いわけなんですけれども、なぜこのような状況になったというふうに分析しておられるのか

お聞きしたいと思います。

それから、疾病の状況なんですけれども、国保の方の調査の方で、県の方、毎年月１回調

べているわけですけれども、この疾病の状況が、やはり広陵町の方では、高血圧疾患とかそ

れから糖尿病また脳梗塞、これは生活習慣を改善することによって大幅に改善ができる内容

であるというふうに思います。それから、歯肉炎及び歯周病の疾患、これについてもやはり

口腔指導だとか幼児からの指導等など、手当て、ケアをしていけば十分予防することが可能

な疾病だというふうに思うんですけれども。この４つの疾病だけでも、これは全部の５月の

疾病の中の５５．５％に上がるわけです。ですから、このような状況も踏まえて健康２１が

スタートしているとは認識しているんですけれども、広陵町におきまして、やはり国保の方

としても予防活動についてなお一層努力していただかなきゃいけないと思うんですけれども、

どのように認識し、お考えいただいているかお聞かせいただきたいと思います。

住民生活部長！議 長

まず、１点目の介護保険の納付金の件でございます。なるほどおっしゃるよう住民生活部長

に、そちらへ１２年度から新しく制度ができまして移行するということで、医療費が当然減

ってくるだろうと、私の方もかように思っておりました。しかし、それがなかなか思ったよ

うには行ってないというところでございます。やはり１つは、老人人口の伸びもございまし

ょうし、また地域性もございましょうし。といいますのは、やはりまだまだ地域によりまし
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ては、家庭で介護という面もあろうかと思います。また、医療機器の高度化といいますか、

そういう面もございますし、いろいろな要素が加わってまいっておるということで、私の方

もそちらの方へ。また、それともう一点は、施設の問題もあろうかとも思いますし、その辺

で私の方もなかなか制度が始まったのにそちらへ移行しないなということで、だんだんかえ

ってまだ給付費といいますか、医療費がふえてるような状況できておりますので、２点目の

おっしゃっていただいた健康、この辺につきましても、この前の国保の協議会でも保健セン

ターの方からも説明があったと思います。データバンク事業、それから平成１１年から１５

年に引き続きましての総合健康指導事業ということで、今現在も保健センターと協力をして

やっていっておるところでございます。さらには、この今言いました総合健康指導事業、そ

れから保健センターでやっております基本健診またガン検診、その辺のところもさらなるや

はりＰＲをし、やっていかなければならないと、かように思っておるところでございます。

以上です。

５番議員！議 長

介護保険への移行がなぜスムーズに行かないのかという原因の一つには、やはり介５番議員

護保険の方の１割負担が、医療に比較いたしますとやっぱり高いという実情もあるように思

います。これは制度上のバランスの欠陥だというふうに思うわけですけれども、その点でど

のように認識しておられるのか、実態どのように把握しておられるのか再度お聞きをしてお

きたいと思います。

それから、疾病の状況の方で、本当に国保の運営委員会の方でアンケートの調査の保健婦、

若い職員さんが丁寧にご説明いただきまして、本当に若い職員さんが、独自の町内のやり方

をするんだと熱意を持って奮闘されている姿には大いに感銘を受けているし、期待としてい

るところでございますが、やはりこのような、先ほど言いました４つの疾病を、例えば２割

予防するとすれば、私ので大変乱暴な試算なんですれども、いろいろな関係費用が出てくる

ので、全体の１割の大体医療費の軽減になるだろうということが推定されるわけです。そう

しますと、国保と老健の方と合わせますと大体４億円の節減になるというふうに思いますの

で、こういう経費の具体的な目標も持って、大いに今後きめ細かな対応をとっていっていた

だきたいと思います。

そういう中で今度医療の改悪が、今回の予算の中には反映していないわけですけれども、

これはもうほぼ通るだろうということで、大変住民の皆さんも不安に思い、またお医者さん

も懸念されているんですけれども、このような今回の大幅な医療の改悪について、広陵町の
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住民の皆さんにとってもどのような影響が懸念されるとお考えなのかお聞きしておきたいと

思います。

住民生活部長！議 長

まず、１点目の医療費での負担よりも介護保険の方の個人の１割負担の方が負住民生活部長

担率が高くて、介護保険の方へ行かれないんではないかということでございますけれども、

ご承知のように介護保険制度の中にも低所得者の方につきましてのいろんな施策もございま

す。十分ではないかとは思いますけれども、その辺で思っております。

それから、あと一点は、医療費の制度改正ですか、今回の制度改正、はい。制度改正につ

きましては、少し申し上げますと、それぞれのところでは増になったりはしてまいります。

それで、その方がまだ確定はしておりませんので、私の方もそれを踏まえましてまた考えて

いかなければならないのではないかなと、かように思っておるところでございます。

４番議員！議 長

きょうの経済日経新聞ですけれども、国保膨らむ現役加入、４年連続失業ふえ、健４番議員

保から、国庫負担２兆円強と、こういう形で記事が載っとるわけなんです。これは一番問題

は、現在の経済状況というのは悪循環を繰り返して国保に現役世代が入ってきていると、そ

してそのために国保加入、国の負担がふえてるということを示しているわけなんですけれど

も、結局は今小泉内閣がやってる問題っちゅうのは、悪循環を断ち切れないでますますこの

分野においても矛盾を大きくしているという状況であります。そういう点を前提にしながら、

やっぱし国保会計の１つについて、絶えず一般会計からの繰り入れの問題を質問し、あるい

は要求してきたところであります。この２月号ですね、「地方議会人」の２月号の中に、全

国町村部の現状が書かれているわけなんですが、この中でいわゆる平成１２年の見込みで法

定外一般会計繰入金、いわゆる法定の繰入金、安定化基金やその他義務的なものを除いた繰

入金というのが全国的に３，１９７億円がある。これは、常態として自治体の中で位置づけ

られているということであります。こういうことに対して、やはり国保の会計がどんな現状

にあるのかという点でもここに書かれているわけですけれども、国保と他制度との比較とい

う形でここでも私たちがよく社会保険との比較で保険料の負担のしんどさっていうのをあら

わすわけですが、ここに書かれている点で言いますと、国保と政管健保、組合健保の各制度

を比較すると、見てみますと、国保は他の制度と比較すると、加入者平均年齢が５１．７歳、

政管健保が３７歳、組合健保が３３歳。これは当然知ってる人は皆知ってるわけなんですけ

れども、こういう状況で非常に高齢者が高いと。当然医療費はそれに伴って政管健保１人当
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たり１２万１，０００円、組合健保が１０万２，０００円、国保はそれに対して１６万３，

０００円と、非常に高くなっているわけです。これが国保の会計を非常にしんどい目に合わ

せている最大の原因であります。国保の職業構成を見ると、昭和４０年度当時は４２．１％

が農林漁業者が占めていたのが、１１年度では６．１％、そのかわりに６．６％であった無

職者が４８．４％、大体広陵町でもこの数字、特に無職者度の数字っていうのは大体こうい

う傾向をたどってきているわけであります。こういう中で、国保の保険料がなかなか集まら

ないというのは当たり前のことなわけでありますから、この現状を変えていくという点で、

国はそれを国負担ではなく、いわゆる加入者負担に切りかえていくと、こういうすごい痛み

を国民に与えようとしているわけですが、私たち自治体が今やらなければならないのは、や

はり健康を守っていくという点では、予防医学をどれだけ真剣に考えるのかという点と、こ

の負担増によって患者が病気にかかってから医者にかかる、これは最悪の事態を生む結果に

なるわけですから、こういう改善をやっていくという点で言えば、一般会計からの繰り入れ

っていうのも視野に入れた国保の現状、そしてその医療体制を町独自としても真剣に見る必

要があると思うんですけれども、そういうような認識に立った国保の広陵町での改革という

ことは必要だと思いますけれども、その点どのようにお考えなのか聞いておきたいと思いま

す。

住民生活部長！議 長

おっしゃっていただきますように、国保と他保険の当然制度、また課税の違い住民生活部長

はございます。それで、ご承知のように他の政管保険につきましても、また今基金もなくな

り大変赤字の状態で、とても繰り出しはできないというところはマスコミ等でも報じられて

おるところでございます。それで、また一般会計につきましても、他市町村でも以前から国

民健康保険の方へ繰り入れされておることは私の方も承知しております。しかし、こここう

いう経済情勢、財政状況になりますと、この近隣市町村でも今まで一般会計から国保会計へ

繰り入れしてた分を取りやめていくという方向で検討されてるようにお聞きはしておるとこ

ろでございます。

それから、私の方はあくまでも特別会計等につきましては、やはりその収入の中での支出

ということが基本ではなかろうかなということを思っております。一般会計から持っていく

といたしますと、国保以外の住民の方への負担もご承知のようにございます。また、私の方、

ご承知いただいておりますように、一般会計から国民健康保険の方へルール分に基づきます

保険基盤の安定ということで、項目はそれでございます、６割軽減。それから、あるいは職
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員給与等の繰り出し、それから出産育児一時金の繰り出し、それから財政安定化支援事業の

繰り出し、その中にも町のまた減免を独自でやっております。その分について今年度も、１

４年度です、１億３，３１９万円ほど一般会計から国保へ繰り出しをしていただいてるとい

う状況でございます。以上です。

４番議員！議 長

私は自治体、公務員として、どうやって広陵町民の暮らしを守るのかという視点が４番議員

欠かせない。そういう中身にあって、広陵町独自で考えている限り限界があるというのはは

がゆい話、すべての人が共通して持っていると思うんです。そういう中で、どういう改善を

するのかという点で言えば、やはり行政の持つ力、町民がなぜこのような苦しみを味あわな

ければならないのかということを事実によって知らしめる必要があるというように思うんで

す。結局はこの医療費の問題は、国が医療費削減を国庫負担を減らし続けてきた結果です。

そして、一方で税金がないのであれば仕方ないという論理は成り立つわけですけれども、最

初に述べましたように、要は公共事業費の大幅な増加、そしてこれに対してのメスを入れな

い。あるいはまた、軍事費、防衛費は聖域扱いでいまだにそのままになっている。思いやり

予算は２，５００億円という膨大な費用が使われている。こういうような状態を、私はやは

り地方公務員としても、また首長としてもここは見て、どのような事実があるのかっていう

ことは考える必要があろうというように思うんです。私はそういうところを抜きにして、や

むを得ないから仕方がないということであれば、国の国庫負担を減らしていくのが結局は賛

成なんだという立場をもっと明確にする方が町民にわかりやすいとように私は思います。こ

ういうような矛盾をそのままにしておいて、町は何もできないというのであればやらない方

がましだという結果になるわけですから、私はこれは自治体が、今地方６団体が要望してる

内容にも沿うわけですから、首長みずからがこの欠陥について国保負担を減らしていく現状

があると。今数字を上げますとですけど、来年度この予算で年金の当年度は９，０００億円

になるんです。ところが、医療費だけでも５，５００億円が当年度ですが、予算では２，０

０７億円しか認められていない。結局その他の部分は国民の負担あるいは診療報酬の負担と

薬価の削減と、一番大きいのは結局は患者負担を大幅にふやすということになっているわけ

ですから、こういう部分というのは私はやはり町民の命を守るという立場から発言をしてい

ただきたいというように思うわけですけれども、その点町長はどのようにお考えなのか聞い

ておきたいと思います。

町長！議 長
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なかなか立て板に水を流すがごとくのご質問でございまして、お申し出の趣旨、意町 長

を十分理解をしておりますので参考にしたいと思います。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２２番、議案第２３号、平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

老人医療費の方は本当に年々増大していくというような状況の中で、老健への拠出５番議員

金が国保の中でも増大し、大変な状況となっております。その一方で、医療制度の先ほど言

いました改悪の中で、高齢者の医療については対象を７５歳以上に引き上げていこうという

ような国の方針が、ほぼこれは通っていくのではないかというようなところに来ているわけ

ですが、もうこれは十分ご認識いただいておりますので、これについて議論するつもりはあ

りませんが、しかしこういう政府のやり方、改悪についてやはり住民を守る立場で胸を痛め

ておられるのではなかろうかと思うわけです。お医者さんの方も今回医療費の反対の署名活

動を非常に積極的にされまして、奈良県からも、たまたま広陵町の議員の研修で東京の方へ

行きましたときに、奈良県から反対運動に行かれる方たちが大勢電車に乗っていかれるとい

うところに遭遇したわけですけれども、本当にお医者さん、住民、皆さん今回の医療改悪に

向けては憤りを持っておられます。そういう中でやはり町村の議長会といたしましても、老

人保健福祉対策の推進ということで老人医療費に対する国の負担割合を拡充することと、真

っ先に上げておられます。だから、私はこういうところで言いますと、ほかの議員さんも国

の制度の問題やとかということで、こんなん関係ないというようなことで見過ごそうとされ

ておりますが、これはそうではありません。これは、やはり議会も理事者も住民も一体にな

ってこういう認識を一致させて、そして住民にしわ寄せを押しつけるような、命を削るよう

な改悪に対してともに力を合わせて改善に向けて努力をしていくということが、今一番求め

られている行政の姿勢ではないかと思うんですけれども、この点についてどのように認識し、
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今後こういう点について、町民の皆さんと公判に一致して取り組んでいくという具体的な方

策を提示できるかどうかお聞きをしておきたいと思います。

住民生活部長！議 長

今前段おっしゃっていただきましたように、各市町村とも県なり国の方へはご住民生活部長

承知のようにいろいろと要望、改善事項を何回も出しておられることはご承知だと思います。

おっしゃっていただきました件はもちろんございます。しかし一方では、ご承知いただいて

おりますように、国の経済情勢また少子・高齢化という進展の中にありまして、将来この医

療制度をどう維持していくのかということも一つ大変な問題であろうということもご認識は

十分いただいておると思います。おっしゃっていただきました意見を十分尊重さしていただ

きまして、また検討もさしていただけたらと思います。以上です。

５番議員！議 長

では、もうこれは意見とお願いにとどめさしてもらいますが、例えば国保運営協議５番議員

会の方にこの医療改悪に対して、町と住民と合わせてともに改悪反対の意見書を上げていこ

うとか、お願い文ですね。いろいろなそういう具体的な方策、あるいはまた広報等を使って

今の広陵町の医療の実態、また町民のさらなる苦しみの実態等をやはり住民を守る立場で訴

えていただくと。具体的な手だて、いろいろあると思いますので、今後そういう具体的な行

動に出れるような形を検討していただきたいということをお願いして終わりたいと思います。

ほかにありませんか。議 長

質疑はこれにて打ち切ります。

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２３番、議案第２４号、平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について質疑に入ります。 ４番議員！

今度の予算で、従来から指摘させていただいてきたいわゆる介護保険福祉事業につ４番議員

いて改善を見とられてるわけです。この点について、１００万円だけがその他に残っている

わけなんですけれども、いわゆるこれは全体の問題として町長も改善をするという形で現在

に至っているわけですから、１００万円の予算どりという意味で、これはやはり一般会計で
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できる部分については当然一般会計でしていくという考え方に基づいておられるのかどうか、

この点を確認をしておきたいというふうに思います。

それと、減免制度の問題ですけれども、やはり今活用されている方々にとっては、いまだ

従来からの制度からいっても負担が多くなっていると、減免制度について活用できるような

減免制度を考える余地はないのかどうか、全国的な中で積極的な自治体があらわれているわ

けですけれども、奈良県においては、いわゆるホームヘルパーだけについては１割負担が３

％負担ということで、御所市が率先をして奈良県、全自治体が減免制度をやったわけですけ

れども、そういう意味合いからも広陵町において検討していくという姿勢を持っていただく

わけにいかないのかということを２番目に聞いときたいと思います。

健康福祉部長！議 長

まず、保健福祉事業の件でございますが、１００万円残ってるこの１００万円健康福祉部長

はどうするかと、予算どり程度かということのご質問、まさにそのとおりでございます。こ

の中でやはり執行すべきものというものがございました場合には、ゼロにすると執行ができ

ませんのでご理解をいただきたいと思います。

それから、減免の件でございますが、現在の広陵町の介護保険によります減免の規程によ

って進めてまいりたいと考えております。終わります。

５番議員！議 長

本当に保健福祉事業については改善をしていただいたところでございますが、ただ５番議員

前の従来から言っておりますように、教室がそのものがまずいとか、いけないとかというこ

とではなくて、教室そのものは大変人気もありましたし大変いい中身でしたので、これはや

はり一般会計の方でぜひ実施をしていっていただきたいと思うんですけれども、その点は今

どのようにご検討いただいているのかお聞きしておきたいと思います。

それから、介護保険料の減免についても、議会あるいは理事者の方も国の方に要望をされ

ておられるというふうに認識しているわけでございますが、広陵町におきまして、保険料の

６段階制の導入によって、低所得者を一層負担を軽くするための制度の改善を検討していた

だきたいと思うんですけれども、どのようにお考えいただいているかお聞きしたいと思いま

す。

健康福祉部長！議 長

以前に保健福祉事業の中で各種の教室をやっておりました。その内容で制度の健康福祉部長

適用が違いますけれども、内容の似た教室が確かにございました。それにつきまして一般会
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計でやってはどうかと、それについての進捗は、というご質問ですけれども、それぞれの教

室は従前どおりそれぞれの一般会計で予算化をいたしております。

また、保険料の減免のために、現在の５段階を６段階に分けて低所得者に対する配慮をし

てはどうかというご質問をいただきましたけれども、１４年度中に策定等、委員会を制定し

て、１５年度からの状況を一つの方針として出していただくことになっておりますので、そ

の場でもってある程度の状況等を検討していただくことになろうかと思います。今ここでは

お答えはできません。終わります。（５番議員「あと一点だけだから。」）

５番議員！議 長

あと具体的な部分での特養とか入所施設の待機者の実態について、数字上げていた５番議員

だいてなかったように思いますので、把握されている数字を厚生委員会の方に上げていただ

きたいと思います。以上です。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２４番、議案第２５号、平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算を議 長

議題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

以前もお願いしてたかと思うんですけれども、下水道の事業がもうそろそろ終結す５番議員

る、当初の予定では１４年度で終結する予定だったわけです。今はまだ残っているわけなん

ですけれども、今の時点で、今後の借金も九十何億円でしたか債務の方もありますので、そ

れの返済計画も含めて、これは一般会計の方の中・長期計画とも大きな絡みがあろうかとは

思いますが、見通しの方を示していただきたいと思います。といいますのは、以前にいただ

いた計画とはもうかなり大きな大幅な狂いが生じてきているわけです。当然と言えば当然な

んですけれども、そういう中で、今の状態で下水道の事業がもう終結したその後において、

維持管理の部分だけでも、採算がうまくとれていくのかどうかの見通しが今立てにくい状態

ではなかろうかというふうに思うわけです。そういう点では、一般管理費の部分が歳出の方

で２億３，６００万円なんですけれども、歳入の方の状況で見ましたら、使用料の方が２億

３，４００万円、大体とんとんの状況ではあるわけですけれども、今後下水管のいろいろな
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補修等もまた出てくるという状況になりますと、本当に接続について新しくいろいろな手だ

てをしていただくという予算もついておりますけれども、真剣にそういう計画と実行をして

いただかなければ将来的な不安が大きいのではないかという点で、計画の方、見通しどのよ

うにお持ちなのか、またその計画書、あれば提出していただきたいと思うんですけれども、

お願いします。

都市整備部長！議 長

計画書はございませんが、一般会計と今後は起債の返還等につきましては十分都市整備部長

検討していかなければならないなと、このようには思っております。しかし、今後管の維持

管理等に、またいろんな面でメンテナンス等で費用がかかってくるだろうと、このようにも

予測しておるわけでございます。

それと、最終的の、最初は平成１４年をもって完了するだろうという見通しが出ておりま

したが、今現在におきましては、平成１８年に一応予定が立てておるわけでございます。初

めにも申し上げておりましたように、現在は公共事業の方の整備率が９０％台にのっており

ます。若干特環の方では今現在は７７％の整備率でございますので、今後はその特環にも最

重点を置き工事を進めていかなければならないと、このようにも考えております。一番下水

道での財源でございます使用料につきましては、いわゆる接続率ということが一番ウエート

を占めておりますので、在来地区の水洗化率、接続につきましては、１３年度と比較いたし

ますと約３％の伸びであると、このようにも説明しておりますが、平成１４年の一応水洗化

率の目標は７０％に持っていこうと、こういう努力目標で取り組んでいきたいと、かように

考えております。そういう面で、水洗化率を伸ばすことによりまして下水道の使用料が伸び

てくると、こういう内容になってくるわけでございまして、やはり起債の返還等の一応計画

をつくりまして、一般会計ともいろいろ協議を重ねなければならない時期が来ていると、こ

のようにも考えております。

５番議員！議 長

今ご説明いただきましたが、やはり財政計画、見通しというのは重要ですので、ぜ５番議員

ひこの下水道会計につきましても、中・長期の財政計画をつくって議会の方に提示していた

だきたいと思いますが、つくっていただけるのかいただけないのか、お願いしたいと思いま

す。

都市整備部長！議 長

できる限りつくるように努力いたします。都市整備部長
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質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を産業建設委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は産業建設委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２５番、議案第２６号、平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について質疑に入ります。 ４番議員！

今墓地予定地とそれから図書館の前駐車場、清掃センターに使うという土地のくぼ４番議員

みありますね。これは墓地の予定地だったというように思うんですが、必要があるのかない

のか、いわゆる青少年センターを建てるところについての土地を広げていくということは可

能だと思うんですけども、その点についての計画だけ聞いておきたいと思うんです。

住民生活部長！議 長

おっしゃっていただいておりますのは、現在の図書館の南側の駐車場になって住民生活部長

おりますあそこの南側ののりと墓地の方ののりとですね。その辺ののりの利用計画のことを

おっしゃっていただいているわけですね。（４番議員「のりというよりも、くぼみあるでし

ょ、くぼみ。」）はい。池で、きちっとあれは境界はなってるようには聞いております。た

だ、私の方墓地の方とおっしゃっていただいているのは、あくまでも現在の更地のところで

ということで、残りこういうふうにやっていきたいということでございますので、ご理解を

いただけたらと思います。（４番議員「その活用を委員会でまたやってくれ。」）はい。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２６番、議案第２７号、平成１４年度広陵町学校給食特別会計予算を議議 長

題とします。

本案について質疑に入ります。 ４番議員！

一般質問にも出てる内容なんですけれども、いわゆる賄いの広陵町の使用料を少し４番議員

指摘しておきたいと思います。
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青ネギが１，０４７キログラム、そしてカボチャが１，２４３グラム、キャベツが３，６

３９グラム、グリーンピースが７０５キログラム、ゴボウが５２２キログラム、コマツナが

８０６キログラム、サツマイモが８４０キログラム、里芋が８６１グラム、ジャガイモは６，

１０５キログラム、大根、タマネギは９，０００、チンゲンサイが約１，４００、ニンジン

が５，６００、白菜が３，９００、ホウレンソウが３，７００、こういうように、広陵町で

とれる野菜がこれだけの分量があるわけなんです。これはその気になれば活用できる種類で

す。こういう点は積極的に本来活用しながら農業の振興にも役立てていく、これはできない

ことではないし、今全国的にこの傾向は急速に広がっています。広陵町でなぜこの問題につ

いて障害があるとおっしゃっていますけれども、今読み上げた内容については、農家の方々

も積極的に参加できる数字なんです。そういう内容から含めて、どうして行き詰まっていく

のかと、もっと積極的に行政主導による解決策をとっていただく必要があると思うんですが、

その点をお聞きしておきたいと思います。

教育委員会事務局長！議 長

地元の野菜等、取り入れられるものは取り入れてというような形でおっ教育委員会事務局長

しゃっておられると思うわけなんです。やはり今、年間通しての総使用料のトータルをおっ

しゃったと思うわけなんです。そうした中で、やはり献立していく中で需要、供給のバラン

スの中でもう少し検討してまいりたいと、かように思っておりますので、よろしくお願いし

ます。

４番議員！議 長

需要、供給の関係で言えば、現在の広陵町の農家はこの生産は１００％可能です。４番議員

そして、いわゆる計画生産は取り入れることができます。万が一不作の場合が農業の場合に

はあります。その場合については、当然従来の市場から買い入れるということは当然のこと

です。問題になってる点については十分ご存じのように、町がこの活用を図るかどうかとい

う熱意の問題が最大のネックです。その他に、いわゆる生産者側といわゆる商売されてる方

々との調整の問題があります。これは町が本来この農業生産を積極的に活用を図るという姿

勢があればおのずと解決する内容なんです。そういう点で、今上げた内容というのは非常に

分量の大きな内容であり、広陵町の近郊の農家の積極的な位置づけに役立つのは１００％請

け負うものになっているわけですから、ぜひその点についての町の決意などを聞かせていた

だきたいと思うんです。これについては、教育委員会だけでなく農業の問題も絡んでいます

ので、町長、この数字今見ていただいと思いますけれども、この数字から見て町長、農業に
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ついてはどうか知りませんけれども、こりゃもう数字の上で言やあ本当に活用できる話なん

ですから、この点について町長の考えも聞いておきたいと思うんです。

町長！議 長

細かいデータの数字を教えていただきました。今地産地消という言葉を言われてい町 長

るんです。地産というのは土地でとれたものを土地で消費をする、地産地消であります。こ

ういう運動が全国で広められているのは確かなことでございます。ただ、今給食で流通過程

をどうするか、生産者を育成をする、こうして流通過程でおさめていただく人はそしたらど

うなるのかということもございますし、なかなか私たちはこの議論を重ねているところでご

ざいますが、非常に厳しい問題があるのでございます。熱意があればできるとおっしゃいま

すが、私どももなるべく食べていただけるように、地元の産品を食べていただけるような努

力をしていかなければいけないということの認識はいたしております。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を総務文教委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は総務文教委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２７番、議案第２８号、平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定議 長

審査会特別会計予算を議題とします。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

１点だけお聞きしておきたいんですけれども、これで３年目に入るわけですけれど５番議員

も、もう寝たきりの状態でそれ以上介護認定５から上に行かないだとか、それからかなり固

定した状態の方もたくさんおられるんではないかなというふうに思うんですけれども、その

場合、半年ごとに認定のし直し、一からやり直しというのは、認定する側にとってもされる

側にとっても負担が大きいと思うんですけれども、そういう場合の簡略化についてご議論さ

れているんでしたら、どのようなご議論になっているのかお聞きしておきたいと思います。

健康福祉部長！議 長

まず、現在の制度では、要介護５から以上はございません。この方々について健康福祉部長

も一応制度上では再判定をしなければなりません。新年度からは、一応議論の結果でござい
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ますけれども、有効期限を６カ月から１年に伸ばしてはどうかという方向で現在検討を進め

ております。この方向で進むとは思いますけれども、今断言はできません。終わります。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２８番、議案第２９号、平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算議 長

を議題とします。

本案について質疑に入ります。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を厚生委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありません

か。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は厚生委員会に付託することに決しました。議 長

次に、日程２９番、議案第３０号、平成１４年度広陵町水道事業会計予算を議題と議 長

します。

本案について質疑に入ります。 ５番議員！

１つは井戸の工事請負費がついていますが、これが稼働するのはいつぐらいに予定５番議員

されているのか。それから、どの程度の水量を予定されているのか確認しておきたいと思い

ます。

それから、この資本的収支及び支出の部分なんですけれども、平成１２年度に料金改定に

なりまして、平成１１年度にはいろいろな財政試算表を前提にして議論をしてきた経過があ

るわけですけれども、そのときの資料によりますと、平成１４年度の資本的収支がここに提

示されました予定額とは大幅に金額が違うわけなんですけれども、例えば資本的収入の方で

はこちらの以前に提示された中では４，８８０万円でした。しかし今回は、今年度１１億８，

３９４万５，０００円という形で４倍近くの開きになっています。それから支出につきまし
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ても資本的支出のトータルが１億７，０５４万８，０００円という見通しだったんですが、

３億１，４１７万１，０００円と２倍近い開きがありますので、この辺の予定がこれほど大

きく変わった要因は何なのかおわかりになれば教えていただきたいと思います。この計画の

ときには局長は担当されておらなかったので、ちょっとわからないところがあれば結構なん

ですが。お願いします。

水道局長！議 長

まず、自己水の井戸の件でございますが、今度新たに神主の井戸を新しく設置する水道局長

ものでございます。期間といたしましては、まず４月に入札をいたしまして約３カ月日を要

すると思います。したがって、使用できるのは７月ごろということでございます。

それから、水量につきましては、１日に大体１時間で３０トンが出るだろうという予測を

しておりますので、年間約２１万トンですか――ちょっと待ってください。ちょっと待って

ください。大体１……済みません。１時間当たり約３０トン出るとします。そうすると１日

に７２０トンでございます。そういうことで３０日で掛けますと一月で２万１，６００トン

ということでございます。それが水道料金につきまして問われたんですけども私もまだ間が

ありませんので、現状だけをちょっと言わしていただきます。

まず、水道会計は今現在では毎年毎年赤字でございます。といいますのは、平成１２年４

月から２５％の水道料金の値上げをされました。当初水道局といたしましては、３７％の値

上げをお願いしたいということであったようでございますけれども、諸般の都合により２５

％に抑えられたという結果がございます。したがいまして、平成１１年度の赤字が約８，０

００万円ございます。それから、値上げされました１２年度におきましても５，５８６万円

の赤字でございます。また、平成１３年度におきましても、まだ最終な答えは出ておりませ

んけれども７，０００万円前後の赤字になるだろうと、したがいましてこの３年間で約２億

１，０００万円の赤字になると思います。ただ、今現在事業資金として、現金として約７億

円ほどございますので、それを毎年毎年食い込んでいってるという現状でございます。そう

いったところでございます。よろしくお願いします。

５番議員！議 長

値上げしたけれども、さらに赤字という状態が続いているということなんですけれ５番議員

ども、これは値上げした結果、値上げ効果が予想よりに至らなかったと、やっぱり値上げし

たら倹約する、節水するという部分も大変大きなマイナス点であったと思うんですけれども、

今年度井戸を１つ掘るということで、４，０００万円で井戸が１基建設できるわけですね。
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そういう部分で言いますと、１基で、えっ、３，６２０万円か。それで、県水の方が２９０

万立米ですね、受水してるのが、そうすると大体１基掘れば県水の１０分の１はここで賄う

ことができる水量だというふうに思いますので、その赤字分っていう部分についたら県の受

水費が大きな負担になっておりますので、やはりこの受水費が４億４，０００万円ですから、

これの１割というと４，０００万円ですから、ちょうど１年で採算がとれると、後について

は大変プラスになるという結果になってまいりますので、やはり議論をやはり再度本当に住

民の立場に立って、こんな不景気の中で住民の負担をこれ以上絶対にさせないという立場に

立って、井戸の増設についても真剣に議論していただきたいというふうに思います。

答弁ええねんな。 水道局長！議 長

まず、水道料金の改定につきましては、今も言いましたように、今現在では７億円水道局長

のそういう利用資金があるということで、毎年食い込んでいるということなんです。それで、

すぐに値上げするということじゃなしに……。（５番議員「ああそうですか。」）もし値上

げをするということであれば、皆さん方によくご相談さしていただいて、そして検討を加え

てやっていくということを思います。

それから、井戸につきましては３，６２０万円ということになりますんですけども、要す

るに１時間当たり３０トン水が出るとしますと、１日に７２０トンになるんですわ。そうす

れば３年間すれば料金で買う１４５円プラス消費税で買う金額と、ほんでうちの自己水を生

産するということになれば、いろいろな諸費用を引いて１トン当たり１０５円なんですわ。

１０５円ぐらいでできると思うんですわ。したがって、３年間辛抱していただければ、その

分は料金として、まあ言うたらとんとんになると。その３年から以上使うということになれ

ば町としては得策だということでございます、井戸についてはですよ。そういうことでござ

います。以上です。

４番議員！議 長

答弁は結構です。４番議員

赤字の状況の問題が出てきましたので、１つはこの問題というのはいわゆる県水と自己水

の比率の問題だということで改めてその点を指摘しておきたいと思うんです。今おっしゃっ

たように、井戸を１基掘ると３０トンの目標値を設定すると、３年間でそのもとが買えると

いう点からいって、この問題が一つネックとなってあります。現在赤字の大きな原因は自己

水の比率が低下し、県水が非常に大きくなってきたというところが大きな問題だというのを

指摘しときたいと思います。
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それから、これは要望です。大滝ダムの供用開始が近づいてきました。この点について今

から大滝ダムの財政事情、いわゆる補助金、県の負担金、そしていわゆるそれを料金にはね

返させるいわゆる先行投資部分を、その料金にはね返る部分、いわゆる先行投資で県民から

その負担を補うと、こういう内容について具体的な数字を県からもらっておいていただきた

いというように思いますので、これはお願いをしておきたいと思います。以上です。

質疑はこれにて打ち切ります。議 長

お諮りします。本案を産業建設委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は産業建設委員会に付託することに決しました。議 長

次に、議案第３１号は本日追加議案として提出されたもので、この際よろしくご審議願い

ます。なお、議案の朗読を省略します。

それでは、日程３０番、議案第３１号、広陵町立真美ヶ丘第二小学校増築工事に伴議 長

う工事請負契約の締結についてを議題とします。

本案について説明願います。 総務部長！

大変お疲れのところ申しわけございませんが、本日追加議案として提案さしていた総務部長

だきましたので、提案趣旨の説明をさしていただきます。

追加の議案書をごらんいただきたいと存じます。今回の工事につきましては、真美ヶ丘地

区において住宅都市整備公団の開発によります人口増加が見込まれる中、児童数の増加に伴

い平成１５年４月には教室が不足することとなりますので、国の補正予算措置に伴い昨年１

２月議会において補正予算の議決をいただいております。今議会におきましては、工事期間

の関係から繰越明許費の専決処分のご報告を申し上げたところでございます。

増築工事の内容につきましては、鉄筋コンクリートづくり３階建て、カラーベストぶきの

建物でございます。配置図等につきましては、お手元に配付しております図面をごらんいた

だきたいと存じます。１ページ目は配置図で、左上の黒く表示しております部分が今回増築

部分となります。

続いて２ページ、３ページの白抜きの部分、今度は逆になりますが、白抜きの部分が増築

部分でございます。普通教室それぞれ各階において２室の増築となっております。

４ページにつきましては、３階部分の増築部分をあらわしております。この３階部分では

特別教室１室を予定しております。
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最終ページの５ページにつきましては、立面図を表示さしていただいております。後ほど

またごらんいただきたいと存じます。

増築の面積につきましては、延べ面積５０８．３５平方メートルとなっております。

今回の請負契約につきましての業者選定につきましては、２月１８日、指名選定審査会を

開催し、広陵町建設工事請負業者選定要領に基づき、特定建設業の許可を有する者で、町内

業者においてはＡまたはＢランクにある者及び県内業者にあっては経審点数９５０点以上で、

特定建設業の許可を有する者１９社の中から、広陵町と、１９社というのは全社になります、

９５０点以上は全業者ということになります。広陵町と契約または指名実績を有する業者、

１６社を選定いたしました。なお、この中に村本建設につきましては、平成１３年度１２月

２７日から平成１４年２月２６日までの２カ月間を指名停止期間と定めておりますので、今

回の指名選定審査会においては指名回避と決定いたしております。

町内業者３社と県内業者１６社の合計１９社を選定いたしまして、２月２９日、現場説明

会を開催いたしました。今回の入札につきましては、特に談合の防止及び競争性の原理を重

視し、１９社という入札となりました。３月７日の入札日当日、株式会社中尾組が辞退され、

結果は１８社による入札ということになりました。入札結果につきましては、別紙の、お手

元に配付しております指名競争入札調書に記載しておりますとおり、平成建設が税込み８，

４００万円で落札しております。その他の業者の入札価格につきましては、後ほどごらんい

ただきたいと存じます。いずれも税抜き価格で記載しておりますので、よろしくお願い申し

上げます。

設計金額及び入札価格については、設計金額は税抜きで１億１，３１９万２，０００円で、

設計価格に対して７０．６７％となっております。入札予定価格につきましては、税込みで

１億１，２９０万６，５００円で、入札の請負率にしますと７４．３９％となっております。

工事の完成期限につきましては、平成１４年１２月２５日が期限ということで契約をする

予定でございます。以上、簡単ですが説明を終わります。

本案について質疑に入ります。 １番議員！議 長

今説明がありましたが、この広陵町真美ヶ丘第二小学校についての本体っていうん１番議員

か、初めの工事請負はどこでしたですか。

それと、そのときの設計価格、そしてその入札比較価格、落札金額は何％ぐらいだったか。

（総務部長「それはちょっとわからへん。」）まず比較してみたいと思ってんです。（４番

議員「村本や。」）村本か。（４番議員「それしかないやないか。」）ああそうか。という
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のは、やはりその当時落札者の率から見たら、これを見ると本当に安いのがいいのか、競争

原理が働いたから７４．３９％という率がいいのか悪いのかわからない。というのは、手抜

きが行われるのではないかという心配もあるわけで、それは向こうから見てざまあみい、そ

ういう心配もなきにしもあらずと。というのは、前回のこの初めの本体工事がやはり９５％

ぐらいで落札しているのではないかと、そうして思うと、それと今回の比較するならば、非

常に懸念される点が私にはあると思うんです。そしてこの平成建設というと余り私も聞いた

ことはないわけですが。（４番議員「村本だってええやろう。」）いや、村本がいいとか悪

いじゃなくして、じゃなくして、この平成建設の実績ですね。（４番議員「こらあ名前変わ

ったんや。」）実績をどのような公共工事的にやっておられるのか、それも教えていただき

たいと思いますので、その点お願いします。

総務部長！議 長

当初の本体の内容につきましては、資料をちょっと持ち合わせしておりませんので、総務部長

委員会ででも報告をさしていただきたいと思います。

それから、この請負価格云々の話ですが、いわゆる現在の経済情勢の中で、やはり価格破

壊という状況があらわれている状況があると思います。この中で、特に議員さんは心配をい

ただいております工事の手抜き、あるいは工事の成果と申しますか、それだけの工事をちゃ

んとやってくれるんかという心配のご質問だと思います。これにつきましては、設計業者で

あります大和設計がちゃんと管理もいたしますし、職員の中でも技師がおりますんで、この

辺は大丈夫だと私は信じております。

それから、あとのちょっと資料の持ってない部分につきましては、委員会で報告さしてい

ただくということでお願いいたします。

ほかに。 ５番議員！議 長

今回は本当に適正な競争原理が働いてよかったなあというふうに思っているわけで５番議員

すけれども、この教室なんですが、第二小学校はこれ３回目の増築になるんでしたか。継ぎ

足し継ぎ足しという形で大変使い勝手の問題ではどうなのかなと懸念するんですけれども、

この３階の特別教室はどのような使用目的を想定されているのかお聞きしておきたいと思い

ます。

それと、東小学校、新しいところでしたらやっぱり給食等も学年を分けなきゃいけません

が、別のこういう特別室の方でいただけるということも可能なんですけれども、そういう継

ぎ足し継ぎ足しの設計の中ではあるけれども、今回改装とかも含めていけばもう少し使い勝
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手のいい、またニーズに合った設計ができたんではないかと思うんですけれども、その辺の

ところはどのように議論していただいたのかなと思いますのでお聞きしておきたいと思いま

す。

それから、今回４教室増なんですけれども、来年度に向けての学級編制の見込み、つくっ

ておられると思うんですけど、先ほどにもありましたが。第二小学校の来年度の学級数の見

通しと今の学級、部屋の数ですね、教室の数と教えておいていただきたいと思います。

それから、資料として総務委員会に学級編制の見込み、来年度の見込みの一覧表を小・中

ともに出しておいていただきたいと思います。（１４番議員「そんなもん真美ヶ丘喜んばな

あかんやん。」）喜んでるや、評価もしたし、今度は褒めちゃったじゃないですか、入札で。

教育委員会事務局長！議 長

３階の特別教室につきましては、現在音楽室に供したいと、かように思教育委員会事務局長

っております。（５番議員「音楽室はどうなるんやろう、今の音楽室は。」）２教室に、そ

んで音楽室なるわけです。（５番議員「音楽室２つにするん。」）はい。それと、重複して

科目の授業が組めるようにという形で、はい。

それと、今度の新年度の、今度１４年度。（５番議員「資料でもいいですよ、資料出して

もらったら結構ですけど。」）全部で２３学級になる予定です。（５番議員「それで、教室

が幾つ。」）今２１。（５番議員「今２１、えっ、そしたら。」）だから２つ不足する。

（５番議員「不足した状態でスタートするわけ。」）今は２１。はい。今度１５年から。い

や４年度。（５番議員「１４年の来年の話してるんです。」）１４年度が２２です。（「５

番議員「まあ、資料を出してください、資料出してくださったら結構ですから。」）２３に

なっております、１４年度は、はい。必要数が、はい。

ほかに。 ５番議員！議 長

簡単に最後に、そしたらそれ資料で出していただくことを確認して、２３の２１と５番議員

いうことであれば、教室が足りない形でのスタートと。（教育委員会事務局長「１４年はそ

んでいけるわけ。」）２３が教室の数。（教育委員会事務局長「いやいや、学級数。」）学

級数、特別学級があるからですか。（教育委員会事務局長「はい。」）はあはあはあ、わか

りましたわかりました。

あとそれと音楽室が２つにということなんですが、これは第二小学校の方からの要望でな

ったのか。ゆとりのいろんな多目的に使えるスペース、ちょっと広いスペースも第一小学校

の方にあって、あそこでいろいろな行事に活用されていまして、私の方もお話のボランティ
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アなどで使わしていただいて、大変有効になっているかなと思うんですけれども、そういう

スペースがこの第二小の場合にはないんじゃないかなあと思うので、再度確認したんですけ

れども、先生の要望からこの音楽室２つになったのかどうかということの経過から含めてお

願いします。簡単でいいです。

教育長！議 長

これは学校の職員の、学校からの要望というようにご理解いただきたいと思います。教 育 長

（５番議員「はい、わかりました。」）ただ、この子供の学級数のふえぐあいによってすぐ

に音楽室に使うかというあたりはもう少し見きわめたいと思っておりますが。（５番議員

「ということは、ゆとりの部屋がない。」）音楽室をつくりたいというように考えておりま

す。（５番議員「ということは、ゆとりの部屋が第二小はないということやな。」）えっ

多目的広……。（５番議員「多目的室が。」）その余裕はございません。（５番議員「な

い。」）はい。

ほかにありませんか。議 長

質疑はこれにて打ち切ります。

お諮りします。本案を産業建設委員会に付託いたしたいと思いますが、これに異議ありま

せんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本案は産業建設委員会に付託することに決しましま議 長

した。

お諮りします。本日の会議はこの程度にとどめ延会したいと思います。異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本日はこれにて延会することに決しました。議 長

なお、本日行われなかった一般質問につきましては、あす１２日午前１０時から引き続き

行うことといたします。

本日はこれにて延会いたします。

（Ｐ.Ｍ.６：４９延会）
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平成１４年３月１２日広陵町議会

第１回定例会会議録（３日目）

平成１４年３月１２日広陵町議会第１回定例会（第３日目）は、広陵町議場に招集された。

１ 出席議員は、１５名で次のとおりである。

１番 山 田 光 春 ２番 小 原 昇

３番 片 岡 福 美 ４番 寺 前 憲 一

５番 松 野 悦 子 ７番 吉 田 信 弘

８番 中 山 正 ９番 山 本 登

１０番 青 木 義 勝 １１番 笹 井 正 隆

１２番 坂 口 友 良 １３番 山 本 悦 雄

１４番 松 本 政 治 １５番 吉 岡 章 男

１６番 出 張 光 男

２ 欠席議員は、１名で次のとおりである。

６番 角 谷 静 作

３ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。

町 長 平 岡 仁 助 役 畠 山 惠 俊

収 入 役 和 田 建 三 教 育 長 吉 村 崇

総 務 部 長 土 佐 敏 行 健康福祉部長 大 西 利 実

住民生活部長 野 村 完 治 環 境 部 長 山 村 吉 由

環 境 部 参 与 中 尾 寛 都市整備部長 吉 村 正 勝

水 道 局 長 中 尾 勝 教育委員会事務局長 竹 田 健 次

施設管理サービス公社常務理事 竹 嶋 昇
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４ 本会議の書記は、次のとおりである。

局 長 西 辻 眞 治

書 記 乾 善 雄 野 村 克 也

ただいまの出席議員は１５名で定足数に達しております。議 長

これより本日の会議を開きます。

（Ａ.Ｍ.１０：０２開会）

本日の議事日程はお手元に配付したとおりであります。

日程番号 付 議 事 件

１ 一 般 質 問

まず、日程１番、これより一般質問を行います。議 長

発言の通告書がございますので、これより発言をしていただきます。

なお、議事進行の都合上、質問の要旨は簡単に、また答弁は的確にお願いいたします。

質問の回数は会議規則により３回以内とさせていただきます。

また、さきの申し合わせにありましたように、１回目の質問は今までと同様ですが、２回

目以降複数の質問事項があるときは質問通告書の順序により議席で一問一答方式によること

といたします。

なお、次の質問事項に移った場合は前の事項に戻ることができないので、よろしくお願い

いたします。

まず、笹井君の発言を許します。

皆さん、おはようございます。１１番議員

議長のお許しを得ましたので、質問させていただきます。平成１４年第１回定例議会平岡

町長が就任され、最初の予算議会に当たりトップバッターとして質問させていただきます。

光栄に思っております。

さて、質問でございますが、１番目、南郷バイパスに歩道設置の件についてお伺いしま

す。

南郷バイパスは、大和高田斑鳩線の裏街道でもあります。完成以来、この路線の交通量が

非常に多くなりました。現状のままでは危険場所の放置となります。なぜなら、狭い町道を

通り抜けてきたところで道路幅が広くなり、ほっとした気分で前方にカーブがあり、猛スピ
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ードで走行となれば事故につながります。ご存じのことと思いますが、この道路２００メー

トル余りの間で２名の老人の方が交通事故で死亡されました。特に老人の路肩通行は危険と

隣り合わせの状況であり、交通事故から身を守るためにも段差のある歩道あるいは危険防止

さくの歩道設置を早急にお願いいたしたいと思います。この件に関する町長のお考えをお聞

きいたします。

２番目でございます。釣り堀の設置についてお伺いします。

昨今、町民の方々の生活スタイルにもゆとりと安らぎを求める意識が感じられるように思

います。そこで、一つの提案であります。というのは、レクリエーションなどの一環として

釣りを取り上げてみてください。釣り愛好家の間では、釣り堀の設置に関する要望が非常に

多くあります。ため池の利用も一つの考えかもしれませんが、ぜひとも考えていただきたい。

そして、町、大字、水利組合等の間で協議の上、この計画をより一層前向きに考えていただ

きたいと思います。

３番目でございます。健民グラウンドの拡張計画についてお伺いします。

今回も含めて以前から何回もこの件に関して提案をしてきましたが、今までの経過をお聞

きいたしたいと思います。

グラウンドを取り巻く状況も変わってきました。町民の方々の生活環境の変化に伴い、健

康を重視した上での生活設計が広がっています。人々が健民グラウンドにおいていろいろな

スポーツと交わり、スポーツを楽しみながら体力づくりができます。それ以外に今まで町民

体育祭が行われるときには東小学校のグラウンドを駐車場として使用してきましたが、東小

学校に新しいグラウンドができ、東幼稚園の新築完成につき使用ができないと思われます。

以上のことをご理解の上、もう一度幼稚園跡地を含めたグラウンドの具体的な拡張計画に

ついてお願いいたします。どうかよろしくお願いいたします。終わります。

ただいまの質問に対し答弁をお願いします。 町長！議 長

ただいまご質問いただきました笹井議員さんのご質問にお答えを申し上げます。町 長

まず、南郷バイパスの歩道設置についてでございますが、地域住民の通行等も調査した中

で地元とも十分協議を行い、危険な箇所から歩道の設置等安全対策を講じていきたいと思い

ます。

次に、２番目の釣り堀の設置でございますが、幅広い年齢層の方々が楽しめ、親子のコミ

ュニケーションが図られる釣り堀は、レクリエーションの場として最適であるかと思われま

す。したがいまして、町は大字や水利組合と池の有効利用について協議を進めております。
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今後も池の有効利用について、他の大字等から協議があれば積極的に取り組んでまいります。

３番目の健民グラウンドの拡張についてでございます。

東小学校の改築後の運動場につきましては、災害等の緊急時以外は駐車場としての利用は

中止いたしたいと考えております。幼稚園跡地の利用につきましては、駐車場スペースとし

て確保する方向で進んでおります。また、健民運動場の拡張計画につきましては、現在検討

を重ねているところでございます。以上のとおりでございます。

はい、１１番、笹井君！議 長

再度質問させていただきます。１１番議員

１番目でございますが、地元住民とこれから相談して検討してまいりたいという返事をい

ただきましたので、できるだけ早く実施できるようにお願いいたしたいと思います。回答は

それで結構でございます。

２番目についても同じく今そういう方向で町の当局も考えておられるということでござい

ますので、それで結構かと存じます。

３番目でございますが、計画中であるとお伺いしましたが、再度お尋ねします。

健民グラウンド拡張、または駐車場についてでございますが、今までどおりのとおりで変

更はございませんか、その構想があるかないかをお聞きしたいと思います。

はい、教育委員会事務局長！議 長

健民グラウンドの拡張についての２回目の質問に対してお答えしたいと教育委員会事務局長

思います。

現在は、今町長から答弁いたしましたとおり、体育祭と東小学校グラウンドが使えなくな

る関係上、まず駐車場スペースとして幼稚園跡地を整備してやっていきたいことは無論のこ

とであります。そして、健民グラウンドの拡張計画につきましては、とりあえず具体的な構

想は煮詰まっておりませんが、今後引き続いて検討課題として計画してまいりたいと、かよ

うに思っております。

１１番、笹井君！議 長

再度お尋ねしたいと思います。１１番議員

健民グラウンドは、今度の体育祭においても真美ヶ丘地区の自治会も１つ、２つ、またふ

えるようにお聞きしておりますが、自治会の観覧席と申しましょうか、それもいっぱいの状

況でありますので、その点も踏まえてもう一度お尋ねします。

そして、南側の水田もありますので、その買収の方も前回にもお聞きしたと思いますが、
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その件も検討してその買収に入るということも聞いておりましたので、その経過も今どうな

っておるか、再度お尋ねいたしたいと思います。

田原本広陵線までという話も聞いておりましたが、その点についても再度お尋ねいたした

いと思います。

はい、教育委員会事務局長。議 長

健民グラウンドの拡張計画の具体的な形で実施してまいる整備計画がで教育委員会事務局長

きた時点で、今おっしゃってる内容も含めた中で範囲を決定してまいりたいと、かように思

っておる次第でございます。

以上で笹井君の一般質問は終了いたしました。議 長

次に、坂口君の発言を許します。

それでは、私の一般質問を始めさせていただきます。１２番議員

本日は多くの方の傍聴の方々もおられるところでございます。今回の予算は、平岡町政始

まっての一番最初の大事な予算案でございます。町長の施政方針も先ほど聞かせていただい

たとこでございます。今回の一般会計９８億６，０００万円の予算でもって本町の政策を実

現したい、このような町長の方針が示されたとこでございます。私、この町長の方針書をち

ょっと熟読させていただきました。非常に多きに多岐にわたっております。その中から私は

４つのポイントに絞りまして、大きく取り上げてみたいことがございます。

まず一番最初の質問でございます。この施政方針の中でも示されております。特に一番大

事なのが、私地元南３丁目に住んでおる者が毎日感じている清掃センターの問題でございま

す。現在の清掃センターでなくて、新しくこれからいかにしてつくっていくか、新施設でご

ざいます、この問題点。現在、町はＲＤＦ、このような計画で進めていると伺っております。

議員サイドにおきましてもこのＲＤＦの施設、あちこち見学させてもらいました。私もあち

こち資料を取り寄せております。議員のごみ問題特別委員会、この視察も先ほどあったと報

告を伺ったところでございます。また、各議員においても各自視察を行い、自分なりに勉強

を深めてきたところでございます。この中でもＲＤＦ施設について、これに問題を絞ってみ

ますと、この各地での報告、あるいは今までの視察の結果でも判明したとこではございます

が、まずＲＤＦの利用先、最後の利用先をまず考える必要がある、このような多くの視察先

から得ていたところでございます。ＲＤＦつくったけど最後の利用ができない、これでは非

常に困ったものでございます。まず、最初のＲＤＦの利用先を考える必要があるのではない

か、このようなちょっと心配点が出てきたとこでございます。本町の予定施設、地元でもい
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ろいろな機種説明なりで、資料なり配られてされてるところとは思います。この本町予定施

設の利用先の計画や利用先との交渉の状況、あるいは利用先との具体的な話の内容、この辺

についてはどのぐらいの進捗の状態がなっているのか、このような状態についてお聞きした

い。これは不安を払拭する、このような大きな目的も持ってるとこでございます。いずれに

しましても、この新しい施設の建設が進まない限りなかなか本町のごみの問題の解決は難し

い、このような状態でございます。このＲＤＦ施設ということにつきまして、その先の利用

先についての交渉状況、進歩の状況、内容、その他もろもろどのように当局は進んでいるの

か、ひとつお聞かせ願いたい。これが一つの大きなポイントでございます。

２番目、いよいよ１４年度の予算示されました。前年度より大きく最近のご時世です、税

収が少ない、あるいは法人税も少ない、なかなか厳しい予算でございます。今までのような

箱物、物をつくったり、あるいは公共事業、このような予算からは今回この予算書を見る限

り大きく転換してるところが見られます。公共事業についても大きく３割減、４割減、特に

建物関係については半分、このようなところの予算が見られております。この１４年度予算

は、ソフト重視、ソフト重視ということは入れ物とか、箱物とか、とかく言われるんですが、

そういうものの事業からそろそろ訣別を図ってソフト重視の予算が必要である、当然の流れ

でございます。私がいつも言っておりますように、人に対して投資をしていく、こういうふ

うな状態でございます。町長、町長の方針はいかにございましょうか、こういうことでござ

います。１４年度予算、これはこの本町独自の税収も非常に苦しいところがございます。ま

た、国の交付税、本町は３割自治ですから必要な財源の３割しか自分とこで調達できない。

これを３割自治と、こう言うんですが、残りは国の助成金なり交付金が入ってくると、こう

いうことなんですが、なかなか国の交付金、地方交付税というんですが、これが約４億円ぐ

らい減るのではないかと、これは非常に大きな金なんです。町民税、私も町民税を毎月払っ

て、このお金が年間で１６億円しか集まらないんです。そのうち４億円ちゅうのは非常に大

きな金、これががくっと減っちゃうと、こういうふうな状況でございます。大幅減が予想さ

れております。町民税もなかなか地場産業が普及、なかなか頑張ってるんですが、毎年毎年

法人税が少なくなってくる。個人が払う町民税もやや横ばいと、こういうようなところでご

ざいます。この大幅な減収が予想されてるとこでございます。施設も今までのような大型な

箱物、ふれあい会館で終わりでございます。できない、まして下水道の工事もだんだん少な

くなってきてるというとこでございます。私は、人の重視に力を入れたい、このようなこと

を考えております。具体的にはどういうことを言うてるのか、ここに示しております。
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１つ、この町行政最前線に立って働くのはやはり町職員でございます。サービス、最大の

サービスを提供産業と、こう言うんですが、町職員が最前線で頑張っていただく、町長も当

然しかりでございます。町長は後ろで控えてんじゃないです、町長は一番トップに立ってい

ただかないかん、こういうふうなことです。この町職員の人づくり、これについても大幅に

予算を盛りつけてはどうか、これについてひとつソフト重視を聞いてみたい。

２つ目が、この役場の庁舎、あるいはいろいろ役場の持ってる財産はたくさんあります。

いろんな建物もございます。役場の庁舎関係あるいは子供たちが通う学校や育成クラブ館、

育成クラブ立派な建物、真美ヶ丘にもできました。西小学校のところにもできました。これ

らの関係なのは安全対策、あるいは必要な改修というのは要るのでないか、いろいろ私もお

聞きしておるんです。やはりトイレなどいろいろ前から聞いております。このような安全改

修対策、これはどうなのか。まだまだあるんですよ、ここだけじゃないんですよ。こういう

ふうなたくさんの安全対策関係、こういうものについてもソフト面から、私は何も建物をつ

くれと言うてんじゃないですよ。今の既存の建物をうまく使えるように改修なり、改善なり

していくのが必要でないか、このようなことを言うてんです。

３番目、既存の施設を最大、今までのたくさん施設はあちこちあります。随分と今まで私

もつくりなさい、つくりなさいと正直なとこ私言うてました。これはだんだんだんだん予算

がなくなってきたんです。正直な話。今までは私つくりましたなんてちょっと大きいなこと

言ってたんですけど、これはやっぱり予算面がだんだんなくなってきた。もう明らかにこの

方針ももうないですよと、こういうようなことになってるんですわ。こういうふうなことで、

既存の施設を最大利用した住民サービスの窓口の中で、この窓口サービスをすぐ言うと、住

民票や交付、そんなことだけじゃないんです。私が言うた人の育成、相談業務、こんなん単

なる書類をもらいに行く、こんなんだれでも機械が、私が最初こんなん機械に任せときなさ

い、こう言うてんですわ。機械ができるものは機械に任せなさい。町職員がしなくてはいけ

ないものは町職員に、人に投資をして教育として職員が当たりなさい、ここ大きな違いなん

ですよ。機械に任せなさいちゅうなんと。こういうところから窓口サービスって機械がする

んじゃないんですわ、人がするんですわ、人が。こういうことを町長も元気なまちづくりを

したい、その熱意が職員に伝わって職員が住民の皆様方に、私はこのまちづくりをしたいん

やと、こういう熱意が伝わってくる、ここが必要な町長のリーダーシップをとらないかない、

ここを私言っております。こういうことについてもどうか。

４番、まちづくりの住民参加事業、これも大切。まちづくりの住民参加事業、これは今ま
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での既存のよく言われるのが区長さんやとか、自治会長さんやとか、そらいろいろルートご

ざいます。昨今、私山本議員にもちょっと連れていっていろいろまちづくりも視察して、そ

の後また山本議員からご報告があると思いますが、住民参加事業、推進や助成、これも今ま

でどおりの既存のルートとか、そういう自治会ベースとかだけではもうちょっと限界が見え

てきたのではないかな、このようなことを考えております。新しい発想で住民参加に事業、

町長もちょっと聞いたら１００万円ほど予算つけたいと、これはもう前から聞いてたんです

が、予算もつけたいと、こういうのを聞いて非常にいいことと、私初めてのケースです、こ

れは。今まで予算書をたくさん見ましたけども、こんなことで予算つけるちゅうのは初めて

のケースなんですよ。自治振興費じゃなくて、それ以外につけるってこれ初めてのケース、

非常に大きくポイントを取り上げたいと考えております。

５番目、高齢者福祉、これも私のライフサイクル、一生をかけようと、こういうことをや

っております。高齢者福祉の事業推進、これちょっとこのような電話がございました。電話

なんですわ。高齢者福祉、確かに品物配る、何やらお金渡す、これはそれも一つの手であろ

う、しかし今のご時世非常にしんどいということになっております。そういうお金があった、

物もろうても何か前体重計いうのを２つも３つも来たと、こういうような家も、１家に１台

がいうの体重計２つあるねんと、こういうふうな話があって、私持っていくちゅうたら体重

計どっさり１５個ほどもらったんです、同じような町の体重計です。そのような経緯もござ

います。これやはりお年寄りちゅうのは触れ合いを求めます。例えば敬寿会や敬老会、ちょ

っとそういうお年になったら町長が招待してお祝いをするとか、こういうことも非常に大切

じゃないか、これがいわゆるソフト重視、物を配って確かにそれ町長が回るちゅうのも一つ、

それが一つです。もう一つは、やはりある程度長寿を祝って町長が招待して、そういうよう

なことも続け、敬寿会的なことを続ける、これもまた一つのいいことじゃないか。成人式も

そうです。二十のときって町がみんなお祝いする、こういうことも一つ、写真を撮ってあり

がたい、こういうふうなことでございます。５番目の高齢者福祉の事業推進、このようなこ

とでソフト重視ということについて町長の方針をお伺いしたい。これ回答を町長からお願い

します。

３つ目、いよいよ教育の問題でございます。

今年度の１４年度から大きく学校教育が変わります。どういうふうに変わるか、学校が週

５日制、土、日休み、週５日制に伴うと、こういうことになっております。これについては

新聞、テレビ、いろいろ報道されております。週５日とはどないするんやと、子供はまたど
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っか塾へやるわ、そんなん学校が休んだらどうやとかこうやとかいろいろ取り上げられてお

ります。これも非常に大きな問題でございます。将来を築く子供の学校教育の方針について

ということで、教育長についてお伺いしたい。教育長は元学校の先生、校長先生出身でござ

います。この辺についても少々詳しいことがお伺いできるかと、こういうふうに考えており

ます。

４月より完全週５日制になります。休みがふえる。単純に休みがふえるととらえては、こ

れちょっと大問題であります。教育ということには休みはございません。教育には休みはな

い。学校のみならず、社会教育施設の役目もこれからふえてきます。これは明らかにふえて

くるんです。参加人数、利用者人数がふえてきます。このような施設の役目もふえてくる。

本町のこの週５日制に伴う教育の方針はどうなのかということについて教育長にお尋ねした

い。

４番目、これに非常に関連される問題で、また教育の問題でございます。

この教育の問題と現在緊急雇用対策と照らし合わせて同乗の効果をねらうということでご

ざいます。今回、教育会に新しく雇用の創出を図る、これは新聞に出てました。新しい民間

企業に勤めてた人が高校の校長先生になったよというふうな新しい流れが出てきております。

奈良県でも２人高校の校長の先生、テレビによりますと各地で高校の校長先生、教育界以外

の人が学校長に着くと、このような時代の流れが載っております。そのねらいと効果はとい

うことで質問を行いたいと思います。

学校の校長、高校の校長の先生にも民間の人がなる時代であります。これは非常に珍しい

んです。教員免許持ってないけど、学校の教育長になれる、いや教育学校管理者なんですけ

ど、高校長になれるというふうな時代で、非常に珍しい。また新しい流れが出てくるのかな

あという考えております。教育界にも新しい風、教育以外の世界からも人を入れたい、この

ような流れが出てきました。町内の雇用状態見てみますと非常に厳しい、また男の人も退職

者、いろんなしんどいところがございます。町内雇用の創出にもなり、いろんな世界の人が

学校教育に携わる、この子供たちにもいろんな世界の人がいるんだよという実際具体的な話

ができる人、このようなことが必要になってきたところであります。今回、非常勤スタッフ

を募集すると、こういうふうなことも聞いております。そのねらいと効果はどうか、私これ

非常にいい結果が出たら、こんなん１年ぽっきりでやめる、いわゆる、２年、３年、４年、

５年と継続せよ思ってやるべきだと考えております。今回の予算こういう単年度予算ですが、

また続けていく継続性も必要でございます。非常に新しい流れが入ってきました。予定はど
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うかということです。ねらいと効果、そしてその今後の継続性の予定、これについて教育長

にお聞きしたい。このような以上４つのポイントにまとめておきました。よろしくご回答を

願います。終わります。

ただいまの坂口君の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

坂口議員のご質問にお答えをします。町 長

新清掃施設のＲＤＦ利用先の交渉状況はどうかと、不安を払拭するための質問でございま

す。ＲＤＦ施設建設の前提として、ＲＤＦ利用先の確保は絶対条件であると認識をいたして

おります。ご承知のとおり、日本下水道事業団も行政改革の対象でございます。特殊法人の

見直しの動きが明らかになってまいりました。現在、継続的に事務担当レベルで協議は行っ

ており、かねてからお答えをいたしておりますように確約できない部分もありますが、協力

していきましょうと、その姿勢には変わっておりません。しかし、利用先確保については事

業団にこだわらず、他方への働きかけに努力しているところでございます。地元との交渉を

進める中におきましても、当然のこととして安全で安心できる施設整備を求める意見をいた

だいておりますが、現時点でＲＤＦ方式が安全の観点から最良の方式と考えているところで

ございます。しかしながら、技術は日進月歩でございまして、新しくバイオガス発電などの

方式も出てまいっておりますので、研究に怠りのないように指示をしているところでござい

ます。

次に、２番目でございますが、１４年度予算について、各項目についてご質問をいただき

ました。ソフト事業についてはいろいろとご提案、ご進言をいただいております。

まず、１番目の町職員の人づくりでございますが、施政方針でも申し上げましたが、私は

まちづくりは人づくりであると考えており、その原点は町職員であると思っております。就

任早々から職員の意識改革を訴え、資質を高めるための研修や接客マナーの向上に努めてま

いりました。全職員に対する写真入り名札は町民の皆さんに好評でございます。２月初めか

ら始めました幹部職員の早朝勉強会は先週で３回目を数えました。今後も初心を忘れず、さ

らなる職員の人づくりに努めてまいりたいと存じます。

２番目の庁舎や育成クラブの館などの安全改修でございます。

庁舎につきましては、役場へ来ていただいた方々の利便性と安全性を考えて、福祉施設整

備としてエレベーターの設置、座って相談できるローカウンターの改修、体のご不自由な方

を初めあらゆる方の使用を想定した多目的なトイレの設置を行います。また、真美ヶ丘第二

小学校児童育成クラブでは非常時の安全退避を配慮した避難はしごを設置いたします。
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３番目の既存施設を最大限利用した住民サービス窓口の拡大でございます。

従前から役場以外の既存公共施設でも各種の行政サービスをしておりますが、さらに充実

したサービスの提供を自宅の近くの公共施設で受けることができるよう５月から町内の各公

共施設であるさわやかホール、清掃センター、中央公民館、図書館、サン・ワーク広陵の５

カ所に役場サービスカウンターを設置し、住民票の交付や一部の事務などのサービスを開始

いたします。

次に、４番目のまちづくりの住民参加事業への推進や助成についてでございます。

住民参加によるまちづくりを推進するため、１４年度の新しいソフト事業として人にやさ

しいまちづくり推進事業の助成金制度を創設いたしました。これは事業推進のためのモデル

地域を各大字、自治会単位で指定させていただき、あいさつ運動、環境美化運動、交通安全、

防災、防犯活動など地域に密着した人にやさしい、人がやさしいまちづくりをしていただく

ための助成金を交付します。

次に、５番目の高齢者福祉の事業推進でございます。

支え合う地域社会を目指した介護保険制度は来月で３年目を迎えますが、元気でやさしい

まちづくりの一環として高齢者の介護予防や自立した生活支援につきまして、今後も引き続

き地域の実情に対応した事業を推進してまいりたいと存じます。それ以外にも公民館などを

利用した生涯学習活動を初め、数々の生きがい対策事業や伝統行事などにも高齢者の活力を

生かした事業を考えていきたいと思っております。

以上のとおりでございます。坂口議員のご質問にお答えをいたしました。（１２番議員

「所信表明と議会答弁と一緒や。」）いえ、内容は変わってます。

教育長！議 長

坂口議員の質問事項３にお答え申し上げます。教 育 長

学校週５日制に伴う本町教育方針はどうか、また学校に限らず社会教育施設の役割もふえ

てくるが、その方針はどうかというご質問でございます。ご承知のとおり、本年４月１日か

らすべての土曜日を休みとする完全学校週５日制となります。完全学校週５日制は、ゆとり

を持って子供の生活全体の中で家庭や地域社会における生活時間の比重を高めながら、学校

及び地域社会の連携、協力を一層深めることにより子供がみずから考え、主体的に判断し、

行動できる資質や能力を身につけさせようとすることをねらいとしております。学校におき

ましては、新しい学習指導要領では心の教育の充実と確かな学力を重要なポイントに掲げ、

基礎、基本的な内容を確実に身につけ、それをもとに自分で課題を見つけ、みずから学び、
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みずから考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する能力や豊かな人間性、健

康と体力などの生きる力を育成しなければならないと認識しております。授業実数や教育内

容の削減によって児童・生徒の学力が低下するのではないかという点について社会の各方面

から寄せられております懸念に対しましては、新しい学習指導要領に基づく教育課程を編成

し、そのねらいを着実に実施するため、いま一度児童・生徒の学力の状態を十分見きわめな

がら学校行事等を精選し、必要な取り組みをするよう学校現場に通達しているところでござ

います。

一方、これからの学校は子供たちの教育を学校のみで完結して考えるのではなく、家庭、

地域社会が一体となってそれぞれの役割を明確にし、相互に連携、協力していくことの重要

性も認識を新たにしているところでございます。こうした中で、社会教育施設の役目につき

ましてもご指摘のとおりで、完全学校週５日制が円滑に実施できるよう社会教育関係機関や

社会教育施設と連携して、子供たちに体験活動の場をふやし、より充実した生活を送れるよ

う新たに現地で学ぶ歴史教室、わくわく文化教室、うきうき工作教室などを開催する計画で

あります。また、４月１日より中央公民館及び中央体育館の休館日の見直しを実施するとと

もに、各種講座、教室及び体育館でのスポーツ教室に子供たちが参加できるよう活動の場や

機会の充実に努めてまいりたいと考えております。

次に、質問事項４番目の雇用創出の問題とそれから継続性の問題についてお尋ねをいただ

きました。ご答弁申し上げます。

平成１３年度、国の補正予算で措置されました緊急地域雇用創出特別交付金事業につきま

しては、いわゆる学校いきいきプランと称し、多様な経歴を持っておられる失業中の社会人

を全国の学校に登用しようとするものであります。今回、この制度につきましては、定着し

た地域雇用の創出を生み出すと同時に、学校教育の活性化と一人一人の子供に目を向ける教

育の実現を期待しているものであります。本町におきましては、現在１４年度の非常勤スタ

ッフを公募しておりますが、１年間を期限として３カ年間ですべての学校、幼稚園に対しそ

れぞれ１名のスタッフを登用しようとするものであります。なお、補助制度終了後における

町単独での非常勤スタッフの導入につきましては、現時点におきましては考えておりません。

以上でございます。

１２番、坂口君！議 長

まず、非常に興味のあるこの新清掃施設のＲＤＦ、ＲＤＦ施設と限定するとこの１２番議員

ような私の質問になります。回答、このようなこと、日本下水道事業団のみならず他もいろ
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いろ検討している、あるいは技術は日進月歩、どんどん技術が変わっていくという、新しい

技術もできている。研究を怠らない。まさしくそのことを私は聞いておるんですわ。今まで

の回答を聞くと、いや、ＲＤＦ大丈夫です、大丈夫です、任しておいてください。これでは

一体何を任せてええかわからないんですよ。今この、いや今そんなことは出てないんですよ、

ちょっと黙っときなさい。この問題は、私もいろいろ聞いておりました。そら当局もいろい

ろ調べてもらっております。やややはり心配事が出てきたのではないかな、やっぱり最終処

理について心配事が出てきたということを私も心配しております。当局もそれに対して誠実

に、こんな私で１つだけやってたらなかなか話って進まないんです。同時進行に２つも３つ

もいろんな案を考える、いろんな案を考えてその中でベストな案を取り上げていく、そして

平成１７年度、私の住んでるあこはもうちゃんとクローズと、こういうことにちゃんと文書

を地元と５つ、たくさんと結んでますから、これはもう絶対守らないけないと、このような

ことなんですよ。片や絶対守らないかん、片や進行状況はどうやと、今まで議会でも聞いて

て、いや、それはもう大丈夫、任してください、きのうはやや軟化したような回答も出てき

ましたよ。だけど、私が心配なのは、こっちはもうけつは抑えられてんですわ。こっちをで

すな、具体的に進めてもらわんと、こらもうどないなるんやという、ごっつい地元では心配

何ですよ、ええ、またここで動くんちがうかなちゅう、こう要らぬ私心配してるので言いま

すけど、動かないんですけど。そういうようなことで当局もかたくなになるんじゃのうて、

議員のいろいろ、我々も勉強していろいろ提案も行う、また資料も……。（１３番議員「や

ってもええ言うてくれ。」）いやいやいや、そんなこと言うてない、そんなこと。そんなこ

とじゃだめ。そういうことやないですよ。これは、私はだから当局のＲＤＦ施設の日本下水

道事業団だけにお任せします、私に任せてくださいと言うたらなかなかこれは話進まない。

私も心配や。しかし、今の今回の回答にいろんな新しい技術、初めて聞きました、今何か言

うてた新しい技術、こんなん今まで出てきません。（１５番議員「資料出たんが。」）いや

いや、だから。そういうようなこと出てます。はい、じゅあこの次、この質問の第１番につ

いてはちょっとここにも資料を出してもらい、経緯もちょっと羅列的に出ておりますが、直

近のですな、これ見たら去年のことばかりちょっと資料出てたんですが、もう３月ですから

その辺どのような動きがあったのか、ちょっと追加事業、担当者からちょっと説明願いたい。

これが１番でございます。まず、第１問、はい。

はい、環境部参与！議 長

それでは、直近の状況ということですので報告さしていただきます。環境部参与
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資料に報告さしていただいたのは１月１０日でしたか、それが最終になっております。た

だ、日ごろの仕事の中で電話では幾度となくいろんな話をさしていただいております。ごく

先週でしたか、先週も話をしております。その中では、その１月の話と変わらずよろしくお

願いしますという形で話をさしていただいております。共通の認識としまして、量的に広陵

町の分であれば事業団として受けるという部分については大丈夫ですというお話はいただい

ております。ただ、いわゆる事業団の将来についてはその時点でなければ何とも言えません

ということは確かです。いわゆる特殊法人見直しの部分については、まだ将来は見えないと

いうことでございます。直近のことと言われましたので、そういう形で報告させていただき

ます。

１２番、坂口君！議 長

これは後ほど松野議員や片岡議員も同じように清掃センターの質問を取り上げて１２番議員

おりますので、ダブるとあれですので、私は今言うてる引き取り先、この量的について大丈

夫だと、このようなことを回答を得てると、このようなことについて非常にこれが心強い回

答でございます。いずれにしろこれは書類的なものやりとりあって、契約か何かになると思

います。量的なことについても回答が得られてると、このような議会で表現がございました。

こういうふうな理解にしております。

清掃センターについては、また後ほど質問される議員さんがおられますので、私の質問は

ＲＤＦでまず今回置いておきたいと思います。時間もないので。

２番目、ソフト事業、町職員の人づくりということで接客マナー、ほんでまた写真とかい

うことで、これ重視しておるということで、私も町職員、非常に職員の方が飛んできてご用

は何ですかということで、これはちゃんと評判聞いてんですよ。今までなかなかそんな飛ん

できてどうですかちゅうて、後ろの管理職の方も何かご用ですかということ、なかなかこれ

がなかったんではなかったかなあと思っております。非常に最近、何かえらい非常にやっぱ

りサービスの一環ということでお客様への接客マナーというのはようなってきたん違うかと、

こういうふうなことで非常にこれ私も心強い。しかし、これは手綱を緩めちゃうとすぐもと

へ戻ってしまうんですわ、こういうことは。ということで、１番については今後もこれ継続

して行ってしてほしいというの。

もう一つ、私役場にひょこっと朝早く来るときあります。一体朝早う来てどんな職員の、

いや、別に職員の出勤状態見に来てんじゃないですよ。８時頃来るときあるんですが、ちゃ

んと管理職の方は勉強されてますわ。私もこんなん言うてるばっかり違うがなちゅうことで
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たまにのぞきに行きますねん。ほんまこんなもんやってるか７時半からということで、非常

に熱心にやられてます。外に行ってますと声聞こえてくるんですが、これの辺もやはり隗か

ら始めよということがございます。まず、みずから始めてください。これについても、これ

はいいことです。あちこちから講師を呼んでるちゅう話ですが、できたら私もまた呼んでい

ただいたらええかなと、こういうふうなことも思っておりますので、その辺についてもこれ

は継続して続けてください。

２番目の安全対策改修、これちょっといろいろ安全についていろいろお聞きしております。

育成クラブに避難ばしご、あと手洗いとかこんなんどないなんですか、ちょっと回答がなか

ったですが。その辺はどうかな、これについてちょっと、あと何かされたことあればお聞か

せ願いたい。

３番目の住民サービス窓口の拡大ということで、物理的に各種作業で発行作業などは拡大、

非常にいいことでございます。私は、それプラス窓口業務、たしか書類も取りに来るのが１

つ、もう一つは町に文句言うたろという人も、文句ちゅうのはクレームとか苦情を言おうと、

こら困りまっせということでくる方、こういうふうな方もございます。そこでの今言うてる

接客マナー、あるいはサービスですわ、なかなか町の行政に対してああしてほしい、こうし

て、いろいろご要望ございます。その辺もちょっと親身になって聞くような体制を、ただ窓

口たくさんつくって、私は住民票の箱係でございますではこれはちょっと困りもんでござい

ます。

３番目、これは、その３番目については１番目、人づくりと関連されてきております。こ

の人づくり、窓口をふやせばふやすほど役場職員の方が、第一線が住民の目につき出す、こ

のようなことになります。その辺の窓口をふやしたけどがと、こういうことでは困りもんで

す。３番目についての一つの押しの返事をお願いしたいと思います。

４番目、まちづくりの住民参加、これは新しい事業ということで今後期待していくべき事

業かなあと、今までなかった事業ですから考えております。いろいろ美化運動や何やらと聞

きました。これなかなかまちづくりの住民参加に運動ということで、なかなかこれ新しいス

タイルちゅうのはなかなか難しいんです。どうしても今までの既存の考えでとまりがちです。

ちょっと具体的に転換にあってはちょっといろんな方の専門職の考えとか、そういうのも入

ってのかどうか、その辺の考えをお聞かせ願いたいと思います。

高齢者福祉、これ介護保険、まずは介護保険の充実。あと先ほど私言うてた高齢者、町独

自の事業、例えば町長が長寿の方を回るとか、あるいは今言うてる敬老金やとか、品物やと
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か、いろんな敬寿会とか、招待してお祝いするとか、このようなこともいろいろございます。

それについて去年とことし何か変わったことなかったのか、中止したこともあるんじゃない

かというもちょっと懸念されますので、その辺何か動きがなかったのかについてお聞かせい

ただきたい。はい、２番がこれ。

総務部長！議 長

ただいま坂口議員の２回目の質問をいただいたわけですが、まずこれだけの５項目総務部長

にわたってご提案、ご質問をいただいてる内容は、まず人づくりという町長の基本の中での

事業の進め方が問題だと、私はかように思います。何をするにも職員がそれに対応できる能

力と、それから行動力、そして企画立案のできる職員を育て上げることがこの事業を推進す

る上で最も基本的な、大切なことだと考えております。

まず、職員の人づくりについてはご提案がありましたように、継続してやっていってほし

いということをご提案もいただいてます。今年度におきましては、一応毎年奈良県の派遣職

員として１名は職員を配置いたします。それから、中央の研修会として市町村アカデミーに

２名から４名の職員を配置したいと。それから、市町村の職員研修としては開催の都度に四、

五名程度派遣したいと。それから、日本経営協会の専門研修につきましては職場研修という

ことで、いわゆる接遇マナー指導者の研修会、それから公務員としての倫理に関する研修、

それから交通安全に関します講習会、あるいは法政の執務の研修、そしてやはり人の人権と

いうものをやはり大切に考え、人にやさしいということを基本にする研修として人権研修に

も全職員を対象として参加させたいと、かように人づくりの基本としては考えております。

それから、２番目の庁舎の改築の件で、手洗い云々の話が出ておったわけですが、手洗い

も整備いたします。職員につきましても昼食後、歯を磨いてる職員がかなりおりますんで、

これはやはり健康に対する意識の向上だというふうに考えます。この手洗いについても配置

を考えております。それから、喫煙、たばこを吸う方に対してやはりたばこを吸う方にも場

所を提供すると、そうしてたばこを吸われない方には健康という面から配慮した喫煙場所を

考えていきたいというふうに思っております。それから、窓口業務の拡大ということで公共

施設５カ所に配置しますサービスカウンター、これに対応する職員の接客マナー、これはす

べてのことに通じるものであると思います。住民の方が来られても、接客態度が悪いという

ことであれば役場サービスが何もならないということにもつながりますんで、この辺は特に

気をつけていきたいと思います。

それから、住民参加によりますまちづくりの推進の助成金でございますが、これは特に専
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門職を云々ということは考えておりませんが、役場職員が各地域にかかわりたいと、みずか

らがかかわってやはりまちづくりを推進していきたいというのは基本でございます。

それから、５番目の高齢者福祉につきましては、町長も９０歳になられた方あるいは８０

歳、７５歳、それぞれお祝いをしております。そして、町長みずからがご訪問されまして、

やはり年寄りの方は町長とご対面できたということを喜びとされておりますので、こういう

事業は今年度も続けていきたいと、かように思っております。以上でございます。

１２番、坂口君！議 長

はい、ご苦労さまでした。時間、あともうありません。３番、４番、教育的な問１２番議員

題をまとめてお伺いしたい。

１つは、心配してるのは、週５日制の、これはうちの団地、特にそうなんですが、学力低

下がちょっと懸念あるんじゃないか、これが１つであります。

２番目、その時間、休みがふえるちゅうことは、その時間をいかに有意義に過ごすか、こ

の２つの大きな問題が非常にニュータウン独特というんですか、勤労者が多いですから、こ

の２つについて非常に心配される方が多いということ、私も意見聞いとります。この２つに

ついて、まず１つは心の教育を充実したい。これ非常にありがたいことでございます。学校

現場において、ここの心の教育、時間があるんですが、ここの教育についての重要なポイン

トはどのような指導されてるのか、先ほどの答弁、ちょっと具体的に願います。

２番目、学力低下のおそれ、これが一番新しい住民の方々が心配されるところなんですわ。

これのため塾が大はやりちゅうのも、これもまた一つの考えもんでございます。ここのとこ

について必要な対策を盛り込みたいというようなことでございます。具体的なもんはいかが

でございましょうか。あとの雇用対策、継続して緊急全小・中・高に人を入れたいと、こん

なこと回答をいただきましたが、やはり継続的にやられるということで、これは４番目はこ

の回答で結構でございます。

３番目の、今の一番大きな心配点、これについてお願いしたいと思います。はい。

教育長！議 長

ご答弁でも申し上げましたように、そういうことで学力の低下の問題についてご心教 育 長

配いただいてるという向きもございます。そういうことで１月１７日でしたか、学習の進め

でしたか、文部科学大臣もアピールを行ったと、それを払拭する意味で。しかし、学習指導

要領全体の趣旨については変更するものではありませんと。したがって、そういう懸念に対

して文部科学大臣が異例とも思われるような宿題をたくさん、もう少し出しなさいとか、あ
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るいは朝の時間に学習をしなさいとかというような、大臣が異例とも言うようなこういうア

ピールをされております。私も、かねてからこの新しい学習指導要領が出たときに基礎学力

的なものは忘れられては困るということは私も考えておったわけでございますが、まずは今

まで内容が多かったために消化不良を起こしていた子供がたくさんいると、そして限られた

時間でそれを消化しなければならないと。すると学校は教科書をずうっと進む、そして消化

不良の子供を、いわゆる落ちこぼれとか、落ちこぼしとか、いろいろそういう言葉も一時期

使われたことがあろうかと思うわけで、そういう中で内容を今までは精選という言葉を使っ

ておったわけですけれども、厳選という言葉に変わったと。そういう意味で、約３割の内容

が削減されて、その３割の内容を確実に身につけさせなさいと、量よりももっと質的な問題

にしっかりと力を入れなさいということで厳選されたということでございます。

それから、週２時間のカットされるということにつきましては、これは家庭においてゆと

りを持って、先ほど申しましたように家庭の一員としてそれの責任、義務を果たさせるとい

うようなことも大きなねらいですし、そのほか家族での対話、あるいは家族で郊外に出て自

然体験等も行っていくということをねらっております。さらに、受け皿として、先ほど申し

ましたように公民館等での講座をより充実させていきたいというように考えてるものでござ

います。

また、後先になりますが、この学力の問題につきましてはより学校行事等の精選をしっか

りとして、教科指導に充てる時間をしっかりと確保してくださいということを通達しており

ますし、内輪の話になるわけですけれども、あすまた定例の校園長会がございます。この中

で再度このことを申し、そしてどれだけの時間が学校行事等を削減して、教科指導にどれだ

けの時間を充てられるかということを書面で各学校が工夫した内容を４月に提出してもらお

うと、このように考えておりますので、よろしくご理解いただきたいと思います。決して私

は、そういう形で学校が確実に取り組んでくれたら学力の低下ということはないと思ってお

りますし、またことしも本町小・中１校ずつ全国の学力テストを受けてもらいました。この

結果も秋ごろになると本町の学力の程度ということはわかってくるだろうかなあと期待をし

ているものでございます。

それから、心の教育でございますが、やはりこれは町長も申し上げておりますようにやは

り人づくり、やさしいまちづくりの一つでも関係してくるわけでございますが、やはり人に

やさしい、心豊かな子供の育成、さらに善悪の判断がはっきりでき、行動のできる子供の育

成ということにあろうかと思っております。そういうことを今後もより一層心の教育につい
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て大事にしていきたいというように考えております。以上でございます。

１２番、坂口君！議 長

ありがとうございます。非常に教育長の役割は、この平成１４年度から非常に大１２番議員

きくなったと考えております。今のことをしっかりと実践につなげていただきたいというお

願いをするとともに、私の一般質問を終わりとさせていただきます。どうもありがとうござ

いました。

以上で坂口君の一般質問は終了いたしました。議 長

次に、山田君の発言を許します。

皆さん、おはようございます。１番議員

では、３月の一般質問をさせていただきます。

まず初めに、公共施設にオストメイト対応のトイレの設置を。オストメイトとは、大腸、

小腸、直腸、膀胱等の悪性腫瘍疾患等のため、延命手術として外科学的に疾患部の全部、ま

たは一部の切除、摘出手術を受け、腹部に排せつのための孔、ストマーを設けた人工肛門、

膀胱装着者の方々を言います。現在、全国では約２０万人の人たちが、また広陵町において

は１７人の方々が社会復帰をし、頑張っておられるわけでありますが、外見からは判断しに

くい障害であるため一般に理解されにくいこともあり、オストメイトのための福祉設備はお

くれているのが現状であります。中でも公共施設におけるオストメイト対応トイレの設置は

不可欠であり、そのため１つ、トイレのドアにオストメイトの使用に配慮した多機能トイレ

であることの表示のマーク、２つ、パウチ、腹部に装着する袋などを洗浄できる水洗装置の

設置、３つ、腹部を脱ぐ場合を考慮し、温水の出る設備、４つ、衣類をかける複数のフック

と手荷物を置ける棚、５つ、手元が見える鏡の設置などが患者の方々から望まれるような、

このようなオストメイト施設の対応のトイレの設置であります。

平成１２年１１月に交通バリアフリー法が制定され、その具体的な実施の中でガイドライ

ンの見直しが行われました。従来、オストメイトは身体障害者でありながらガイドラインの

対象外でしたが、新しいガイドラインの対象者となり、これに伴いＪＲでは全国の駅２，０

００カ所を目標に、オストメイト対応トイレの設置を決め、改装されております。広陵町に

おいても先日の町長の施政方針に、「元気でやさしいまちづくりを町民の皆様の一人一人ま

で行き届いたきめ細かい施策の展開を目指し、人のぬくもりが伝わる行政を実施していきた

い」と述べられました。「これが私の生来の夢」と言われたのであります。そうであるなら

ば、ノーマライゼーション、障害者を特別視するのではなく、ともに生きる社会こそノーマ
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ルであるという考えと一致するのではないか。また、その実現には障害者自身の自立と社会

復帰の意欲、そして障害者を支える思いやりの心と生活環境の整備が不可欠ではないかと思

うのであります。人知れず、苦労しながら社会復帰に励んでおられるオストメイトの方々の

ためにも公共施政にオストメイト対応トイレの設置をお願いしたいと思っておりますが、そ

の考えを問うのであります。

２つ目であります。健康診断に緑内障発見のための検査をお願いしたいのであります。私

が、この緑内障の健康診断の検査をやってほしいと思って質問するのは、日本緑内障学会の

北沢先生が調査結果を見て先日新聞で発表されておったのであります。皆様のお手元にもそ

の資料をお渡ししております。「障害者に緑内障による中途失明した場合、精神的な苦痛に

加えて目が見えていれば得られるであろう収入が得られなくなることもあり、個々の家庭や

社会全体に及ぼす経済的損失は非常に大きいものがあります。緑内障は早い段階で発見すれ

ば失明を未然に防ぐこともでき、全国の自治体でぜひ緑内障の検査を定期的に行い、１人で

も多く早期の段階で発見してもらえればと願います」と北沢先生は言われているのでありま

す。では、緑内障とは眼球の中の圧力、眼圧が上昇することなどが原因で、神経、目の神経、

視神経が損傷を受け、視野、見える範囲が徐々に狭くなり、放置しておくと失明する可能性

のある病気であります。緑内障は４０歳以上の３０人に１人の割合で発症し、その患者数は

国内で約３００万人と言われております。しかし、実際には治療を受けているのは約２０％

に過ぎず、残りの８０％の人は緑内障であることに気がつかず、放置したままであります。

つまり緑内障患者の１０人に８人は潜在的緑内障患者としてそのまま気がつかずに緑内障を

放置していることになります。緑内障の検査方法としては、病気が進行して視野を失う前に

緑内障を発見する唯一の方法は定期的に目の検診を受けることです。４０歳を過ぎたら年１

回は眼科検診を受ける必要があり、検査には３つの方法があるのであります。１つは眼圧検

査、２つは眼底検査、３つは視野検査であります。町長も施政方針の中で生活習慣病の予防

を初め疾病の早期発見、早期治療で健やかな毎日を過ごしていただくために各種検診事業を

行いますと、また１４年度からは老人保健事業による基本検診にＣ型肝炎の検診も加わった

ことは私としても喜ばしいことであります。この緑内障の検診も加えてもらえればどれほど

町民にとって喜ばしいことか、その考えを問うのであります。

３つ目であります。子供たちに金銭教育を今こそはぐくむ必要があるのではないかと思っ

ております。今、ここで取り上げる金銭問題も真剣に取り組まなければ取り返しのつかない

域までに達しております。それは１５年ほど前、性のはんらんが問題になってから本格的に
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取り組み出したように、放置しておけば大変に危険が感じられるのであります。日本では、

一般には子供はお金のことに口を出すものでありませんと言われてきました。そして、お金

の使い方の問題は家庭でのしつけの一部として済まされてきました。しかし、今日のように

高度に発達した消費経済社会では単純なお小遣いの管理ができるだけでは不十分になってい

るのであります。カード破産、インターネット、今子供たちに広がりました携帯電話含めた

通信販売、キャッチセールスなど、問題は年々負うごとに低年齢化にまで影響しております。

小さいころからお金に対する正しい知識を身につけることが急務と思っております。広陵町

においても学校で、家庭で取り組むことが必要であると思うが、どうか、その考えを問うの

であります。以上であります。

ただいまの山田君の質問に対し答弁をお願いします。 町長！議 長

ただいま山田議員から思いやりの心を持ってのご提案でございましたが、ご質問に町 長

お答えをしたいと思います。

公共施設にオストメイト対応の多機能トイレを設置せよというご提案でございます。坂口

議員の一般質問にもお答えを申し上げましたが、１４年度予算で役場庁舎１階に多目的トイ

レの設置を予定しております。このトイレは高齢者や体の不自由な方の使用だけでなく、乳

幼児を連れた方がおむつがえに利用できる収納式シートの取りつけやベビーチェア設置も計

画しております。それ以外に山田議員から提案のありました手術で腹部に人工肛門や人工膀

胱などを取りつけておられる方であるオストメイト対応として便や尿を受けるパウチ袋から

汚物を捨て、パウチや腹部や衣服を洗える汚物流しと手を触れずに操作できる自動水洗器具

を設置したいと思います。その他の公共施設として、現在建設中の新ゲートボール場にも設

置を行うとともに、さわやかホールにはデイサービスエリアに設置しておりますので、その

旨の案内表示をいたします。また、今後それ以外の公共施設についても点検し、順次改善を

図ってまいる所存でございます。

次に、健康診断で緑内障発見のための検査をせよというご提案でございます。

町が実施いたしております基本検診は、老人保健法の医療等以外の保健事業実施基準をも

とに広陵町医師会の協力を得て実施する方法で行っていますが、緑内障検査は基本健診項目

に含まれておらず、専門医療機関の検査となります。なお、基本健診は町医による個別健診

等で実施しておりますが、医師問診等で目の異常がないか受診者に問いかけていくよう要請

してまいりたいと思います。このたび詳細資料を見せていただきましたので、検討いたした

いと存じますことを申し添えます。終わります。
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教育長！議 長

山田議員の質問事項３、金銭教育についてというご質問にお答え申し上げたいと思教 育 長

います。

現在の子供たちの多くは豊かなものに囲まれて何不自由なく育っており、落とし物をして

も取りに来ない、物を大切にしない、たくさんのお小遣いをもらうが、勤労のとうとさがわ

からないなどと言われております。物が豊かにあるだけに、物やお金を大切にする心を育て

る金銭教育は重要であると考えております。金銭教育は家庭のしつけの基本であると思いま

すが、学校と家庭とが協力して健全な金銭感覚を身につけ、社会人としての大切な資質をは

ぐくむ必要があります。

学校教育におきましては、従来から金銭教育のねらいを達成するために各教科、道徳、特

別活動の全領域、つまり教育課程全体の中で理解を促し、実践を図ってきたところでありま

す。

さらに、平成１４年４月から本格実施されます新学習指導要領における総合的な学習の時

間は従来の教科の枠を超えた時間であり、この時間にふさわしい内容の一つと考えておりま

す。金銭教育を推進し、物やお金を大切にし、人に対する思いやりや感謝の心が芽生えるこ

とを期待して取り組んでまいりたいと考えております。以上でございます。

１番、山田君！議 長

じゃ、１番の公共施設にオストメイト対応のトイレの設置を。町長の答弁、町長の１番議員

施政方針のとおり、こうした障害者におけるオストメイト、特にこの広陵町においてはこう

いうオストメイトというものはなかなか皆知らなかった。そして、このごろは検診における

大腸がんの、ほんまになられる方が多くて、こうしたオストメイトになる方っていうんです

か、大変です。ですから、役所の中、いろんな今ゲートボール等も設置されることうれしい

限りですが、１つはやはりさわやかホール、あこはあっても当たり前かなあと思って先日私

は見せていただきました。けれども、今町長の方にデイサービスのところにあるのではない

かと、あれは本当のオストメイトを対応するようなものではないのかなと、今町長が壇上で

いろいろ言われました。私もこの中でオストメイトを非常に配慮した多機能トイレであると

の表示、あこは表示もないわけであります。それから、パウチ、腹部に着装する袋などを洗

浄する場所でもないのではないかと。そして、服を脱ぐ場合を考慮した温水の出る設備、あ

れはふろの中にありますので、デイサービスに来られたお年寄りの方々がそういう形で使え

るのであるかなと思いますので、今健常者のための男女の便所あります、その横に障害者の
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トイレが設置されてあります、あそこでも先日見せていただきましたけれども、あそこにも

設置できるのでないかなと思っておりますので、一度考えていただければなと思っておるの

であります。何かそういうふうにありましたらお答えあれば、なければ次に進みますが、ど

うですか。

総務部長！議 長

オストメイト対応ということで、トイレのまず初めからオストメイトの方に対応で総務部長

きるトイレを新設する場合と今山田議員の提案ありました身障者トイレを改造するというこ

の方法がありますんで、先ほど町長が申し上げましたようにほかの公共施設等も一応全部点

検をさしていただいて、オストメイト対応できる改造を考えていきたいと、前向きに対応し

たいと思っております。

１番、山田君！議 長

ひとつよろしくお願いしたいと思います。１番議員

それから、２つ目に入りたいと思いますが、今町長からお答えがありました。基本健診は

町医で個別診断した折、目の異常がないかあるか、受診者に聞いてから、問いかけるよう要

請すると、そのようでありました。これは今述べたように、やはり専門家にしかこの緑内障

の検査、早期発見にはできないわけですから、今お手元に示したように、やはり緑内障の検

査方法については病気が進行して視野を失う前に緑内障を発見する唯一の方法は、定期的に

目の検診を受けることですと、４０歳を過ぎたら年１回に眼科検診を受ける必要があります

と、検査には３つの方法があると。１つは、眼圧の検査、目に空気や器具を当てて圧力を測

定します。眼圧がきちんとコントロールされているかどうかを判定できますと。２つ目は、

眼底検査です。それで、乳頭と呼ばれる視神経が集合している場所を観察する検査ですと。

視神経の損傷の進行程度が判定できるんです。３つ目は、視野の検査、視野全体の中の見え

る部分と見えない部分を調べますと現在どのくらい見えない範囲があるのかを判定できます。

これがやはり眼科の検定をしなかったらなかなか緑内障が見つからないのではないかと。今、

広陵町でやられてる健康診断の一般の眼科専門ではない先生に問診等受けても、なかなかこ

の早期発見はできないのではないかなあと思っておるのであります。そういう点から見ても

お願いしたいなあと思っています。

それからもう一つは、資料を渡しましたように、やはりこれは東京都の方で近隣で調べら

れました緑内障検査ですが、やはり武蔵野市の検診では１年間に１，０００人以上の緑内障

患者が発見されたというように、このようになっておりますので、また町長、関係者の皆さ
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ん、この資料を渡しておきますので見ていただいて検討していただければなと思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。何か考えがありましたらお願いします。

健康福祉部長！議 長

まず、１回目の答弁で町長が申し上げました検診時にお医者さんの問診で目に健康福祉部長

異常はないですかという問いかけは、これは検診ではなく、異常の早期覚知という意味合い

で協力を得ながら目に異常はないでしょうかと、あれば眼科へ行きなさいよと、まずそこで

一つの水際という形でやっていきたいなと、まずこれが最初の手始めでございます。それか

ら、緑内障の早期発見のための検査につきましては、現在ご存じのとおり健康保険制度によ

る人間ドック、あるいは脳ドックの検査項目として今おっしゃっていただきました眼底検査、

眼圧検査が含まれております。これの検査にということではございません。検査結果に疑い

がある場合は専門医で再検査するようにということで現実にご指導いただいているところで

ございますが、この検査項目を保健事業の健康審査ということで実施することにつきまして

は、先ほどにも町長の答弁にありました法定の検査項目ではないということでの拒否ではな

く、医師会の協力がなければできない。まず町内の眼科医さんがおられないという点もござ

います。あるいは専門医の確保、あるいは検査機器の整備、これらの問題等がいろいろござ

いますので、医師会の方々とも相談して実施に向かっての検討を進めてまいりたいというふ

うに考えを持っておりますので、よろしくご理解いただきたいと思います。

１番、山田君！議 長

緑内障の検診についても、どうぞ前向きでお願いしたいなあと思っております。１番議員

それから、３番目の金銭教育について。町長、教育長の答弁、１４年度の学習指導要領の

中にこうした金銭教育を入れて指導したいと、本当に１５年前に性のはんらんが起きて、ほ

んまに大変苦労したこともあるようでありますので、こうした金銭教育、よろしくお願いし

たいなあと思います。また、携帯電話なんて目に見えない消費、本当にぱっと１分我々でも

電話したらすぐ３０円、５０円、１００円と、そしてこの携帯電話の料金も上がるわけです。

これは目に見えない消費ではないかなと思うのであります。今、この携帯電話も低年齢化さ

れて多くの子供たちもいろんなところでゲーム感覚で使うような時代になっておりますので、

その点よろしくお願いしたいなあと思います。

それから、この間３月１日に毎日新聞にこのような記事が載っていました。「子供子育て

リポート、経済教育していますか」との記事がこういう載ってたんです。それはお金の使い

方などの経済教育、いわゆる金銭教育が子供に必要と思うか、なかなか思うがなかなか教え
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られないと、アンケート調査をしたところ、具体的にどう教えていいのか戸惑う母親の姿が

浮き彫りになったと。ほんで、「子供に経済やお金の知識が必要か」との問いに、「かなり

必要」が３９％、それから「まあまあ必要」、５２％あり、９割の母親がお金の知識が必要

と答えておるのには認識しているのであります。では、「お金や経済の話を十分できてる

か」との問いには「不十分」と答えてるのであります。「どこで経済教育、金銭教育をする

か」については、「家庭で学習機会をつくり、日常生活の中で経済センスを磨くことが大

切」が、ほぼ半数、そして「学校教育の充実」では２０％、「経済教育、金銭教育に関する

支援ではテレビ番組を通じた情報を求める」人が６０％、「親子で参加できるセミナーやイ

ベントの期待」も４０％あったのであります。このアンケート調査を見ても、金銭教育を具

体的にどう教えていいのか戸惑っている親たちが多いのではないかと思うのであります。

先ほど教育長が答えがありましたように、どうかこういうことをきちっと学校、もちろん

家庭等のきちっとした金銭教育をやっていただければ幸かなと思っています。先日もこうい

う本を図書館で借りてきました。４冊です。「お金って何」、こういうのがあるわけです。

それで、これは小学校低学年、小学校クラスに教えているもんですが、なかなか我々にも、

僕にとってはですよ、漫画的にかいてありますので、イラスト的にかいてありますのでよく

わかった。これ１冊しか重たいから持ってきませんが、また十分先生、見ておられると思い

ますが、こうしたものを活用しながら学校の現場で家庭の教育のあり方を考えていただけれ

ばなと思っておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。ありがとうございま

す。ああ、もういいですよ。

はい。以上で山田君の一般質問は終了いたしました。議 長

次に、山本悦雄君の発言を許します。

それでは、３月議会の一般質問をさせていただきます。まず初めに、市町村合併１３番議員

について質問させていただきます。

合併特例法で、平成１７年３月３１日までの合併について市になる要件が人口３万人以上

の特例、あるいは地方交付税額の算定の特例、地方債の特例やその他もろもろの特例を設け、

国は合併を推進しておりますが、特例法の第１条の趣旨では市町村行政の広域化の要請に対

処し、自主的な市町村合併を推進云々と言っておるところであります。市町村の合併は、地

域のあり方にかかわる大問題でございます。地域の将来やそのアイデンティティ、住民の生

活に大きな影響を及ぼす事柄でございます。そこで、町は現状を踏まえ、合併によるメリッ

ト、デメリット、また合併しなかった場合に予測される事柄等幅広い的確な情報を町民に提
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供し、議論を深めていく必要を強く感じ、いろいろとお聞きしたいことはございますが、次

の３点について質問いたします。

１つ、大和高田市、御所市、香芝市、広陵町、新庄町、當麻町の３市３町の合併、いわゆ

る葛城市構想について當麻、新庄町が単独で合併推進を決め、県が承認したわけであります

が、この葛城市構想の現状はどうなっておるのか、また町長はこれに対してどう考えている

のか、お答えをいただきたいと思います。

次に、３市３町でも土地開発公社に多額の借入金がある市や町もあると聞いております。

その資産は現状では大きく目減りし、多額の含み損が発生していると思われます。合併に当

たってこれらの負債はどのように処理をされるのか、この点について第２点としてお聞きい

たしたいと思います。

第３点、合併を判断するに当たって、相手方の市や町の土地開発公社を含む財務内容に対

する基本的な考え及びその他町長が重要と思われている事柄に対しての基本的なお考えをお

聞きいたしたいと思っております。

次に、人にやさしい、人がやさしいまちづくりについてということで、今回新しく事業を

設けられたわけでございます。人にやさしい、人がやさしいまちづくり活動について、町長

は所信表明でもモデル地区でのテストＬＡＮ構想を述べておられるところでございます。そ

して、その予算１００万円を計上されております。人にやさしいとは、人の立場に立って物

を考え、行動することでございます。かつそれを行うためには、その行為にやりがいや喜び

を感じなくては私はこの活動はなかなか進んでいかないと思うわけでございます。しかし、

こういう活動は今後非常に重要でございます。私は、このような活動を全町に広げ、町民一

人一人が住みよいまちづくりを目指して活動することは今後の町行政では大変重要なことで

あると考え、まちづくり活動の先進地であります静岡県大井川町へ昨年１１月に総務産業建

設委員会合同での常任委員会研修に参加させていただき、まちづくり活動について役場の担

当者から説明を受けましたが、その実態が十分理解できませんでしたので、先ほど坂口議員

がおっしゃいましたようにこの２月２４日にその発表会があるということでその発表される

地区の視察研修も含め、２４日と２５日に政務調査費を使わせていただいて視察研修に行っ

てまいりました。ただ、ちょっと違っておりますのは、坂口君に連れていっていただいたわ

けではございません。準備も、それから全部私がやって、ただ３名一緒に行ってきたという

ことでございますので、お間違いのないようにお願いいたしたいと思います。

実態についてでございますが、予算は大井川町の実態ではございますが、大井川町の実態
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では予算は１地区当たり最初は４００万円の事業費をつけたそうでございます。四十数地区

ございますので、１億円、約２億円近い予算をつけたということでございますが、とても各

地区使い切れないということで、地域がそのような使い切れないということでほとんどかな

り余ったということで、現在は１地区当たり事業費１００万円、最高額１００万円、そして

活動費は５万円、事業費は地区が計画し、町が承認した事業の材料費が中心であると。住民

の共同作業でその材料を使って事業を完成させていくという活動でございます。だから、こ

れは助成ではございません。事業費として出すということでございます。活動費は、これは

いろんな集会等いろんなとこで自由に使ってくださいということでございます。まちづくり

実行委員会が全町に組織されておるわけでございます。当然、そういうことを進めていく上

においての規約、要綱等も整備されております。町職員全員が、各その地区に３名ないし４

名全員が張りついておるということでございます。それは先ほど町長がおっしゃいましたよ

うに、人づくり、町職員の人づくり、これにも非常に役立っておるということでございます。

というのは、いろんな行って、これだけのことじゃなしにやはり地元へ、そういう地区へ行

きますといろんな質問、いろんな要望が出てくるから、役場のやってる仕事のいろんな部分

について浅くてもいろいろ知っておかないと、勉強しておかないと対応ができないというこ

とで非常に職員の勉強になっておるというような、これは役場の説明でございます。各地区

は思い思いの、それぞれいろんな思い思いの計画を立てておられまして、実行なさっており

ます。この場合、非常に大事なのはやはりその地区のリーダーの育成ということでございま

す。

次に、私たちは発表されました３地区、初め申し込んでいたのは１地区でも紹介してほし

いと申し込んでおったんですけれども、役場の担当者の方が全地域段取りしていただきまし

て、そして発表されました３市地域を全部視察させていただきました。そして、その地区の

リーダーの方、仕事もあったんですけれども出てきていろいろご説明をいただいたというこ

とでございます。一つの地域は、町営住宅跡地を利用しての広場づくり、そこにも大きな木

が立っており、木の看板とか立っておりますけども、あこは大井川がございまして、大きな

木が何ぼでも立木が流れてくるということで、それを利用してやっていると、看板にしたり

しております。また、もう一つの地域は三世代共同のたこ揚げづくりや新設された道路、こ

れの花壇の整備、管理をやっておられます。そこにまた看板が上がっておりまして、その看

板も立木を利用してやっているということでございます。

３番目には、ジャンボ門松づくり、ジャンボ交通安全啓発看板の設置をなさっておりまし
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て、この地域は大井川町というのは一番初期のパイロットの養成をやる練習飛行場があると

こでございまして、単発の飛行機がもう５分に一度ぐらい飛び上がっているというようなと

ころでございます。まともにその地域がジャンボ門松づくり、これとジャンボ交通安全啓発

看板、これは非常にそこにいい道路がございますが、事故が多いということでそれでその地

域はそれを選んでやっているということでございました。それぞれのリーダーも積極的にお

話聞いていても、その取り組みにやりがいや喜びを感じておられるようでございました。ま

た、直接の視察ではないんですけども、町を回って、これは３名とも気がついたことがござ

います。まず、その１点は、ほとんど迷惑駐車がないということなんです。ほとんど車が道

にとまっていないと、狭い道であろうと広い道であろうとほとんど車がとまっていない。迷

惑駐車されておらないということと、ごみのぽい捨てや缶のぽい捨て、これがほとんどほん

まに見当たらないと。私はたばこ吸います、あとの２名の方はたばこ吸われませんけど、私

はよくたばこ吸いますんで道路はたでたばこ吸っててもそのたばこの吸い殻をほかすとこに

気を遣ったと。どっか溝のちょっとすき間がないかとか、田の中へほかしに行ったりとかい

うような気を遣ったような、道へぽっと捨てられるような状況ではなかったと、私の感じで

は。そういうことでございます。地区の集会所、それだけのソフト事業をやってるんですけ

ど、集会所につきましては広陵町の方がはるかに立派です。そらもう問題になりません。そ

のぐらい、言うたらほんまお寺の前の堂の跡を改造したようなとこでやってるとこもあるし、

本当にそういうようなとこで３つ回ってそういう感じを受けました。広陵町はほとんど、確

かに立派な公民館です。各地区のね。このようなことはやっぱりまちづくりの活動の中から

も、また地域の住民の県民性という、住民性もあるかわかりませんし、ありますけど、やっ

ぱりそういうまちづくり活動の効果も一つ出てるんじゃないかなと、こう思ったわけです。

それを帰ってきて広陵町を見ますと、川の堤防を見ていただいたらわかるとおり、堤防や水

路、道路は缶やごみだらけと。私の地域でも年に１回、２回、田の掃除するんですけれども、

去年水路から出した缶は軽四にいっぱいでございます。軽四いっぱいセンターへ持っていか

せていただいたと。村の役員が一人ではよう行かんから山本議員ついていってくれというよ

うな状況の量でございます。迷惑駐車は当たり前と、どこへ行ったってもう車は自分とこの、

うちの前にとめてんのは自分とこの道路だと思ってると。そこへ他人がとめたら文句を言う

というようなことで、広陵町ではそういうのが多々見受けられると。ほんで、立派なのは広

陵町は集会所と、こういうような現状でございます。そういうことで、次の２点についてや

はり町長にお尋ねしたいと。
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人にやさしいまちづくり推進事業の具体的な取り組み方策についてお聞きをいたしたいと

思います。

モデル地区でやられる、モデル地区で一たんやられたら、もうモデル地区でうまくいかな

かったからやめということじゃなしに、後から質問、ちょっと余り大ざっぱでしたんでわか

りませんけれども、モデル事業の、なぜモデル事業でやったらそのデータをとる、どういう

とこを見たいがためにモデル事業をやったのか、テストＬＡＮをやったのか、一気にできな

かった理由、もしあればお聞かせ願いたい。モデル地域に対する町職員の先ほど言いました

取り組み方、どういう取り組み方をされていくのか、先ほど大井川町で言いましたのは全職

員が取り組んでおるということでございます。

次に、３点目として、農業政策についてお尋ねいたします。

米の生産調整における転作につきましては、達成率が県下で非常に低い位置にあると町長

は所信表明で認めておられるわけでございます。農家の転作に対する理解と協力を一層促進

し、小麦の栽培の強固な支援と農家の深い理解で推進するということで、余り具体的な方策

が示されていない。米の生産調整といいますのは、米の消費量の減少、米の生産技術の向上

による反収の増加に伴い、米余り現象が生じ、昭和４０年代より実施されてるものでござい

ます。本来、こういう生産カルテルにつきましては独占禁止法に触れる事柄でございます。

しかし、弱小な農家に対しては、この独占禁止法の適用は除外されているわけでございます。

米の生産調整は、生産カルテルに国の予算による多額の助成をつけて在庫調整するものであ

ります。簡単に申せば、この制度により現在の米価があると、米の値段があると申し上げて

いいわけです。この制度がなくなれば全国の農家が自由に、もしこの制度がなくなって米を

つくるとすれば、年間約１，４００万トンぐらいの米は生産は可能だと思います。そうしま

すと、毎年四、五百万トンの米が余ってくるということになります。そうなれば米価は一体

どうなるか、もう予測するにあらずだと思うわけでございます。現在の余剰米全部合わせて

も５００万トンあるかないところだと思います。それが１年で一気に５００万トンは生産過

剰になります。すなわち、この制度を守らないで米を生産するということは、守っている農

家の犠牲によってその人たちの米価が維持されているということでございます。この辺を、

農家の理解を得るというんならこの辺をしっかりと農家の皆さんに話してご理解を得なくて

はならない、そう思うわけでございます。そういうことで、次の４点についてお聞きいたし

ます。

１つ、直近の米の生産調整の達成率と県下での位置とこれに対する対応策。
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２番目、達成率の低さは、いわゆるやみ小作、言葉で言うたらわかっていただけると思い

ますねんけども、正式な小作じゃない部分についてやみ小作も大きな一因になっていると私

は思いますが、実態がわかれば教えていただきたい。

３番目といたしまして、農地流動化対策、いわゆる農地利用集積促進事業、難しい名前で

すけども、で利用権の設定と。３年以上で１０年未満ですか、の利用権の設定の方法、いわ

ゆる昔からの小作と違う方法での利用権の設定、これができます。これで専業農家が耕作を

拡大するという政策を私は進めるべきであると思うんですけれども、町長のお考えをお聞き

したい。

４番目といたしまして、この予算も見せていただいたんだが、非常に国からのお金が減っ

ております。そこで、現状の達成率で国や県の農政に対する助成や補助金はどうなるのかと

いうことをお尋ねいたしたいと思います。以上でございます。よろしくお願いいたします。

ただいまの山本悦雄君の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

ただいまのご質問にお答えを申し上げたいと思います。町 長

まず、合併問題でございますが、３点ご質問がございます。一番初めの質問は、３市３町、

いわゆる葛城市構想の合併でございます。現状及びこれに対する町長の考えはどうかという

ことでございます。

３月２日付の各新聞紙上で掲載されましたように、葛城広域行政事務組合の３市３町の中

で當麻町と新庄町が平成１６年３月末日の合併を目標に、県の合併重点支援地域の指定を受

けるとともに、合併協議会の設置を目指すことになったわけでございます。広陵町としては、

これまで３市３町を一つの合併想定モデルとして合併を模索し、葛城広域行政事務組合で協

議をしてまいりましたが、平成１７年３月末までの３市３町の合併は時間がかかるとの認識

から、人口３万人で市に昇格できる當麻町と新庄町の合併を１年早く進められることになり、

将来的に葛城地区の合併構想は堅持していく結論になったわけであります。今後は、周辺自

治体との合併についても検討を重ねていきたいと存じています。

次は、２番目の土地開発公社の借入金でございますが、負債を心配をされているものでご

ざいます。合併に伴う土地開発公社などの第三セクターについては、あくまで出資している

市町村とは別の団体でありますが、出資している自治体が合併する場合には影響を受けるこ

とになります。具体的には、合併相手自治体との合併協議会の中で、できるだけ早く双方の

土地開発公社のすべての財務内容を明らかにし、それらの状況を踏まえて合併論議を進める

ことになりますが、いずれにしても土地開発公社の借入金に対しましては一般的に出資自治
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体が債務保証をしておりますし、合併関係自治体の債務は合併後の自治体へ引き継がれるこ

とになるわけでございます。

次に、３番目の合併に当たっての相手方への財務内容に対する町長の基本的な考えでござ

いますが、重要事項を開示せよということだと思います。３番につきましては、合併に当た

りましては約３，０００にもわたる相手自治体とのすり合わせ項目があると言われています。

それらの中から合併を判断するためには財務内容も重要と考えております。例えば地方税、

地方交付税、地方債などの歳入、人件費、公債費、繰出金、普通建設事業費などの歳出、そ

の他に基金、地方債残高など、いわゆる決算カードに掲載される財務数値はもちろんでござ

いますが、先ほどの土地開発公社の借入金など、一般的には見えにくいデータについても重

要な数値の一つとして考えております。

次に、人にやさしいまちづくりでございます。

施政方針でも申し上げましたが、今年度は限られた予算でございまして、地区を指定して

モデルとしておりますが、議員は全町に広めてはどうか、また静岡県の大井川町まちづくり

をご紹介をいただきました。お答えを申し上げます。

現在、仮称でございますが、広陵町人にやさしいまちづくり補助金交付要綱を策定してい

るところでございます。例えば人との出会いを大切に言葉をかけ合い、あいさつを励行する

運動。２番目は、地域の生活美化環境の整備を目的に、心和む緑化・花いっぱい運動の推進。

３つは、地域住民の交通安全推進のための大字・自治会ぐるみでの取り組む運動。例えば交

通立哨などに大字・自治会の役員や婦人会等も参加して取り組んでいただく体制づくりと実

践でございます。４番目は、防災、防犯活動については自警団や地域役員を中心に、火災や

災害、犯罪等を未然に防ぐため地域住民とともに協力し、地域の協調性を増進させるための

体制づくりに向けての活動でございます。５番目は、子供会活動等には積極的に大人がかか

わり、世代間の交流を努めていただく事業を展開し、青少年の健やかな成長を目指して皆さ

んとともに頑張ってまいりたいと考えております。このようないろんな知恵を出していただ

き、住民が主体となった事業を積極的に推進していただける大字・自治会に助成金を交付す

る計画をしております。

次に、３番目でございますが、モデル地域に対する町職員の取り組み、これは２番目でご

ざいます。このような活動を行っていただくモデル地域には町職員としての知識と経験を生

かし、地域にかかわり、地域の住民の方とともに活動の推進を図っていく考えでおります。

次に、農業政策についてでございますが、山本議員は農業をも続けられており、農家の声
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を多く聞かれ、強い考えを持っておられます。１番の直近の米の生産調整の達成率と県下で

の位置、これらに対する対応策でございます。

これにつきましては、広陵町における米の生産調整達成率は平成１２年度は６５．４％で、

本年度は６４．１％であり、県下で生産調整を実施している４４市町村において川西町に次

ぐ低さであります。生産調整の達成率を上げるため、国も推奨をしております小麦の生産強

化に向け、小麦作の安定している南郷地区を核として町内全域に面積制限を設定しないで小

麦作を実施し、国の制度と合法的に運営できる方法で小麦の生産面積を拡大し、生産調整の

達成率を上げていこうと考えております。

さらに、役場の部課長会議を通じて職員の意識改革を徹底し、職員みずからが地域での指

導等をしていただくよう指示しております。

２番目の達成率の低さは、いわゆるやみ小作も大きな一因であると思うが、実態はどうか

ということでございますが、実態につきましては把握ができていないのが現状でありますが、

支部長会においても協力をお願いしております。また、農地を預かる中核農家に対しては、

小麦の作付等を指導しております。

次の農地流動化対策で、専業農家が耕作を拡大する政策を進めるべきであるがという質問

でございます。

農地流動化対策につきましては、耕作を拡大する農家の支援として県が３カ年にわたり補

助金を支出する土地利用集積促進制度がありますが、県の方針で１４年度からなくなります。

しかし、生産調整目標達成及び耕作拡大を目指す農家の支援のためにも貸し手と借り手に契

約当該年に助成金を出す町独自の補助制度は残したいと考えております。

次に、現状の達成率で、国や県の農政に対する助成や補助金はどうなのかという質問でご

ざいます。

現状達成率においては、国や県からの農政に対する助成や補助金については国や県の方針

として生産調整達成の市町村を優先する配慮措置がとられておりますので、町も達成率の向

上に向けてさらに頑張ってまいる所存でございます。以上のとおりでございます。

１３番、山本悦雄君！議 長

時間も１２時前でございますので、合併について、これは一つの提案を申し上げ１３番議員

たいと申しますのは、合併の情報、これはいろんな情報があります。だから、まだ決まらな

い情報とかいろいろあります。決まった情報もあるわけなんです。例えば合併しなかった場

合にはどうなるのかというような情報はある程度もうわかっておると思うんです。だから、
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そういうものも含めて広報でそういう欄を設けて、毎月そういう合併に対する情報を町民の

皆様に提供していくというようなことをやっていただいたらどうかと。

それと、特例法の内容、この内容はそら非常にいろんなことを書いておりますが、最終的

には一過性というか、期限を全部区切られておりますから。だから、その期限が過ぎたとき

はどうなるのかというような問題が、僕も勉強不足ですので本当に詳しいことは申し上げら

れませんけど、大抵期限を切られたようなものが多いように思いますんで、ちょっとその辺

の情報をなるべく町民の皆さんに知らしていて、町民の皆さんの中の議論を高めていくとい

う方針をとっていただいたらと思います。答弁結構でございます。

その次に、人にやさしい事業ということでございますが、これは本当に大変な事業だと思

うんです。だから、僕が思いますのには、これはやっぱり助役さん直結で将来大きな形をつ

くろうとされるんだったら、総務部の何々課じゃなしに、助役さん直結のやはり事業として

モデル事業をやっていく。モデル事業というのはあくまでも実態の何かを見たい、実態の何

かが自分で不安がある、それを確認したいとか、いろんなそういう意味で大体モデル事業と

いうのはやるもんなんです。だから、それのデータをどう集められるか、どこら辺に不安が

あるのか。というのは、当然これ広げるとなれば、この予算からいきましてこれ何地区かち

ょっとわかりませんねんけど、やっぱり１，０００万円、２，０００万円の最終的にはお金

になるんじゃないかと思うんです。だから、やっぱりそれも含めてひとつ助役さん直結でや

っていただいたらと。さっき対象をいろいろ申し上げられましたけど、僕は対象は絞らない

方がいいと思う。各地域、実施される地域にお任せして、そこの地域がまちづくりにこれが

いいと思われるやつでやっていただいたら僕はいいんじゃないかと思うんです。これは僕の

意見ですよ。だから、その次に助成金というよりもやっぱりあくまでも事業の資金だと、助

成というて金を助けになるちゅうような助成とか、援助とかいうんじゃなしに、これはそこ

の事業に対しての事業資金としてこういう資金を出しますよということをはっきりとやっぱ

りこれは規約あるいは要綱を定めてやってもらいたい。そうでなかったら、頭出しが肝心で

すんで、頭出しでおかしなことになりましたら後々うまくいきにくいと思いますので、この

点ひとつこれ申し入れということでお願いいたしておきます。

農地については答弁で結構でございます。以上でございます。

よろしいですか。答弁ええの。（１３番議員「結構。」）はい。議 長

以上で山本悦雄君の一般質問は終了いたしました。

しばらく休憩します。
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午後１時３０分より開会いたします。

（Ｐ.Ｍ.０：０４休憩）

（Ｐ.Ｍ.１：３０再開）

休憩を解き再開します。議 長

一般質問、次に小原君の発言を許します。

それでは、議長のお許しも出ましたし、前任者の山本悦雄議員がうまく調整してい２番議員

ただきまして、昼一番の一番眠たくない時期に当たって光栄でございます。

まず、町長にお伺いするわけでございますが、私の町政ビションは元気でやさしいまちづ

くりでありますということでございます。町民の皆様の一人一人まで行き届いたきめ細かい

施策の展開を目指し、人のぬくもりが伝わる行政を実施していきたいというのが私の生来の

夢でございますという施政方針の中で掲げております。私は、そこで今職員の方々も名札を

つけておられて、ああ、非常にいいことだなあというふうに思うわけです。そして、今度は

町民の皆様に町民証というものを配布、希望者に配布をしていただいて、誇れる広陵町民と

しての身分証明というんですか、そういうようなものを町長さんに発行をしていただいたら

どうかという提案をさせていただくわけでございます。

町民証の発行について。主としてパスポートや運転免許証あるいは保険証等などで法的証

明による身分証として使えるものをということで項目させていただいております。元気でや

さしいまちづくりの町長の一つの目玉にしてほしいという願いがございます。

そこで、先ほども述べましたように、身分を証明するについてはパスポート、これは限ら

れると思います。持ってる方が。次、保険証なんですが、保険証の場合は少し大きいものに

なっておりまして、写真も張っておりませんし、持ち歩くということは目的があってそこへ

持っていくのやったらこれ持っていってということになりますが、普段携帯する、所持する

ということは若干困難かなと思うわけです。その点、自動車の運転免許が一番便利であろう

かと思うわけです。今や道路交通法の方で運転免許証の返納制度ができております。返納制

度。これはどういうことかといいますと、もう私は運転することは困難であるとか、あるい

は目、あるいは体の事情によって免許証を返納しますというような制度があります。ところ

が、先般うちへ高齢者の方が来られまして、小原さん、実は高齢者講習受けに行くんだと、

どうしたらいいのかと。それは、例えばこの辺であれば法隆寺自動車学校等に行っていただ

いて、高齢者講習を受けた後免許更新をされるということでございます。そういうように説

明します。そして、大将、余り車乗ったの見たことおまへんでと、大概自転車違いますかと
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いう、私が聞いたわけです。そしたら、その方は、いや、運転はせんのやけど身分証明にな

るから、もうこれどうしても持っていたんだと、更新をしたいと。ああ、なるほどそういう

ことですかと。そして、私自身も公共的に行きますと、ついこのごろ最近じきに身分証明、

忘れ物１つしても取りに行ったら身分証明証、こう言われる場合もあります。そして、町へ

公共的な銀行とか、いろいろなとこへ行きますと、よく見てたら身分証明証と言われてる人

が非常に見かけます。私の知人の奥さんも何らかの事情で免許証は持っておられないわけで

す。そしたら、非常にこの身分証明いうんですか、不自由するんだと。そういうふうなこと

からヒントを得まして、町長のやさしいまちづくり、心の方はそれで町長さんからいただい

ておるわけですが、今度は町長さんから形あるものを、これどうでっかというやさしさ、形

のあるやさしさをひとつ町民の方にプレゼントをしていただけたら非常にありがたいなあと、

こう思うわけです。そして、若い私たちでも心ならずもちょっと違反をしまして、ちょっと

しますと免許証がどう言うてんですか、欠格期間といいまして取り消し期間があります。つ

い今までうまいこと便利よう使うてたものがふっとなくなりますと非常に嫁さんと一緒やと

思いまんねん、えらいちょっと勝手悪いやないかと、あるときにはえらい不自由感じへんね

んけどというようなこともあろうかと思うわけです。そして、また旅に行かれたときに、ま

たバスや列車の中でいろいろ話が出まして、いや、うちな、こんなんもう町長くれたはりま

んねと、ええ、どんなんでんの、いや、実はこんなんでんねん、いや、えらいそうでっかと、

町長さんといつも一緒に旅行ったはりまんねんやないかと、こういうふうにホットなどうい

うんですか、感じを受け、また楽しい旅にもつながり、万が一緊急時のときにもそういうよ

うなものを希望される方に持っておいてもらえますと非常に役に立つんじゃなかろうかと。

これらいろいろなことがありまして、町長さんにひとつ町民証を希望される方に発行してい

ただけたらありがたいかなあと思うわけです。そして、免許証のようにクレジットカードぐ

らいのプラスチック性いうんですか、そのぐらいのところで自信を持って誇れて、わしこう

でんねんいうぐらいなものを公共的なものですね、はっきり言いまして。ただ、ちょっと仮

免許証みたいなところへ写真張って、こんなんではちょっともう余り意味がないんじゃなか

ろうかと、こう思うわけです。やはり堂々と胸を張って私はこういうものですということを

誇れる自信も自覚もまたできると思うんです。そういうことで、公共的証明にも十分使用で

き得るものをお願いしたいわけでございます。全国で何らかの市民証やあるいは町民証を発

行される自治体がこれからだんだんふえてくるように思います。そこで、平岡町長に長とい

う名のもとにおいて、先駆けて実施していただけたらありがたいかなあと、こう思います。
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よろしく。

次、２点目に入ります。２点目は、先般１２月議会だと、１２年の、環境問題を考えると

いうことでビデオ制作をお願いしたところ、そのときには環境課の方から色よい返事をいた

だいておるわけですが、いろいろトレーのことやら有料化のことがあって若干迷っておられ

るんかなあと思います。そこで、ちょっと改めまして、またちょっと背中をぽんと押す感じ

で再度お願いしたということでございます。以上、ちょっと１回目の質問、このぐらいにさ

していただきます。

ただいまの小原議員の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

ただいま小原議員のご質問にお答えをしたいと思います。町 長

町民として誇れる、そしてまた身分証明にかわるものとして町民証を発行してはどうかと

いう内容でございます。ご質問の町民証の発行についてでございますが、施政方針でも申し

上げましたように全国どこの市町村からでも住民票の写しが請求できる住民基本台帳ネット

ワークシステムを平成１５年８月実施に向けて現在準備を進めております。これによります

と、平成１４年度で住民の皆さん全員にそれぞれの個人番号となる住民票コード番号を通知

いたしますが、平成１５年度ではその番号を記載した１人１枚の磁器カードを希望者へ発行

する予定であり、そのカードに写真を掲載して町民証にかわるものとするかどうか知恵を出

していただきたいと思っているのでございます。

また、今お申し出いただきました町民証につきましては、改めて町民証の発行が必要かど

うかも含めて検討をしてまいりたいと考えております。

次、２番目の質問でございますが、環境問題を考えるというテーマでビデオ制作を提案し

たが、その後どうなってるかということでございます。

私は、新清掃施設の建設問題を最重要課題と認識をしており、地元並びに周辺地域にお願

いをしているところでございます。また、昨年来ご提案をいただいておりますＰＲビデオの

制作についても大変有意義な方法だと思います。現在は、ごみの減量や資源のリサイクルに

積極的に取り組んでいかなければならない時代であり、循環型社会の構築を求められており

ます。町といたしましても適切な分別ＰＲを実施しながら、住民の皆さんとともにごみの減

量を推進できるよう取り組むべきと考えています。昨年１０月１７日にごみ減量等推進審議

会から平成２２年を目標年度とした減量化の答申をいただきましたが、新施設の進捗を見き

わめながらご提案いただいておりますＰＲビデオの制作を計画したいと考えておりますので、

どうぞよろしくお願いをいたします。以上のとおりでございます。
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２番、小原君！議 長

それでは、今町長に答弁をいただきました。住民票の背番号いうんですか、それら２番議員

と併用していただくというような格好でひとつ検討していただいたら結構かと思います。そ

して、願わくば実施に当たりましては厚かましいですが、発行されるに当たっては提案者の

私に１番をいただけたら幸いかと、こう思うわけでございます。

次、２つ目のごみの問題のことなんですが、研修でどこへ行ってもまずこのビデオという

ことで見せていただくわけです。そういうことで、町の方もできるだけ早く準備をしていた

だき、町民の皆様にもっともっとごみのことについて認識をいただき、あるいはまたごみの

誘致先ですか、理解もいただけますように。ましてや有料化のことになりますと、非常に早

く理解をもらわないとということもありますので、ひとつこれは確認程度ということにとど

めさせていただきまして、私の一般質問を淡泊でございますが終わらせていただきます。あ

りがとうございます。

以上で小原君の一般質問は終了いたしました。議 長

次に、青木君の発言を許します。

それでは、議長のお許しを得ましたので、一般質問をさせていただきます。１０番議員

国政に当たっては、政・官・業のあしき癒着問題、きのう疑惑の、いわゆる鈴木宗男代議

士の証人喚問があり、大事なとこでは記憶にありません、覚えておりませんといろいろ逃げ

ていたように感じました。証人喚問があり、そのようなことの結果でございましたが、後々

のことを見据えていかなくてはならないなあと感じたわけでございます。何も中央に限らず、

地方においても同じようなことがあると聞いていることもあります。まさに李下に冠をただ

さずでございます。

本町でも悲しく、むごい事件がありました。去年１３日に真美ヶ丘、広陵と香芝の境とい

うことでございますが、発生した幼女のひき逃げ事件のことでございます。エコール・マミ

で毎日犯人割り出しの捜査が行われております。しかし、いまだに未解決です。被害者の女

の子はもちろん、３月３日のひな祭りの日は特別にご両親の無念の日々、悲しみの毎日を察

すると同じぐらいの年齢の孫を持つ者として強い胸の痛みを痛感する、また大いに感じるわ

けでございます。町当局におかれましても、なお一層捜査に協力をして一日も早く犯人が逮

捕され、ひき逃げ事件は必ず捕らまるということを見せしめていただきたいと思います。改

めて人の命のとうとさを重く受けとめ、交通安全に対するモラルの向上をより啓発していか

なければならないと痛感し、人にやさしい、人がやさしいまちづくりの実践を自覚いたしま
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した。

町政においては、平岡町長が施政方針で自身の政策を示し、予算を提案されました。新聞

でも一般会計１２％減の超緊縮予算と報じられております。税収のダウン、交付税の削減、

各補助金の締めつけ等悪条件が予想される中で、新清掃センター施設の建設の大事業、そし

て合併問題等まさに難問山積の中であり、あえて火中のクリを拾う等の決心で職につかれた

と思います。しかし、志定まれば気盛んなりとの吉田松蔭の言葉があります。まさにみずか

らの志が決定すれば後はその実現に向けて全力を尽くすとの意味と書いておりました。僣越

ですが、私もこの精神にあこがれております。頑張っていただきたいと思います。

それでは、難題の一つ、合併問題に入らせていただきます。

先ほど山本議員の質問もありました。それに対する答弁も踏まえて、私なりの視点で、角

度で質問をさせていただきます。

通告書に示しました単独か、合併か、それなら互いにベターな相手はという題でございま

すが、私の周囲の住民は合併に対する関心度は今一様に低いように感じております。強い拒

否反応はないようですが、合併したらもう町の名前も変わるし、いろいろややこしいし、今

でもそこそこ役場の対応もまあまあやし、それに平岡町長もこの間ならはったばっかしやて

かわいそうやないかというような声もかなりあります。聞こえておりますのも事実です。私

自身も住民サービス、そして住民負担、それに対する住民負担の問題も含め周辺の大きな市

と比較いたしましてもさほど劣っているとは思えません。その上、今まで国が地方に対する

施策が余りよい成果が上がってないように感じているのも事実でございます。しかし、私も

議員という公人の立場であるので、将来町民に不利益となることは避けなければいけないと

思っております。そのためにも今現在、打っておかなければいけない布石を間違えてはいけ

ない責務があると思っております。それで、本町が将来にわたり合併せず単独町政の継続を

多面的にシミュレーションをして可能であるのかないのか、今現在いろいろ勉強されており

ますが、断定はできないと思いますが、そのようなことをお尋ねをいたします。不可能であ

り、困難であれば後手を踏んで本町が乗りおくれて、取り残されてどこかと吸収合併等をさ

れて、将来町民に迷惑及び不利益が生じるおそれが想定されれば大変なことになります。そ

れなら一日も早くちゅうちょせずして、よりベターな合併相手を求めていくべきと思ってお

ります。当然、町民のコンセンサスも必要ですが、一様の責任ある立場で一様の指針を示し

ていくのも必要ではないかと思います。これから述べさせていただくことは相手様にもご迷

惑を与えてはいけませんので、一部私の周辺の声を意見を私なりに集約をして、私自身の私
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見ということでご理解の上、お聞きいただきたいと思います。

唐子の弥生式遺跡に代表される歴史的な町で風土、また地理的人口、財政規模等の多面的

に考慮した結果でありますが、一方的な考えで失礼をお許しをいただけるならば、お隣りの

田原本町さんがベターというよりベストな合併のパートナーと私は思っております。どう思

われますか、もちろん田原本町さんにおいてもお立ち場等さまざまな状況が、お考えがまた

あると思いますが、双方ともに合併のメリット、デメリットが発生することは当然と思いま

す。双方にデメリットをしのぐメリットが確認できればひとつ１プラス１が５、また１０に

もなる可能性が出てくると思います。私は、アプローチをすべきだと思っております。今後、

町長及び理事者サイドにおかれましてはお互いに話し合いの場を持たれてはいかがでしょう

か、私も議会人という立場で田原本町さんの議会のお方ともこれから意見交換をしていくつ

もりでございますので、今後よろしくご答弁をお願いをいたしたいと思います。以上でござ

います。

ただいまの青木君の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

ただいま青木議員から町の将来についての、合併についての質問でございます。い町 長

ろんなご意見をたくさんちょうだいをいたしました。単独か、合併か、合併するなら候補自

治体はどこかというふうなとこもお申し出をいただいたわけでございます。一緒にお答えを

申し上げたいと思いますが、まず合併をしないで単独でいけるかどうかについてのお答えを

申し上げたいと思います。

広陵町におけるハード的な整備につきましては、大ホールや町民プールなど、周辺自治体

と比べ未設置のものがありますが、必要性の問題や代替え施設のことを考慮しますと他の自

治体に比べ見劣りするものではなく、むしろ竹取公園を初めとする豊富な公園や図書館、グ

リーンパレス、サン・ワーク、さわやかホールなど、多彩で立派な施設は十分に誇れるもの

であると思っております。

もう一方のソフト面でございますが、５月から町内５カ所の公共施設で開設するサービス

カウンターを初めとする行政サービスや多彩や生涯学習講座の開催、サービス公社やシルバ

ー人材センターなどの生きがい対策など、青木議員が述べられているように住民サービスも

高度であると自負しております。ただ、問題は財政面でございます。国は効率的な行政運営

ができる人口１０万人程度の自治体を標準に、それ以下の小規模自治体に対する交付税見直

しによる削減を計画しており、一部は１４年度予算でも反映されております。また、地方分

権による権限移譲や多様な住民ニーズにこたえていくために望まれる職員の専門性などの課
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題もあります。私は、それらの諸問題を解決していくための有効な選択肢の大きな一つに市

町村合併があると考えており、そういう意味で合併問題は避けて通れない道であると考えて

おります。

なお、合併相手として青木議員の上げられている田原本町については、現在のところ可能

性のある合併相手の一つとして考えております。終わります。

１０番、青木君！議 長

ご答弁ありがとうございます。２回目の質問をさせていただきます。１０番議員

単独、いわゆる私も言わしていただきましたが、いわゆる現在、いわゆる財政面を除けば

いろんな意味でこのままの単独町政の継続ということも当然、ましてや１町、また１村、町

興しという、ほんこの間までは町興しをやりなさい、町に特色を出しなさいというて、国も

もうちょっと以前には竹下さんのときにはふるさと創生資金とかいうような形も出しておら

れましたが、国家の財政事情という大きな器の中で、いわゆる、いや、それではとてもやっ

ていけない、いわゆる経済的ないろんなことの背景が変わったということで合併をして国家

的レベルから見て、いわゆる適切なる人口、また地方自治体の大きさということが示されて

いったというわけだと思います。ということは、ほとんどは上から、国家から、国からいろ

いろ押しつけると言うたら言葉はどうか、語弊があるかわかりませんが、そういうような流

れで一時はどんどん行きなさい、また一時はだめですとかいろんな意味でもてあそばれてる

というように私は思うわけでございます。しかし、この間の予算審議の中にありましたよう

に、また町長の施政方針にありましたように、財政的には広陵町が非交付団体でやっていく、

国家と、国とは一線を画してもやるんだというような財政状況では全くございませんのは当

然でございます。よって、国の、いわゆる施策に乗っかってある程度やっていかなければな

らないという、これまた一つの宿命というのか、になるわけと私は解釈しております。その

意味では、苦汁の選択というのか、合併は避けて通れないという見事な、私もちょいちょい

皆さんの前では言わしてもらうんは避けて通れないというのは何かいろんな意味で意味深な

言葉だなあと、こう思うわけでございます。本当に避けて通れないというのが実感だなあと、

こう私も思うてるし、町長もそのような心の中でのかみ砕いた言葉と、こう受け取っており

ます。町民の皆様も多分そういうような感じも持っておられるお方もあると思うわけでござ

います。そういう意味で、避けて通れないということをまずおっしゃいましたので、まずこ

れ単独で行き切るということは非常に財政的にも、国に逆らうということもとても不可能だ

と、こう解釈します。その中で、それであれば今ちょっと人様勝手に、これ私勝手によその
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町の固有名詞を出して大変これは失礼だと思い、大変それは反省はしております。しかし、

そのことも踏まえた上で申し上げたわけでございます。というのは、ある意味では１つ国の

施策ということが出た、そしてまた１７年３月までのあるいろんな特例措置という形も、こ

れあることも事実でございます。それならば、合併が避けて通れないのであれば何をすべき

かというのも、これまた責任ある人たち、また町長初めまた我々議会としても当然考えてい

かないかん話になるわけでございます。その中で、いわゆるベターなパートナーを探してい

く、これはよその町さんも、また市さんも同じことだと思います。ただ、来る者は拒まずと、

来る者を拒まずというような立場で考えられていく、またそれを押し通される自治体も、こ

れはあると聞いております。これはそこの自治体のいろんなバックボーンの問題もあるから、

それはそれで結構かと思います。ただ、よそのことはどうあれ、本町においてはどういう形

をとるべきかということが一番大事だと思います。それもよく住民の気持ち、また住民の声、

町民の皆様の声を大いに聞いてコンセンサスをとっていって決定してもらうのがいいんじゃ

ないかと、このご意見も当然あるわけですが、しかし一つの指針を一応示していくという仕

事、そこにそれを一応出していって、そこでまたいろいろ議論をしていただいて、いろんな

また、もちろん情報の開示、先ほど山本議員の質問にもありましたが、合併のデメリットは

こうだとか、メリットはこうとか、そしてまた今言う特例法の問題はこうだとかいうことに

対してのいろんな情報提供というのは、これは当然住民の皆様にしていくのは、これは当た

り前のことだと、こう思うわけでございます。その意味で、例えば今現在行政を担っておら

れます町長初め理事者、そしてまた我々議会、今現在そういう立場の者は一つの方向づけと

いうのが、これも出すのも私はこれは当然なる責務であると、こう感じているわけでござい

ます。そのような意味で、いわゆる事務者方というのか、合併問題の研究会とか、いろいろ

若い職員さんの中でつくられていると聞いております。その人たちの中でのご意見なり、そ

んな大変失礼な言い方で申しわけございませんが、今そこにひな壇に座っておられる方にと

っては合併問題があろうがなかろうが、そのまま行かれるわけですから大して変わりないと。

しかし、若い職員さんにとりましては大変なる人生がかかわるちゅうのか、そのぐらいかか

わってくる話になるわけでございます。そうであってわしら関係ないよってにというような

ことじゃなしに、当然そんなことは思っておられませんが、将来次にバトンを渡すときに何

としてもそういう形で渡していかなならん、またこれ責任があると、こう思っているわけで

ございますので、今現在、町長の話はそれとしても、どのような形で現実的に相当シミュレ

ーションをされておるのか、事務者サイド、また職員サイドでどこまでいっておられるか、
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またそのようなこともちょっと教えていただければ幸いかと思います。２回目の質問を終わ

ります。

総務部長！議 長

いろいろと青木議員からご提案いただきました。この合併問題については、やはり総務部長

町長が申し上げましたように、やはり当然避けて通れない問題であると我々も痛感しており

ます。決して我々の責任を放棄しているわけではございませんので、やはり一つの指針とい

うものは示すべきだということは当然思っております。現在、職員１２名によります研修と

いうことでこの者が中心になって、年代的には４０代の前半ぐらいですか、いう年齢の職員

によって合併問題についての研究を進めていただいてます。それから、各市町村の状況等の

情報を集約するという意味で、企画財政課の方で一応そういう作業に取りかかっております。

それから、庁議におきましては、この合併問題についての論議もこれからも進めていきたい

というふうに考えております。

住民の方々に対しましては、やはり広報の活用で一応合併についての記事を掲載さしてい

ただいてます。これは連続的にずうっと続けていって、合併問題についての関心を高めてい

ただきたいという思いがありますので、そういう形でいきたいと思います。それから、区長、

自治会長会あるいは各種の会合等において合併に関する情報の提供というものはやはり行政

の責任だと思いますので、この辺のことをやっていきたいというふうに現在のところ考えて

おりますので、いろんなご提案ございましたら大いにおっしゃっていただいて、我々にやは

り勉強の機会を与えていただきたいと、かように思いますので、よろしくお願い申し上げま

す。

１０番、青木君！議 長

３回目やね、はい。それでは、そのような形で勉強、また研究、当然内部でして１０番議員

おられるということ大いに頑張っていただきたい。私、失礼ながら田原本町さんという固有

名詞を出させていただきましたのも、これは必ず根拠あっての話でございます。現在どうだ

ということも私も言えませんが、いろんな意味で私の立場で、またそういう自分のことでい

ろいろ勉強、またお聞きもし、また田原本町の町民何人に聞いたという話はありませんが、

多少そのような立場の人にもお聞きもし、またお話し合いもさしていただいてるのも事実で

ございますが、今言うように、これはもう市町村合併ということを上から押しつけられて納

得いかんということは、これは当然であろうが、これはこれとして、現実は現実としてとら

えていくという、このリアルな、いわゆるとらえ方ちゅうのも、これまた行政担当者にとっ
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ては当たり前のことでございますので、その意味で、結果いろんな意味で、これは市町村間

の、自治体間の競争だなあと私も受け取っているわけです。といいますのも、いろんな意味

でどんだけの情報能力を持って、どれだけの、いわゆる事務処理、また政治的判断、手腕、

いろんな意味での集約された中での、いわゆる合併問題をどうとらえていくか、どう現実に

動かしていくかという能力のいろんな意味で試されてる一つの試金石じゃないかなあと、私

はこう解釈を受け取っているわけですので、いわゆるそこによって広陵町の、今現在の広陵

町の役場の一つの能力、情報収集能力も当然ですし、また町民に対する一つの理解を求めて

いっている一つの早さというのか、ゆっくり考えていきまひょやというのではないと思うわ

けで、というのも同じやるのであれば優遇措置のある、特例のあるもんを大いに使っていく

べきだなあというのもこれは当たり前に考えるべきじゃないかなあと思う。ただ、私は平成

１７年３月末でどう切れるとかいう、特例措置が切れるとかいう話は聞いておりますが、私

は、いや、それは当然今はそんなん当然そうでしょうが、しかし国家的レベルから見て、今

おっしゃったように自治体１，０００になるということであって初めて、到達した時点で初

めて国家的な規模での考え方で出発したのであれば、それが到達しなくては結果的に特例法

の特例措置に準じるお金だけばあっと出してしまうわ、到達しませんということであれば、

何のためにやったんか、国家的に見てマイナスになったということになるから、やっぱりあ

る一つの数値までは到達さすというのは私は国のまた施策だと当然そう思っておりますので、

期限のことは別として、それはそれとして、私自身思うのは、いわゆるパートナーをまず決

める。いわゆる好きだという、いわゆる愛の表現をきっちりしていかなければわからないと

思いますし、また言われた方もそのようにまた見てくれますやろうし、そういう意味はそう

いう意味もあると思います。ただ、人間と人間のつながりというのか、結婚じゃないわけで

すので、一たん結婚したらこれ離婚ちゅうのはちょっとできませんので、その意味を含めま

して田原本町さんとまさにそういうことを求めていきたいんだと、それを的確にやっていた

だくことによって、また相手様もそのような気持ちで広陵町を見ていただくこともあると思

います。そして、逆算した中においていろんなタイムスケジュールというのか、合併協議会

の問題とかいろいろ現実の問題もかかわってくるわけでございますので、そのようなことも

含めまして、今そんなん知らんという声あるということも聞いてますけど、それは当然そう

でありますけど、現実は現実として構築していくというのが我々の立場ではないかなあと、

こう思っております。最後に、ちょっと町長、そのような私のこういう考えも今言いました

ので、町長としての、答弁のしにくい話ですわ、これは理事者としては。それは大変ここで
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きっちりした話はなかなか言えないと思います。しかし、何としてもアプローチという、自

分の態度を示さなければ全く物は動かないというのも現実でございますので、そのような観

点で答えられる範囲で結構ですので、ちょっと町長の考え方を再度示していただきたいと思

います。よろしくお願いします。

はい、町長！議 長

今、青木議員さんがかなり突っ込んでお話をいただいております。実はこの田原本町 長

町のご意見が出ておるわけですが、私どもは国保中央病院とか、近鉄沿線協議会とかいう組

織がございます。ここでは田原本町さんと地方自治の維持項目を一緒に汗を流しているご縁

のある行政体でございまして、会議終了後におきましても合併談義を進めているところでご

ざいます。これも私ども町三役、また議長さんも交えて会議をしたこともございます。極め

て好意的に現在進められているところでございます。また、ほかにも近隣の市町村といいま

すと、香芝、高田市、また北葛の王寺、河合、上牧、こうした北葛の町村会等で一緒にいろ

んな研修とか旅に行く機会もあるわけでございますが、こうした機会にもそれぞれの町の将

来について話し合っているところでございます。いずれにいたしましても、広陵町は周辺の

自治体から非常にお呼びのかかる自治体でございまして、どこを選ぶかという、何か選択肢

の考えなければいけない、そんなところかとも思います。いずれにいたしましても、合併は

もう縁談のようなものでございまして、どの町がいいかどうか、山本議員にもございました

ように財政面等も真剣に考えてということもございます。３，０００項目もすり合わせする

項目があるわけでございまして、こうしたところのすり合わせをしながら進めていかなけれ

ばいけないという状況でございますので、今後よく議員の皆さんとご相談を申し上げながら

進めてまいりたい、そのように思っております。

以上で青木君の一般質問は終了いたしました。議 長

次に、寺前君の発言を許します。

それでは、一般質問をさせていただきます。４番議員

まず、通告書に従って、１番目に産業の振興に対する行政の役割についてを質問させてい

ただきます。

この間、共産党議員団、また他の議員の方々とともに八尾市、東大阪市、そして墨田区な

どを視察勉強をさせていただいてまいりました。そして、この間にも広陵町の特性、いわゆ

る産業構成などの特性ですけれども、念頭に入れながら一般質問を何回となくさせていただ

いているところであります。当然、視察に行った先は人口２２万、あるいは５０万以上など
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規模の違いは歴然としています。そして、私たちはそれを前提にしながら行政が一体商工振

興、産業振興に果たす役割とは何なのか、このことを具体的に勉強しながら行政としても取

り組んでいただきたい、このことを望んでいるわけであります。広陵町でも、基本構想や基

本計画の中に当然産業振興の項目があり、そして広陵町では真美ヶ丘を一地域とする住宅地

域、西校区を中心とした靴下産業の発達した地域、そして東校区を中心とした農業の振興を

図る地域、また北校区では商業を中心とした地域として位置づけられています。このような

地域に対して行政がどのようなかかわりを持つのかということは避けて通れない問題であり

ます。しかし、残念ながらこの間、何度も同じことを言わしていただいてるわけですけれど

も、理解をしていただくには至っていない問題があろうと思います。それは国や県が取り組

んでいる商工、産業のその考え方、行政のかかわりは依然として広陵町の自治体の中にあっ

てはまだ積極的にみずから取り組み課題として認識されていない状況があろうと思います。

ところが、最近はそのような状況の中でも変わってきたことがあったと思います。私たちは、

産業振興、特に地場産業の振興について再三質問する中で靴下の市が開催され、そしてそれ

に行政が積極的な援助を始めていただきました。そして、この１４年度、１３年度、１２年

度では国や県の補助金を活用し、１，０００万円の予算をつけ、地場産業振興のための施策

づくりに取り組んでいただいてきました。しかし、それも商工会、靴下組合を中心とした業

者の方々の自主的な集まりに援助をするという形で積極的に行政がその指針を持って、方向

を持って取り組んでいるということにはなっていないわけであります。今年度、１４年度に

ついては国や県の補助が打ち切られたわけですが、町独自に５００万円の予算をつけるとい

うことになりました。これも大きな前進の一歩であり、私たちは高く評価をしているところ

でもあります。こういうようなところに中身をつけていくことが今特に求められているのだ

と思います。

自治体の規模に違いがあるという形で先ほど言いましたけれども、地域経済の活性化に行

政が積極的に取り組んでいる墨田区では、中小企業診断士の活用や職員がわざわざ中小企業

診断士受験の勉強会を開いて、そして受験をする。もちろんこの中では１人しか通らなかっ

たということだったわけですけれども、明らかにその職員自体の意欲は違ったものが見られ

ました。また、産業経済予算が４．３％を占めるなど学ぶことが非常に多かったわけであり

ます。また、八尾市もそうでしたが、墨田区も中小企業振興基本条例を持っています。これ

もその行政が産業振興に取り組む指針として明確にしているところが大きな違いであります。

ちなみに広陵町の今年度予算を見てみますと、商工振興費が１億１，６１６万６，０００
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円上がっております。しかし、これには人件費が６人分、３，３５１万２，０００円組まれ

ています。これは産業振興だけではない職員が多数おられるわけで、現実には１人の方がそ

の一部を取り組んでいるということであります。そして、この点を見てみますと、平均して

１人の予算を上げてみますと１億１，９５１万７，０００円になります。予算の総額で言う

と１．２％という割合です。さらに、いわゆる負担金等の中には、サービス公社の委託金が

４，０００万円強あるわけで、これを取り除くと１％に満たない産業振興予算ということに

なってしまいます。産業振興に取り組んでいる地域の大きな力の発揮してるところは、少な

くとも４％、５％の予算に占める割合の中で産業振興の予算を持っているところが多くある

わけであります。そういう点においても、広陵町における産業振興の取り組みというのは非

常に弱いと言わざるを得ないわけであります。そういう点でのご回答を、積極的な取り組み

を行うためのまず基本的なところについての考え方をお聞かせ願いたいと思います。

２番目に、地場産業の振興についてであります。

八尾市あるいはまた墨田区では、行政が営業マンの役割を果たすという旗印のもとに積極

的な姿勢で取り組んでいました。そのためには、職員の研修や業者との信頼関係の構築など

欠かせないものがあります。もちろん予算もそのとおりであります。広陵町では、日本一の

産地として靴下産業が上げられます。集積地あるいは集積産出量などから見ると明らかに日

本一の産地であります。このようなところでどのような取り組みをするのかというのは、行

政が当然果たすべき認識を深めるのは当たり前のことだと思っています。そして、この産業

振興に伴う地域経済に果たす役割、このことも当然認識を深めなければならないと思います。

西校区を中心に靴下メーカー、そして糸のメーカー、仕上げメーカー、そしてまた問屋、ま

たそして内職、アルバイト、パートの方々が多数おられます。こういうような実態からいっ

ても広陵町がこの地場産業を意識し、地場産業の手だてをみずから進んでとっていくという

ことは重要な行政の責務だと考えるわけですけれども、その点についてもお伺いしておきた

いと思います。

また、施策については個々いろいろ提案をしてきたわけですけれども、今回靴下業者の件

数と規模の把握、あるいは織り機の台数についてどのようにつかんでおられるのか、その種

類などを含めて、いわゆる企業活動の実態を正確につかむ必要があるということを再三言っ

てるわけですけれども、そのことを行うという意思があるのかどうか、この点についてもお

伺いをしたいと思います。

３番目に、西校区の廊下が吹きさらしになっているという点であります。西小学校です。
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昔の建物はすべてこのような構造でした。しかし、広陵町では北小学校、そして最近の一

番新しい東小学校、真美ヶ丘小学校においても、中学校においても、現在では吹きさらしの

改善がなされています。西小学校では、雨が降るとこの廊下に水が流れて、いわゆるたまる

というか、ついて滑りやすい状態が生まれています。父兄などから、この点について西小学

校が唯一取り残されきているという状態であり、改善してほしい、こういう声が上がってい

たわけですので、この点についてお考えをお聞かせ願いたいと思います。

４番目に、農業振興に役立つ給食への地場産品の活用について。

これは昨日も一般会計のところで質問をさせていただきました。そして、その中で広陵町

の給食が使っている農産物の種類と量の一部を上げさせていただきました。例えばハクサイ

は年間３，９２２キログラム、チンゲンサイでは１，４８５キログラム、コマツナでは８０

６キログラム、キャベツは３，６３９キログラムなど、その他上げさせていただいたわけで

すけれども、これは広陵町でも十分に対応できる野菜であります。そして、これらが学校給

食の教育的側面からいっても地元でつくっていただいて、そして調理士さんによって調理し

てもらい、小学校の中で食べるという教育的な側面の効果は非常に大きなものもあります。

そして、この教育は小学校３年ですか、の学年で、３年、４年ですか、町内の産業、農業と

いうところで具体的な課題にもなっているものであります。こういうような点からいって、

広陵町の農産物を本当に広陵町、低農薬、安心、安全な野菜として農家の方に育ててもらっ

て児童が食する、このようなことは今全国的に広がっています。町長も昨日認められたよう

に、この取り組みについての内容は非常に大事なところでありますが、現在この農産物と給

食の賄いについては業者が入っておられます。私たちは、その業者を無視するということを

一度も言っていないし、むしろ積極的に業者が生産地、広陵町で言えば、例えの例として選

果場があります。この選果場では、現在ナスビだけではなく、その他農産物も扱っておられ

ます。こういうところと連携し、計画栽培をしながら、広陵町の商店の方がそこで仕入れる。

不足分は従来どおり市場で仕入れてくる。このような安全面を伴った仕入れ、産地をつくり

上げていくことは可能であり、また町の意思さえあればすぐにも手のつけられる問題であり

ます。このような点について積極的な取り組みを望むわけですが、その点についての答弁、

一層の研究課題として前々から提案してる内容ですので、具体的な答弁としてお答えを願い

たいと思います。

５番目に、町独自の商品券の発行についてであります。

これは商業振興対策として全国でも行われているわけですけれども、町と、いわゆる商店
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街、あるいは商店の方々が参加し、商品券、いわゆる金券を発行しているものであります。

この金券の発行に対するサービスについて町が一定の援助を与える。例えばこのサービス券

を使うと５％の割り引きがあり、その５％の割り引きの３％を町が負担し、２％は業者が負

担するなどとか、一例ですけれどもそのような方法をもって広陵町内の商店の活性化に少し

でも役立つ方法を考えていただきたい、このように提案するわけですが、どのようにお考え

でしょうか。

６番目と７番目の順序を変更して、７番目の住民参加のルールづくりの研究を。

これは共産党がたびたび提案してきたニセコ町の例、あるいは山本議員が先ほど述べられ

た大井川町での視察の成果など、いわゆる住民参加という形態にはいろいろなものがありま

す。そして、その到達点がニセコ町での住民参加条例であろうと思います。そして、この条

例も全国では進んできているところもあります。また、大都市においても住民参加を当然行

政のルールの一環として条文化しているところもあります。さまざまですけれども、広陵町

では今年度予算で都市計画マスタープランの作成など、住民参加が必要な部分をたくさん抱

えています。その最たるものは、古寺地域にお願いをしている清掃センターの建設問題でも

あります。私は、こういうところに本当に住民参加のルールづくり、このことを明確に行政

全体が認識をするということが必要だろうと思います。そういう意味からも、この点につい

て研究課題として真剣に条例つくりに到達点はいくでしょうけれども、当面の間、ルールを

持ってすべての住民との関係を規定する、このような形での認識を深めることが必要だと思

いますけれども、その点どのようにお考えか、お聞きしたいと思います。

最後に、国旗・国歌の法制後の取り扱いについてであります。

日本共産党は、国会での法制化に反対をいたしました。そして、私たちは現在町議団、式

典等においては国旗に対して最敬礼、あるいはそれに向かって礼を尽くす、このような形を

とっていません。そして、これは当然私たちなりの理由があるからであります。しかし、一

方では最近このことに対して、いわゆるそれがあたかも間違っているかのような攻撃がなさ

れています。その最たるものは自民党の深谷総務会長、この総務会長の時期ですけれども、

あるテレビ討論で日の丸・君が代に反対する人は特殊な思想の持ち主、過激な人たちだと発

言いたしました。このような問題に対して国会で日本共産党の議員が取り上げた中、野中当

時の官房長官は「特に明治憲法以来、我が国は残念ながら誤った道を１９４５年まで歩むこ

とになったわけでございますから、そういう経験と反省の上に立ってさまざまなご意見があ

ることは私どもも知っており、謙虚に承知している」、このように述べているわけでありま
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す。そして、それは当然その法制化に伴って、この思想、信条にかかわる問題に対する強制

は間違いだということを述べているわけであります。このような経緯の中で、あと私たちは

日の丸・君が代がアジアに与えてきた影響というのはどのようなものがあったのか、そして

現在本当に国民自体がこぞってこの君が代・日の丸に対して尊敬の念を持って迎えているの

かといえば、法制後のアンケートでもそのようにはなっていないわけであります。こういう

実情、また現在国際的な社会の中で、君が代・日の丸がアジアの方々に受け入れられている

かといえばそうではありません。侵略戦争のあの苦い経験は今も生き続けているものであり

ます。私たちは、そのような反省の上に立って、国歌や国旗が新しい国民の総体として一致

できる、このようなものをつくるべきだと主張しています。そして、法制化になっている現

在においては当然そのもとにおける自由な討論が保証されてしかるべきであります。このよ

うな立場から、私たちは現在施政方針の中で初めて町旗、校旗という言葉が使われました。

特に国旗について、施政方針の中では町を愛する公務員としての資質を高め、町内最大のサ

ービス機関としての自覚認識を深め、各行政区施設での国旗、町旗、校旗を常時掲揚すると

ともに、職員の接客マナーの向上云々と述べられています。町旗や校旗は、当然私たち自身

はその愛する心を表敬するものとして必要な場合あろうかと思います。しかし、国旗につい

ては町民全体のものになっていないと私たちは認識しているものであり、そのような形で職

員にまでこの意識を強制することはあってはならないと思います。そういうことからも、こ

の国旗に対する理事者の考え方をお聞かせ願いたいと思います。以上です。

ただいまの寺前君の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

ただいま寺前議員からのご質問にお答えをしたいと思います。町 長

産業振興についてはいつも力強いご提案をいただいております。このたびは八尾市や東京

墨田区の調査研究をいただいてのご質問でございまして、お答えをいたします。

まず初めの、産業の振興に対する行政の役割については、食品が各種研修会に積極的に参

加し、商工会とも緊密に連携を保ち、産業振興を進めてまいりたいと考えております。

２番目の地場産業の振興についてでございますが、気力ある業者が学習を重ね、新たな協

同組合設立に向けて取り組んでおられます。行政も側面からこの取り組みを応援してまいり

ました。行政は特定の営利企業の応援はできませんが、地場産業の振興において気力ある取

り組みが生まれれば積極的に応援してまいりたいと考えております。

なお、平成１４年度から町単独で販路拡大について５００万円の予算措置を行っておりま

す。
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それから、５番目の町独自の商品券の発行についてでございまして、過去の経緯を踏まえ

た上で各サービス会、商工会等と商工振興のための協議を行ってまいります。

次に、住民参加のルールづくりの研究をということでございます。

住民参加のまちづくりにつきましては、寺前議員から北海道ニセコ町を最初にたびたびご

質問をいただいており、行政における住民参加の大切さを十二分に感じております。去年の

１２月議会では、静岡県大井川町への議員視察を結果にしたご質問をいただき、大いに勉強

させていただきました。大井川町は、地域参加のまちづくりとして地域の特色を生かしたま

ちづくりで頑張っておられるようでございますが、今回の施政方針で申し上げました人にや

さしいまちづくり推進事業が広陵町にとってのそうした住民参加のまちづくりの一環になれ

ば幸いと感じております。

それから、国旗・国歌の法制後の取り扱いでございます。

私の提案により、平成１３年８月から町内各公共施設に町旗、国旗の掲揚をお願いしてお

りますが、これは職員の意識改革の一つとして、町を愛する公務員としての意識と町内最大

の住民サービス機関としての自覚認識を深めていくことが当然ということで措置させていた

だきました。平成１１年８月９日に国旗・国歌の法が成立をいたしておりますので、これを

尊重いたしているものでございます。

なお、学校関係につきましては、寺前議員の７番目のご質問にお答えをした後、教育長が

お答えを申し上げます。以上のとおりでございます。

教育長！議 長

寺前議員の質問事項３の西小学校の吹きさらし廊下の改善についてということでご教 育 長

ざいますが、ご指摘の件につきましてはかねてから検討しているところでありますが、西小

学校におきましては平成１０年、１１年度において耐震補強とともに大規模改造を実施した

ところでございます。当時１階部分につきましては閉鎖は可能であり、２階、３階部分の閉

鎖につきましては大規模改造における設計範囲においては建物構造上から技術的に困難であ

るとの判断から現在の状況となっているものと認識しております。しかしながら、その後に

おいても２階、３階の開放廊下部分につきましては、雨天時の吹き降りなどにより廊下部分

がぬれて滑りやすい状態になっていることから、現時点でひさし、滑りどめ等の工法につい

て調査研究を行っておりますが、しかるべき対応をしていきたいと考えております。

次に、給食に地場産品をというご質問でございますが、学校給食における地場産品の活用

につきましては再三にわたりご質問をいただき、答弁を申し上げておりますが、地元食材利
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用の経済効果、小売業者への波及、地元生産品目の需給量などの課題を解決していかなけれ

ばならないと感じております。地元産品を地元で消費することは理想的でありますが、地元

生産者、小売業者、消費者間の流通経路確立に向け、まず協力体制を図ってまいりたいと考

えております。

次に、国旗・国歌の法制化後の取り扱いについてでございますが、法制後、特別な取り扱

いはしておりませんが、教育現場における国旗・国歌につきましては国際化社会が進む中で、

子供たちに我が国の国旗・国歌の意義を理解させ、これを尊重する態度を育てるとともに、

諸外国の国旗・国歌も同様に尊重する態度を育てることが大切であると認識しておりますの

で、従来から学習指導要領の趣旨徹底に努めてまいりました。今後も引き続き、これまでの

経緯を踏まえつつ指導してまいりたいと考えております。以上でございます。

４番、寺前君！議 長

１番目ですけれども、先ほどの中でやはり商工会と強調して取り組んでいくという４番議員

点は以前から取り組んでいただいてる問題なんですね。それでは職員の、いわゆる要請にな

らない。今一番重要なことは、例えば職員が本当にこの広陵町の行政にあって産業振興とい

うのがどのような位置づけにあるのかということが問われているわけであります。例えば八

尾市の、いわゆる中小企業地域経済振興基本条例に至る経過の中で、このように述べている

んですね。他の自治体の条例は、いわゆる中小企業基本法という形ですけれども、第４条で

国の責務を、これが１１年１２月に改正された中小企業基本法というものですけれども、以

前は努力規定であったと、今回の改正によって第４条で国の責務を規定するとともに、第６

条で地方公共団体の責務を定め、国との適切な役割分担を踏まえて、その地方公共団体の区

域の自然的、経済的、社会的諸条件に応じた施策を策定し及び実施する責務を有すると大き

く転換しました。旧法のもとでは地方公共団体の条例の制定をめぐってどの法律に準拠する

のかとの議論は不明確であったが、新法の第６条の規定により明確化することができたため、

今回のこの規定を根拠として条例を制定するものである、このようになってるんです。私た

ちは、このような内容についても質問してきたわけですけれども、いわゆる中小企業基本法

に基づくという点の認識をやはり深めていただく必要があろうと思います。それで、行政の

役割についてどのように言ってるかといえば、条例を制定することによって内外にわたり中

小企業の町としての情報発信もできるが、行政としてさらに本市が中小企業集積の町である

ことの特性について市民が再認識し、理解が得られるように努力する必要があるということ

であります。云々の問題が書かれています。さらに、中小企業のみずからの創意工夫と自主



－238－

的な努力を尊重しつつ、国その他の機関の協力を得ながら市の地域特性に応じた施策を市民、

企業、関係団体等及び市が一体となって推進することが大事である、こう述べているわけな

んです。こういうような内容のもとに行政が取り組んでいる。こういう問題について、私は

残念ながら現在の体制ではなかなか進まないというように思います。そういう点からいって、

広陵町では林田町長当時議論をする中で、一度は商工振興課を設置したわけなんですけれど

も、その後またもとに戻してしまった、こういう経緯があります。きょうはその課の問題と

は別に、本当に職員がみずからの行政マンとしてみずからの行政能力、そしてまたそのもと

において町長初め役場職員一体となったこの産業振興の取り組みの必要性、認識がないこと

をどう改善するのか、このことが求められていると思うわけであります。そういう点で、先

ほどの予算の一例を出しました。

１つは、職員の研修あるいは職員がみずから産業振興に対する考え方をどのように深めて

いくのか、これは商工会と協議をしながら進めるというものではなく、大事なことは行政み

ずからの責任だということから出発しなきゃならないと思います。そういう点で、この職員

要請について、今後どのような形で取り組まれるのかということをお聞きしたいのが１点。

次に、予算上の問題でいえば墨田区は４．８％ありました。広陵町では１％にも満たない、

実態として。こういう数字であります。少なくともこの予算を引き上げていく、もちろん必

要なものに引き上げるということですけれども、この点を考える必要があると思いますけれ

ども、どのようにお考えか、聞いておきたいと思います。

それと、基本条例もそういう意味でいえばこの延長上にあるわけですので、今までは考え

ていないということだったわけですが、中小企業基本法に基づく、その考え方を一歩発展さ

せる必要があろうと思いますが、研究に取り組むことを強く要望するわけですけれども、そ

の点についての考え方もあわせてお聞きしたいと思います。

町長！議 長

今ご質問がありましたが、産業振興に対して本当にいろいろご意見をいただいてお町 長

ります。決して手を緩めているのではありません。課の名前が変わったからとか、組織が変

わったからできるかどうか、これでは私は違うと思います。問題は、担当の職員がやる気が

あるかどうかだけでありまして、先日も担当課長やグループの人たちにしっかりと挑戦をし

てくれと、技術指導の研修にどしどし参加をして住民を指導してくれと、また資格取得にい

ろんなチャレンジをしてほしいと。ここの中小企業のいろんな診断士とかいろんなことにも

書いてございましたが、こういうことも私ども申し上げておるところでございます。いずれ
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にしても人間が産業振興に果たす役割というのがあるわけでございますので、組織よりもま

ず私どもが直接産業振興に果たしていきたいと思っておるところでございます。

都市整備部長！議 長

１番目のご質問で、ただいま町長が答弁いたしましたとおり、先日私どもも町都市整備部長

長から大変なハッパをかけられたわけでございます。内容的に申し上げますと、どしどしと

各種研修会に参加せよ、いろんな研修会があるだろうと。また、そういう面に関しても資格

が取れるものなら取っとけと、こういう内容でいろいろ町長からハッパをかけられているの

がきょう現在でございます。そういう意味におきましても、行政が今後このような産業を地

場産業の振興という面でとらえていくならば、やはり職員が町長が申しておりますようにあ

る程度の資格を取得しなければ、前向きにいろんな会合等での説明会等にも出ていけないだ

ろうというような細かい点まで町長から指摘をいただいておるのが現状でございます。そう

いう意味におきましても、また行政の職員と商工会ともやはり連携を保たなければならない

点もございますので、そういう面で努力してまいりたいと、かように思います。

それと、産業の振興予算について少ないと、こういう端的におっしゃっておりますが、何

分にも予算がつけば産業が振興すると、そういう内容のものではございません。やはり私、

１２月の議会でも寺前議員のご質問にもお答えしております。なるべく整備するべきものは

整備した上で、これは今おっしゃってますように条例の制定と、八尾市の中小企業のこの内

容の条例の制定というご質問もございました折に、そういう内容で、今後はそういう内容を

視野にも入れまして条例制定に向けて整備するべきものは整備していきたいと、このような

答弁もさせていただいておりますので、どうかご理解いただきたいと思います。

４番、寺前君！議 長

積極的な発言があっただろうと思います。しかし、この職員の要請についても現在４番議員

産業振興だけの仕事をしているわけではない。他の仕事もされているわけですから、そうい

う点というのは体制の問題として保証をしていただく必要があろうと思うんです。やはりそ

のことがまず職員については大事なことであり、またたびたび変わっていくということであ

れば、まず基礎をつくった後での問題だというように思いますので、その点の配慮も強く望

むわけですが、職員の、いわゆる仕事の量の面においても専属的にやっていける体制をつく

っていただけるのかどうか、最後にこの問題について質問いたします。簡単で結構です。職

員が勉強できる体制をつくるということです。

総務部長！議 長
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寺前議員さんのおっしゃってるのは、いわゆる専門職的な内容……。（４番議員総務部長

「いやいや、そこまではなくて。」）ではないですか。職員の配置等につきましては、一応

仕事量に対する配分というふうな形で人事はしておりますんで、全体的な状況の中で今後産

業振興に携わる仕事量等を勘案しての配置を考えていきたいと、かように思います。

４番、寺前君！議 長

２番目に移りたいと思うんです。ここで答弁していただいてなかったんですけれど４番議員

も、販路の拡大という点についても新規に研究する課題はあろうと思うんです。

１つは、例えばすき間産業という、最近大手あるいはまた流通の中にあっても活気あると

ころにおいては可能な範囲が拡大しているところがあります。いわゆる、例えば行政が、こ

れも質問をしていて竹田部長のときに７町、かぐや姫の関係で交流があるところについて積

極的に靴下を売るなどの対策をとっていきたいということが答弁であったわけなんです。と

ころが、結局はその後そのところについての、いわゆる系統的なものができない。職員がか

わりゃ当然そのようになってしまうわけですから、いわゆるこういうところについても系統

的に仕事を追っていく。だから、いわゆる販路の拡大というのは今靴下産業を抱えてる一番

頭の痛い問題であるわけですから、行政レベルにおいても、いわゆる流通における改革とい

うのは最近急激に、業種を含めてあらゆるところで過去の経験が通用しない状態になってい

ます。こういうようなところにあって行政が本来本当にこの販路拡大の手だてがとれるかど

うか、私はとれるというように思っているわけですけど、とれるかどうかという点について

も前回、前々回の答弁を踏まえて、その一歩進んだ研究成果を得たいというように思うんで

すけれども、その点についてどのようにお考えなのか。

それと、先ほどの靴下業者の業界全体の把握をやっていただいてるんかどうかということ

もあわせてもし資料を持っておられるんであれば説明していただきたいと思うんです。簡単

で結構ですから。

都市整備部長！議 長

靴下業者の件数、あるいは機械等の把握でございます。しておりません。（４都市整備部長

番議員「今の。じゃ、販路の拡大のところ。」）

都市整備部長！議 長

議員もご承知だと思いますが、直販店舗といたしましてＳＯＣＫＳが昨年１３都市整備部長

年１１月にオープンしております。きのうの町長の答弁でありましたように、ＳＯＣＫＳの

内容につきましてはことしのこの３月……。（４番議員「それは結構です。もうきのう聞い
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てるから、だから町行政主体として販路の拡大について前の部長のときに７町のところで売

っていくというような話もあったし、そういう内容のもの。」）ああ、それは７町で回りも

って、地場産品をもって販売をしておるということでございます。でよろしいですか。広陵

町であった靴下を持っていくと。

４番、寺前君！議 長

時間がありませんので済みません、どうも。いわゆる展示販売についてはもう以前４番議員

からやっておられるわけですから、私はそういう問題を言ってたんではなくって、各地域の

行政がその協定を結ぶというか、契約を結んだ中で靴下の販売、あるいは他の産地であれば

広陵町あればそれを紹介するとか、そういう販路を、流通経路を新たにつくっていくという

ことで再三質問をしてきたわけなんです。そういう点のところについてどうなのかというこ

とを聞いているわけです。

それと、例えば広陵町では過去全国でも有数の産地であり、その財産蓄積は非常なものが

あります。これを活用するという一点の例として、例えば靴下にはＢ型やＫ型や織り機の種

類もたくさんあります。子供の織り機のものもあります。そういうものを今遊んでいる業者

の実態があるんです。それを注文受けたところに機械がなければできないということがあり

ますので、業者間同士で機械の融通をしていくというようなものを、これは利害関係が絡む

ために業者ができない。その点において行政が果たす役割はたくさんあるわけですから、そ

ういうようなところにおいて企業の実態調査をまずやらんとこれはどうしようもないんでは

ないかということを聞いているわけなんです。それが必要だということなんです。その根本

は、要は広陵町が広陵町の農業、農業については絶えず調査されています。そして、国は統

計調査等を通じて一定のものは把握しています。統計調査というのは、そういう点でいえば

活用その他にはできないんです。広陵町が独自にそれと同じ、あるいはそれ以上の実態調査

をもって町全体が広陵町の産業構想がどうなっているのか、そういうことを認識を深めると

いうことも第一歩だということを再三言ってることなんです。そのことを言っているものな

ので、要は行政が本気になって産業振興をやろうと思えば、その基礎になるデータを全く持

っていなければできないわけですから、幾ら口でやろうやろうと言っても、それは無理です。

そういうことについて、行政自体どのように考えておられるのかということを再三聞いてる

わけでなんです。簡単でいいですから、ちょっと答えていただけますか。議長、もう結構で

す。次に。次に移らせていただきます。

住民参加の点の、いわゆる君が代の問題について質問をさせていただきたいと思うんです。
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１６分ある。

そしたら、給食の問題について質問させていただきます。

まず、先ほどから流通経路の確保をまずやりたいということなんですけれども、実際問題

としてもうわかってるわけなんです。これは前々回の次長のときにも障害になってるところ

はどこにあるかというのは、この議場でも認識を示されているわけなんです。１つは、現在

の小売業者の方々の問題です。もう一つは、それを取りまとめていた生産者側の問題です。

生産者の方では、例えばこれらの、いわゆる２，０００万円近く賄いであるんです。農産物

だけで２，０００万円あるんです。広陵町の給食が扱ってる、金額に直すとですよ。それは

百済の方々や笠の方々やその他の方々でも、それをなぜ広陵町で使ってくれないんだと、安

い価格になるじゃないかと、こう言っておられるんです。生産者を束ねているところについ

ては、以前ここでも問題があるんだという発言がありました。しかし、本人に聞いてみ、ま

たその点で言うとこちらに何の障害もないというように述べておられます。あと残ってくる

のは、ここに中間的に現在入られておられる業者の方々、小売店の方々です。小売店の方々

に私は従来のような利益は無理だとは思うけれども、給食場、本当に安心しておいしい食材

を提供する、その使命の一翼を担っていただくということであれば２割の利益になるかもわ

からない。しかし、そういう点においては引き続いて業者の方々がこの生産者の中に入って

いただいて、流通を従来どおり確保していただく、こういう点についての話もさせていただ

きました。これはある方にですけれども。そういう議論は進めているわけですけれども、要

はそのことを教育委員会がどういう形で認識されているかということなんです。だから、障

害はわかっており、障害は改善されてる部分が１つあります。だから、あとはどんなルール

づくりを教育委員会がするか、そのための先例は全国各地にあります。町長も、これはもう

時の流れだときのうの中でも言っておられたわけなんですから、だから各地に経験があるわ

けですから、その経験を学ぶことによって直ちに取り組める、いわゆる広陵町で考えること

ができないのであれば前例のいいところを勉強していただいてやっていただくことは可能な

んです。どうでしょうか。

教育委員会事務局長！議 長

今、寺前議員の方から学校給食について、以前から再三にわたりいろい教育委員会事務局長

ろご指導、ご指摘を受けておるわけでございます。今おっしゃった内容も踏まえた中で今後

他町村の前例も研究いたしまして、小売業者、生産者の中に入ってどう問題点を、取り巻く

問題点につきまして解決をし、前向きに双方のご協力あって初めて実施できるものであって、



－243－

それと生産時期に合わせた献立メニュー、栄養のバランス等も勘案しなければ達成できない

ものでありますので、今後多方面の実情も研究させていただきまして前向きに研究してまい

りたい所存でございますので、今後とも引き続きご指導お願いできたらと思います。よろし

くお願いします。

４番、寺前君！議 長

前向きに検討していただくということで多方面との研究があれば、私は直ちに取り４番議員

組める問題だというように思ってますので、ぜひ教育次長のところもころころ変わって引き

継ぎがうまくいってない。土佐次長のときにそのこともあってその次また変わって、その次

また変わってきてるということですので、当然系統的にお願いしたいと思います。

それでは、５番目の商品券のところについて移らせていただきたいと思うんです。

商品券のところについても商工会と協議をするということの答弁をいただきました。これ

は広陵町でも北校区を中心に、商店街の寂れというのは非常に深刻なものがあります。そう

いう点で私は、いわゆる福祉制度、高齢者や独居老人の方々を住みよい町という観点から、

いわゆる小売業者の方がファクスやまたその他取り次ぎをして、買い物に便利なような施策

を提案をしたこともあります。今回の場合については、これは真美ヶ丘は非常にたくさんの

商店街が生まれました。全体としては在来地域では減っているけれども、真美ヶ丘では非常

にふえています。トータルとしては、だから広陵町の統計は前回の統計はふえているわけで

す。そういう中にあってもやっぱり積極的に広陵町に在住していただいてる方々に対して商

店においても活性化を図っていく、こういう点をぜひ取り組んでいただきたいと思うんです。

それは、これがベターかどうかというのは私自身も未知数の部分がたくさんあります。それ

でも要はこの現状を打開していくという行政の役割について認識を広めていただいて、それ

に取り組んでいただくことが可能だといふうに思いますので、その点について積極的に動か

れる商店の方々があれば、こういう制度も先進地に倣って取り組まれるかどうかということ

もあわせてお伺いしたいと思います。

都市整備部長！議 長

お答えいたします。都市整備部長

確かに過去には北校区におきましても箸尾商店街ということで、独自のサービス券の発行、

あるいは馬見の西校区においてもそういうサービス券の発行はございました。議員おっしゃ

っておりますように、町独自で商品券を発行することは今現在は考えておりませんが、町長

が答弁いたしましたように商工会と商工振興のためにも今後協議していきたいと、このよう
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に思います。

４番、寺前君！議 長

住民参加の問題については意見だけ述べておきたいと思うんです。今現在、広陵町４番議員

においても過渡期になってることは間違いないと思うんです。職員の方々、新しい部長もた

くさん生まれて、職員の方々も非常に変化に富んできてる中身に対応していただいています。

こういう内容をやはり、いわゆる担当された部長や課長だけではなく、要は行政としてやは

りどのようなルールづくりが必要なのか、このことが必要だと思うんです。１つは、先ほど

町長の答弁であったような大井川町での経験を積極的に行政に生かしていただく、こういう

点については非常に前向きに変わってきてるんだと思うわけですけれども、古寺の設置に至

ってもいまだにまだ具体的に全町民に到達点や現状について明らかにしていく、あるいは町

民こぞってこの取り組みを本当に一部の方々の南３丁目や古寺とかいうような方々だけの責

任にしないで、全町民がその重みを担っていくような内容についてもやはり行政側からの発

信が必要だと思うんです。そういう点で、いわゆるルールづくりが必要です。ニセコ町の条

例が、現在でいえば到達点だと思いますけれども、一喜一憂にいくわけではないわけですか

ら、その積み重ねの前に行政としても住民参加ということがどのようなものなのか、こうい

う点を取りまとめたものが必要だというように思いますので、そういう点での研究や今まで

個々にはやっていただいているわけです。それをルール化していくという作業がないという

ことなので、その点について再度質問しておきたいと思うんです。

総務部長！議 長

端的にお答えしたいと思います。総務部長

現在やっておる部分としてはやはり３０人会議あるいは５０人会議、そしてことしの目玉

にしております人づくりという地域の参加というものを実践をまずやっておりますんで、そ

の辺のルールづくりについても今後は検討はしていきたいと考えております。

４番、寺前君！議 長

君が代、国歌・国旗の問題について、私はこの問題が法制化されて以降、いわゆる４番議員

指導要綱では学校現場で全国各地でいろいろな問題が起こっていました。法制化されて以降、

その押しつけは非常に強まっています。

一方、行政側の問題としては、そういう内容については本当にその自治体に任されてるの

が現状です。具体的に国から県から、その扱いについて指示があるわけではないわけなんで

す。教育現場ではまたそれとは別個の問題があるわけで、そういう２つの問題の中で今回行
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政が初めて国旗を掲揚するという点を取り上げられたので、私たち自身がいわゆる祭典その

他のところで態度表明をしている問題を取り上げたものであるわけであります。いわゆる法

制化といっても、具体的に尊重義務はうたわれなかったわけです。だから法律についてはど

のようになっているかというと、第１条「国旗は日章旗とする」、これだけなんです。第２

条「国歌は君が代とする」、これだけなんです。尊重義務規定の問題については国会で議論

されました。しかし、それについても、その問題については教育現場については指導要綱と

いう問題については答弁がありましたけれども、要は尊重規定はない、このようになってる

わけなんです。

さらに国会での政府の統一見解というのはどのようになってるかといいますと、君が代の

君、これは戦前の方々であれば当然あの絶対性天皇制のもとにおいて天皇が侵略戦争を命令

した。そしてその君が代というのは天皇の未来までの永遠に続くもんだと、こういうことが

国歌にふさわしくない、多数の人が思っておられるんです。

そして問題は、憲法は当然のことながら１９条、２１条において、「思想・信条の自由、

内心の自由は最大限尊重しなければならない」というものになっています。そしてこれは近

代国家の設立基盤の最も重要な位置づけの中身なんです。戦前はその反省に立って、いわゆ

る押しつけてあるいは宗教者あるいは社会主義者、共産主義者、その他の方々を弾圧した道

具に使ったわけなんです。そういう苦い歴史を再び起こさない、こういう教訓がこの問題の

中に含まれているために、私たちはアジアの方々あるいは侵略戦争を経験し、反省のないま

ま現在に至るこの日本の国の現状というのを憂いている者の一人であります。

こういう点からいっても、君が代の君についてはどういうことを言ってるかというと、

「日本国及び日本国民統合の象徴である天皇と解釈する」というように無理な無理な解釈を

しながらでも、統一見解は行ってるんです。あるいはまた君が代の歌詞全体の意味というこ

とでいうと、どう言ってるかといえば、「国の未来永劫、繁栄と平和を祈念したものと理解

する」、こんこと言ってるんです。これ政府の、これが法律できたときの問題です。新規立

法に当たって国旗掲揚、国歌斉唱を義務づけるのか、この見解に対して政府はどう言ってる

かというと、「政府としては、法制化に当たり、国旗の掲揚等に関し義務づけを行うような

ことは考えていない。したがって、現行の運行に変更が生じることとはならないと考えてい

ます」、このように言ってるんです。

そしてまた、子どもの権利条約の１４条、「思想、良心、宗教の自由等」、学校が生徒に

一同起立、同歌斉唱と指導、命令することは同条の趣旨に反しないのか。こういう点を言っ
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てる政府の回答は、「学校における国旗掲揚及び国歌斉唱の指導は、児童・生徒が将来広い

視野に立って物事を考えるようにとの観点から、国民としての必要な基礎的、基本的な内容

を身につけることを目的として行われてるものであって、児童・生徒の思想、良心を制約し

ようというものではない」。同条にだから反しないというような答弁。これは指導要綱に基

づいて、この解釈が現場では踏みにじられていってるという実態は全国各地であります。し

かし、現実にはこの法律、法制化されたとしても、この政府の正式見解からは一切強制はで

きない。この見解に立ってるわけなんです。

そういう点において行政やまた教育機関にあっては、そのことについてぜひ尊重していた

だいて、さらに世界の先進国はどのように扱ってるかという問題があります。ほとんどは、

強制をしない。まして、アメリカでもそうですけれども、起立や国歌斉唱に際してそれを強

要しない、このようになってるんです。このような内容はアメリカで１９４２年か３年です

けれども、連邦裁判所においてこの強要した事例が裁判になり、最高裁判所で判決で違憲だ

と言われた経緯があったからであります。こういうような状態をもって日本の憲法は、思想、

信条、内面まで押しつける、その踏み絵にさしてはならないということがうたわれてるわけ

ですから、ぜひそういう趣旨を今後も徹底して尊重していただきたいというように考えるわ

けです。

これは教育長に、最後ですけども、ちょっとでも答えておいていただきたいと思うんです。

（１４番議員「時間でございます。」）

教育長！あと１分です。議 長

学校教育におきましては学習指導要領、前にも申し上げたと思いますが、国旗・国教 育 長

歌については指導することというように文言がなっております。１０年ほど前までは、する

ことができるであったかと思います。しかし、その後、することと。法制化の以前から、す

ることと、こうなっておりますので、その趣旨にのっとった学校現場指導をしてまいりたい

と思っております。（４番議員「子供なのに内面まで押しつけることはできないという趣旨

の点ですので。」）

以上で寺前君の一般質問は終了いたしました。議 長

（Ｐ.Ｍ.３：１５休憩）

（Ｐ.Ｍ.３：３０再開）

再開します。議 長

お諮りします。本日の会議時間は、議事の都合により５時４０分まで延長いたします。ご
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異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって本日の会議時間は５時４０分まで延長することに決議 長

定いたしました。

次に松野君の発言を許します。

では一般質問をさせていただきます。５番議員

いつものとおりに第１回目の答弁はご用意いただいておりますので、１回目の質問はでき

るだけ簡単にさせていただきたいと思います。

まず第１番目、大変議論になっております新清掃施設の問題に誠実な対応をということで

ございます。この間、２月に広陵町の議員の有志で御殿場、大井町の方の視察に行ったわけ

であります。その中で御殿場の方ではもうＲＤＦの施設をつくって、稼働を始めて平成１０

年に開始しております。それでまだ３年目ということで新しい施設なんですけれども、大変

なトラブルの中でこのＲＤＦ施設については見直しをするということで公表した自治体でご

ざいます。この御殿場のような失敗をしないということで、教訓を生かしたいという形で御

殿場市の方に視察に行きました。その中でＲＤＦにつきましては塩素分が高くて大変敬遠さ

れていまして、多くが消費できない状態だということで倉庫にどんと山積みになり、その経

費の大変負担の大きな問題。あるいはまた今問題になっております広陵町が引き取るという

ことで先ほど答弁されましたが、日本下水道事業団の方の引き取りの方ももう引き取れない

ということで大変困っておられるという状態でございました。

このＲＤＦにつきましては、とりあえず平成１４、１５年度については在庫量をゼロにす

るということでとりあえず見通しがついたという報告だったんですけれども、これは宇部興

産の方で引き取ってもらうということで５００円出るという形はとっていますが、運搬費や

塩素対策、炉の修理などを含めまして１トン当たり２万８，５００円逆に支払って引き取っ

てもらうというような状況だそうです。それから、運転につきましても電気代がかさんだり、

また点検整備、これメーカーに頼むわけわけですけれども、これも予定していなかったお金

がたくさん要ったり、維持管理費が非常に予定よりも多くかかっているという状況だそうで

す。これで私も帰るときに説明していただいた所長さんが、御殿場の二の舞にならないよう

によくご研究くださいということをおっしゃっておられました。

そういう状況でございましたが、この古寺地区の方への町の説明会の中でも、先ほど資料

を出していただいたんですけれども、ＲＤＦ施設について取引先として日本下水道団姫路西
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エースセンターで補助燃料として利用していただくことになっているという回答を古寺の方

にもされているということなんですが、この事業団につきましては１２月議会の中で私の方

も事実確認をさせていただいて、この事業団はまだ研究する時間が欲しいということとか、

正式に広陵町と話し合いをしたことはまだ１回もないんだ、あるいは塩素が悪さをして炉を

傷めるということで大変問題があるので研究する時間が欲しいんだということ等々、到底引

き取れないというような状況があったわけなんです。その事実確認をしながら、なお利用し

ていただくことになっている。あたかも決まったかのごとくに説明をされている。このよう

な不誠実な対応では絶対にこの問題は解決しないということを強く指摘をしておきたいと思

います。

その点について、いかがお考えになっておられるのか、お聞きをしておきたいと思います。

それから２番目、予防医療の充実なんですけれども、これは人間ドックの助成事業なんで

すけれども、老健医療の対象になっておられる方については人間ドックの助成対象にしてい

ないんです。老健の方のいろいろな検査の方でできるからということでございますが、やは

りお金が少々要ったとしても人間ドックで一遍に半日、１日で検査をしてしまいたいとか、

かかりつけのところでそういう形をとって検査してほしいとかいうことで再々住民の方から

要望を聞いておりますので、予防医療を一層充実していくという観点から、人間ドック助成

事業に老健対象の方も適用をしていただきたい。

それの２番目。訪問歯科診療の実施なんですけれども、これにつきましては２年前の３月

議会の中で歯科医師さん、医師会と相談をしていくということで大変前向きな答弁をいただ

き、その間、奈良県の方もこのような事業に助成をつけるということも実施してきているわ

けですから、これについてはもう既に実施されていて当然と思っているんですが、まだなお

かつ実施されておりません。この点についてどのように取り組んでいただいているのか、お

聞きしたいと思います。

３番目、精神保健福祉業務の移管等多様な業務が今後もふえるわけですけれども、特に精

神保健事業につきましては今の時代大変な問題になってきてるわけですけれども、たくさん

の仕事が保健センターにふえ、また健康２１事業の推進という中で専門職の方の活躍が大変

高まっている、仕事がふえているという状況であります。この保健センターに専門職の増員

をするお考えはいかかが、お聞きしておきたいと思います。

３番目、安心して住み続けることができる広陵町にということです。

まず、その中の一つがヘルパーさんの待遇改善ですけれども、これは先般町村議長会の方
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で勉強がありました。講師の先生、大熊先生だったんですけれども、その方も今の日本の介

護保険制度ができまして、それをもっともっと充実させていくためにはヘルパーさんの待遇

が日本は大変に悪いんだということで、これは大きな課題として改善をしていくべきだとい

うことを指摘されていました。何人かの議員さんも参加されておりまして、職員さんも参加

されておりましたんでご認識していただいていると思うんですけれども、ヘルパーさんの待

遇改善について広陵町としてはどのように取り組んでいただけるのか。

また、もう一つは、ヘルパーさんがどこどこへ訪問するという約束ができていながら相手

の方が緊急に取りやめに、都合が悪くなったということで待機状態になるということがある

ということもお聞きしましたので、この点についてはどのように対応していただいているの

か、お聞きをしておきたいと思います。

また、グループホームですが、これも先ほどの大熊先生がいろいろグループホーム等の効

果を説明していただきました。家族的なぬくもりの中で本当に入所されている方の自由が尊

重される、今後大いに使うべき施設だということで言っておられました。このグループホー

ムの推進について、どのように取り組んでいただいているのか。とりわけ２年前の介護保険

制度ができましてから、介護保険サービスの対象になっております。大いに選択肢を広める

という意味でも、グループホームの推進をお願いしたいところであります。

３番目です。すみれ作業所ですけれども、障害者センターの建設ということで平岡町長な

られましてから計画を構想をお述べになったこと記憶しているわけでございますが、その障

害者センターもことしの施政方針の中に入っておりません。すみれ作業所は本当に狭いプレ

ハブの中で１０人を超える大人、指導員さんを含めますと１５人ぐらいになるんですか、毎

日お仕事をして頑張っておられるんですけれども、劣悪な環境きわまりない状況であります。

このすみれ作業所の新築について従前より議論をし、建設をするという方向で取り組んでい

ただきましたが、今になりまして障害者センターの構想が出てくる中でまたまたとんざして

るのではないかと心配をしているところであります。当面、障害者センターできるまでの間、

東幼稚園、園舎の利用できるはずですから、この園舎の利用ができるようにご検討いただき

たいと思います。

４番目です。町営住宅に減免制度の導入なんですけれども、町営住宅の家賃が値上がりし

まして３年間続けて大変な値上がりになったという中で、やはり町営住宅の方を訪問します

と家賃の負担が大変だという声を何人かお聞きするわけであります。大変な不景気のとき、

また医療費の負担など本当に年金暮らしの方たくさんおられる中で大変な問題だというふう
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に認識をしております。県営住宅の方では減免制度できたと書いてるんですが、従前からで

きているので、その点は訂正さしていただきますけれども、減免制度がきっちりとございま

す。町営住宅でも広陵町に見合った形での減免制度を今こそ真剣に考えていただく時期では

ないかと思います。この点についてどのようにお考えいただいているのか、お聞きしたいと

思います。

５番目、子供たちに豊かで安心できる放課後をということでございます。

学童保育の問題は１２月議会でも取り上げまして、避難ばしことか手洗いの予算がつけて

いただいて、また指導員さんとも相談して設置をするということをお聞きしておりますので

大変改善されるということを楽しみにしているところであります。ところで、学童保育まだ

まだ改善していかなきゃいけない課題がたくさんございます。今回、実際子供さんを預けて

おられる親御さんの方からご連絡をいただいたんですけれども、３年生までなんです、広陵

町は。それで４年生になったらもう大丈夫かというと、親は大変心配だということでござい

ます。それに仕事の方も今男女平等ということで土曜日もしっかり働かなきゃいけないとい

うことで大変不安を持っておられるんです。きょう資料をちょっと手元に持ってこなかった

んですが、奈良県の中でも６年生までやっているところ、４年生までやっているところ、た

くさんございます。この学童保育の充実を、学校５日制をにらんで、どのようにお考えいた

だいているのか、お聞かせいただきたいと思います。

それから、青少年野外活動センター、これもさきの議会で質問したんですが、社会教育ゾ

ーンの基本計画ということで平成１２年に懇話会で審議して計画を実際につくっていただい

ているんですが、そのまま放置されている。懇話会の中で参加されてきた人は計画どおりに

進むだろうと思っておられる。そのまま放置されてるんです。また、住民の皆さんも大いに

楽しみにしておられた施設であります。また、若い子供たちが遊ぶ場所が本当に少ない。そ

ういう状態の中、さらに学校５日制の中でこのような社会教育ゾーンは大いに今こそ必要で

ございます。この点について今回の施政方針の中にも出ておりません。予算計上もされてお

りません。どのように実現をしていただくのか、お聞きをしたいと思います。

６番、合併についてでございます。

合併については先ほど来議論が深められているところであります。私の方も合併について

は前回も取り上げまして議論を深くさしていただいたところであります。その後の動きがか

なり急な動きがございますので、これはもう答弁出ていますのでカットしていただいてもい

いんですが、３市３町の首長会議での話し合いの経過、また今後の取り組みということで質
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問をさしていただいております。

以上、１回目の質問終わります。

ただいまの松野君の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

ただいま松野議員さんのおっしゃったことについてお答えを申し上げたいと思いま町 長

す。

まず、新清掃施設問題に誠実な対応をせよということでございます。お答えは先ほど坂口

議員にお答えを申し上げましたように、ＲＤＦの利用先確保につきましては、十分認識し承

知いたしております。施設建設をお願いしています地元地域の方にも安全で安心のできる施

設整備を進めていくのが使命と考え、現在ご理解をいただけるよう地元の方へ説明をしてい

るところでございます。

２番目の予防医療の充実でございます。人間ドック助成事業に老健対象の方も適用せよと

いうことでございますが、人間ドック助成事業はご承知のとおり、国民健康保険の被保険者

であって、３０歳以上、７０歳未満の者に対し実施しているところであります。ご質問の７

０歳以上の対象者につきましては、老人保健法における基本健診等を組み合わせれば、ほぼ

人間ドックの受診項目に準じた健診内容が受けられることから早期に適用することは考えて

おりませんが、将来的な課題として受けとめております。

次、訪問歯科診療の実施をということでございますが、保健訪問指導事業の一環として、

保健婦、歯科衛生士による訪問歯科指導を実施しており、治療を要する場合は歯科医を紹介

して対応しております。訪問歯科診療になると町歯科医師の協力が不可欠であり、現在医師

会代表者と協議を進めておりますが、医師会は他町村の動向を見た上で実施したいとのこと

でございます。

次に、精神保健福祉業務の移管等多様な業務が今後もふえるということでございまして、

保健センターに専門職の職員増員をせよというご意見でございますが、平成１４年度から市

町村が精神障害業務の窓口となり、精神障害者の福祉に関する相談、精神障害者手帳の申請、

通院医療費公費負担申請及び在宅福祉サービスを三本柱として居宅支援事業等を行うことに

なります。このことから、業務をする上において専門知識を持った精神保健相談員、社会福

祉士、臨床心理士など保健センターに配置する必要があると思われますが、今は保健婦が精

神保健福祉業務に関する研修会等に参加をし、知識を習得しております。

なお、業務遂行に当たりましては、福祉部門と十分な連携を図ってまいります。また、事

業に必要とする専門職につきましては、有資格者において対応してまいります。
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次に、安心して住み続けることができる広陵町にということでヘルパーさんの待遇改善の

ご質問でございます。ヘルパーさんの業務につきましては、家事援助、身体介護、複合型の

３種類があり、その内容と就労時間に応じた代価を支払っております。通常、ヘルパーさん

個々に就労スケジュールを示し活動いただいておりますが、利用者側の事情によっては当日

突然キャンセルされる場合もあります。この場合、他の利用者へのシフト変更などの振りか

え対応をとっております。労働条件面につきましては労働基準法を遵守し、意欲を持って働

いてもらっています。

次に、グループホームの推進でございます。平成１４年度老人福祉施設整備にかかる協議

基準として、厚生労働省老健局計画課長から各都道府県あてに介護に対する需要の高まりに

こたえるとともに利用者保護の観点も踏まえ、市町村との連携や地域との交流等に配慮され

たものの整備を促進する方針が示されました。民間で設置意欲のある人に対しましては、積

極的に協力をしてまいります。

次に、安心して住み続けることができる広陵町にということで、すみれ作業所を当面東幼

稚園の園舎の利用をというご提案でございます。ご質問の東幼稚園園舎の利用は考えており

ません。作業所におかれましては、新年度新たに２名の入所が予定されており、現段階では

狭隘であると言われています。関係機関と協議、検討を重ねているところでございます。

次に、町営住宅に減免制度の導入をということでございますが、町営住宅の家賃は平成１

０年の公営住宅法の改正により、所得と利便性を考慮した家賃が決められ、直ちに説明会を

開催しましたが、新家賃では理解が得られにくいところから、平成１２年度までは負担軽減

措置が講じられていたもので、平成１３年度からは本来の家賃となっているものであり、ご

質問の値上げには該当しません。また、家賃の減免措置につきましては、広陵町住宅管理条

例で定めておりますので、申請があれば対応をいたします。

次に、学童保育の充実でございますが、現在おおむね１０歳まで、３年生までを対象に学

童保育を実施しているところでございます。お申し出の保育学年の延長につきましては、現

在のところ考えておりません。

次に、青少年野外活動センターの早期実現でございます。町立図書館南側の用地につきま

しては、既に多目的利用を図り活用してもらっており、効果を上げているところでございま

す。当分の間は現状の状態で、さらに利用促進に努めたい所存であります。

合併についてでございますが、３市３町の首長会議での話し合いの経過、今後の取り組み

について申し上げますが、先ほど申し上げましたように、合併は避けて通れない道であると
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考えております。町民の皆さんのご意見を聞いて進めてまいりたいと思っております。お尋

ねのありました詳細につきましては、山本議員、青木議員に回答させていただいているとお

りでございますので、よろしくお願いを申し上げます。

以上のとおりでございます。

５番、松野君！議 長

では、順を追って再質問をしたいと思います。５番議員

清掃センター、ＲＤＦの施設の問題なんですけれども、この点について坂口議員のときに

ご答弁されたのが、広陵町の量であれば大丈夫だから引き取るということで、先ほど日本下

水道事業団が広陵町の量だったら引き取るという答弁されました。本当に事実ですか。私ね、

さっき電話したんです。きょうの１時過ぎに下水道事業団へ直接電話しました。このときに

経営課長さんに電話さしてもらいました。この中で経営課長さんは、具体的なそんな話はな

っていないということです。継続的に話し合いをしていこう、協議をしようということは言

っているけれども、今そんな段階ではないんだと。具体的に何トンがどうだとか、そういう

段階ではないということをはっきりおっしゃっておられました。もし電話が議場に持ってこ

られるんであれば、私今電話かけてもいいですよ。持ってこられへんからかけれませんけど。

何回このような言い方をするんですか。事実を知らせることが解決の近道だし、誠意じゃな

いんですか。その点を再度お聞きしたいと思います。

加えていいますと、この下水道事業団が合理化計画の中で廃止の方向で閣議決定をしてい

るということで、これは要請団体と、要請団体というのは兵庫県とか姫路市とかそういうと

ころなんですけれども、そういうところと協議を進めていかなきゃいけないんだということ

で説明をいただいています。決定ではないですけれども、閣議決定されておりますので、こ

れは合理化計画の中に沿って廃止されるのはほぼ確実であるという状況です。これも確認し

ました。

それから、ＲＤＦ燃料化施設設置状況、これ古寺の方に出された資料です。この資料に基

づいて説明されました。７４カ所のＲＤＦ施設の。議会の方にも出していただいたんですけ

れども、この７４カ所のＲＤＦ施設の中でまだ稼働していない、これから稼働するという施

設が４２カ所です。それから民間が２カ所。自社プラントでやるというところですから、こ

れはできるでしょう、２社。それから、日本道路公団が１社で、今既に稼働していると、こ

の中に書いてる中で稼働してるのはわずか２９社。その２９社の中で、全部はよう調べてま

せん。少し調べてみましたけれども、例えばここの中で野木町、一部ＲＤＦ化をして、野木
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町は以前に総務委員会だったかな全員だったかな、堆肥化工場の勉強に行ったところですが、

一部をＲＤＦの工場にしてるんです。この野木町ではゆうランドの燃料で５年目でもう機械

が壊れてしまったと。一応は直したけれども、日常はもう使ってないんやと。普通はボイラ

ー使ってるんやと。視察に来はったときだけ稼働さしているというような状況だそうです。

それから埼玉県の所沢市、ここに書いてます。これ２カ所つくったんです。西部と東部で。

西部の方がＲＤＦなんです。この西部の方なんですけれども、これは炭化処理してるんです。

炭化処理をして業者が引き取る。７年間は引き取るいう契約したんです。ところが業者はど

こへ持っていくかは自治体は十分把握しないわけですわ。業者と契約してるわけやから。そ

の業者が、いうたら商品として使えないということで今埋め立てて処分してるんです。もう

見通しがないということで、とりあえず７年間の契約があるから引き取ってもらってるけれ

ども、だけども７年切れたらもうだめなんだということなんです。それから、保管とか管理

料とか大変負担が大きいということも言っておられました。

それから三重県の上野市なんですけれども、これは三重県の方は県の発電所をつくるとい

うことで今計画されてるそうなんですが、これも大変な問題で本当に採算が取れるかとか経

費が大変かかるんじゃないかという議論になってるんですけれども、当初は三重県の方は買

い取ってあげるよと、ＲＤＦを、言っていたんですが、今になって、いうたらお金を出して

と。１トン当たり４，５００円出せというふうに言ってきてるそうです。今後どうなってい

くか大変見通しが不安だというふうにおっしゃっておられました。そういう状態がございま

す。

それから群馬県の月夜野町の方では、当初何回か火災事故とかいっぱいありまして大変な

欠陥製品じゃないかということだったんですが、恒久対策をした後とりあえずは大きなトラ

ブルは起きていないけれども、自己完結型だそうです。そのスラグとかも処理しなきゃいけ

ないんですが、処理し切れないと。つくった固形燃料は自分とこの発電で自分とこの機械を

回すということでやってるんですけれども、大変に経費がかかり過ぎるという問題点と故障

が多いという問題点を抱えてるということなんだそうです。

榛原町の方は私も既にもう何回か問題があるということで取り上げられてご存じですが、

二、三年前でしたか、直接お電話したときにはどこへ持っていくんだと聞いたら、持って行

き先を言うてくれなかったです。それと、その後もどっかに捨ててるらしいよといううわさ

も聞いております。確かなことはわかりませんけれども。そういうような状態があちこちあ

りまして、ほとんど、これがよかったと言ってもらったとこ１件もないんですわ。既に稼働
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してるところ。こういう問題があるのに、なぜこのように事実すら告げないで、うそをつい

てまで地元の人にＲＤＦを説明しなきゃいけないのか、お聞かせいただきたいと思います。

（「それはちょっと問題がある。」）じゃあ聞いたらいいじゃないですか。何でこれ、ＲＤ

Ｆ引き取るなんて言ってないんですよ。電話持ってきて聞いてください。

助役！議 長

候補地の皆様にも、その他いろいろな会合におきましても、うそをついているとい助 役

うことはございません。事実を事実として報告をさしていただいております。１月１０日に

も下水道事業団へ私と中尾参与が行きました。その際にも特殊法人云々という話も当然出た

ところでございますが、継続的に研究していきましょうと。下水道事業団も研究してますよ

と。また、広陵町もいろいろ研究をともにやっていきましょうという言葉もありました。ま

たそれから、これからも長くおつき合いしましょうという言葉もありました。別に町として

は過去の経緯の中で、うそとかそういうことはございません。それから、いろんなあうんの

呼吸と申しますか、顔と顔とをつき合わしてお互いに含みある発言というところもございま

す。電話で突然、どこでも一緒ですが、突然電話でもありますと１００％の回答と申します

のか、後で誤解のない、絶対間違いないという回答をされると思います。そういう点で、き

ょう電話された内容はそういうことだったかなとも思います。１月１０日に現に行ったんで

すが、確かにいろんな面で好意的という判断をいたしました。終わります。

５番、松野君！議 長

好意的という判断、それはいいでしょう。でも、先ほど言いましたように、きょう５番議員

の本会議で中尾参与がもう広陵町の量だったら受け取れるということを答弁してるんですよ。

きょうですよ。さっきですよ。数時間前ですよ。そのすぐ後で私は電話したんです。そこは

おかしい。間違いじゃないですか。うそじゃないですか。それと、ここにも書いてるんです

よ。これ町の方でまとめた会議の内容でしょ。ここにちゃんと、「利用していただくことに

なっています」。なっていますということは約束ができてるということじゃないですか。だ

から、うそだと言ってるんです。はっきりしてください。だから、そういうごまかしのやり

方で住民を説得するというこの不誠実さがますます混乱を大きくするということを言ってる

んです。

共産党は前回のときも提案しましたし、１２月議会終わった直後に町長にも、また助役、

そして収入役、部長さんにも資料を持ってお届けさしてもらいました。そのような反対の住

民の方を含めて、また専門家も含めて、そうして誠実に情報を洗いざらし公表した中で初め
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てようやく解決に至ってるんだ、その方が近道なんだという資料をたくさんお渡ししたじゃ

ないですか。読んでいただいたんですか。そのやり方が間違っているので、いつまでたって

も林田町長の二の舞を踏まざるを得ない。このことを指摘しておきます。そして謙虚に反省

をして事実を言うて、住民の人に知らせて、それから本当に公害のない一番いい施設をみん

なと一緒に研究していきましょうということで約束していただいたら、今の古寺の方との話

し合いの中では施設の問題が一番大きな問題になってるんですよ。いろいろ話聞いたり情報

を私の方も入手してますけども、古寺の住民の皆さんは今反対されている一番大きな理由が

ＲＤＦ工場に対する不安、不信感なんです。

そういう中で、ある古寺の住民の方が役場の方に来られまして、議員さんが三、四人おら

れたと思うんですけれども、すぐ隣の部屋で話なさってたんで必然的に耳に聞こえてしまっ

たんですけれども、今度の議会でＲＤＦでいけと。ＲＤＦでいかんかったら白紙撤回だぞと

いうことを言われまして、ある議員さんが、でも下水道事業団はもう引き取らんへんのとち

ゃいまっかて聞かれましたら、いやＲＤＦで私は頼んでるんだからＲＤＦでいってくれとい

うことが聞こえてきたんです。それは、古寺の住民の方ですからそういう声もあって当たり

前ですわ。そやけど、大きな声とかそういう形に惑わされないで冷静に判断をしていかない

と取り返しのつかないミスにつながることを肝に銘じておいていただきたい。

それと、議員の皆さんにもお願いしたいです。この間、税金使って日本下水道事業団にも、

それから御殿場市も勉強に行きました。前も言いましたけれども、本当に下水道事業団に行

ったときは自民党の保守の議員の皆さんもショック受けたじゃないですか。本当にうそつい

てんのは町じゃないかとか、あるいは御殿場の帰りには電車の中で、本当にこんなのＲＤＦ

にしたら議会の責任やなあ、こんな感想言いながら帰ってきてるんです。議員の皆さんも公

の場に立ったら、違う言葉を使うのではなく、勉強してきたことを事実を誠実に言っていた

だかなきゃ、税金のむだ使いです。そのことをちゃんと肝に銘じていただきたい。これ大事

な問題ですよ。だから特別委員会などで私は大変にびっくりしました。そうやって言ってお

られる議員さんが、ＲＤＦでいかなきゃいけないんじゃないかというような発言を多々され

たことに私はショックを受けましたので、これはお願いをしておきます。答弁をお願いしま

す。（７番議員「はっきり答弁せんなあかんで。」）

はい、環境部参与！議 長

午前中に私がお答えしました定量的には大丈夫だという話をかなり誤解されてる環境部参与

ようですので、もう少し私詳しくお話ししたいと思います。



－257－

先ほど助役の方からも答弁ありましたように、１月にお伺いしたときに好意的に話はいた

だいております。広陵町の量であればというのは、当初から私どもが下水道事業団に対して、

広陵町は年間どのぐらい持ってきますよと。１０トンダンプでは週に何台ですよという事細

かい計画排出量も提出しております。ですから、私の方と下水道事業団の方では量的にはど

んな量だというのははっきりお互いに認識の上での話をしております。ですので１月に広陵

町の量ぐらいでしたらというのは、もう向こうが広陵町の量を十分承知した上での話をして

くれております。午前中に私がそういう話をしたというのは、今下水道事業団の事情の中に

おいて、いわば契約書的なことを書いてまで約束を向こうの立場として、今の立場としてで

きないというのはご承知だと思います。私もそういうふうには認識しておりますが、その立

場の中でいわゆる口頭の中で話をせざるを得ないという形の中で約束、口頭の中で約束した

ということでご理解願いたいと思います。以上です。

５番、松野君！議 長

つけ加えだけつけ加えておきます。質問じゃありませんから。５番議員

それから、先ほどの電話でもう一つは、Ｊ－カトレルのＲＤＦだから使いにくいとかそう

いう製品の問題ではないということははっきりとおっしゃっていましたよ。品質の問題では

ないて。特別委員会でＪ－カトレルの製品は悪いから、ＲＤＦが、だから御殿場市のＲＤＦ

は事業団が引き取らないんだという説明されていましたけれども、そういうことは全くない。

量の問題だということをはっきり繰り返しおっしゃっていましたこともつけ加えます。

それと、特別委員会のときに平岡町長が海外まででも視野に入れて頑張っていくんだとお

っしゃっていましたけれども、海外に輸出しようと思ったら、これは廃棄物の処理及び清掃

に関する法律で……。

松野議員、次の質問に移ってください。議 長

ちょっと置いておきたい。質問じゃないから。法律の中の第１０条で、輸出にする５番議員

ための条件いろいろ書いてる。厳しい。認識しておいてください。

次に移ります。それから……。（７番議員「構へんやないか。いろいろあるんじゃから。

書いてもらわなあかんからな。書いたもんもらわな、そやけど異議なしにしてもらわな困

る。」）

静粛に。議 長

今いろいろご質問をいただいております。ご不信をいただいているようであります町 長

が、私どもは今ＲＤＦの施設をつくる、そしてＮＨＫテレビで行き先を放映されました。非
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常に地元の人たちは行き先はどうなるか心配をいただいてるんです。それがために日本下水

道事業団を私どもは最終処分地としてお願いをしているということを申し上げているんです。

私も下水道事業団には行っております。現場で見せていただいて、その焼却方式からすべて

の機械を見さしていただいた。ご案内もいただいた。ここへ担当者も来ていただいた。そこ

ではいいお答えをいただいておりますので、ここにこうして電話で確認されるということは

今正式な書類は交わしておりません。しかし、私どもまだ決めていないわけです。ＲＤＦを

するならば、するならば取っていただけますかという程度でありますので、頑張ってやって

くださいと、御殿場市を断ってでも受けてもよいと、広陵町のためならというとこまで私ど

もはやってるんです。（５番議員「もういいかげんにして。」）これはそのとおりなんです。

私はうそを言ってません。（５番議員「いいかげんな答弁要りません。」）こうして議事録

でちゃんと出るんですから、私どももちゃんとこの確認をしております。（「５番議員「も

う結構です。答弁求めてませんから。」）いろんな人に求めております。ＲＤＦでやるなら

ば……。（５番議員「次行きます。」）相手方の処理先をちゃんと確保する。下水道事業団

だめならまた違う方向にも考えて、今いろいろなところと交渉しているということでご理解

をいただきたいと思います。

議長、結構です。５番議員

次行きます。もう本当に話にならない状況であるということが後ろの傍聴の皆さんは十分

おわかりになられたと思います。

次、予防医療の充実なんですけれども、訪問歯科診療の部分で医師会の方で近隣を見て考

えるということで言っていただいてるそうですけれども、国保医療費の実態の中で歯肉及び

歯周疾患の部分が点数、これは件数で言いましても２番目に多い。それから通院ですけれど

も、点数でいいましても相当多いわけです。だからこの部分において広陵町にとって相当な

メリットがあるということを認識すれば、何回も頭を下げてでもお願いに行っていただくの

が筋ではないですか。もう２年たってるんですよ。やるやると言いながら。相談すると言い

ながら。沢内村では町長さんが命がけで住民の命を守るんだということで日参して大学病院

のお医者さんのところへ頭を下げて頼みに行かれたそうです。そういう熱意が欲しい。早急

にこれは熱意でもって解決できる範囲内だというふうに認識しましたので、お願いしたいと

思います。

それから３番目の精神医療なんですけれども、これも先般平尾の方に、町外の方なんです

けど精神病の方来られまして玄関壊したり、また自動車のフロントガラス壊したりして大変
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な事件あったわけなんですけれども、大変私が今回びっくりしましたのは、この中で入院が

２番目に多い。精神分裂症、分裂病型障害及び妄想障害、これが５月の１カ月で１８件。こ

れ、広陵町の数字なんですよ。奈良県全部と違うんですよ。広陵町で１カ月で１８件なんで

す。非常に多い。深刻な、こんな厳しい社会状況の中でこういう病気になられる方もふえて

るんだなと大変辛い気持ちするんですけれども、この仕事がこの広陵町で処理しなきゃいけ

なくなる。ヘルパーさんとか在宅治療あるいはまたそんな事件あったときに相談に乗ったり

指導したり、もう大変多様な業務が必要に、すぐに必要になってくるわけなんです。

前の議案の質問のときに言いましたように予防医療を、四大疾患、成人病の。歯医者も含

めまして５５％罹患率、保険点数でいえばあるわけですから、これの２割予防できただけで

４億円浮くんじゃないかということを指摘しました。４億円浮くんですから、ここに人件費

が２，０００万円上乗せしたって十分採算取れるんです。ですから、そういう大きな採算点

の中で職員さんの雇用を検討していっていただきたい。町長に一言お聞きしたいと思います。

健康福祉部長！議 長

ただいまご質問いただきました、まず歯科訪問診療の件につきましては、町医健康福祉部長

師会の方とも今後とも積極的な検討、協議を重ねてまいる所存ではございます。

それと、専門職の要員の件に関しましてでございますけれども、確かにおっしゃっていた

だきますように常駐をさせるべく専門員というものの内容もございます。しかし現時点の中

におきましては、その事業の内容あるいはそのケース・バイ・ケースにおきまして各事業ご

との予算の中で理学療法士なりあるいは作業療法士あるいは歯科衛生士あるいは健康運動指

導士とかいう特殊な有資格者の各それぞれ専門職を必要なときに配置できるような体制には

とっております。しかし、これはただいまおっしゃっておられます先進保健関係の仕事が県

から町に移管された内容の中で、これで充足できるものではないということは認識しており

ますので、それにつきましても今後とも内部で調整を進めてまいりたいというふうに考えて

おります。

それよりももう一つ、職員の意識の改革をもちまして、もっと積極的に職員としてやるべ

きことがないのか、そういうふうな内容で内面的にも職員に、きついかもわかりませんが

そういう内容を課せているというのが現実でございます。終わります。（５番議員「人事の

採用の問題、町長の意向が中心ですから町長の答弁をもう一回お願いしておきます、あわせ

て。」）

町長！議 長
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先ほど私は１回目の答弁で申し上げましたように、専門職を採用せよということで町 長

ございますが、有資格者がいっぱい県下においででございますので、その都度その都度有資

格者に即対応できるようにしてまいりたいと、こうお答えを申しているとおりでございます。

５番、松野君！議 長

職員さんの方、本当に熱意を持って日夜取り組んでいただいている姿が日々目に見５番議員

えて本当に感謝しているところでございますし、ぜひ採用の方向で力を合わせて町民の命と

健康を守るという観点で検討をしていっていただきたいと思います。

時間がありませんので、グループホームの推進なんですけれども、これにつきましては広

陵町の方でどなたかされるんでいないかということを聞きましたので確認しましたところ、

グループホームではないということでおっしゃっておられました。老健で考えているんだと

いうことでした。グループホームは、先ほども言いましたように認識もしていただいている

ように今後一番身近に求められる施設なんです。

それで、なぜとりわけお願いをしているかといいますと、先ほどの大熊先生の本の中に、

基本は障害者の方から出てきたとは思うんですが、「高齢者にも地方を中心に大いに求めら

れる施設で、その中で欧米に比べれば２０年おくれての門出だが、おくれて出発する利点も

ある。先進国の教訓を生かせることだ。民間活力に任せたアメリカでは世話人が入居者を利

潤追求の手段にしたため、悲惨な事件が起きている。」となっているんです。私も調べたこ

とあるんですけど、宮城県の知事さんは大変グループホーム導入に積極的な方でして、町、

市かな、県の方で推進している状態があります。そういう形でぜひ公的な形で、今の答弁あ

りましたように厚生省も積極的に推進するという方向を打ち出しておりますし、空き家の利

用とか経費もそれほどかからなくて済む問題ですので、ぜひ積極的に取り組んでいっていた

だきたい。これはお願いをしまして、一言だけ再度お答えいただきたいと思います。

健康福祉部長！議 長

グループホームの件に関しましては、町長が申し上げましたとおり、基準も入健康福祉部長

手いたしております。既存建物の活用に関しても、それなりの補助もあるということも確認

をしておりますので、民間の方で今ご質問の中で老健の目的をされているということでござ

いますけれども、グループホームを目的として整備をしたいというふうなご意思のある方に

つきましては、答弁にございましたように積極的に協力を惜しまないという姿勢を持ってお

りますので、ご理解をいただきたいと存じます。

５番、松野君！議 長
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では４番目の町営住宅の減免制度なんですが、これは値上げだということではない５番議員

ですけれども、１０年の法によって大幅な値上げの中で漸次実質的に値上げになっているわ

けで、先ほど条例に定めているということだったんですけど、私も担当者の方に確認したり

条例の方見てたんですけれども、その条例がちょっとわからなかったもんですから、条例の

ところで適用できる部分、とりあえず指摘をしておいていただきたいと思います。

都市整備部長！議 長

管理条例の第１８条では、家賃の減免または徴収猶予ということをうたってお都市整備部長

ります。１８条につきましては、町長が必要と認めた場合は猶予あるいは徴収の猶予と家賃

の減免と、こういう内容でございます。申請が出てまいりましたら、今現在では町の要綱は

定めておりませんが、県の要綱を準用して対応したいと、このように思っております。

５番、松野君！議 長

いや、要綱がなくて、基準がないのにどうやって申請するんでしょうね。ですから、５番議員

それは県の減免制度を準用するなら準用するで明確に要綱なり規則なりつくってもらわない

と。そこを言っているんですよ。そこの条項のところは私も読んで確認して知っていました

し、それから職員さんの担当の方でもその減免制度があるという認識持っておられない。こ

れが今の実態なんですから、早速そういう要綱をつくっていただいて住民の皆さんに周知徹

底をしていただきたい。お願いしたいと思います。

都市整備部長！議 長

要綱のないことは事実でございます。ただ、先ほど申し上げましたように、家都市整備部長

賃の減免または猶予という内容では１項から４項の規定がございます。この内容によりまし

て、この猶予あるいは減免という内容の判断もできると思います。ただ、おっしゃっており

ますように、県の要綱を準用するということでこの内容の整備もしなければならないという

ことは直観しております。（５番議員「周知徹底してくれるの、要綱つくって。わかりまし

た。」）

５番、松野君！議 長

５番目、子供たちに豊かで安心できる放課後ということですけれども、学童保育の５番議員

充実について現在のところ考えていないということなんですけれども、私ちょっときょうう

かっとして資料持ってくるの忘れちゃったんですけども、奈良県の全体の実態ももう一度調

査してください。かなりのところで４年生あるいは６年生まで実施しております。

それと、先ほど来多くの議員さんが、５日制になって放課後の対策が大変だと。教育委員
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会どうするんだという質問を多々されております。教育委員会だけでは処理し切れない、学

童保育は厚生の方の民生の方の担当ですから、民生もそれに合わせて５日制にあわせた対応

を直ちにとっていただくことが大変重要であるというふうに思うんですが、その５日制に関

連しての認識をどのようにしていただいているのか、お聞きをしたいと思います。

それから社会教育ゾーンの問題なんですけど、皆さん大変に期待が大きいのと、先ほども

言いましたように、青少年、若い子供たちが集う場所って本当にないんです。そういう中で

先ほど、あのスペースは多目的に利用されてるから効果的に利用されていていいんだという

ことなんですが、私はあの土地の利用効率を質問したんじゃないんです。これは私の方がず

っと以前から一貫して取り上げているのは、このような青少年の活動の場を広陵町としてど

のように整備、充実していくのか。前ですけども、成人式のときに若い二十の男の子が、と

にかくサッカーですか、する場がないんやと。それつくってくれたら投票したるわなんて冗

談を言ってた子供さんもいたわけですけれども、本当にそういう場ないんです。別に私それ

冗談で、そういうことの問題でないんですよ。そういうような本当に若い子がみずからそう

やって訴えかけてくるような内容、要求のもとでこの計画がつくられてきて、つくられたま

んまでその委員さん、懇話会に入った委員さんには何ら説明してないでしょ。計画変更にな

ったとか。大変これも住民の人にとって不誠実なんです。何回か集まって大変頑張って計画

つくられたということも聞いておりますから、こういうところも大変不誠実。だからその点

について本当に真剣にこの青少年問題、考えておられるのか。町長にもご質問したいと思い

ます。

健康福祉部長！議 長

児童育成クラブの件に関しまして答弁をさしていただきます。健康福祉部長

まず、ご存じのように児童育成クラブにつきましては、現在既に学校の休業日になってお

ります第２、第４の土曜日は全日活動ということで実施をさせていただいております。これ

に加えまして完全週５日制ということになりました場合におきましても、従来半日の活動を

全日活動に拡大をするということでの手はずは整えております。時間につきましても、現在

広陵町の場合は６時までの児童育成クラブを運営しておりますけれども、これも他市町村に

先駆けて６時までにしております。現実といたしましては、他町、他市の児童育成クラブは

長くて５時半、早くて５時までという運営になっているのが現実でございます。

それと対象年次のことでございますけれども、１年生から３年生までの児童というものが

通常の対象になっております。これに対する対象学年の拡大を求める保護者の方々のご意見
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も掌握をいたしております。実態調査をいたしまして掌握をいたしております。しかし、施

設や指導者の現状あるいはさらには週休というか完全週５日制が実施される状況等を踏まえ

まして、いましばらくの状況を見ながら慎重に検討をしたいというふうに考えております。

なお、学年の拡大をしている各市町村の実情も既に網羅しておりますけれども、さほど多

くの市町村はありません。大半が３年生までということが実態でございます。これはある程

度違憲の相違があろうかと思いますけれども、実務面におきましての調査をした状況を申し

上げておりますので、ご意見を否定するものではないということをご理解いただきたいと存

じます。終わります。

町長！議 長

青少年野外活動センターの早期実現ということでご質問をいただいておりますが、町 長

皆さんでご検討をいただいて成案という基本計画までつくっていただいた。これは皆さんも

ご承知だと思います。なぜきょうまでとまっておるんかということを言ってまいりますと。

３つ問題点があります。といいますと、いい計画案ができてあっても、それを実行するのに

は多額の予算が要るわけでございまして、必要な事業から先にさしていただくということで

財政的にも少々問題があるのではないかと。ちょっと待っていただこうというのも一つあり

ます。

それからもう一つは、日本一の利用率を誇る図書館が前にあるわけでございますが、現在

ここの図書館の駐車場に併用して使用しているんです。これを取り壊して野外活動センター

に利用するということになりますと、図書館の駐車場をどうするんか、またいろんなかぐや

姫祭り等の実施をしておりますが、こうした駐車場にも問題が起こるわけです。さらに現在

の使っていただいている状況が野外活動センターとしても利用のできるような状況にあると

いうことが言えるわけです。こうした３つの目的から、問題点からちょっとなおざりになっ

ておるという状況でございます。こうした状況を踏まえて検討を進めているところでござい

ますので、ご理解をいただきたいと思います。

５番、松野君！議 長

今の利用については使えているという状況にはまだ至っていないと思うんけど、予５番議員

算も計画ではそれほど多額にかかるような施設でもなかったですし、それとそういう計画変

更であれば至急懇話会の皆さんもう一回集まってご理解いただいて、また新たな計画を立て

ていただくように誠実に対応していただくようにお願いをしておきたいと思います。

それからもう時間がありませんので、合併問題についてはかなりの議論してきましたし、
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一言だけ今回は加えていきたいと思います。この合併につきまして先ほどから広報で掲載を

するということで、合併シリーズ、ご答弁いただいているわけなんですけれども、これにつ

いて実際の心情的な形での、広報ではなくて実際に福祉サービスが今実際はどうでどうなっ

ていくだろうと思われるのかとか財政の数字です、ここは同和事業ありませんからそういう

部分でもどういう影響を受けるんだと。幾らぐらいの影響を受けるんだという具体的な形で

シリーズで組んでいっていただきたいというふうに思います。

それから、今回期限内の合併は無理だということでございますが、やはりなおかつ今合併

を進めなきゃいけないという認識そのものが理解しにくいというふうに思うわけです。これ

はやっぱり国からの押しつけの合併の金縛りに遭っているという状態だと思います。ですか

ら、そこは一たんひも解いていただきたいと思います。そしてそれは議長会でも町村会の方

でも確認している事項でありますので、その点の金縛りを解いていただいて、また白紙から

ということで町民の皆さんとご相談いただくようにお願いしまして、終わりといたします。

以上で松野君の一般質問は終了いたしました。議 長

次に片岡君の発言を許します。（１４番議員「まだしゃべりたかったら外に行ってしゃべ

ってくれや。松野さん、議会の休憩場へ行ってしゃべってくれ。」）静粛に願います。

それでは、今議会では非常に一般質問される方々が多く、熱心に討議が進んできた３番議員

ところですけれども、一番最後まで非常に肉体的にも疲労が極に達しているのかなというふ

うに思いますけれども、最後までおつき合いいただきますようによろしくお願いいたします。

第１番目なんですけれども、さきに一般通告を出しておりますのでこれにつきましては一

応読み上げさしていただいて、先に第１回目のご答弁をいただきたいというふうに思います。

新処理施設候補地の施設についての情報なんですけれども、今、町が新処理施設候補地と

の話し合いがやっと何回か役員さん、またそのほかに各いろいろな役員さんとも話し合いが

済んできて今までの町との信頼関係というのがやっと、だめだったところが少しましになっ

てきたのかなというふうには喜んできたわけです。その中で町の方が情報をいかに公開して、

施設の選択については日進月歩のこの中にあって最良のものを選んでもらえるようにする必

要がある。そのためにも、どういうふうな情報の公開をしていくのかということが町に求め

られているというふうに思います。先ほど松野議員が言われてました日本下水道事業団の問

題というのは非常な問題でありまして、私の方もこのことにつきましては後でもう一度お話

をしたいと思いますが、広陵町の議会議員の方がこの日本下水道事業団の方に行きましてか

ら１回日本下水道事業団と町との方は協議をしたということで資料をいただいてるわけです
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けれども、そのときのただ協議をしましたというふうな言い方をさっきされてたわけですけ

ども、もう少しこの詳しい内容等をお聞かせ願いたいと思います。

そして第２番目に、ダイオキシン測定を年４回四季ごとに測定していただきたいというこ

とです。清掃センターの排ガス中のダイオキシンの測定は現在年１回季節をずらして、それ

ぞれの季節によりまして数値が違いますので測定してるわけですけれども、以前に比べまし

て非常に料金も安くなってきたことですので、ぜひ年４回、四季ごとに測定をしていただき

たい。今排ガス中のダイオキシン濃度というのは公表されているわけですけれども、焼却灰

であるとか飛灰中のダイオキシン濃度は毎年のようにはきちっと公表はされていないという

ことになっておりますので、それにつきましてはきちっと公表していただきたいと思います。

また、測定に先立っては地元自治会に連絡の上、希望者での立ち会いを認めていただきたい。

これが第２点目でございます。

また第３点目としましては、一般生活道路、住宅内道路の交通規制でございます。広陵町

内の幹線道路が一般生活道路とも共有しているにもかかわらず、一般規制の６０キロで走っ

ています。非常に危ないということが言われてるわけですけれども、同じ中和幹線の方でも

八木の方では最高速度が５０キロというふうに規制がかかってるわけです。ぜひこれは警察

には再三再四町の方からも働きかけをしていただいたとかいうふうなお話も聞いてるわけで

すけれども、そこの実情とどういうところがネックになっているのかもお聞かせ願いたいと

思います。

また、住宅内の危険な場所には今まで注意を喚起するという意味で注意表示というんです

か、いうのが破線で、一時停止でしたら実線ですけども破線で引かれてたところがたくさん

あります。これが消えかけてきてるのでもう一度塗り直してほしいということで町に要望し

ましたら、それは警察の方からとめられているんだというふうに言われてたわけですけども、

ここのところを警察の方にも、この間行ってきたわけですけども、そこのところは町の方が

どういうふうな認識を持っておられるのかお聞かせ願いたいと思います。

それと住宅内の速度制限なんですけども、これは各自治会が頭を悩まされておりまして、

セメントのボールをつくってそこに立てて住宅内は徐行してくださいとかいうふうなことを

自治会が独自につくっておられるとかいうふうな努力をしておられるわけですけれども、こ

れに対してやはり町の援助というのが必要なのではないか。これに対してどのようにお考え

かということをお聞かせ願います。

これは４番目の質問でございます。学校の完全週５日制の実施に対する町の対応でござい
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ます。学校での対応というのは、授業内容等学力の低下にならないようにいろいろと考えて

おられるということは先ほどからもお聞きしているわけでございますけれども、また児童育

成クラブに対しての対応、これに対しましても育成の保母さんが今まで休みのときがこれか

らは土曜日も出てこなければいけないというふうな形で仕事の内容的には強化されるという

こともあります。こういうことに対してどういうふうなご意見を持っておられるのか、お聞

かせ願いたいと思います。

それから有効的に過ごすための施設の充実についてなんですけれども、公民館とか体育館

をこれから開放していくんだとか、また休みの日を変えていくんだとかいうふうに先ほどか

らご答弁いただいてるわけですけれども、施設の問題だけではなくて、それに対する指導員

の問題とかということがやはり重要になってくるんではないかなと思うんですけども、そう

いうこともお考えでしたらお聞かせ願いたいなと思います。

これで第１回目の質問を終わらせていただきます。

ただいまの片岡君の質問に対し答弁をお願いいたします。 町長！議 長

ただいまのご質問にお答えを申し上げたいと思います。町 長

新処理施設候補地への施設についての情報を提供せよということでございます。

先ほど坂口議員、松野議員にお答えを申し上げましたとおり、現在誠心誠意努力をいたし

ております。また、地元説明会においても我々の知る限りの情報を提示して説明をいたして

おります。片岡議員にはＲＤＦの引き取りについてご心配をいただいておりますが、先ほど

申し上げましたように利用先確保については事業団に協議を続けるとともに、多方面への働

きかけにも努力をしてまいります。議員の皆さんにおかれましても、安全で安心のできる施

設整備にご協力をいただきますようよろしくお願いを申し上げます。

続いて、ダイオキシン測定を年４回四季ごとに測定をせよということでございます。

まず、そのうちの一番目でございますが、ダイオキシンの測定値はバグフィルターの設置

以降、規制値よりかなり低い値で安定しております。また、測定項目もふえまして、１回の

測定に要する経費は約１６０万円を要しますので、これまでどおり法に基づいた測定回数で

実施していきたいと思います。

次に、焼却灰、飛灰中のダイオキシン濃度も測定し公表せよということでございますが、

バグフィルター内の飛灰及び焼却灰中のダイオキシン濃度の測定を実施し、県にも報告をい

たしております。

３番目の各測定に先立ち地元自治会に連絡をせよと。また立ち会いを認めよということで
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ございますが、以前にも地元自治会立ち会いの上測定を実施していましたが、今後ダイオキ

シン濃度測定の際は地元自治会長に事前連絡をいたします。

次に、一般生活道路、住宅地内の交通規制をということでございます。

ご質問の複数の市町を通過する同一路線での一定の区間の最高速度が異なっているのは認

識しておりますが、現状の交通量や道路の幅員等を考慮した上で規制されているものと考え

ます。町内の一定区間の道路も同様と思います。また、破線停止線についてでございますが、

住宅地内を走行する自動車等の運転手は他人に危害を及ぼさないような速度と方法で運転し、

事故に遭遇しないよう常に想定し、かもしれない運転をすることが必要と思われます。町民

の皆さんも悲惨な交通事故から身を守るため、道路には急に飛び出さないなど、みずからも

交通ルールを守り、事故に遭わない手だてと工夫をしていかなければならないと思っており

ます。町としても、安全運転で事故防止のため啓発を引き続き実施してまいりたいと思いま

す。町の援助は従前に引き続き実施をしたいと思います。また、今年度、人に優しいまちづ

くりを推進をいたしますので、その方で援助も考えられます。

次に、学校完全週５日制実施に対する町の対応でございます。

学校完全週５日制実施に伴う児童育成クラブの対応につきましては、先ほど松野議員にお

答えをいたしたとおりであります。指導員につきましては、今後の状況等を見た上で適宜検

討を行う考えでございます。以上のとおりでございます。

教育長！議 長

片岡議員の質問事項４番の学校５日制実施についての学校での対応、それから有効教 育 長

的に過ごすための施設の充実についてというご質問にお答え申し上げたいと思います。

学校での対応、各校授業内容等ということでございますが、本年４月から新しい学習指導

要領が全面実施されます。新しい学習指導要領は、子に応じた指導の充実に努めることによ

り、基礎・基本を確実に定着させ、それをもとにみずから学び、みずから考える力など２１

世紀に通用するいわゆる生きる力の育成を目指しております。まず１つとしては、きめ細か

な指導で基礎・基本やみずから学び、みずから考える力を身につけさせる。２つ目には、発

展的な学習で一人一人の個性等に応じて子供の力をより伸ばす。３つ目に、学ぶことの楽し

さを体験させ、学習意欲を高める。４つ目には、学びの機会を充実し、学ぶ習慣を身につけ

させる。５つ目には、確かな学力の向上のための特色ある学校づくりを推進する。以上の方

策の趣旨を十分理解しながら、新しい学習指導要領のねらいとする確かな学力の向上に向け

て教育課程を編成して教育活動を行うよう指導助言を行っているところでございます。
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次に有効的に過ごすための施設の充実でございますが、完全学校週５日制の実施のもとで

は子供たちは学校だけでなく、休日を使って家庭や地域での活動を通してさまざまなことを

学ぶこととなっております。家庭では親と子供を中心とした生活を通して人間形成の基礎を

培う基本的な場であり、きずなを一層深めるとともに、社会教育、生涯教育面においても豊

富な経験を持つ社会人、青少年団体指導者、スポーツ指導者、伝統文化継承者などの教育活

力を生かしながら円滑に実施することが望まれます。こうした中で利用促進が図られるよう

施設整備の充実に取り組んでまいりたいと存じます。４月１日から実施する中央公民館、中

央体育館の開館日の改善もその一つであると考えております。以上でございます。

３番、片岡君！議 長

そしたら第１番目の第２回目の質問に移らしていただきます。３番議員

日本下水道事業団のことについて、今まで古寺の人に対しては非常に誠実に説明をしてき

たんだと。町は知る限りの情報を古寺の方々にきちっと情報を提供してきたというふうに言

われてるわけですけれども、私はただこれインターネットで日本下水道事業団というのを引

いてみたわけですけども、この中では行政改革推進本部、事務の方では事務局案としまして

は下水汚泥公益処理事業に対しましては廃止をする。これに伴い既設の処理施設については

地元地方公共団体との調整協議を経た上で地元地方公共団体に移管をすると。そしてまた国

土交通省としての意見としましては、新規箇所には着手をしない、継続中の箇所については

事業の要請団体である地元地方公共団体の意向も踏まえつつ移管を含め的確な対応を検討す

ると。こういうふうにインターネットの方できちんと明記をされているところなわけです。

これを町の方がご存じないはずがないというふうに思うわけですけども、こういうことも地

元の古寺の方々に対してはきちんとご説明なさってきたのかどうか。そこのところもお聞か

せ願いたいなというふうに思います。

そして、先ほど松野議員の方からも所沢のお話がありました。所沢のところでは、所沢は

皆さんよくご存じだと思うんですけども、産廃銀座ということでよくテレビをにぎわしてま

して、前は林の中でいろんな産廃がくすぶっていてダイオキシン濃度が非常に高濃度のもの

が排出されて地下水も飲めない。非常にそういう形で住民の皆さんが被害を受けておられた

ところなわけです。そこの中で初めＲＤＦをつくられてたんですけれども、それがいろいろ

な事情で先ほど松野議員の方から説明されましたので省きますけれども、そういう中で新し

い処理施設を考えなければいけないということで焼却施設ということを考えられたわけです。

この中では焼却というのは非常に困るということで、それこそ立て看板が立ち、いろいろな
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反対運動が勃発しました。

この中でここの所沢の市長さんというのは、住民の皆さんに一番いい施設というのは何な

のかということを皆さん方で考えてください、こういうことで投げかけられて最終的に処理

施設を着手することができたと。こういうふうな経過がございます。いろいろと処理施設の

建設につきましては、今大都市では住民の方々の意識も少し変わってきてるということはあ

りますけれども、地方の方ではやはり新しい処理施設をつくろうとするときには反対運動は

当然起こってきます。その中で、いかに行政の方が地元の皆さんに信頼していただけるか。

そういうことが本当に必要だと思います。その中で故意に隠されたわけではないだろうと思

いますけども、いろんな情報というのが住民の方々に知らされないままで審議がされるとい

うことにつきましては非常な問題が今後このことに残ってくるだろうと思いますので、これ

はぜひとも改めていただきたいというふうに思います。

そして、まだ先ほどのＲＤＦになぜそこまでこだわられるのか。これは前のごみの対策特

別委員会のときには、町の方はＲＤＦでないと補助金が出ないんだと。こういうふうな説明

をされていたと思います。これが１２年４月１日から補助金の要綱が変わっております。１

日処理の能力が１００トン未満の焼却炉建設についても国庫補助の対象とするということで、

２００１年度の１００トン未満の炉の新規事業の採択は２１件中の１３件でしたということ

で、１００トン未満の炉に対しても補助金が出ます。これはごみの特別委員会のときに町が

説明をいただいたことがまた間違いであったのか、故意にどうだったのかというのは言及い

たしませんけれども、認識が違っていたのだということを指摘させていただきたいというふ

うに思います。（５番議員「資料渡してあるからね。１２月に。」）そうですね。それは１

２月議会のときに松野議員の方から各行政の皆さん方には、またほかの議員の皆さん方にも

そういうことでは資料を渡さしていただいておりますので、よくおわかりいただいているだ

ろうと思うんですけれども、それにつきましてどういうふうにお考えなのか、まずお聞かせ

ください。

環境部長！議 長

下水道事業団のことにつきましては、確かにいろいろと下水道事業団から確定した、環境部長

受け入れるという回答を得ておりません。それは何回も申し上げているとおりでございます。

ただ、広陵町のＲＤＦも受けないという答えももらっておりませんので現在は不確定な状況

で、文書でやり取りして文書をいただいたわけでもございませんので、この前もごみ問題特

別委員会でご説明申し上げましたように、ＲＤＦ施設を建設するに当たりましてはＲＤＦの



－270－

引取先を確定すると。そうでないと補助申請ができないということをご報告申し上げたと思

います。今もってＲＤＦの引取先が確定しておりませんが、今後も引き続き下水道事業団に

かかわらず多方面にわたってＲＤＦの引取先があるのかないのか今現在協議を続けていると

ころでございますが、そのあたりをご理解いただきたいと思います。

それから、下水道事業団体が事業を廃止するとインターネットに載っているということで

はございません。確かに下水道事業団としての業務は廃止をするということでございます。

今現在姫路にありますエースセンターの事業そのものが廃止されるということではございま

せんので、そのあたりは誤解のないようにお願いしたいと思います。

それから、古寺地域におきましてもＲＤＦの問題についてはいろいろとご意見がございま

す。焼却方法を考えたことがあるのかとか、溶融炉の方式はどうなのかといったことも役員

さんの中ではいろいろと意見をいただいております。このことも町長も申し上げております

ように、ＲＤＦに凝り固まって、これでなかったらいかんということではございませんで、

古寺の地域の皆さんとともに古寺で受けていただくためにどの方式なのかということも含め

て今協議を続けているところでございます。基本は、古寺地区はどんな方式であっても受け

るのが嫌だというのが基本でございますので、そのあたり今お話を聞いていただける状態に

なったということは一歩進んだというふうに認識しておりますので、議会の議員の皆様方も

ご協力の方よろしくお願いしたいと思います。

それから、ＲＤＦでないと補助が出ないというのは、奈良県広域化計画におきまして広陵

町は過渡期の対応として１００トン規模でなかってもＲＤＦで広域化につなげていきたいと。

他の市町村の建設時期に合うように広陵町はそのＲＤＦで過渡期の対応をしていきたいとい

うことで位置づけをしております。確かに１２年４月に厚生省の方が、現在環境省なんです

が、１００トン未満であっても補助金は交付しますという通達は町の方にも来ております。

それは間違いございません。ただ、これは平成１４年本年の１２月のダイオキシン対策をこ

の補助金を出さないと促進できないという環境省の判断から、小規模炉であっても認めざる

を得ないという判断から、１２年４月以降については１００トン未満であっても焼却炉に、

現に奈良県でも明日香村、それから上北、下北の組合の施設、これは小規模炉でございます

が現に補助金を交付されております。県の廃棄物対策課に確認をしておりますが、平成１５

年度からは１００トン以上のもとの基準に戻されますよということで環境省が言ってますよ

という話を聞いております。今現在、基本原則に立ちますと、ＲＤＦでないと１５年度の事

業であると補助金は受けられないということなるというふうに考えております。
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それから、１４年度に関してはどうなのかということなんですが、１４年度はダイオキシ

ン対策のいわゆるバグフィルターの設置のみに補助金を重点投資をしますと。それ以外の炉

の新設、改修については補助金は出しませんという環境省の方針が出ております。ただ、こ

れも経済対策という関係で一部解禁されたという部分もあるようにはお聞きしておりますが、

現在そのような状況であるということをご承知おき願いたいと思います。以上です。

３番、片岡君！議 長

そしたら今のお話なんですけれども、まず今補助金のお話が出てきました。今まで３番議員

はそういうお話がなかなか表に出てこなくて、もうＲＤＦでないと１５年以降だから補助金

の対象にならないんだという話だけがまず表に出てきてたわけです。やはりそういう今流動

的なところであれば本当に町がこれでないとだめなんだということで県の方には、また国の

方にも要請していけばいろいろなところの実情が、ほかのところでもやっておられるわけで

すけれども、そういうのは開けてくる道はあると思いますので、そこにつきましてはもっと

柔軟なお考えをしていただきたい。まだ県の方ではこう言われてます、国の方はこう言われ

てますというふうに予測をそのままうのみにするのではなくて、町としてどのような努力が

できるのかということを考えていただきたいというふうに思います。（１３番議員「我が

とこで燃やして反対してよそでは燃やせと言うのか。」）（４番議員「協定ありますね、協

定。」）ＲＤＦの問題につきまして先ほどからＲＤＦがこのような形で非常に難しいという

ことで認識をされているわけですけれども、ただこの古寺とのお話の中でグリーンプランに

関する役員会での主な町の回答ということをいただいているわけですけれども、この中では

こういう方式がありますよと４つ羅列はされております。

ところが、そこまでなんです、話の説明の内容としては。これについてはプラスの面とい

うのとマイナスの面というのとはどういうふうなことなのかというふうな具体的な詳しい説

明というのがされていなくて、町はやはりＲＤＦなんですよというふうな形で押し切られて

るというふうな、ここを見る限りではそういう印象を受けるわけです。実際の問題はその中

に、私は席上にいてたわけではございませんのでわかりかねますけれども、やはり町の方は

どうしてもＲＤＦを非常に推進をしていきたかったというふうな印象を受けます。今ＲＤＦ

を本当にこれを変えるという方向転換をする場合に、一部の人の声の大きな方がとてもじゃ

ないけどＲＤＦを今しなければ古寺の方では白紙にするんやというふうな事柄とかいうふう

なのも漏れ聞こえておりますので、そういうことに屈することのないように町の方としては

一番いい施設ということで住民の方々に正しい情報を今後は伝えていっていただきたい、こ
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のように思いますので最後の決意の方をお願いいたします。（１３番議員「町長言うたって。

町長言うたれ。そんなもん。」）（４番議員「青木さんから聞いたで、その話は。」）

町長！議 長

今ご質問をいただきましたが、処理方式については、ＲＤＦには固持しておりませ町 長

ん。私どもは説明は申し上げておりますが、地元の皆さんで非常に熱心な人もおいででござ

います。役員さんで実によくご研究をいただいている人があるわけでございまして、地元の

皆さんにまず受け入れていただく、このことが第一でございます。下水道事業団に電話して

いただくのもいいわけですが、本来はやっぱり古寺で早くつくると。そして用地を買わして

いただく。これが第一でございますので、その方で一生懸命私どもはかかっておりますので、

地元になじんだ、地元の人が受け入れをできるような新しい処理施設をつくっていく。この

ことが第一でございます。私どもはＲＤＦの提案はしておりますが、もっといい方法があれ

ばその方式で採用する、そういう考えでおります。

またＲＤＦは、事業団ばかりおっしゃっていますが、実はセメント会社も交渉してるんで

す。近々のうちにこちらへ見えて、その意向もお知らせをいただけるわけでございます。受

け入れの会社は見つかっております。事業団はだめだと言っておりません。こうして非常に

いい状況でつながっておりますが、ＲＤＦについては処理先については確保はできると。ご

安心くださいと。役所にお任せくださいということを申し上げているところでございます。

処理方式についてはＲＤＦにはこだわっておりません。大きい声には負けるというようなこ

とまで言われておりますが、決して私どもは、小さな声を尊重してまいると、そういうつも

りです。

片岡君！議 長

それでは次の質問に移らせていただきます。３番議員

ダイオキシンの測定なんですけれども、今確かに国の方の基準というのは年に１度測定を

すればいいというふうな形の基準になってるわけです。やはり四季それぞれにダイオキシン

濃度は、夏にはかった分のと冬にはかったものとは全然変わってきます。それが４年に同じ

周期にしようと思ったら、前の分の夏と比べようと思ったら今さら４年前のものを比べなけ

ればわからないという形になるわけです。そういうことではなくて、やはりきちっと、今こ

れ１６０万円になってるわけですか。前は８０万円ぐらいだったものが二、三十万円まで前

は下がってましたですよね。それが１６０万円になってきたというのは……。（１２番議員

「項目がふえた関係で。」）項目がふえてるわけですか。ちょっとその項目を教えていただ
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けますか。はい、お願いします。

それともう一つ、飛灰とか焼却灰の方のダイオキシン濃度も測定して県の方には報告をし

てますということで言われてましたので、その数値も一緒にお願いします。

環境部長！議 長

測定項目につきましては、今までは排ガスだけで測定すればよいということであっ環境部長

たのが、清掃センター施設内の露出のいわゆる作業環境のダイオキシン濃度等も測定をする

ということになってまいりましたので、その分費用がかさんでまいりまして１６０万円の予

算を今年度も計上しているところでございます。ダイオキシンの測定につきましては、毎回

一定時期ではなしに四季季節を変えて測定をいたしております。一番最初、バグ設置後は平

成１２年１１月３０日に測定をいたしまして０．０１９という数字が出ております。それか

ら昨年の９月２０日、これは夏場でございまして、ご承知のとおり當麻町からごみを受け入

れた時期でもございます。ごみの組成も、この前の議会でもご質問いただきましたようにプ

ラスチックの分別が不十分であるごみを受け入れている状態の中での測定でございまして、

高い数字が出るのかなというふうに思っておりましたところ、０．００９４という低い数字

が出ました。これもまだ９月２０日といいますと秋、夏の終わりごろということでございま

すので、前回の１１月のごみとは成分が違うというふうに、若干高く出ると思っておりまし

たのが低く出たというふうに結果としては出ております。

それから飛灰のデータでございますが、飛灰は２．４ナノグラムでございます。焼却灰に

つきましては０．００１２ナノグラムということで、処理基準はあくまでも３ナノグラムと、

基準以下でデータは出ております。以上でございます。

３番、片岡君！議 長

今飛灰とか焼却灰なんかお聞きしたわけですけども、今後はこれはダイオキシンの３番議員

普通の煙突から出てくる排ガスの公表とともに飛灰なども公表していただけるということで

考えてよろしいわけですか。

それと、先ほど言われてましたですね、施設内の作業環境内の測定ということでされてる

わけです。私もそれが灰だというふうには思いませんけれども、バグフィルターの一番上ま

で１回上がらせていただいたことがございます。そして向こうの中の作業、橋本課長補佐さ

んですか、バグフィルターのときにはたくさん何か言われてたけども、議員さんだれも見に

きてくれはらへんかったいうことで言われてたわけですけども、一番上まで上がらせていた

だいたときに、おりてきましたらもう手が何か真っ黒になってたんですよね。この間はちょ
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っと大井町の方に行かしていただいたときには、それぞれのところに掃除機を置いておられ

て、それダクトで全部掃除をするようにされてまして中の環境が非常によかったなという印

象を持ちました。ここでは、この作業環境内、中での測定のこのときの数字はどのようにな

っていたのかも一緒に教えていただきたいと思います。これ何カ所ぐらい、１６０万円です

ので１回の測定で何カ所の測定をされてるわけですか。それも一緒に教えていただきたいと

思います。

環境部長！議 長

作業環境の、細かい箇所数等についてはちょっと資料を持ち合わせておりませんの環境部長

で申しわけございませんが、データは作業環境は０．５８ピコグラムでございます。それか

ら、バグの上まで上がると真っ黒になったというその対策につきましては、バグフィルター

を設置いたしましたときに職員の健康管理のためにエアシャワーというのをつけて出入りの

際に除去するという方式を導入しておりますので、施設内の掃除の点についてはまた注意を

しておきたいと思います。

３番、片岡君！議 長

それでは３番目の質問に移らしていただきたいと思います。３番議員

広陵町内の幹線道路というのは、広陵町だけじゃなくて河合町からとか、また高田の方と

かいうふうな形でずっと伸びてきてるわけですけども、それぞれが同じ中和幹線の方でも八

木の方でしたら確かに５０キロという制限速度がされてるわけです。それがなぜ広陵町の方

では６０キロの一般の一番最高の速度になっているのか。それと、また河合町なんかの方か

ら来ると急に広陵町の方は、河合町は５０キロなのに広陵町は６０キロになってると。これ

については担当の方の方にもお聞きしまして、警察の方の方と同席されたときには何回も言

ってるんだと。もう言うのが嫌になるほど、もうあかんのかなと思って実際にはあきらめが

半分あるんですというふうなことで言われていたわけですけども、実際に本当にこの間警察

の方に行きまして話をしてきますと、キロ制限をしてそれの影響を受けるのはほかの方々で

はなくて広陵町内の人ですよということを言われたわけです。ということは広陵町の人たち

が本当にそういう速度制限が必要だということで考えてるということできちっと要請をして

いただいたら、これはまた警察の方も考え直すということができるんではないかなというふ

うに思いますので、方法を考えていただきたいなというふうに思います。

それと、住宅内の危険な箇所なんですけれども、今まで注意を喚起する意味で確かに破線

をずっと引いておられるところがたくさんあったんです。ところが、その破線が消えてきた
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のにそこをもう一回塗り直してくださいということでお願いをしましたら、町の担当の方は、

それは警察の方からとめられてるんだと。破線については塗り直さないでほしいということ

で言われてますということを言われたわけです。この間、警察の方に行ったときに、それも

お伺いしたわけですけども、そういう指導をしたことは一度もありませんということで言わ

れてました。これは交通課長の藤村警部がそういうふうに答弁をされていました。そういう

破線とか注意標識というのは道路管理者の方々が考えていただいてつけていただくことにつ

いて、警察の方はそれに対して文句を言うとかいうふうなことはしませんということでおっ

しゃっておられましたので、ぜひともそういう注意標識につきましてはもう一度やり直して

いただきたいなというふうに思います。

それと先ほどもお願いしましたけども、住宅内の速度制限。一般住宅内ですのでそんなに

６０キロで飛ばすということはまずないわけですけれども、実際には何とか速度の表示はな

いわけです。一般道路じゃないですので、生活道路でいつ子供が飛び出してくるか、そんな

ことがわからないような状態の中でやはり速度制限というのは必要なんではないかなという

ふうに思います。町長の方も人に優しいまちづくりをということで言われておりますので、

特にこのことにつきましてはそれぞれの自治会が、自治会が要らないと言ってるのにやると

いうことにはならないと思うわけですけども、自治会の方はそれぞれ相談していただいて、

必要だと自治会の方が言われるところについてはきちっとそういう形で守っていただけるよ

うな指導をしていただきたいなというふうに思うんですけど、これについてはいかがでしょ

うか。

総務部長！議 長

幹線道路の各市町村を通る速度制限というのは、これは先ほど町長もお答えいたし総務部長

ましたように実際に違うわけです。この速度制限を設定するときの状況というのがいわゆる

人の動き、流れといいますか、それと車の通行量あるいはその道路形態、いろいろな条件が

あって適切な速度だという警察の見解のもとに設定されているわけです。ところが状況は、

やはり家が立て込んでくると状況が変わります。一変すると思います。その辺の状況につい

てこちらの方へ自治会等からの要望等は聞いておりませんが、今おっしゃっていただいたよ

うに必要なことであれば当然対処していきたいと思っておりますので、十分警察の方とも協

議をしたいと、かように思います。

それから住宅内の速度制限、片岡議員さんも免許をお持ちでもう大分なれておられると思

うんですが、やはりどういう状況にあるかもわからないということを予測して運転をすると
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いうのは、これは運転者のマナーです。ですから、住宅内を走る場合には飛び出しはいつあ

るかわからないというのを予測して走るというのがまず運転者としての心得だと思います。

それだけでは事故はなくならないというのはよくわかりますが、むやみに標識を立てるとか

えって標識が邪魔になったというケースもございますので、その辺も状況に応じた対処をし

ていきたいというふうに考えています。

３番、片岡君！議 長

今状況に応じた対処をしていきたいというふうにおっしゃってるわけですけれども、３番議員

特に自治会の方からも多分要望がこれは出ていたことだと思うんですが、清掃センターの前

のとこです、清掃センターを出てきたとこの前のところの破線がほとんど消えかけていると。

特にあそこは３丁目が入居が始まったときには特に非常に交通事故が多かったし、今でも交

通事故がこの間も２件ほどあったという場所なんです。だからそういうふうに危険な箇所と

いうのは、確かに地元の方々が走っておられることもありますけども、あそこは両側に歩道

がついている結構通り抜けようと思えば通り抜けられる箇所ですので、ほかのところの方々

も入ってこられる場所なわけです。そしてまた清掃センターの方に品物を持っていかれる車

もたくさん通るという箇所なわけです。だからそういうふうな特に危ないところにつきまし

ては早急に対処していただきますようによろしくお願いをいたします。

総務部長！議 長

今場所を指定されてのご質問でございます。清掃センターのところの道路は、私も総務部長

清掃センターの方へ勤務してたことありますんでよくわかっております。あそこの交差点と

いうのは安全確認がなかなかしにくい交差点ですので、その状況もわかっておりますし、今

現在の破線の状態も現場を見ておりますんで、この辺は対処していきたいと思います。

３番、片岡君！議 長

学校の完全週５日制に対しての対応の問題なわけですけども、非常に学校の方でも３番議員

配慮していただいて頑張ってきておられるなというふうには思うわけです。ただ、やはり子

供さんが今度土曜日をずっと休みになった場合に、親御さんがどうしても今の仕事の実情か

らいいまして土曜日は休みという、完全に休みになるということは非常に難しいことなわけ

ですね。月２回休みがあればいい方だというふうに、今のサラリーマンの実情ではないかな

というふうに思います。それで先ほどから公民館とか体育館の有効の利用ということで休日

を変更を考えてるというふうにおっしゃってくださってたわけですけども、具体的に何曜日

をどういうふうにしようとされてるのかということです。
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それと、建物的にあるという形じゃなくて、子供さんがまたそういうところに１人で遊び

に行けるというものでもありませんので、そういうクラブ的なものとか、やはり指導員の問

題が重要なんではないかなというふうに思うわけです。これは近くの大学のお兄さんがやっ

ていただけるとか、スポーツの指導者をしていただけるとか、また社会教育の経験者の方々

のお力をお借りするとか、また老人会の方々が昔こういう遊びをしたんだというふうなこと

を子供さんに教えていただけるとか、そういったことがいろいろなことが考えられると思う

わけですけども、これに対して具体的にお考えでしたら教えていただきたいというふうに思

います。

教育長！議 長

ただいまのご質問でございますが、公民館、体育館につきましては、従来は祭日と教 育 長

土曜日と例えば重なった場合は祭日の日は休みにしておったわけです。それを今度は祭日も

あけるということでございますので、土曜日はあいているというようにご理解いただきたい

と思います。ただ、ここで誤解のないようにお願いしておきたいんですけれども、平成４年

のときに月１回の週休日がありました。それから、平成７年から２回になりました。そして

今回から全面ということになったわけで、広陵町では特にそういう手だてはなかったと思う

んですけども、この平成４年度、７年度に１回ないし２回になったときに他町村において、

その受け皿を考えられたところ幾つかの市町村がございます。そのときは線香花火のような

形になってしったという経験も聞いております。したがいまして、余り受け皿といいますか、

そういうことを大層に考え大ぶろしきを広げますと開店休業になってしまう心配も、過去の

経験からあると思います。

したがいまして、先ほど町長のご答弁にもありましたように、指導者等の問題については

やはりその時点に希望なりそういうニーズに応じた方法で考えていかなければならないと。

今大きな受け皿をつくることが、むしろ線香花火的になってしまう、開店休業になってしま

っても困りますので、その辺をよく見きわめた上でやっぱり実施していかなければならない

と、このように考えております。

３番、片岡君！議 長

別に具体的にという形では今なくて、そのときそのときに応じてニーズに応じて考３番議員

えていかれるというふうに、今現在ではそういう形だということですね。わかりました。

そしたら、児童育成クラブの方でもやはり土曜日に対する対応というのは大変頑張ってい

かなければいけない形になるわけですけれども、ただ児童育成クラブの保護士さんというん
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ですか、指導員さんというんですか、そういう方々が話をお伺いしたときに、私たちの身分

的に非常に何か低いように思うというふうなことをよく言われるわけです。例えば賃金的な

ものにしましても、保育園のパートさんとの賃金の格差であるとか、そういうことで何かそ

ちらの、またいろいろな要望というのを出してるんですけれども、町の方からはほとんど返

事がないというふうな言い方もされてるわけです。それで今具体的に育成クラブの方の児童

受取措置費ですか、措置費については園舎のクラブの方で受け取りをされてますよね。それ

を振り込みにしてほしいということで、指導員さん余りお金を扱うということについては、

いろいろ問題が出てくる危険性もあるので振り込みを体制をつくってほしいということで言

われてたんですけれども、それについてもなかなか前向きに検討していただいてないようだ

というふうに言われてるんですけれども、そこのところを、待遇を軽視されてるというのは

その指導員さんの受け取り方はいろいろあるだろうとは思うんですけれども、そういうこと

を考えざるを得ないような状況が本当にあるのかどうか。

それとまた、支払いの振り込みの問題です。両方お聞かせください。

健康福祉部長！議 長

まず、ちょっと誇張的なことがございますので現実を申し上げます。健康福祉部長

指導員さんのおっしゃっておられます待遇改善、このことにつきましては募集の段階で待

遇をはっきりと明示をして募集して、応募をしていただいております。そこで一たん指導員

という職についていただいて安いの高いのということを、現実はお話としては伝わってきて

おりません。

それと保育料の振り込みのことに関しましては、確かにご父兄の方が児童に対してお金を

持って歩かせるということについては不安があるということの内容は耳にしております。し

かし、自動振替をした場合に保育料としての収入をするべき分、それと児童育成クラブのク

ラブの中でのおやつとかあるいは学習材料とかいう材料費という形でクラブの方に使われる

お金と両方含まった金額を徴収されますので、その分だけ保育料の分だけを口座振替という

形で自振をしましても、お金で現金徴収するという部分が残るわけです。クラブの方として

は。そういうことを踏まえまして、指導員さんとの内容で両方どうしたらいいのかというこ

との内容は説明をして指導員さんの方はわかっていただいております。指導員さんの方のお

話としては、父兄の方からのお話としてこういうふうなことを聞いているというふうな内容

を承っております。

それと、公金ですべて受けて管理をするということになりますと、受け皿がないわけです。
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歳入歳出が現金という形で、受けるにしても性質上受けるものではございませんので、その

点の内容を今どうしたらいいのかということでの検討を進めております。したがって、なか

なか答えくれはらへんねんということは父兄の方から言うてはりまっせと、そのお話は聞い

ております。指導員の方々と今個々の面接をさしていただいておりまして、改善の要望、施

設はどうやとかあるいはこれはこうやとか不満を述べておられる指導員の方もたくさんおら

れます。しかし、指導員という職責についた以上、目的である子供に対しての適切な遊びの

場及び生活の場を与え、健全な育成を図ることを目的とするんだという原点に戻って頑張っ

ていただきたいというふうにお願いをしているのが現実でございます。

そして賃金のことを少しおっしゃいましたけども、１３年度と比べまして１４年度は、ほ

かのパートさんとの比較をも考えて若干の引き上げはなされております。これは予算の中で

計上できておりますので、１４年度からは新賃金体制での対応となります。そんな大きな引

き上げではございませんけれども、今のこの雇用状況の中で引き上げということになってお

りますので、その点は十二分にご理解をいただきたいと思います。終わります。

以上で片岡君の一般質問は終了いたしました。議 長

これにて本日の議事日程はすべて終了いたしましたので、本日はこれにて散会いたします。

（Ｐ.Ｍ.５：３０散会）
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平成１４年３月２２日広陵町議会

第１回定例会会議録（最終日）

平成１４年３月２２日広陵町議会第１回定例会（最終日）は、広陵町議場に招集された。

１ 出席議員は、１５名で次のとおりである。

１番 山 田 光 春 ２番 小 原 昇

３番 片 岡 福 美 ４番 寺 前 憲 一

５番 松 野 悦 子 ７番 吉 田 信 弘

８番 中 山 正 ９番 山 本 登

１０番 青 木 義 勝 １１番 笹 井 正 隆

１２番 坂 口 友 良 １３番 山 本 悦 雄

１４番 松 本 政 治 １５番 吉 岡 章 男

１６番 出 張 光 男

２ 欠席議員は、１名で次のとおりである。

６番 角 谷 静 作

３ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者は、次のとおりである。

町 長 平 岡 仁 助 役 畠 山 惠 俊

収 入 役 和 田 建 三 教 育 長 吉 村 崇

総 務 部 長 土 佐 敏 行 健康福祉部長 大 西 利 実

住民生活部長 野 村 完 治 環 境 部 長 山 村 吉 由

環 境 部 参 与 中 尾 寛 都市整備部長 吉 村 正 勝

水 道 局 長 中 尾 勝 教育委員会事務局長 竹 田 健 次

施設管理サービス公社常務理事 竹 嶋 昇
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４ 本会議の書記は、次のとおりである。

局 長 西 辻 眞 治

書 記 乾 善 雄 野 村 克 也

ただいまの出席議員は１５名で定足数に達しております。議 長

これより本日の会議を開きます。

（Ａ.Ｍ.１０：１８開会）

本日の議事日程はお手元に配付したとおりであります。

日程番号 付 議 事 件

１ 議案第 ２号 町の区域の変更について

議案第 ３号 広陵町新清掃施設建設基金条例の制定について

議案第 ４号 広陵町用地取得事業特別会計条例の制定について

議案第 ５号 町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する

条例の制定について

議案第 ７号 住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

て

議案第 ８号 政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関する条例の一部を

改正することについて

議案第 ９号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正することについて

議案第１０号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについて

議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例の一部を改正することについて

議案第１２号 広陵町奨学基金条例の一部を改正することについて

議案第１３号 広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについて

議案第１９号 平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）

議案第２１号 平成１４年度広陵町一般会計予算

議案第２７号 平成１４年度広陵町学校給食特別会計予算

２ 議案第 ６号 広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦

覧等の手続に関する条例の制定について

議案第１４号 広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正することについて



－283－

議案第１５号 広陵町立児童育成クラブ条例の一部を改正することについて

議案第１６号 広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正することにつ

いて

議案第２２号 平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算

議案第２３号 平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算

議案第２４号 平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算

議案第２６号 平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算

議案第２８号 平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計予算

議案第２９号 平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算

３ 議案第１７号 広陵町下水道条例の一部を改正することについて

議案第１８号 広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部を改正することについて

議案第２０号 平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第２５号 平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算

議案第３０号 平成１４年度広陵町水道事業会計予算

議案第３１号 広陵町立真美ヶ丘第二小学校増設工事に伴う工事請負契約の締結につい

て

４ 議案第３２号 平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第９号）

５ 議員提出議案議案第１号 中小企業の当面する金融上の困難を解消し、「金融アセスメ

ント法」の早期制定を求める意見書について

まず日程１番、議案第２号、３号、４号、５号、７号、８号、９号、１０号、１１議 長

号、１２号、１３号、１９号、２１号及び２７号を議題とします。

本案について、総務文教委員長より委員会の審査の結果について報告願うことにします。

総務文教委員長、笹井君！

おはようございます。総務文教委員長

ただいまから総務文教委員会の審査結果の報告をいたします。

本委員会は、さきの本会議において付託されました１４の議案につきまして、１４日委員

会を開き、慎重に審査いたしましたので、その結果をご報告いたします。

まず初めに議案第２号、町の区域の変更については、何ら異議なく全員一致で原案どおり
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可決すべきものと決しました。

なお、隣接地で平成１５年４月開校予定の大学については、正式な要請があれば詳細につ

いて協議していく考えであることを伺いました。

次に議案第３号、広陵町新清掃施設建設基金条例の制定については、ＲＤＦ施設、焼却施

設の積算根拠や発注方法の研究状況などを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決

しました。

次に議案第４号、広陵町用地取得事業特別会計条例の制定については、用地候補地を選択

した根拠、農地区画整理について今後の研究の進め方などを伺い、全員一致で原案どおり可

決すべきものと決しました。

次に議案第５号、町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する

条例の制定については、何ら異議なく原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第７号、住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

ては、何ら異議なく原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第８号、政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関する条例の一部を

改正することについては、なぜ額面金額の総額を公表する必要がなくなったのかを伺い、全

員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第９号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正することについては、

何ら異議なく原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１０号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについては、現

状では育児休業が１名、介護休業が過去に１名で、今はないこと、また今後も働きやすい職

場を目指していることを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する

条例の一部を改正することについては、何ら異議なく原案どおり可決すべきものと決しまし

た。

次に議案第１２号、広陵町奨学基金条例の一部を改正することについては、奨学制度の充

実のための考え方を伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１３号、広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについては、何ら異議な

く原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１９号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）でありますが、計画

整備協力金の内容やし尿処理費の補てん金減額に関係し、御所市清掃センター竣工後の町対
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応について説明を受けたところであります。

次に議案第２１号、平成１４年度広陵町一般会計予算でありますが、町長が施政方針で述

べられたように、町の最重要課題となっている新しい清掃施設の建設問題、町長の町政ビジ

ョンである「人にやさしい」、「人がやさしい」まちづくりなどの来年度以降の町の方向を

示すものであり、提出していただいた資料とともに細部まで慎重に審査したところでありま

す。

全体としては、現状の厳しい経済状態を踏まえ経常的経費を昨年度に比べ原則１０％カッ

トを行い、清掃施設建設以外の公共事業については、必要最小限のものに厳選する予算編成

の詳細にわたる内容などを伺ったところであります。

まず歳入面でありますが、固定資産税の滞納処理については、大口の滞納は差し押さえな

どで対応し、経済情勢が厳しい現状ではあるが、今後も税の確保に努力することを伺いまし

た。

また、サン・ワークのレストランについては、今専門家に相談しているが、業種も含めて

検討したいこと、課題としては特に家賃が問題となっているが、今すぐの値上げはグリーン

パレス・さわやかホールへの影響もあるので、さまざまな角度から慎重に検討を加えていき

たいなど、詳しい説明をいただいたところであります。

また、箸尾駅前駐車場使用料については、年間経費が１２０万円であり、利用促進のＰＲ

もしていきたいとの考えを伺いました。

次に、歳出面につきましては、細部にわたってその必要性、効果などをお聞きしたところ

でありますが、審査の一端を申し述べますと、児童育成クラブ指導員の賃金に関しては１８

名分で、経験者は１時間４０円の増、１年未満の方は１時間３０円増と、少しではあるが待

遇改善をしていることを伺いました。

また、靴下産業補助金については、１１年、１２年、１３年と３年間にわたる国の補助金

が１４年度から補助対象でなくなるが、引き続き町単独でこの事業に対して５００万円の補

助金を継続するものであることを伺いました。

また、広陵町役場サービスカウンター設置に伴う人員配置、人にやさしいまちづくり推進

事業の内容など、新規の事業について詳細に伺ったところでありますが、一部議員から反対

があり、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しました。

最後に議案第２７号、平成１４年広陵町学校給食特別会計予算については、地場産の野菜

使用についての問題点、今後正規職員からパート職にすべてをかえていく考えはなく、状況
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に応じた対応をしていきたいとの考えを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決し

ました。

以上で簡単ではありますが、総務文教委員会の審査結果の報告といたします。

ありがとうございました。議 長

ただいまの委員長報告に対し、各議案ごとに審議いたします。

まず議案第２号、町の区域の変更についてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第２号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第３号、広陵町新清掃施設建設基金条例の制定についてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第３号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第３号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第４号、広陵町用地取得事業特別会計条例の制定についてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第４号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。
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（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第４号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第５号、町立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する

条例の制定についてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第５号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第５号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第７号、住居表示の支号の廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

てを議題とします。

ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論はありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第７号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第７号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第８号、政治倫理の確立のための広陵町長の資産等の公開に関する条例の一部を

改正することについてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第８号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。
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（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第８号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第９号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正することについてを

議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

５番議員！

賛成をさせていただきますが、１つだけ意見を加えたいと思います。５番議員

せっかくこのような制度で職員さんが働きやすいような体制で充実されていくわけなんで

すけれども、介護休暇についても過去１回だけの利用だったということで、ぜひ職員さんが

このような制度を安心して利用できるような周知徹底等を考えていただきたいということを

意見として加えまして、賛成をいたします。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

ほかにないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第９号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第９号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１０号、職員の育児休業等に関する条例の一部を改正することについてを議題

とします。

ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１０号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１０号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１１号、特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び期末手当に関する
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条例の一部を改正することについてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１１号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１１号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１２号、広陵町奨学基金条例の一部を改正することについてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１２号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１２号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１３号、広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１３号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１３号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１９号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第８号）を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）
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質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１９号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１９号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２１号、平成１４年度広陵町一般会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

５番議員！

反対の立場で討論をいたします。５番議員

痛みに耐えれば光明が見出されるという小泉内閣が唱えてきた構造改革は国民の激痛をも

たらし、日本経済を破綻させるものであることがいよいよ明らかになってきました。完全失

業率は５．５％を超え、国民の生活は深刻です。不良債権処理も中小企業に直接影響が及ぶ

段階に至っています。信用金庫、信用組合の破綻は去年１年間で４６件と、地域の金融機関

が幾つも破綻する異常事態は中小企業を資金ショートの危機に直面させ、地域経済を根底か

ら脅かしています。広陵町でも町民税の中で、とりわけ法人税の税収見込みは昨年比８１．

６％と大きく落ち込み、地域経済がますます深刻になることを予測しています。こうした小

泉改革による失業、倒産の増大、生活悪化が国民の所得、消費を落ち込ませ、さらに物が売

れないことによる物価の下落と生活の落ち込みを招くというデフレスパイラルに直面させて

います。この打開のためには、国民の懐を暖める需要対策、日本共産党が提案する日本改革

の方向しかないことがますます浮き彫りになっています。このような不況を引き起こした引

き金となった消費税の増税について、消費税を引き下げる方向で今こそ見直すことがますま

す重大になっていますが、平岡町長を初め理事者は、この消費税についての意見は引き続き

一致できません。この点を反対の１点とします。

地方交付税が大幅に削減される中で、地方６団体や国民運動の中で地方交付税削減反対を

明確にし闘った結果、臨時財政対策債という形ではありますが、措置されることになりまし

た。消費税について、地方としても真剣にその是非を検討すべきであります。政府は、地方

交付税削減を一層強引に推し進め、強引に市町村合併を進めようとしています。このような
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地方自治を根幹から踏みにじる政府のやり方にもきっぱりとした態度が必要です。地方分権

が進められる中、このように地方自治体が住民とともに政府に意見を明確に主張し、要望し

ていくことが一層強く求められるものであります。

反対の２点目が、同和予算に６００万円を超える税金を投入していることであります。具

体的な一例を申しますと、企画の方の中では、部落解放研究大会第３６回全国大会、鹿児島

で開かれる予定だそうですが、これに２人分として１３万６，０００円の旅費、部落解放国

民中央行動、東京で開かれる予定だそうですが、これに１５万２，１００円、３人分です。

このような、るるたくさんの大会、研究集会という名目の中で企画費だけでも１６２万円の

同和の予算となっているわけであります。

また教育の中では、常々指摘しておりますけれども、今回明細を見てみますと、県郡同和

教育研究会負担金などの積算の根拠を見てみますと、１クラス５００円の負担金の割当など、

とんでもない割当の仕方、負担の仕方になっているわけであります。合計しまして６００万

円を超えるこのような予算として広陵町でも支出されているわけでありますが、予算だけの

面ではなく、これに伴ってたくさんの人数の方が職員さんあるいは先生、保母さんが大会等

に強制的に動員されるようなこんなやり方は大きく間違っているのは当然であります。

そして同和行政については、地対財特法が１９９７年に期限が切れまして、その後残務処

理として５年間の延長が認められ、これも２００１年で終了するものであります。２００１

年１１月２０日の参議院文教科学委員会では、同和教育について我が党の質問に対して遠山

文部科学大臣は、同和教育の廃止について、各都道府県を対象とした課長会議等を通じてそ

の周知徹底を図っていると答弁していますが、広陵町では前年と変わらず同和教育推進の予

算をこのようにとっていることは国の施策にも反し、重大な問題であります。このような同

和予算について明確に反対をしたいと思います。

次に意見として何点か加えたいと思います。

まず第１に、国旗についてであります。

平岡町長になって急に国旗が町の施設のすべてに掲揚されるようになり、予算も国旗３０

枚の購入費、図書館のポール設置費があるわけですけれども、国歌君が代についての対応は、

個人の思想信条、内心の自由にかかわる根本的な問題であります。強要できないことを深く

認識していただきたいと思います。

２つ目が、合併について議論する５０人会議や都市計画マスタープランについて、とりわ

け町民に大きな影響をもたらすものであります。町民参加は不可欠でございます。公募によ
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る町民参加を実施していただきたいことを強く要望をしておきたいと思います。

３つ目が、学童保育についてであります。

改善を重ねていただいていることは高く評価いたしますが、小泉内閣の補正予算の中でも、

４年生以上の学童保育の推進を大きく掲げております。住民からの強い要望もあり、早急に

検討していただくことを強く要望しておきたいと思います。

４点目、清掃センターについての問題であります。

１２月議会の中でも、誠実に事実を町民の方にお知らせして、その上で信頼関係を築き、

その信頼関係こそが解決の近道であることを指摘し、議会が終わりましてからも、町長を初

め助役、収入役、そして部長さんたち、あるいは議長、議会議員の皆さんに要望書あるいは

資料をお渡ししたところでありますが、そのようなお願いを要望したにもかかわらず、従前

のままのやり方が３カ月たったこの３月議会でもやられているのが明らかになったわけであ

ります。問題点が一層鮮明になる中で、引き続き町民だましのやり方を続けています。これ

では解決できないことは明白であります。町民の心はますます離れていきます。正確な情報

を提供し、誠実な対応で早期の解決を図るべきであります。その点についても強く意見を主

張して、反対の討論を終わらしていただきます。

ほかにありませんか。 ２番、小原君！議 長

賛成の立場で討論をいたします。平成１４年度一般会計当初予算について、賛成の２番議員

立場で討論いたします。

日本の経済は、景気悪化でデフレスパイラルが懸念され、経済危機がささやかれるきょう、

町内産業も見渡しましても依然として厳しい状況であることはご承知のとおりであります。

今後も産業の空洞化、少子化の進展などに伴い、かってのような右肩上がりの経済成長は期

待できないものと考えております。

２１世紀は地方の時代と言われる中でも厳しい財政状況にも変わりなく、このような中で

平成１４年度の予算編成では徹底した経費の効率化を図り、前年度よりマイナス１３億５，

０００万円減の超緊縮予算となったという説明を受けております。予算内容につきましても、

委員会の中で詳細に審査したところであります。事業の必要性や今後の方針などもお聞きし、

予算全体を見ましてもバランスのとれた予算であると考えております。

私の総括として、差別あるいは区分ここらをきちんと、何でもかんでも差別差別という言

葉で片づけるわけではなく、やはり差別ということと区分ということがあろうかと思います。

これは人それぞれ人権の問題がありまして、それぞれの節度のところで、やはり自分がしっ
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かりと考えていくべきものと考えております。

ちょっと余分なことも言いましたけれども、賛成の立場で討論をいたしました。よろしく

お願いします。

ほかにありませんか。 ４番、寺前君！議 長

今の賛成討論ですけれども、一般会計の中身に入っているような賛成になかった。４番議員

総論の部分で賛成されたということで、中身について非常に賛成の部分をどう理解して、私

たちの反対討論とかみ合っているのかというのが理解できない内容だったわけであります。

しかし、絶えずこの反対討論に対して公明党は具体的に、この後も話が出るだろうと思いま

すので指摘しておきたいわけですが……。（１番議員「俺言うつもりない。」）言うつもり

なかった。なかったら、おれ黙っとくで。（１番議員「ええや言うたらええや。」）絶えず

共産党は具体的中身については賛成で評価する部分あるいは反対する部分があるけれども、

予算全体に反対しているのであるからその中身についてとやかく言う筋合いはない、こうい

う論法で、共産党は総論反対という立場は結局はすべてを否定するものだと、こういう議論

をされています。しかし私たちは、予算というのが、国の予算も含めてそうですけれども、

国民をどのように守るのか、あるいは広陵町民をどのように守るのかと、このことが最も重

要であります。もちろん私たちは、地方自治体が置かれている立場をよく十分に理解してお

ります。そういう点で、９割方理事者においても一致する部分が大半なわけです。具体的な

問題についての話はそこから出発しているわけです。しかし、その姿勢は絶えず町民と、ま

た県や国との駆け引きになっており、平岡町長のこの初めての予算においても、結局は町民

の顔を向いた予算編成をするというその心構えが見当たらない、このことが大問題になるわ

けであります。つまり、国や県の言いなりになった予算編成を行う、このことを私たちが絶

えず指摘した問題であり、またこれが保守という立場、私たちは保守という立場を悪いとは

思っていません。もちろん共産党は保守とも共闘し、そして町民の利益にかなうものについ

ては積極的に共闘を組んできた経過もあります。しかし、その立場を結局は切り捨てられな

い。要は、町民の立場を実行に移せない、これが限界であろうと思います。結局、現在の地

方自治体の様相を見てみますと、地方６団体あるいはまた各種団体においても、積極的に政

府や国に対して反対の立場表明が続々されています。従来の自民党体制の流れは完全に崩れ

かかっている状況であります。こういう状況を、なお政治家が自民党体制という枠の中でし

か物を考え、そしてその枠の中でしか立場を強調できない、ここが問題だと私たちは思って

います。
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そういう点で公明党が、例えば昨年のこの１３年度一般会計の予算のときにも思い出しま

すと、１３年度予算を通すのは景気対策の最も近道だと、こういうこともおっしゃいました。

ところが、これは決算委員会で述べる問題ですけれども、今振り返ってみると、１３年度予

算の流れは、共産党が指摘してきたような状況であります。何ら国民の消費を吸気し、経済

を回復させる力になり得なかったというのも明らかであります。これは、事実が証明してい

る問題です。こういう流れの中で、私たちが指摘した問題はやはり今も景気の最大の回復は

消費を回復させる力強い予算編成を行わなければならない。ところが、結局は小泉内閣は構

造改革と称し特殊法人の改革などと言っていますけれども、要は公共事業を見ても全体の流

れは従来の手法を抜き切れない、結局口だけの改革、あるいは改革というのはみずからの利

権を一層現在の流れに合わせる、そういう改革でしかすぎないというように思います。そう

いう流れに今公明党が乗っている、あるいは乗せられている、あるいはみずから国民の期待、

福祉の党あるいは清潔な党という、その役割を捨て去っているのが現状ではないかというこ

とが明確になってきているものであります。

私たちは、このような国政の問題については、この点について公明党とは議論をするわけ

ですけれども、町政の問題について一層具体的に町民の立場に立って、本来国政とどのよう

に対決するのか、悪政に対してでありますけれども、どのように対決するのかという明確な

立場があれば、一層保守、中道を問わず私たちは手を結んで、この広陵町民の命、暮らし、

地方自治体を守る立場を貫くことができるだろうと思っています。そういう意味で、地方自

治体が抱える予算の困難さは、９０％職員や、また理事者と共通した部分があるにかかわら

ず、なぜ私たちがこの予算を反対するのかという立場は、先ほど松野議員が述べた点であり

ます。こういう内容を含めて、反対討論とさしていただきます。

公明党の次の発言が全くわからない中で、従来の内容を予測して言ったわけですけれども、

早とちりにならないことを祈っております。以上です。

１番、山田君！議 長

本来は、きょうは黙っとこうかなと。いつも共産党の反対討論を聞いていても、１１番議員

つは国からの押しつけ、２つは同和行政、それから３つ目は消費税、これは共産党の当初予

算の反対のパターンはこれです。それから、そこに付録、枝葉としては、今の言われたよう

な国旗・国歌、それからマスタープラン、５０人会議、それから学童保育、それから清掃セ

ンター問題、この４つを意見を言いながら反対されました。

しかし今寺前君が公明党のことをいろいろおっしゃいました。だが与党に入って、やはり
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押しつけの予算だから、これは２割、３割自治といういろいろな国の流れの中でやむを得な

い。本当は町長も、自分の思うたことをやりたいと思ってはると思いますけれども、やはり

そうした体制の中ではやむを得ないのではないか。

また、自民党の体制と言われますけれども、やはり政権与党としてやむを得ないのではな

いかと。

それから同和行政の使い方、具体的には私も一番初めの松野さんが言われた同和行政の使

い方については、研修へ福岡へ行くとか九州へ行くとか、この会議に行くとかというだけの

ことで、何がどうあかんのかということがわからないわけであります。

それから国旗・国歌であります。

先日も、消防団の出初め式へ行きました。そのときにある団員さんが私に、あの寺前さん

と松野さん、いわゆる共産党さんはどうして国旗・国歌のときは立たないで、あんなに座っ

てはるんですかと。壇上におられる今井さんは立たれるんですが、どうしてですかと。それ

は、あの人らは国旗・国歌に反対されるからでしょうと。けども、小学校とか中学校の卒業

式、入学式のときに、国歌君が代を歌われたときにあの人らも座ってはるんですが、あれは

生徒側から見たらおかしいのではないかなと。私たちも、子供から見るならば、私も座って

てもいいのではないかなという思いが起こるのではないですかと、その消防団のある人が私

に言われました。私は全くその辺については気がつかなかった。というのは、この人らは、

初めから私たちは共産党だから初めから座るもんだと思ってんですけれども、子供から見た

ら、この人共産党なのか何やわからんわけですわ。ですから、こんな人ら来賓にして招待し

て来られてんのに、そして座っておられるだけ。これはやはりおかしいのではないかと、子

供から見たらおかしいのではないか、そうするなら来ない方がましではないかと、教育上。

僕が言うてるんじゃないんですよ。その消防団の団員の方が言われたんですから、そのまま

お伝えしてるんです。ですから、ある儀式ですから、その団員さんは、儀式としてやはり国

歌君が代を歌うときはやはり立ってほしいと、そういう要望もあったわけですから、それを

ここであなたが言われたから、国旗・国歌の話が出たから、私が町民の声をこの本会議場で

町民の皆さんに教えることが必要ではないかと思いますので、ご理解いただきたいと思いま

す、それで何か反論があれば。

それから、清掃センター問題について。この総務委員会の議案第４号、そして第３号につ

いては、こうした清掃センター問題について、こうして松野さんも賛成されてるわけです。

清掃センターの問題については住民の大きな期待もかかるし、早く建ててほしい、そして一
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日も早く清掃センターの解決に向かってやってほしいということで、今回の予算はこうした

条例もつくり、予算もつけて、一歩一歩前進されています。何を反対することが、意見をつ

けることがあろうかと私は思います。

それから、学童保育についてであります。

４年から６年の年齢を引き上げてほしいと。そんなん全部やったらいいわけで、やはり予

算的なこともあるだろう。やはりここの辺でストップさしてほしい、ここの辺で予算をつけ

てほしいというのであります。権利ばっかり主張することは幾らでもできますけれども、や

はり義務も果たすことが必要ではないかと思いますのでね。だから全体から見たら、やはり

何も反対のための反対、そのとおりなんです。そこに反対という柱があって、そこに枝葉を

つけて、ただ反対するだけのこのいつものパターンの反対討論ではないかと思いますので、

何も私はこういう厳しい状況の中で、やはりこの予算についてはいろんな１００％いいとは

思いませんけれども、やはりてんびんをかけるならば賛成せざるを得ないと思っております

ので、よろしくお願いします。

ほかにありませんか。 ３番、片岡君！議 長

今賛成討論がありましたので、反対の立場で討論させていただきます。３番議員

今、山田議員の方から、今までのパターンとして共産党の反対のパターンっていうのは一

応決まっているんだというふうな言い方でもされてるわけですけども、でも１つには同和予

算につきましては、同和の終結宣言がされまして一般の予算に移行していこうということで、

全国的にもまた政府の方針の方でもそういうふうに決まってきているわけですから、これに

つきましては今までとはまた事情的にも変わってきたということをよくご理解をいただきた

いというふうに思います。

それに、先生が研修に行かれるということで、やっぱり学校の教育に対しての支障が出て

くるとかいろんな問題がやはり出てきているというふうに思いますので、ここのところはも

っとただ単に行けばいい、行くことに問題がないじゃないかということではなくって、学校

の教育の面からもよく検討していただかなければいけない問題ではないかというふうに思い

ます。

特に国旗・国歌の問題につきましては、今よく言われてきたわけですけれども、これは法

制化はされましたけれども、個人に対して何ら拘束力とかということで決められたわけでは

ございません。個人の思想信条の自由は憲法で保障されておりますし、これは守られている

ということはよくご存じなことだというふうに思います。
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また町の行っております消防団とか、また各式典に対して町の議員がその式典に参加をし

て、町の本当に皆さんが頑張っておられる姿または子供さんたちが成長された姿を見せてい

ただく、いろいろと助言とかまた今後の参考にさしていただくということは非常に必要なこ

とでもありますし、大いに参加をさしていただいているところですが、それと国旗・国歌に

対してそこの式典の私たちが座っていることがその式典を妨げるというふうな理解の仕方は

難しい、そういうことに違和感を持たれるというふうなことではないというふうに理解して

おります。

また住民の方々からも、やはり国旗・国歌につきましては、先ほどは山田議員の方は立た

ないのはだれかということで住民の方からも意見が出てると言われておりましたけれども、

反対にほかの方々からはやはり自分も国旗・国歌に対してはいろんな意見を、異論を持って

いる、その中でやはり町議員がそこの中で表立って座っているということに対しては非常に

勇気づけられるし、やはり一つの子供さんが国旗・国歌を考える中での討論の場となる、そ

ういう資料の一つの資料となるのではないかと、そういうふうに思います。

それからまた清掃センターの問題でございますけれども、先ほどから確かに個々の問題に

つきましては基金の問題につきましても、また住民への地域の方々との話し合いの問題につ

きましても、一日も早く着実に進めていただかなければならないのは当然のことなんですけ

れども、ただそれに対しての町の姿勢の問題、それは一般質問でも申し上げましたし、本当

に事実を正確に町民の方々に知らしていただく、その中でいかに住民の方々が討論をきちん

としていただいて理解をしていただくかということが必要だというふうに思いますので、そ

ういうことで意見をつけさしていただいたということでございます。

今回のこの予算全体につきまして、確かに国の方から交付税が削減をされて、非常に厳し

い予算の中で職員の方々が大変な努力をしてくださった中での予算だということは理解はし

ておりますが、してるわけですけれども、ところがやはりこの国の予算に対しまして、ただ

受け身の予算だというふうに評価せざるを得ないのではないかなと。確かに町村会とか奈良

県からで、県としての国の方に対して要望というのは一応上げていただいているわけですけ

れども、やはり広陵町として独自に広陵町は本当にこうなんだということで、個々のところ

から声を上げていく、国の方針が間違っていたら一番末端のところから声を上げていくとい

うことがどうしても必要なんじゃないかと思うんですけれども、そういうところが見当たら

ないということで、反対をさしていただきます。

ほかにありませんか。議 長
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（なしの声あり）

討論をこれにて打ち切ります。議 長

本案については反対者がありますので、起立により採決いたします。

議案第２１号を原案どおり原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。よって議案第２１号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２７号、平成１４年度広陵町学校給食特別会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

３番、片岡君。

意見をつけまして賛成させていただきたいと思います。３番議員

この学校給食の問題、学校給食だけではなくて、今日本の食糧の問題というのは非常に危

機的な状況があります。遺伝子の組み換え野菜とか、また外国からの輸入の農産物が非常に

入ってきた中での残留農薬の問題とか、そういうふうに食糧の問題については非常な危険と

いうのが危惧されているわけですけれども、その中で小さい子供さんがいかに安全な食べ物

を口に入れることができるかということから言いまして、どうしても近くで目の届くところ

でとれた品物をできるだけ使っていただくということが非常に親御さんたちの安心にも、ま

た食の安全にもつながっていくというふうに考えますので、地場産品の使用というのはもっ

と多く真剣に考えていただきたい、このように要望して賛成さしていただきます。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論を打ち切り採決いたします。議 長

議案第２７号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２７号は原案どおり可決されました。議 長

次に日程２番、議案第６号、１４号、１５号、１６号、２２号、２３号、２４号、議 長

２６号、２８号及び２９号を議題とします。

本案について厚生委員長より委員会の審査の結果について報告願うことにします。 厚生

委員長、山本登君！
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厚生委員会は、過日の本会議で付託されました１０議案につきまして、３月１５厚生委員長

日委員会を開き、慎重に審査いたしましたので、その結果をご報告いたします。

最初に、議案第６号、広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果

の縦覧等の手続に関する条例の制定についてでありますが、生活環境影響調査等に対する意

見書提出の範囲は幅広くとらえていき、周知はあらゆる機会を通じ実施していく考えを伺い、

全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１４号、広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正することについては、延

長保育料を今回条例化することになった理由、現在この延長保育を利用している方の人数な

どを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１５号、広陵町立児童育成クラブ条例の一部を改正することについては、かし

のき児童育成クラブの定員は５人で、現在在籍中の児童は３人であり、指導員は３人でロー

テーションにより常時２人が指導に当たっていること、また育成クラブの場所は学校でなけ

ればならないとは考えておらず、公共施設を使って目的達成できることを基準に選択してい

く考えを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１６号、広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正することに

ついては、業者に広陵町のどこのごみを集めるかリストを出すよう義務づけ、他市町からの

ごみは厳しくチェックして食いとめる考えを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと

決しました。

議案第２２号、平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算でありますが、担税能力低

下による滞納の問題については、平成１４年度の徴収率向上に努力していくこと、また加入

者の高齢化が国保財政を圧迫していること、その他短期保険証の交付状況、未交付者の対策

など詳細にわたって伺いましたが、一部議員から反対があり、採決の結果、賛成多数で可決

すべきものと決しました。

次に議案第２３号、平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算については、高齢者の増加

と高度医療の増加で国は医療改正が必要と考えていること、また現在の老人保健の窓口一部

負担金は、病気をしない老人との公平性の面から一定の負担をお願いすることになることな

どを伺いましたが、制度そのものに問題があるため反対との意見があり、採決の結果、賛成

多数で可決すべきものと決しました。

次に議案第２４号、平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算については、介護保険の認

定者５５５人のうち１３６が未利用者となっていること、また特別養護老人ホームは施設が



－300－

充足しているとは言いがたいが、国の施策であり現状の中で対応していく問題であることな

どを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第２６号、平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算でありますが、トイレ、休

憩所などの整備計画、墓地の管理の状況などを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきもの

と決しました。

次に議案第２８号、平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計予算に

ついては、何ら異議なく全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

最後に議案第２９号、平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算については、土地購

入の積算単価は周辺の公共事業を参考にしていること、起債の利率は上限が６．０％である

ことなどを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

以上で厚生委員会の審査結果報告といたします。

ありがとうございました。議 長

ただいまの委員長報告に対し各議案ごとに審議いたします。

まず議案第６号、広陵町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦

覧等の手続に関する条例の制定についてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

５番、松野君！

賛成いたしますが、１つ本会議のときにも質疑として質問さしていただいていまし５番議員

たけども、施設についての合意を十分にとった上でアセスに入っていただきたいということ

を意見として加えまして、賛成といたします。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論を打ち切り採決します。議 長

議案第６号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第６号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１４号、広陵町保育の実施に関する条例の一部を改正することについてを議題

とします。
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ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１４号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１４号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１５号、広陵町立児童育成クラブ条例の一部を改正することについてを議題と

します。

ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

５番、松野君！

賛成ですが、この施設については本会議の中で恒久的な移転だというふうにご説明５番議員

いただきましたが、委員会等で中身が具体的になりましたけれども、宿直室での学童保育の

実施ということで到底恒久的な施設とは思えないということで、今後早急に施設についても

見直しをしていただかなければいけないと思いますので、そういう点の意見を加えまして賛

成といたします。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１５号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１５号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１６号、広陵町廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正することに

ついてを議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長
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（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１６号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１６号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２２号、平成１４年度広陵町国民健康保険特別会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

３番、片岡君！

反対の立場で討論さしていただきます。３番議員

この国民健康保険は、保険制度を国民皆保険制度にするための、その中でも特に多くの方

が入っておられて、またその構成といいますのもやっぱり高齢者が非常に多い、その中で財

政的には非常に厳しいものがある。それはよくわかっております。ところが、やはりこの中

で今回滞納者がやはりふえてきている。その中でも、お聞きしましたら、若年の滞納者がふ

えてきている。若い人たちが就職先もなくって、フリーターで保険料も払えなくってという

ことで、そういう形がふえてきておられるというふうに、若年の方も非常にふえてきておら

れるというふうにも伺いました。この中で、本当に今までの１９８４年ぐらいから国庫の負

担金が減りまして、そのときから比べますと平成１２年度では町民１人当たりの保険税とい

うのは２倍以上にも膨れ上がっています。こういう状態の中で、本当に払いたくても払えな

い人たちがいかに増加しているか、またぎりぎり払っておられても、本当に苦しい生活の中

で保険料は払っているけれども年金まではとてもじゃないが手が回らないからということで、

そういう苦しい選択をしておられるというところもたくさんございます。その中で、いかに

病気になったときに安心して医療にかかれるか、このことを保障していくのが国民健康保険

だと思うわけですけども、ただここのこの国民健康保険では医療保障といいますか、医療に

対する保障はあるわけですけども、社会保険でされておりますような傷病手当、いわゆる生

活保障というものが設置されていません。社会保険の場合でしたら、企業主の方が５０％の

負担をしてやっていくわけですけども、その負担もない中で国民健康保険の料金というのは

非常に、それに比べましても高い中で運営されているにもかかわらず、そういう保障が非常

に社会保険から対しても内容的にも非常に低いものになっている。また、それは子供さんの
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育児に対しての産前産後の社会保障での休業保障なんかも国民健康保険の方ではなされてい

ないということ、これは広陵町だけができるっていうことだけではないと思うんですけれど。

ただ国民健康保険は広陵町独自で条例で変えていける部分っていうのがたくさんありますの

で、これはやはり住民の皆さんの生活をいかに支えていくかということを考えていただかな

ければならない中身だというふうに思います。今回の予算では、そういう内容的になってい

なかったということで、反対をさしていただきます。

ほかにありませんか。 ８番、中山君！議 長

反対者がありますので、私は賛成の立場で討論いたします。８番議員

１２年度に国保税率の改正が行われましたが、国保会計は依然厳しい財政運営の中で、相

互扶助の精神に立脚する社会保険制度である以上、被保険者の負担の公平を確保していくこ

とは当然であると考えます。国、県に対し、いろんな要望をしていくことは非常に重要なこ

とであります。これについては、以前から上部団体を通じて議論した案件を国へ要望を上げ

ていただいていることを聞いております。今後も引き続き要望していただくことをお願いい

たしまして、本件について賛成いたします。

５番、松野君！議 長

今、賛成討論の中で相互扶助の精神にのっとって国保があるんだということですけ５番議員

れども、これは大きな誤りであります。この相互扶助の精神にのっとってやられたのは旧法

の中での話でありまして、新しい現在の国保法によりますと、これは憲法にのっとって行わ

れるものであり、憲法にのっとって行われるということは皆保険ということに如実にあらわ

れているわけでございますが、国民の健康を保持するためということで、国保法の目的にも

明確にうたっておりますので、これは相互扶助の精神の部分は、理事者も含め、また議員さ

んも含め、間違いを正しておいていただきたいというふうに思います。

そして、相次ぐ医療改悪の中で、大変医療費の負担が大きくてなかなか医者に行けないと

いう方もふえているのが実態であります。この医療の問題で言えば、長野県の中では１７町

村でしたか、数の方ははっきり覚えておりませんけれども、例えば世帯主の方の国保の医療

の分について老人医療と同じだけの手だてをしていくというような形の中で、医療費軽減等

を町として施策の中に取り込む中で長野県の国保会計は健全な会計となっているというふう

な新聞報道もありました。ですから、今この国保会計を健全運営していこうというためには、

より一層予防活動、啓蒙活動、そして健診の充実等をすることこそが根本的な解決の道であ

ります。そういう点を間違いを指摘いたしまして、より一層このヘルス２１の健康２１の推
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進も含めまして、健全な会計が行われますように要望しておきたいと思います。

そして、この国保会計については、一般会計からの繰り入れも可能であるということも加

えておきたいと思います。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論を打ち切ります。議 長

本案については反対者がありますので、起立により採決します。

議案第２２号を原案どおり原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。よって議案第２２号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２３号、平成１４年度広陵町老人保健特別会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

３番、片岡君！

この老人保健というのは国の制度でありますので、町独自でどうということという３番議員

のは内容的には非常に難しいわけですけれども、ただ高齢者の方の増加による社会保障関係

予算の２００２年度の自然増というのは、医療だけでも５，５００億円に上るというふうに

見られています。小泉内閣は、この伸びを２，７００億円でとどめるために、医療保険制度

の改悪で保険による給付を大幅に圧縮して、国民に負担増等を押しつけようとしているとこ

ろでございます。その被害を真っ先に受けるのは高齢者の方です。現在７０歳以上の方のお

年寄りの窓口負担は原則１割とされまして、２００１年昨年１月までの定額制から定率制に

かえられる、このようになりまして、大幅な負担は強いられてきたところでございます。

また今後、お年寄りの方の７５歳までの方につきましては、これからも医療費の改悪が行

われて非常な負担が見込まれていると、そういうふうな予定がされているところでございま

す。これに対して本当に今までのように国民健康保険の方の財政だけでできるのかどうか、

そこのところはとてもじゃないけども無理だというふうに思います。これは、やはり国の方

に要望していただいて、お年寄りに対してのそういう予算的な裏づけというのもやはり国の

方にきちんと要望していただかなければならないことだと思います。これは、先ほども申し

上げましたけども、町村議会とか町村会、地方会の方からは要望は一応してくださっている
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わけですけども、やはり津々浦々からこういう小さな町からそういう声を出して直接国に上

げていただく、こういうことが本当に町の姿勢を正していくというか、示していくことだと

思いますので、そういうことが今回の予算にはなかったと、そういうことで反対をさしてい

ただきます。

ほかにありませんか。 １番、山田君！議 長

反対者がありますので、私は賛成の立場で討論いたします。１番議員

老人保健は国の制度であります。年々高齢化になる中で医療費が増加し、その負担が若年

層に強いられてきているのが現状と聞いております。制度の安定の観点から、負担の公平は

やむを得ないと考えております。また、医療費の削減の観点から、予防の医療として各教室

を積極的に取り組んでいることを聞いております。今後も関係上部団体を通じて、次の世代

に通用するシステムを目指すため、次の世代の通用する改革でなくてはならないため、医療

の情報公開や予防医学の推進なども幅広く検討していただくため、国へ要望してきたことを

お願いいたしまして、本案について賛成であります。

以上です。

５番、松野君！議 長

反対の立場で討論をいたします。５番議員

今、負担の公平ということでやむを得ないということなんですけれども、やはりこの負担

の部分につきましては、国保の方で述べましたように大変な弱者に対する負担が大きいわけ

ですから、公平がどういう形で公平とおっしゃっているのか、この点が大変問題であります。

老健につきましては、制度としてなっているわけですけれども、やはりこれは国の負担を

もっと充実させていくことが根本的な解決につながるわけです。これについては、町村会の

議長会の方も要望されていると思いますが、町村会の方で資料で出していただきました中で

は、医療についてのこのような国の負担への要望が残念ながらありませんでした。これは、

やはり町民もともに問題点を明らかにしながら国の方に強く要望していくことが求められる

一番重大な点であるというふうに思います。そこが解決されなければ、老人保健への拠出金

として多額な負担がまたかかってくるということにもつながるわけであります。そして医療

制度が高齢者医療がどんどん改悪されて、またさらに一層の改悪をされようとしているわけ

ですけれども、こういう点についても国の方に命にかかわる重大な改悪でありますから、町

の方としても強く切実に要望していただくのが大変重要でありますが、なかなかそういう姿

勢が明確に見えてこないという点も反対の大きな１点であります。
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それからこの高齢者医療につきましては、先ほども言いましたが、各地域で独自な取り組

みがあるわけです。この前行きました大井町、東京の方の大井町では、この視察の内容には

入れておりませんでしたけれども、大井町の説明の中には、６５歳からの老人医療としての

町の方が負担をして援助をしているという状況が書かれておりました。ですからそういう形

で町独自ででも医療の改悪に対応して町民を守る、命を守るという、このような姿勢はとれ

るわけですから、こういう点についても全く考慮していただけていないという点についても

大きな問題であり、反対としたいと思います。

ほかに討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

これにて討論を打ち切ります。議 長

本案については反対者がありますので、起立により採決いたします。

議案第２３号を原案どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。よって議案第２３号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２４号、平成１４年度広陵町介護保険特別会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第２４号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２４号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２６号、平成１４年度広陵町墓地事業特別会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第２６号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。
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（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２６号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２８号、平成１４年度新庄町・當麻町・広陵町介護認定審査会特別会計予算を

議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第２８号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２８号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２９号、平成１４年度広陵町用地取得事業特別会計予算を議題とします。

ただいまの委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑ありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第２９号は委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２９号は原案どおり可決されました。議 長

しばらく休憩します。

（Ａ.Ｍ.１１：４０休憩）

（Ｐ.Ｍ. １：３５再開）

休憩を解き再開します。議 長

次に、日程３番、議案第１７号、１８号、２０号、２５号、３０号及び３１号を議議 長

題とします。

本案について、産業建設副委員長より委員会の審査の結果について報告願うことにします。

産業建設副委員長、寺前君！

委員長の代役として委員会報告をさせていただきます。産業建設副委員長
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まず本委員会は、去る３月１１日の本会議において付託されました６議案について、３月

１８日委員会を開き慎重に審査いたしましたので、その結果をご報告いたします。

まず議案第１７号、広陵町下水道条例の一部を改正することについては、今回新たに加え

られたアンモニア性窒素、亜硫酸性窒素及び硫酸性窒素について、どういうものによって発

生するのかを伺い、全員一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第１８号、広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例の一部を改正することについては、何ら異議なく全員一致で原案どおり可決すべきものと

決しました。

次に議案第２０号、平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、

歳出で公共下水道建設費の工事請負費７，９６２万９，０００円の減額理由と今後の計画に

ついて伺いました。また歳入の下水道建設費補助金４，４００万円の減額は、歳出の工事請

負費の減額に伴う措置である説明を受けました。関連質問として、中古住宅物件を購入した

場合の下水道接続に対する助成金交付の考え方や対応また今後の方針等を伺い、全員一致で

原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第２５号、平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算については、歳出の下水

道施設管理システム設計委託料の事業内容と今後のメンテナンスについての基本的な考えを

伺いました。公共下水道建設費の前年度比較より減額になった理由は、工事が９０％完了し

たためと聞いております。流域下水道維持管理市町村負担金と大和川流域下水道事業負担金

についてでありますが、今後県に対し負担金の見直しの要望についての考え方や現在の実情

等について伺いました。このことについては、当初人口計画も大幅に狂ってきている現状の

中、将来料金の大幅値上げが心配されることからであります。関連質問として、入札制度改

善についての来年度の取り組みの考え、また丸投げの実態と考えについて詳細に伺い、全員

一致で原案どおり可決すべきものと決しました。

次に議案第３０号、平成１４年度広陵町水道事業会計予算でありますが、先行投資として

井戸を１本掘削する予定で試掘し、費用は３年間で回収できること、大滝ダムの１５年４月

供用開始は県民に新たな料金の大幅な値上げをもたらす危険があること、また広陵町の料金

改正の見直しの時期に当たること等を伺いました。有収率については、過去３年間漏水調査

を実施して一定の成果を上げていること、ドレンの調査も引き続き行い、今後有収率を上げ

るための最善の努力をすることを聞きました。また毎回議論をしている給水分担金等を資本

的収支に計上しているあり方について、今後の考えを聞きました。その他留保資金の貸し出
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しについての考えや予算の中身について詳細に伺い、全員一致で原案どおり可決すべきもの

と決しました。

最後に議案第３１号、広陵町立真美ヶ丘第二小学校増築工事に伴う工事請負契約の締結に

ついては、今回の入札は１９業者の参入で入札されましたが、今後もこのような形態で業者

の選定方法を継続していく考えか、また大和設計事務所と随意契約をした理由を伺いました。

関連質問として、以前極めて安価な落札価格のものがあったが、今後最低制限価格を設ける

考えはあるのかどうか、業者の官庁と民間の工事の比較と実態を伺い、全員一致で原案どお

り可決すべきものと決しました。

なお、本会議で保留のあった真美ヶ丘第二小学校の当初の請負業者の契約状況と平成建設

の会社の概要と工事実績の説明を受けていることを申し添えておきます。

以上、甚だ簡単でありますが、産業建設委員会の審査の結果報告といたします。以上。

ありがとうございました。議 長

ただいまの副委員長の報告に対し、各議案ごとに審議いたします。

まず議案第１７号、広陵町下水道条例の一部を改正することについてを議題とします。

ただいまの副委員長の報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１７号は副委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１７号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第１８号、広陵町水道事業に従事する企業職員の給与の種類及び基準に関する条

例の一部を改正することについてを議題とします。

ただいまの副委員長の報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第１８号は副委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。
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（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第１８号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２０号、平成１３年度広陵町下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

します。

ただいまの副委員長の報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第２０号は副委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第２０号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第２５号、平成１４年度広陵町下水道事業特別会計予算を議題とします。

ただいまの副委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

４番、寺前君！

委員会をまとめさせていただいた立場上、私の出る機会がなかったことを非常に残４番議員

念に思っております。この場をおかりいたしまして反対の討論をさしていただきたいと思う

んです。

まず反対の討論は、例年どおりこの下水道事業会計に消費税が含まれているということで

あります。これは一般会計等でも述べていますように、下水道というのがいかに不平等な税

制であるかということ、また現在の不況打開のためにも消費税を減額させる、このような状

況が市町村においても必要だ。広陵町においては特にその問題認識を深めていただいて、こ

の解決に当たっていただく。山本議員の常時の話であれば、内税として扱っていただくこと

が常法だというように思います。いわゆる私たちは町の条例で強制的に消費税をとると、こ

のことに対して広陵町の判断を仰いでいるということでありますので、反対をしているもの

であります。日常的な消費税については、残念ながら私たちも正確に納税義務者として払わ

せていただいておりますので、つけ加えさせておいていただきたいと思います。この点につ

いても、消費税に対する理事者の考え方が本当に町民と一体となってこの消費税をなくす、
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その立場を明確にして運動を進めていく、このような立場が明確であれば、私たち自身はそ

の自治体を守る首長の態度を支持し、そのことに対して支持することはやぶさかではないこ

ともつけ加えておきたいと思うんです。つまり、町長が現実にこの消費税の制度に対する認

識を町民及び県や国に対して正々堂々と述べることができ、また運動を町民とともに展開し

ていくことであれば、私たちはこぞってこの矛盾の解決のために自治体一緒に取り組んでま

いる決意を持っております。

さらに、下水道のところでは、私たち自身はかねて心配している点は、第２の水道会計に

なるおそれがあるということであります。現在、広陵町では流域下水道維持管理市町村負担

金は１億６，４００万円、そしていわゆる流域下水道事業負担金は毎年少なくなって２，３

００万円強になっております。このことについて残念ながら町がその将来方向を明確に持っ

ていないということが委員会で明らかになったわけですけれども、この点については絶えず

明確に持ち、広陵町の下水道にかかわる将来設計がどのようにあるべきなのか、またこのこ

とを認識して県や国に対して町の立場を明確に述べていく、これは重要だと思います。でな

ければ、結局受益者負担の原則という言葉に押し切られて住民負担が転嫁されてくる。この

心配は遅かれ早かれ襲ってくる可能性のある問題であって、いわば今の現状からいえば、加

入されている方々にだまし討ちをするということになります。もしこのような事態があれば、

現状、最初から私たちは心配をしているわけですけれども、このことによって加入を促進さ

せ、そして加入が相当数終われば受益者負担の原則だといわんばかりの押しつけを行ってく

るという、この論理には決してくみするものではありません。このことについても、やはり

当初から議論を深めながら、国や県に対してその矛盾する先行投資の部分、あるいは人口計

画の間違いなどについては、当然今から県が負担すべきものは出してもらう立場を明確にさ

せることが必要だということもあわせて追加しておきたいと思います。

もう一つは、入札制度の問題であります。これは下水道にかかわる、予算上も工事請負費

が出ているわけですので、１４年度の入札にかかわる問題として質問をしたわけであります。

そういう中で、１４年度についての入札の条件等は管理課から説明を受けました。そしてま

た、そのことに対して全力でやっていただいていることも認めるところであります。しかし、

残念ながら業者の実態として１３年度の入札結果、現状から見ますと、相変わらず９９％、

９８％の予定価格からの落札結果に終わっています。これは明らかに業者が企業努力によっ

て競争原理が働いていない、このことを示しているものだと言わざるを得ません。そして、

それは逆に言えば、談合の疑いを捨て切れない事態であります。このような事態を解決して
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適正な価格に誘導していく行政の責務は、やはり残っていると言わざるを得ません。

そういう点で、下請業者の業者体質を強化して、他町村でも打ち勝てる業者の力を身につ

けるべきだという委員会での他の委員さんの意見もありました。そのとおりだと思います。

そのためにも業者が下請との関係においては、来年度からは下請関係の書類契約を添付させ

る、あるいはまた大阪府が行ったような、下請に対する領収書を取りつける。このことにつ

いては小さなところについては行っていない、３，０００万円以上については来年度からの

問題として考えているという答弁があったかのように思いますけれども、このような状況に

おいて、やはり適正な競争を行ってもらうためにも、業者自身のみずからの力をつけていく

指導を強めなければならないと思います。これは残念ながら指導という言葉を使わざるを得

ないわけですけれども、今の現状では業者がまだ公共事業請負の現状を一般民間企業から比

較すると甘えているという現状を指摘せざるを得ない。そして、それはみずから墓穴を掘る

ということになりかねないということを行政自身が業者の方々に指導し、また現状の説明を

行うべき責務があろうというように思うわけであります。

適正な競争入札によって、本当に現状の予算、苦しい予算の中で一層財源を浮かしていく、

それを一般行政に還元させる。還元させるという言葉もおかしいわけですけれども、使って

いく道が開かれるわけですから、そのことによる財源によって、福祉や、また広陵町の身近

な予算に使っていただくことが必要だというように思っているわけであります。そういうよ

うな立場から、共産党はこの入札制度についても、一貫して行政の一層の努力を要請し、お

願いしているところであります。

以上、下水道事業特別会計については意見をつけて反対をさせていただきたいと思います。

ほかに討論ありませんか。 １３番、山本悦雄君！議 長

本案に反対者がありますので、私は賛成の立場で討論いたしたいと思います。１３番議員

先ほど寺前議員から、私の名前を挙げて、確かに名前を挙げて言っていただいたことでご

ざいますが、賛成討論するものを予測されていたんじゃないかということでございます。

内税であればいいと、外税であって、それを条例で取るからぐあいが悪いんだと、反対だ

ということでございます。これは非常に税法を理解されていないんじゃないかなと思うんで

す。これは、消費税というのは、内税でしようが外税でしようが、これはどちらでもよろし

いよと。ただし当時、消費税というものを国民の皆様に認識していただくために、国が消費

税は外税でやることが望ましいという形で誘導したわけであります。ですから、大半のとこ

ろは外税でやったということでございます。非常に形式論のことでございます。実質的には
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何ら変わりのないことでございますが、そういうことで反対をされておるということでござ

います。

下水道の入札、落札の制度も含めて反対の……。（４番議員「いや、それは反対じゃな

い。」）ことを言っておられますけれども、これはこれとして入札、落札については別のこ

とで、当然これを下水道でおっしゃるんなら一般会計でも当然これは上げていって、あこに

も当然あるわけでございますから、当然上げてされるべきだと思います。

大和川流域下水道の維持管理市町村負担金、我々が見ても非常に高いなという感じは受け

るわけでございます。またあるいは大和川流域下水道事業のこういう資金については非常に

高いと感じますけれども、やはりそれはそれとしての見直しの要求は、これは県の方へ常に

やっていただいて協議をしていただくのは当然のことだと思いますが、現在その協議の中で

決まった金額を予算化されるのは、これは当然のことであるということで、私はそう考える

わけでございます。

そういうことで、何らこの予算を見まして反対する理由はないと。当然また消費税につき

ましても、入った方と出ていく方、両方ともございますが、これは消費税決算で約１，３０

０万円は、これは還付を受けておられると。それが予算で雑入で予算化されておるというこ

とでございますので、何ら反対する理由はないということで、賛成の討論といたします。

５番、松野君！議 長

消費税の問題なんですけれども、外税で５％取るということは、やはり消費税に賛５番議員

同しているという取り方がなされるという分があるんです。そういう部分では、消費税に対

する姿勢の一環であるというふうに言わざるを得ないわけです。そして、水道会計が大変厳

しくなってきたときに、消費税を取っていなければ、そういう形で明確にして取らなければ、

その分について一般会計からの繰り入れだとか、いろいろなまた知恵が浮かんでくるという

ふうに思います。そういう点につきまして、やはりこの消費税が住民に対してどのような負

担を強いているのかということを今こそしっかりと考えていただくべき時期でもありますの

で、条例の中で５％ということをきっちりと言っているこの下水道につきましては、反対を

いたします。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論を打ち切ります。議 長

本案については反対者がありますので起立により採決いたします。
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議案第２５号を原案どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。よって議案第２５号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第３０号、平成１４年度広陵町水道事業会計予算を議題とします。

ただいまの副委員長報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

４番、寺前君！

水道事業についても消費税の問題を明確にするという立場から反対したいと思いま４番議員

す。

このことも同様に国の制度の問題を持っており、自治体にとっては非常に複雑な内容を抱

えているわけですけれども、水道事業管理者及び町長がこの消費税に対する態度表明、いわ

ゆる反対の態度表明をとり、あらゆるところでその行動をともにするということであれば、

私たちはこの制度的な矛盾に対する自治体防衛の立場から賛成する場合もあり得るというこ

とも先ほどと同様表明しておきたいと思います。そういう内容を持っていることであり、私

たち自身も自治体職員の方々と同様、この制度の矛盾に対して非常に悩むところであります。

しかし、町民の立場を守るという真っすぐな視線、そしてまたその当たり前の立場を表明す

るということは政治的に非常に大事だというように思います。そういう立場から明確にして

おきたいと思います。

それと、水道問題に関しては、値上げの問題が重要になっています。委員会の審議の中に

おいても大滝ダムが１５年度供用開始の点が表明されています。そしてまた同時に、水道料

金値上げの案件としても表明されています。この点については非常に現在の不況の中、公共

料金だけが上がっていく、こういう矛盾は自治体として解決しなければならない課題だと思

います。デフレ下における公共料金の値上げという矛盾をどの自治体も抱えていて、いわゆ

る賃金が下がって物価が下がっているのだから、賃上げは必要ないという政府の論理もあり

ますけれども、公共料金だけはどこも上がっている。これはいわゆる医療費の負担増という

点もあわせた問題ですけれども、非常に矛盾をはらんだ内容であります。

こういうような状況の中で、私たち自身が提案している問題は、広陵町民が決めるという

点は間違いないことであります。そのためにも水質の問題、料金の問題、そして大滝ダムの

費用と情報公開の問題、こういう内容を町民に知らせていただいて、そして住民が正確な情



－315－

報のもとにこの広陵町の水道料金のあり方について議論をしていただきながら、みずからが

決めていただくことが本筋だと思います。そういう立場から、私たち自身は住民に情報公開

してアンケートをとっていただきたい。このことを絶えず要望してきたところであります。

そして、私たち自身はこの料金を引き下げる提案もあわせて行ってきました。１つは自己

水確保の問題であります。これは、今年度１４年度に１基の井戸を開発していただく。そし

て、３年後にはこれがいわゆる井戸の費用対効果の点で言えば黒字化する。こういう即効性

の効果を持っているわけであります。ところが、現状は１４年度も７対３の割合で県水を買

うと。将来的には県水１００％という考えを持っていると。このような方向性を打ち出して

いるわけですから、当然料金は高くなるというのは当たり前のことであります。

もう一つは、有収率の改善であります。これは上牧町や香芝市などに見られるように、有

収率の向上によって料金の引き下げ効果を引き出すことができます。広陵町でもその点につ

いては、現在努力をしていただいてるということは認識してるわけですけれども、一層の努

力をしながらこの料金引き下げの要因をつくっていただきたい、このように思うわけであり

ます。

また、予算編成上の問題として、給水分担金等の費用については、一般の企業会計では加

入金はいわゆる水道会計に当たる３条予算に該当するわけであります。収益的収支の予算に

該当するわけであります。これは町長も認識されているのは当然だと思います。しかし、水

道会計では、国の指導があったのかなかったのか、４条予算に編成されている、資本的収支

に編成されている。こういう矛盾を抱えています。広陵町では幸い先行して一時期、五、六

年にわたって収益的収支に加入金を含み、料金の引き上げ要因を下げていただいた、こうい

う努力もしていただいてきたわけであります。これは特筆すべき努力の結果だというように

思っています。

それと、服部町長時代に、先を見通した先行投資、いわゆる井戸を掘るということが進め

られました。このおかげで広陵町は非常に長期間にわたって値上げせずに済んだ経験があり

ます。一時期は自己水を６０％近くまで確保した時期もあったわけであります。そういう経

験を踏まえると、やはりこの選択は町民がすべきだと、このように考えます。そして、それ

は水質の問題を第一に上げておられるわけですから、その情報を、懸念される情報をすべて

町民に明らかにしながら、町民の判断にゆだねられる、そんな資料づくりも当然必要だとい

うように思います。

それから、先行投資の部分でいえば、井戸の確保やその他先行投資が今行われているわけ
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ですけれども、一般的に井戸など特別な要因に係るものについては一般会計で処理する。そ

して、現在の論理でいえば、老朽管についての布設については、今の低金利の中にあっては

起債等を起こしていくという考えも一考えではないのかというように思います。もちろんこ

れは減価償却として、今度は料金にはね返るわけですけれども、直接的な予算全体の枠組み

から見ると、現在の状況からいえば軽易な負担に済む内容ではないのかというように考える

ところもあるわけであります。この点についてはもっと議論をすべき問題だと思いますけれ

ども、そういう点での改善の方法もあります。また、そういう内容を含めて一般会計で補え

るところについては当然補っていく。そして、それが水道事業の当初の定理複式増進のため

の目的によって報われるものであり、これが憲法や地方自治法等からいって、当然自治体の

責任ということになっているわけですから、この問題を貫くことが肝要だと思います。

そして、それは本来すべて税金で賄えるはずのもんであるわけですけれども、いつのまに

か受益者負担という考え方が導入された。受益者負担というのは、一部の利益のある方々に

関しては、一部の方々の受益を認めて負担をしてもらう、これがいわゆる法律用語でありま

す。ところが、現在の受益者負担というのは、その枠を超えて受益を受けている者について

は一般的に負担をしてもらうと、こういう理解になってしまっているわけであって、この用

語は明らかに間違っているわけであります。一般的な施策については当然税金で行っていく

という当たり前の論理に立ち返っていただいて、この水道事業会計やその他企業会計の問題

についても議論を深める必要があろうというように考える次第です。そういう点で、水道料

金の値上げは非常に重大な時期に差しかかっているわけですから、大滝ダムの現状を抜きに

して、この解決は、いずれにしても解決できない問題であり、県や国が本来責任をもってこ

の問題解決のために当たるべく、町あるいは議会が先頭を切って町民の利益のために奮闘す

る必要が今求められているというように思いますので、つけ加えて値上げ反対の大きなうね

りをつくっていくために、私たちは奮闘をしたいと思います。以上です。

ほかに討論ありませんか。 １３番、山本悦雄君！議 長

反対者がありますので、賛成の立場で討論いたします。１３番議員

消費税につきましては、先ほど議案第２５号で討論したとおりでございますので省かせて

いただきます。

この予算書を見てますとまた１億円近い赤字ということではございますが、非常に赤字累

積、値上げしなければいけないような状況の予算書になっておるわけでございます。赤字で

累積して、それを向こうへ送っていくと、要するに将来に負担を先延ばししていくというこ
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とがいつまでいいのかどうかという議論はあろうかと思いますけれども、やはり行く行くは

値上げなりして、解決しなくてはならない問題ではないかと思っております。

自己水をふやせばいいということでございますけれども、現在の処理能力、前に聞いたと

ころ最高でいって６，０００トンなんです。それ以内しかできないということでございます。

そういうことで、井戸を全部掘りましてもその範囲内での処理ということになってくるわけ

でございます。

給水分担金につきまして、これを３条に入れるか４条に入れるかと。確かに一時期、私来

たいっきには３条の方に入っておりまして、現在は４条の方で処理されておるというところ

でございますが、本来施設に対する費用ということで、現在の処理方法でいいんじゃないか

なと。特別、それ、非常に不安定な金でございます。今現在真美ヶ丘の方で新しくどんどん

どんどん新規の家が建っております間は入ってきますけれども、これがとまりますとほとん

ど旧村ではほとんど入ってないと思うんです、この金は。旧村という言い方がいいのかわか

りませんけれども。そちらの方ではほとんど入ってないと思います。入っててもしれてると

思います。そういう状況もいずれは来るんだということでございますので、やはりその辺、

現在の、私は経理方法でいいんじゃないかなと思っております。

一般会計から繰り入れたらいいじゃないかというようなお話も先ほどされてたと思うんで

すけれども、やっぱり特別会計を組んで、そこはそこで独立会計としてやる以上、僕はそれ

でいいと思います。一般会計の方もこの前から審議しておりますとおり非常に厳しい内容で、

一般会計は打ち出の小づちではございませんで。こちらも非常に厳しい財政事情であると。

なおかつ一般会計の方では、目の前にやはりごみ処理施設の多額の資金が要るというのが、

目の前にもう見えているわけでございます。なおそちらの方へどんどん持っていかなくては

ならないときに、あえてそういう資金を水道へ持っていけるわけでもないだろうと。私はそ

のように考えるわけでございます。できるだけ赤字自身を縮小していただく方法は考えてい

ただくにしても、現在の予算、これで何ら反対する理由もございませんし、賛成といたしま

す。

５番、松野君！議 長

賛成がありましたので、反対の討論をいたします。５番議員

消費税については繰り返すことになりますので、省略をいたします。

それから、今反対討論の中で、赤字があるので今後値上げしなければいけない状態だと、

値上げで解決するんだということでしたけれども、値上げが先にありきという解決方法は、
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住民に対して大変な不誠実な問題だと思います。いろいろなあらゆる手だてを尽くした上で、

どうしてもできないという状況であれば、住民が納得できる状況であれば、そういう解決法

もやむを得ない場合もあるでしょうが、今はそれだけの努力をしていただいているとは、か

なり努力はしていただいていますが、あらゆる手だてを尽くした上での話ではないので、そ

ういう点では安易に値上げを誘導するような賛成討論には大いに疑問を感じるところであり

ます。

先ほど減価償却費の問題が寺前議員の方からも指摘されていたわけなんですけれども、住

民負担の加入金で施設をつくって、その施設に減価償却を行い、その金額を住民が負担をす

る料金にはね返させる仕組みっていうことになりますから、これは二重の住民負担ともいえ

る内容なんですね。ですから、減価償却の場合には本当にきっちりと詳細に検討した形で、

どうなのかということをしなければいけないというふうに思います。そういう点におきまし

ては、資料は見にきてほしいということをかねがね言われているわけなんですけれども、議

会の予算、決算議会の中では、減価償却等の水道会計のいろいろな資料についても提出をし

ていただきたいというふうに思います。

それから、現在６，０００トンの範囲内でしか浄水場の方が能力ないということなんです

が、これはいろいろな形で試算をしていただいて、本当にそういう浄水場の施設の能力を高

めることがさらに一層負担を圧迫するのかどうか、井戸の建設等も含めてきっちりと試算し

た上でないと結論が出ないというふうに思います。

それから、繰り入れについてなんですけれども、これは一般会計が打ち出の小づちでない

ということは、重々わかっております。大変最近は一層厳しい一般会計の状況であることも

十分承知しているわけでありますけれども、どの程度水道会計の方に繰り入れができるか、

可能かどうかっていう、これも真剣な検討がなされておりません。そういう中で、一般会計

は打ち出の小づちでないのでそんなことは言えないんだという短絡的な判断は誤りでありま

す。

それから、あと給水分担金なんですけれども、これは先ほども寺前議員指摘しましたよう

に、いっときの間、収益的収支の方に入れていたわけなんですけれども、この給水分担金が

不安定な収入になるから、だから収益的収支に入れるのはまずいというのは全く論理が通ら

ない賛成の中身だというふうに思います。筋道として、やはりこの給水分担金は一般的な処

理の仕方からして、収益的収支の方に入れるのは当然であります。

それから、ダムの料金等が県水に含まれていまして大変県水が高い、そのしわ寄せが水道
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料金に大きく反映してるのは言うまでもないわけですけれども、この問題につきましても、

埼玉県では１９９７年に県水３０％引き下げさしたという実績があるんですね。ですから、

ダムの本当に大変な大きな工事なんですけれども、それも本当に必要かどうか見きわめた上

でのダムの建設じゃなかったわけです。そういう中で、水道料金にすべてそういう費用まで

反映させていくことについては大いなる問題があり、また県の責任は重大なものであります

から、これについては町民も理事者の方も一致して取り組んでいくことができますので、重

ねてこの県水の値下げについて大いに議論をし、ご一緒に頑張っていきたいというふうに再

度決意を表明しておきたいと思います。以上です。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論をこれにて打ち切ります。議 長

本案については反対者がありますので起立により採決いたします。

議案第３０号を原案どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

起立多数であります。よって議案第３０号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第３１号、広陵町立真美ヶ丘第二小学校増築工事に伴う工事請負契約の締結につ

いてを議題とします。

ただいまの副委員長の報告に対しまして質疑に入ります。質疑はありませんか。

（なしの声あり）

質疑がないようですので、質疑を打ち切り討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第３１号は副委員長の報告どおり原案可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第３１号は原案どおり可決されました。議 長

次に議案第３２号は本日追加議案として提出されたもので、委員会の審査を省略して本日

議決願いたいと思います。なお朗読は省略します。

それでは日程４番、議案第３２号、平成１３年度広陵町一般会計補正予算（第９議 長

号）

を議題とします。本案について説明願います。 総務部長！
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それでは、本日ご提案さしていただいております議案第３２号、平成１３年度広陵総務部長

町一般会計補正予算（第９号）についてご説明申し上げます。

議案書の１ページの裏面の方をごらんいただきたいと存じます。

今回の繰越明許費補正として２３５万２，０００円をお願いいたしますのは、真美ヶ丘第

一小学校附属幼稚園階段改修工事についてでありますが、この工事については平成１４年１

月９日指名審査会を開催し、１月２４日、６社による入札の結果、株式会社吉岡工務店が落

札いたしました。工事完成期限を３月２５日と定め、２３５万２，０００円で２月７日契約

を締結しております。

この現場は幼稚園という関係上、開園日等における事故発生を懸念し、園児の通園しない

土曜日及び日曜日を利用しての工事施工を指示しておりましたが、３月５日、再度詳細にわ

たる打ち合わせのため、会社へ何回も電話をいたしましたが、一日じゅう応答なしの状況で

ありました。午後５時ごろになって、株式会社吉岡工務店に対するよからぬ情報を入手いた

しましたので、現在町が発注している工事等について確認を急ぎ、本件のみであることを確

認するとともに、対応について協議に入りました。

３月６日、会社への連絡については依然として取れない状況であり、設計管理委託をして

いる大和設計へも下請業者の状況から情報聴取を依頼いたしました。当日午後５時ごろ、西

日本建設業保証株式会社から昨日吉岡工務店が１回目の不渡りを出したとの連絡があり、工

事の続行が可能かどうかの検討に入ることとなりました。

３月７日、西日本建設業保証株式会社から、続いて２回目の不渡りを出したとの情報が入

っております。

３月８日、吉岡工務店から役員の多田氏と技師の中川氏の２人が来庁され、次のことにつ

いて申し出をされ、その場において即答いたしております。第１点は、工事については下請

が責任を持って施工するのでやらせてほしいとの申し出に対して、一括委任及び一括下請が

禁止されている、また営業活動ができなくなった時点において申し出の委任行為はできない

のではないかということで回答いたしております。２点目については、下請業者からメーカ

ーに材料発注が終わっており、物ができているのでどうにかしてやりたい。できないのなら、

次に請け負う者にその材料を使うように配慮してほしいとの申し出でありましたが、倒産と

いうことで今後債権債務が整理されていく過程において、やみでの取引はできない、契約解

除後は通常の入札手続により業者を決定するので、申し出の件については応じることはでき

ないと回答するとともに、現時点において下請にしろ、現場の工事が施工されることによっ
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て新たな問題が生じることとなるおそれがあるので、現場はストップするよう固く指示いた

しました。

３月１２日午後３時、葛城税務署管理徴収第２部門上席国税徴収官ほか１名が来庁され、

国税の徴収に関して、公共工事の契約を差し押さえしたいとの旨の話があり、契約の内容及

び工事の進捗状況について説明し、契約の解除に向けて手続を進めていることを回答いたし

ました。契約は当事者同士のものであるので、契約解除された時点で差し押さえについても

関係がなく、差し押さえによって契約の解除は妨げられるものではないと判断しております。

午後６時３０分、契約解除に関して顧問弁護士の川崎氏に連絡を取り見解を伺うことにし、

電話連絡を取りました。契約の解除については、相手方からの工事続行不能届が提出されな

くても、不渡りを２回出したという事実をもって町側からの解除の理由には十分なり得るで

しょう。解除通知の送付については会社へは届かないと考えられるが、内容証明郵便と普通

郵便の送付をもって相手方に届いたと考えればよいと思うとの見解を示されました。

町は午後６時４０分、吉岡工務店役員多田氏に契約解除の旨を伝えるとともに、社長から

役場へ連絡を取るように依頼いたしました。その後しばらくの間、何の連絡もありませんで

したが、３月２０日吉岡工務店専務の吉岡貞夫氏から電話があり、町の考えを次のようにお

伝えいたしました。本件の工事請負契約について、吉岡工務店みずから工事続行不能届を提

出いただき、この届け出を受けて町は工事請負契約の解除をするということで円満解決を目

指している旨を伝え、ご了承いただき、後日人を介して書類の提出を約束されております。

以上のような状況であり、今後しばらくの間、相手方の対応を見届けていきたいと考えて

おります。

一方、今年度においての執行が不可能な状況となりますので、今回繰越明許の手続をとら

させていただきましたのでご理解の上ご審議賜りますようお願い申し上げまして、議案説明

とさしていただきます。

本案について質疑に入ります。 ５番、松野君！議 長

大変詳細にご報告いただきましてよくわかりました。日ごろからこのような詳細な５番議員

報告等を、情報等を私たちは常に要望しておりますので、また今後こういう形でいろいろな

説明情報などしていただけたらというふうに思います。

この中で１つちょっと疑問に思いますのは、下請がつかめなかったということなんですけ

れども、こんな小さい工事でも下請に渡しているのかなという素朴な疑問を抱くわけなんで

すけれども、下請の実態を契約のとき等にやはり報告をさせておくということは、大変今後
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いろんな形で重要なのではないかというふうに思います。また、工事が終わった時点では、

どことどういう下請契約で幾ら払ったというそういう領収書の添付等、建設委員会の方では

３，０００万円以上が領収書添付ということもお聞きしたわけなんですけれども、別に３，

０００万円以下であったとしても、広陵町などは小さい事業がほとんど大部分ですので、や

はり何かのトラブル、あるいは本当に公共事業の実態を把握するためには下請の実態を町が

正確に把握することは緊急に必要だというふうに思いますので、この点についてどのように

お考えいただいているのかをお聞きしておきたいと思います。

総務部長！議 長

お申し出いただきました下請の状況ということで、現在３，０００万円云々の話は総務部長

別として、やはりこういう事故があるなしにかかわらず、実態を把握しておくのは町として

も必要な状況だということは痛感しておりますんで、この辺についても今後どのような状況

でこの実態をとらえていくかということに研究してまいりたいと、かように思います。

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑をこれにて打ち切ります。討論に入ります。討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論がないようですので、討論を打ち切り採決します。議 長

議案第３２号を原案どおり可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議案第３２号は原案どおり可決されました。議 長

次に日程５番、議員提出議案第１号、中小企業の当面する金融上の困難を解消し、議 長

「金融アセスメント法」の早期制定を求める意見書については、山本悦雄君から提出され、

所定の賛成者があり成立しておりますので、これより議題とします。

議案の朗読をさせます。 局長！

朗読。局 長

本案につきまして提案趣旨の説明をお願いします。 山本悦雄君！議 長

中小企業の当面する金融上の困難を解消し、「金融アセスメント法」の早期制定１３番議員

を求める意見書の件につきましてご説明をさせていただきます。

「金融アセスメント法」とは、アセスメントということで、金融評価ということでござい

ます。ここに中小企業家同友会から出されておりますパンフレット、またその法の試案とい
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うものがございます。全部読みましたら大変でございますが、基本理念の部分をご紹介して

説明にかえさせていただきたいと思います。

１つは、地域経済を支える金融機関を育て、地域への資金の安定供給をもたらすこと、す

なわちこの奈良県で集めてした金、それを大きなったらほとんどが大企業に行って地元の企

業に回らないというような形にならないような方法を考えるということでございます。その

次に２番目といたしましては、公正な競争が維持促進されるよう、各金融機関において融資

に係る一方的かつ不公正な取引慣行の是正を図るということでございます。３番目といたし

まして、金融機関に関する情報が適切かつ定期的に開示されることにより、利用者による金

融機関の選択や意見の反映を容易にし、金融機関の業務の公共性が確保されること。これが

基本理念となった法案ということでございます。

ご承知のとおり、政府が進めようとしている不良債権の最終処理、この３月末を目標にや

っておるわけでございますけれども、全国で４０以上の信用金庫、信用組合その他金融機関

が廃業と申しますか、倒産と申しますか、そういうものに追い込まれておるということでご

ざいます。これはご承知のとおり、この３月末をもってのペイオフ開始と申しますか、４月

１日以降満期の定期性預金に対するペイオフの実施ということに向かっての国の処理でござ

います。ただこれは非常に厳しい状況で進められておりましたことは事実でございまして、

各金融機関がぴりぴりしていたというような、非常にちょっと萎縮しているような面もある

ことは、中小金融については事実でございます。そういうことで、今後そういうのに伴いま

して、政府は十分にやると言っておりますけれども、今後連鎖倒産や失業者の激増というこ

とも予測されて、地域経済や中小企業経営への深刻な影響が危惧をされておるということで

ございます。

また、中小企業の実態に合わない金融庁金融検査マニュアルの一律適用と預金者の不安か

ら特定金融機関に預金を集中させるペイオフ解禁ということにより、地域金融機関の資金不

足と中小企業の融資抑制が生じる懸念も高まっておると。かなり現在は資金は銀行間で移動

しているようでございます。きょうの新聞にも載っておりましたが、郵便局の決済性預金が

この１年間でですか、１兆円伸びて１倍半、倍半の金額にふえておると。そちらの方へも移

行してるんじゃないかと、郵便局の方では否定しておるようですけれども、そちらの方へ移

行している可能性もあるというようなところでございます。

そういうことで、よって政府において次の措置を講ずることを強く要望いたします。１つ、

中小企業の当面する金融の困難を解決し、地域経済を活性化させるために、地域と中小企業
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の実態に合った金融検査マニュアルを作成することということでございます。今まで有担保

主義と、非常に担保を中心の貸し付けであった部分が多いんですけれども、やはり無担保貸

し付け、これは日本の金融で非常に今までおくれておる部分だと言われております。ハイリ

スク・ハイリターンという言葉がございます。非常に成長性を見込んで無担保でやるかわり

に、それはハイリスクになるわけでございますけれども、その場合少し高い金利をとってリ

ターンの方を大きくすると、これが本来の金融でございますが、日本の場合はちょっとそれ

が出おくれて、アメリカと非常に差がついておるというような面もあるわけでございます。

そういうことをしっかりと見ていただきたいということで、やはりそういう方向に進んでも

らって、中小企業の実態に合った金融もやってもらいたい。

その次に、金融問題解決のためには、地域と中小企業への円滑な資金供給に努力する金融

機関を公的に評価し、情報を開示することにより、地域と中小企業の共存共栄を図る金融機

関を育てる。物的担保優先や連帯保証による割合を減らし、中小企業の潜在能力や事業性を

重視する融資を拡大すると。それから、貸し手、借り手の公正な取引関係を確立することを

目的としての金融アセスメント法を早期に制定すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出するということでございます。

先ほど説明したちょっと間違えました、２番目の方での説明をちょっと１番目の方でやっ

てしまいましたが、そういうことでございますのでひとつよろしくご審議のほどをお願いい

たします。

これより本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。 １０番、青木君！議 長

ちょっと提案者の山本議員にお尋ねをいたします。１０番議員

私議会運営委員会の委員長をさしていただいとる関係上、中小企業の同友会の方から陳情

書という形でこの意見書があったと。そこでちょっと議運でもこれ審議したということも踏

まえましての質問でございます。

最初の陳情書の中での意見書を出してくださいということの中で、削除をされてる箇所も

あるわけですが、これ陳情者の人が納得しておられるのかないのか、それだけちょっとお聞

きしたいなと。というのは、陳情書を持ってこられた人に全く無断というのか、こっち勝手

に削除をしたりまた変えたりということが甚だちょっとおかしいんじゃないかなあと、こう

思いますので、当然陳情者の人と協議の結果のことと思いますが、その点を確認をしておき

たいと、こう思うわけでございますのでよろしくお願いします。

１３番、山本悦雄君！議 長
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最初に持ってこられましたのは、もう一つはこの３月末でというペイオフを延期１３番議員

することもこの中に含まれておったということでございます。それにつきましては、ペイオ

フにつきましてはもう走っておりますんでね。もう既に去年４月、満期が４月１日以降満期

の定期性預金ということでございますので、既にその制度はもう走っておると。これはもう

日本国内で済む問題ではございませんで、国際的な問題でございます。ですから、恐らく説

明もしておりましたけれども、もしここでペイオフを日本が延期したというようなことにな

ったら、国際金融市場でどういう評価を受けるかというような大変な、我々の考えの及ばな

いような問題でございます。恐らく日本の国債が２ランクぐらい格下げされるおそれも出て

こないとは限らない。１ランクはもう間違いないというようなことでございます。今の日本

の国債の評価は、先進国の中でもイタリアか日本か、イタリアとつれづれ、同じようなとこ

ら辺で、もう最低のとこにございます。恐らくこれがもう２ランク下がりますと、国債の利

率が急速にアップするというような非常にそういうような事態のところでの申し入れがあり

ましたので、それはもうとても無理だということでご了解をいただいて、その分を削除した

ということでございます。（１０番議員「はい、結構です。」）

ほかにありませんか。議 長

（なしの声あり）

質疑はこれにて打ち切ります。討論に入ります。討論ありませんか。 ５番、松野議 長

君！

賛成の立場で討論をいたします。５番議員

議会運営委員会の中では、大変な議論があった意見書であります。山田議員もほかの北葛

の町村では議運にも出されていないのにここで議論するのはどうか、あるいは共産党が意見

書として取り上げるのはどうかというような厳しい反対の意見もあったんですけれども、こ

のように議員の皆さんの良識が大いに発揮されて、積極的に山本議員が提案者となっていた

だけたことについては、大いに敬意を表するところであります。

そして、この中で同友会の方が３人来られまして勉強会ということで資料を持ってきたり

いろいろのご説明いただいたわけなんですけれども、やはり奈良県では中小の小さい銀行、

地域銀行、地方銀行とか信用金庫、組合等に融資を頼んでいる比率が８割だそうです。アン

ケートをとられたそうなんですけれども、そういう中で中小の金融機関がこんなにも相次い

で倒産をしていく、つぶれていくということについて大変な危機感を持っておられます。そ

して、現実的には融資につきましても、貸し渋り、貸しはがしが行われている実態も大変具
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体的な話として説明いただいたところでございます。

最近は、特に金融機関の方では、担保が目減りしたというので追加の保証人とか追加の担

保が厳しく要求されているということで、本当に大変な、先ほど言いましたが貸し渋り、貸

しはがしが行われているわけなんですけれども、もうこうなってきたら営業努力だけではど

うにもならないんだということであります。アメリカの方では、大変不況になったとき１９

８７年に地域再建法ですか、ありまして、それがやはり地域住民と経営者を応援するスタン

スにそのときにアメリカの方も変わって内需が活発化して、雇用も地域の中でふえてきたと

いうことで、今回の金融アセスの方策っていうのは、アメリカにも前例があるということも

踏まえまして、今の日本では大変切実な要求なんだということでございました。

それから、この間ですね、この金融アセスのしてほしいということで、国会請願とかいろ

いろ全国的に活動なさっているそうなんですけれども、奈良県でもみずからの努力で２万９，

５００筆の署名を集められたということを聞いております。全国では１００万署名を集めよ

うということで、引き続き奮闘しておられるということもお聞きしております。地元の広陵

町の方も何人か同友会に入っておられるということも聞きましたので、地域のそういう経済

が活発化させていく、本当に今抜本的な改善の一つの手法として、大いにこの金融アセス法

の早期制定についての意見書を賛成するものであります。

ほかに討論ありませんか。議 長

（なしの声あり）

討論を打ち切り採決いたします。議 長

議員提出議案第１号は原案どおり可決することに異議ありませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議員提出議案第１号は原案どおり可決されました。議 長

お諮りします。お手元に配付いたしておりますとおり、各委員長から議長あてに所管の事

務について調査研究の申し出があります。このことについて委員長からの申し出のとおり閉

会中の継続審査に付することに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって申し出のとおり閉会中の継続審査とすることに決し議 長

ました。

お諮りします。議会運営委員長から議会運営に関する事項については、お手元に配付いた

しました申し出書のとおり、閉会中の審査に付することにご異議ございませんか。
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（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって委員長からの申し出のとおり閉会中の審査に付する議 長

ことに決しました。

次に議会広報の研修については、奈良県町村議会議長会主催の研修会に毎年議員を派遣し

ています。よって平成１４年度においても議員２名以内の派遣をすることとし、時期及び人

選については、議長に一任願いたいと思います。これに異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

ご異議なしと認めます。よって議会広報研修は行うものとして、時期及び人選につ議 長

いては、議長に一任されました。

以上で本日の議事日程並びに本定例会に付議されました事件はすべて終了しましたので、

会議をこれにて閉じます。

平成１４年第１回定例会をこれにて閉会いたします。

（Ｐ.Ｍ.２：４４閉会）
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以上、会議の顛末を記載し、その相違ないことを証し、ここに署名する。

平成１４年３月２２日

広陵町議会議長 出 張 光 男

署 名 議 員 吉 田 信 弘

署 名 議 員 中 山 正
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